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は じ め に 
 

本年度はAPASWEと共催し以下のテーマで第22回環太平洋ソーシャルワークセミナーを開催しま

した。 

 

２月１６日（日） コミュニティベースの災害リスク管理 

Community-based Disaster risk management  

２月１７日（月） 災害時の地域と専門職の連携 精神保健福祉 

Coordination of Mental health professionals and the community on the disaster  

２月１８日（火） 災害リスク管理ワークショップ 

Disaster Risk Management Workshop 

 

このセミナーは2009年より行っている災害リスク管理ソーシャルワークをテーマとするセミナーの第

5回目になります。 

 

第１回～第４回 テーマ 

2009.11.3 災害復興のソーシャルワーク 

The Social Work in Disaster Recovery 

2010.11.5 災害リスク管理のソーシャルワーク教育 理論と実践 

Social Work in Disaster Risk Management: Theory and Good Practices 

2011.11.3 アジアの災害リスク管理ソーシャルワーク人材育成 

Human resource Development for Community-Based Disaster Management 

2012.11.3 フクシマのソーシャルワーク 

Social Work in Fukushima – Social Recovery from Damages Caused by Radiation 

2012.11.4 災害ソーシャルワークリーダー養成 

Training of Social Work Leaders in Disaster Response 

 

残念ながら今年度も台風３０号が１１月８日、フィリピン中部を直撃し、約１６００万人が被災するな

ど。環太平洋アジアは多くの災害に見舞われました。 

今後も成長する環太平洋アジア諸国では都市化による都市人口の急増によって洪水や崖崩れな

ど災害に脆弱な都市郊外に居住する人口が増えていくことが予想されています。 



また、日本などにおいては少子高齢化社会を迎え地方の過疎も進んでいます。このため災害に

強いしなやかなコミュニティを作るためコミュニティベースでのソーシャルワーク・社会開発の任務は

ますます重要です。 

私たちは社会福祉・社会開発を学ぶアジア環太平洋の皆さんとともに、環太平洋の災害リスク管

理について考えて行きましょう。 
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山口 幸夫 特任准教授 

 

山口 では、定刻になりましたので、環太平洋

ソーシャルワークセミナーを開始させていただ

きます。開催に先立ちまして、教育学校連盟会

長、本学の学長である、大嶋先生より一言ごあ

いさつを賜ります。 

 

大嶋 皆さん、おはようございます。日本社会

事業大学の大嶋でございます。まず、主催校を

代表致しまして、歓迎の言葉を申し述べさせて

いただきます。ようこそ日本へ。そして日本社

会事業大学へ、さらには、雪国清瀬へ、ようこ

そいらっしゃいました。 

 今回の大雪は、東京では数十年ぶりという記

録的な大雪で、皆さまも驚かれたことではない

でしょうか。日にちが 1 日ずれなくて良かった

と、心底思っております。昨日、本学では、講

堂を使った大きなセミナーを開催する予定でし

たが、中止にせざるを得ませんでした。きょう

は幸い晴天にも恵まれ、雪国気分を味わってい

ただきながら、スキー場にでも来た気持ちで、

活発に議論をしていただければと願っておりま

す。 

 この環太平洋セミナーも、今年で第 22 回を迎

えます。都心でセミナーを開いてきましたが、 

今年は久しぶりに都心から清瀬に開催場所を移

してセミナーを開催致します。きょうのセミナ

ーには、海外から APASWE 会長である、イン

ドネシア大学のフェンティニ・ヌグロホ先生を 

 

大嶋 巌 学長 

 

始め、災害ソーシャルワークに多くの経験を持

つ 4 名の先生方にお集まりいただいております。 

 今回このセミナーを清瀬で開催するのは、主

催校の日本社会事業大学としてもより積極的に

学生参加、教員参加、全学的な取り組みとして、

環太平洋セミナーを位置付けたいという思いか

らでございます。特に 3 日目、18 日には学生か

らの実践報告もあり、参加型研修ワークショッ

プを開催致します。本学全体の教育研究ととも

に、連携してこのセミナーを今後位置付けてい

きたいというふうに考えております。 

 このセミナーでは、災害ソーシャルワークで

取り組む震災を含む、各地の大災害を取り上げ

てまいりました。今年は、昨年フィリピンを襲

った台風ヨランダの教訓と課題についても触れ

ていただきます。フィリピンでは多くの方々が

亡くなられて、そこからの復興に大変な苦労を

されているというふうに伺っております。心よ

り哀悼の気持ちとお見舞いを申し上げたいと思

います。 

 災害ソーシャルワークのテーマは、この環太

平洋セミナーで取り上げるのは 5 回目になりま

す。この間多くの議論が積み重ねられ、蓄積も

多くなってきたと考えております。おりしも本

学では、アジア福祉創造センターの山口特任准

教授が 6 年間にわたって、災害ソーシャルワー
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クに精力的に取り組まれ、頑張って成果を挙げ

てこられたと思います。今年 3 月で山口先生が

退職されることもあり、このセミナーがこれま

での災害ソーシャルワークの中間的な取りまと

めになることを願っております。 

 雪景色の厳しい寒さの中ですが、セミナーの

3 日間、この会場では活発でホットな議論を戦

わせていただくようにお願い申し上げます。ど

うぞよろしくお願い致します。 

 

山口 続きまして、このセミナーを共催してい

ただいております、APASWE・アジア太平洋ソ

ーシャルワーク教育連盟の会長であるフェンテ

ィニ先生より、ごあいさつをお願い致します。 

     

ヌグロホ この度はこのセミナーにご招待を

いただきまして、ありがとうございます。第 22

回目の環太平洋社会福祉セミナープログラムと

いうことで、大変光栄に存じます。まず初めに

日本社会事業大学大嶋学長に、そしてまた

APASWE の前会長でいらっしゃいます秋元先生

に御礼を申し上げたく存じます。そして今回は

APASWE が共同でセミナーの主催をさせていた

だいております。それからソーシャルワークの

中で活躍をしておられるさまざまな同僚の皆さ

ま方、山口先生を含めて、御礼を申し上げたい

と存じます。 

 災害というのは、特にアジア太平洋では、非

常に頻繁に起こっております。従って、日本社

会事業大学におかれましては、このセミナーを

主催してくださるということに、大変ありがた

く存じております。この大学においても、災害

対策のセンターとして活躍をしてくださってい

る。日本というのは、非常にイニシアチブの中

でパイオニアであることができる所だと思いま

す。APASWE はそれに対して強力な支援をして

まいりましたし、いろいろな形でイニシアチブ

にご支援を継続していきたいと思っております。 

 それから APASWE のメンバー、コックの中に

は、たくさんの災害に見舞われている所がござ

います。従って、私どもの連盟におきましても、

このようなイニシアチブを高く評価するもので

あります。それからまた日本社会事業大学に対

しましては、APASWE への日頃のご支援、長年

にわたってのご支援をいただいておりますので、

それにも心から感謝を表明したいと思います。 

 私が APASWE に参加した頃は、日本社会事業

大学についてはよく存じ上げなかったんですけ

れども、長年のお付き合いを通しまして、日本

社会事業大学からは本当に素晴らしいご支援を

APASWE にいただいているということが分かっ

てまいりました。本当に素晴らしいことだと思

っております。協力的な共同研究、あるいはプ

ロジェクト、また出版活動などもしてまいりま

した。APASWE のメンバーの多くが日本社会事

業大学について、今ではよく承知をしていると

いう時代になりました。大変素晴らしいことだ

と思っております。 

 そして最後になりますけれども、今回のセミ

ナーの成功をお祈りして、私のごあいさつにさ

せていただきたいと思います。災害管理におき

ましては、今後とも日本社会事業大学には強力

な指導力を発揮していただきたく、お願いを申

し上げます。ありがとうございます。 

 

 

フェンティニ・ヌグロホ 氏 
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山口 ありがとうございました。続きまして、

きょうのセミナーのキーノート、基調講演に入

りたいと思います。まず初めにフィリピン大学

のエマニュエル・ルナ先生にお願い致します。

エマニュエル・ルナ先生は、本学の姉妹校であ

るフィリピン国立大学のソーシャルワークとコ

ミュニティー開発学部の先生で、長らく災害防

止のためのコミュニティ・デベロップメントを

研究・実践してきた方です。今回はヨランダの

実際の被災地にもお出掛けになって支援や研究

をしていますので、そのことを含めてご報告し

ていただきたいと思います。では、ルナ先生、

よろしくお願い致します。 

ルナ 山口先生、ご紹介ありがとうございます。

また、大嶋学長、社会事業研究所の所長の藤岡

先生、また APASWE の前会長オオシマ先生、そ

して多くの方々にまたお会いできることを、と

てもうれしく思っております。またヌグロホ先

生が APASWE の会長をしていらっしゃるとい

うことで、お祝いを申し上げます。 

 さて、この日本社会事業大学と私どもの大学

の学部が覚書を交わしまして、姉妹提携をして

おります。 

大変うれしいことであると思います。その一

環で今回お招きをいただきました。大変うれし

く存じております。日本の人々、また日本の政

府に対しましても、いろいろなご支援をいただ

きましたことを御礼申し上げます。 

 ハイヤン台風、これはヨランダ台風とも呼ば 

れていますけれども、これはフィリピンのいろ

いろな町に大きな被害をもたらしました。この

日本はいち早く支援の手を差し伸べてください

ました。今日に至るまで続いておりまして、フ

ィリピンの国民を代表して、公式な立場ではあ

りませんけれども、心から御礼申し上げます。 

 きょうは『コミュニティーベースのアプロー

チの力と限界』ということでお話をしたいと思

います。そしてハイヤンの被害についても述べ 

 

エマニュエル・ルナ 氏 

 

ていきたいと思います。今、ご覧いただいてい

る写真でありますけれども、こういうようなこ

とは日本でも起こったというふうに聞いており

ます。津波の被害を受けられました東北地方で

は、このように船が陸上に残されてしまうとい

うことが起こりました。そのときの被害のがれ

きの状態を示した写真であります。 さて、き

ょうのアウトラインですけれども、まず初めに

このハイヤン台風の基本的なことについてお話

をしたいと思います。損害の状況、そしてその

影響についてお話しします。私はこれを複合災

害と呼びたいんですけれども、それについて述

べます。どういう対応が行われたのか、そして

災害のリスクを低減するために、どういうコミ

ュニティーアプローチが可能であるのか。特に

DRR と呼んでおりますけれども、それが地元の

町でどういうふうに行われたのかということに

ついて、お話をしたいと思います。 

 このヨランダ台風は国際的にはハイヤン台風

と呼ばれていますけれども、2013 年 11 月 8 日に

フィリピンに上陸致しました。朝の 6 時半から

11 時ぐらいまでの間、台風が吹き荒れたわけで

あります。そして時速 300 キロメートルぐらい

の強風が吹いたわけであります。それから 4 メ

ートル以上の高潮が発生致しました。大体この
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フロアぐらいの高さまで潮が来たわけです。津

波が地震によって起こったことも大変だったと

思いますけれども、われわれの場合には、これ

ぐらいの高潮が台風によって引き起こされたわ

けです。フィリピンの中央の島々を襲いました。 

 一番北にあるルソン島、これが一番大きな島

ですけれども、私はルソン島の出身であります。

そのときには、ルソン島は被害を免れましたけ

れども、多分大きな台風になるだろうという予

報はキャッチしておりました。ちょうど中央部

分の諸島が被災地となりました。これを見てい

ただけば分かると思うんですけれども、セブ島、

それからパナイ島です。ブルーの所ですけれど

も、これは被災した州を表しています。ちょう

ど中央部分ということが分かると思います。大

体 1220 万人が被災致しました。そして 59 の都

市、587 の町が被災致しました。これがまとめ

になります。被災地の数ですが、15 の地域のう

ち 9 地域が被災致しました。州では、79 州ある

うちの 44 州に及びます。そして 59 都市、578

の町です。バランガイとはいわゆる村のことで

すけれども、1 万 2122 の村が被災致しました。

世帯数では 258 万世帯、1200 万人が被災致しま

した。非常に大きな災害であったということが

分かります。広範囲に及んでおります。日本の

ちょうど岩手からこれぐらいの広がりで、こう

いう被災が起こるとどうなるのかということが

分かると思います。 

 東部だけではありません。中央部、そして西

部に至るまで被災地が広がっていったわけ 

です。というのは、台風が移動したからです。

台風はとどまっているわけではありません。風

が台風を動かしていきます。もちろん高潮は夏

に起こります。特に東部のほうで起こるわけで

すけれども、西部においては、こういう高潮と

いうものは経験しなかったわけです。 

 このヨランダ台風による破壊でありますが、

これは 2014年 1 月 9日付の報告ということであ

りますが、死者は 6190 人です。3 人の死亡が加

わりました。つまり、今でもがれきの中から遺

体が見つかっているということであります。で

すから、現在では大体 6300 人ぐらいといわれて

おります。1979 年に、津波によって 4500 人が

死亡しました。これがこれまでの最大数であり

ますけれども、それを上回りました。その後、

洪水によって 4500 人の死者が出ましたけれど

も、それと比べましても、一番多い死者数とな

りました。負傷者は 2 万 8626 人、行方不明 1785

人ということになります。もしこの行方不明者

が死亡しているとなりますと、7000 人をはるか

に超える死亡者数になるわけです。 

 損壊家屋もたくさん出ました。100 万以上の

家屋が損壊致しました。それも 50 パーセント以

上の損壊だというふうにいわれております。そ

れから商業施設、公共施設、公益事業施設も破

壊されました。これがその例です。この地域は

ココナツ栽培が盛んな所として知られていまし

た。しかし、ココナツの木が全部このようにな

ぎ倒されてしまいました。ココナツの木を全部

切り、その材木で仮設住宅を建てました。強い

地元産の材料で作られた家屋は全壊致しました。

一番上に示されておりますのは、仮設住宅です。

小さな家を再建しております。それからテント

も使いました。また、セメントで作られた家も

ありましたが、これも破壊されました。左のほ

うの写真ですが、こういう状態になりました。

左下にあるのは、高潮に襲われたわけです。こ

れは 2階まで波が来たようです。そして時速 300

キロメートルの強風が吹きましたので、屋根を

吹き飛ばし、壁もこのようにずたずたになりま

した。ですからどうしようもありません。本当

に地獄のようなありさまでした。 

 これは商業施設の一部で、タクロバン市最大

の商店街ですけれども、こういうふうに破壊さ

れました。この施設、赤いこの鉄のバーが見え

ますけれども、これはガソリンステーションで
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した。この 2 枚の写真の被災地においては、高

潮は起こっておりません。風だけで、こういう

ような鉄が曲がり、コンクリートも破壊されて

しまうという状態だったわけです。政府施設も

破壊されました。マヨルガ市のある町の状態で

すけれども、ボランティア活動なども行われて

おりますが、この上の所にあるのが、保健セン

ター、病院施設です。1 日 24 時間、医療スタッ

フが働いておりました。ボランティアとして、

そこにとどまって仕事をしたわけなんですけれ

ども、コミュニティーホスピタルは吹き飛ばさ

れてしまいましたので、医療関係者自身も被災

をしてしまい、避難をしなければいけないとい

うことになったわけです。全ての医療機器、コ

ンピューターが全部破壊されました。下の所に

学校がありますけれども、これも破壊されまし

た。右に写っておりますのが市の講堂です。こ

れらはみんな窓ガラスが飛んでしまったという

状態でした。 

 推計損害ですが、一番大きいのは家屋の損壊

です。その金額は 3250 億ペソ相当といわれてい

ます。円にしますと 1650 億円ぐらいになると思

います。これは家屋だけの金額です。次が産業、

その次が工業とサービス業ですね。それからイ

ンフラ。340 億ペソであります。トータルにし

ますと 5710 億ペソ、円にしますと 2350 億円ぐ

らいになると思います。 

 私は、これは複合災害と呼ぶことができると

思います。なぜかといいますと、影響と損害が

大きかったということです。被災地が非常に広

範囲で、被害者の数も多かったからです。また、

地理的に多くの地域が被災致しました。そして

財政的な損失をたくさん出し、それによって財

政的に大きな影響が出たということであります。

被災後 5 日間、行政が機能不全に陥りました。

金曜日だったと思うんですけれども、そのとき

にはまだ 3 人の死亡しか伝えられておりません

でした。ですからマニラでは会議を開いて、「そ

んなに大きな影響は出ませんでしたね。3 人し

か死亡者が出ていませんし」なんて言っていた

わけです。 

 でもこれは世界最大の台風だと言われていま

した。またフィリピンが記録を作ってしまった

わけです。ですから、もしソチオリンピックに

出ていたら、そういう意味でわれわれは金メダ

ルということになったと思います。日本では、

ソチオリンピックで選手が随分活躍していると

いうことで、お喜び申し上げます。でも私たち

が作ったこの記録は随分悲しい記録です。世界

最大の台風を呼んでしまったわけですので、悲

しい記録になりました。 

 最初の 5 日間、土曜日の段階では、それほど

大きな被害は出ていないといわれていたわけな

んですけれども、しかし土曜日の夜から日曜日

の朝にかけて、すごい被害が出ているという情

報が伝わってきました。コミュニケーション、

通信が寸断されていたので、都市部に情報が伝

わってこなかったわけです。また、輸送がスト

ップしておりましたし、行政関係者も被災して

おりました。そして対応システムが全部破壊さ

れてしまったわけであります。緊急物資なども

用意されてはいたんですけれども、それが失わ

れてしまったわけです。そしてガソリンが不足

して、輸送がストップ致しました。ということ

は、半壊の状態であったとしても、食料品、あ

るいはガソリンなど、全ての活動がストップし

てしまったわけです。 

 とにかく最初の 3 日間は全くストップ状態で

した。その後は少しずつ入り始めましたけれど

も、その結果、暴力行為がまん延致しました。

略奪も起こりました。食料を求めてということ

なんですけれども、記録によりますと、必需品

以外の物も略奪した者が居たということです。 

 ではこのプロセスの中で、どのような課題が

あるのでしょうか。まず 1 点目ですけれども、

台風に関しましては、どのぐらいの強さでどの
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ぐらいの進路かということが予報されていまし

た。かなり正確な予報があったわけです。どの

進路を取るのか、それからどんな強さなのかと

いうことが、比較的よく分かっていました。で

すから政府はこれに関する準備を進めていまし

た。ですけれども、高潮がどういうものなのか

ということが、よく分かっていなかったという

問題があったかもしれません。波が高くなるか

もしれないということは思っていたかもしれま

せんけれども、本当にこんなに被害になるとは

思っていなかったということがあります。1 フ

ィートあるいは 2 フィート、あるいはせいぜい

3 フィートで、4 フィート以上になるとは思って

いなかったということがあると思います。そし

て政府もきちんと予測をしていなかった。そん

なに高くなるとは思っていなかったという課題

があると思います。ですので、どのような被害

があるのかということが予想できませんでした。 

 そして 2 番目、準備ですけれども、過去の台

風に基づいた準備をしていたわけです。ですか

ら今回のこの強力な台風には、全く太刀打ちで

きなかった状況があったと思います。台風が来

るということは分かっていました。ただし、台

風がこんなに大きな被害をもたらすということ

は考えていませんでした。ですので、準備が全

然追い付いていなかったわけです。このような

タイプの、このような強さの台風には太刀打ち

できる準備をしていなかったということなんで

す。 

 今回日本でも雪がこんなに積もっていますけ

れども、こんなにたくさんの積雪があるという

ことは予想していなかったかもしれません。で

すので、準備が追い付かなかったという状況だ

ったかもしれません。例えば装備がない、いろ

んな機材がないという事情もあったかもしれま

せん。準備が十分に行われていませんと、やは

り災害の問題が大きくなってしまう。そして複

雑さが増してしまうということがあります。十

分に対応ができないからです。救援活動、物資、

これも準備していたんですけれども、破壊され

てしまいました。だからこそ、最初の 3 日間は

食料がなかなか手に入らなかったという事態に

なってしまったわけです。 

 次に避難所なんですけれども、こういった所

も被害を受けています。例えば避難所に行った

とします。そして安心をした。これまでは避難

所にさえ居れば安心だと思っていたかもしれま

せん。ですが、今回はどうだったでしょうか。

避難所も被災してしまったんです。高潮、それ

から強風によって被害を受けてしまったんです。

たくさんの方々が避難所で亡くなっています。

こんなに高潮の被害が深刻で、こんなに高い高

潮が来るということは思っていなかったんです。

多分、海岸の所だけだと思っていたんです。講

堂に人が集まっていたんですが、そこで被災し

てしまいました。 

 亡くなった方々への対応なんですけれども、

親戚の方々がまず来ます。そして亡くなられた

方々の確認をするということができると思いま

す。ですが、そのご遺体を運んでいってしまう

と、もしかすると本人の確認ができないという

ことがあるかもしれません。ですが 2 日たって

も 3 日たっても、親戚の方々がいらっしゃらな

い。そして本人確認ができないということがあ

りました。ですので、ご遺体を運んでいいのか、

あるいは親戚の方々が来るまで本人確認を待つ

べきなのか、これが分からなかったという問題

もあります。ご遺体を運んで埋葬したこともあ

りましたけれども、本人確認を待たなければな

らなかった、あるいは集団墓地に埋葬しなけれ

ばならなかったということもありました。 

 島には大きな道路があります。そして交差点

があります。広い所がありましたので、それを

集団埋葬墓地にしたわけなんです。道路の脇の

所には植栽があったり、普通の場合には都市を

飾るような物があるわけなんですけれども、島



9 

の真ん中にこのような集団墓地ができてしまい

ました。 

 それから国と地方自治体の間の緊張感があり

ました。自治体のリーダーというのは、国が介

入してくれる、支援をしてくれるだろうと思っ

ていたんです。地方自治体自体が被災している

からです。ですが、国のほうは、これに関して

は慎重でした。いつ介入すべきなのか。正式な

要請が来るまで待っているべきではないかと考

えていたんです。正式な手続き、あるいは書面

による手順を踏むということを待っているべき

だと考えている方々が居ました。中央政府の

方々というのは、さまざまな政党に属していま

したので、ここで緊張感があったわけなんです。

リーダーシップ間の摩擦、緊張感がありました。

これによって、事態がより複雑化してしまいま

した。 

 即時の対応はどういうものだったかと言いま

すと、11 月 11 日、国家災害事態宣言がなされ

ました。これは台風の 3 日後です。この宣言は

すぐになされるべきだったんですが、3 日たっ

てやっと宣言がなされました。政府の救援は 26

億ペソ。例えば人員、車両、それから船舶、航

空機、また国、自治体、外国、またボランティ

アの団体の方々から、たくさんの支援が出され

るということになりました。60 の国々からのサ

ポートがございました。そして 230 億ペソの海

外支援が約束されたわけですけれども、6 億ペ

ソ受領されています。現在のところは、さまざ

まな建物の復旧・復興がなされています。 

 どのようなコミュニティーの対応があったか

と言いますと、やはり自然の生存本能というも

のがあります。ですからやはり非常時には、救

援によって人を助けるという本能が働いたと思

います。それからシェルターの中で、被災され

たご家族の世話をするということがありました。

家が壊れなかった所がありましたので、そうい

った所で被災者の世話をするということがござ

いました。救援活動は最初の 2 日間、全くあり

ませんでした。食料もなかったわけなんです。 

 ですが、洪水で食料が流れてきたとき、その

食料を洪水の水の中から拾って、それを使った

ということがあります。ホットドックなどの工

場がありましたので、それが洪水で流れてきま

した。そういったものを取って食べる。あるい

はブタが泳いでいると、そのブタを捕まえて、

それを食料にした。塩もスパイスもなかったわ

けなんですけれども、流れてきたブタを捕まえ

て、食糧に致しました。このような形で、何と

か 3 日間食いつないだという状況でした。食料

を共同で購入して共用していました。近隣の町

から共同で購入して、そしてシェアしていまし

た。また災害の直後、友人や親せきなどの世話

をするといった支援もありました。 

 亡くなった方々が居ましたので、においもあ

る、食糧の供給がないということがありました

ので、マニラやその他の所へ移動していった

方々もいらっしゃいます。また学生によっては、

転校するといったことがありました。私たちは

タクロバンにもキャンパスがあります。UP タク

ロバンというキャンパスがあるんですけれども、

そういった所の人たちは、他のキャンパスに行

って授業を受けるということが許可されました。 

 また、クリスマスのメッセージなどを出すこ

とによりまして、勇気づけるようなメッセージ

を行っていました。9 月、10 月、11 月、12 月、

これはもうクリスマスシーズンというふうに考

えられているんです。このときにはクリスマス

が近かったということがありますので、クリス

マスツリーのようなものを、何らかの形で作っ

て、クリスマスというのは本当に幸せな時期、

そしてお祝いをするといった時期ですので、メ

ッセージを送りました。資源の動員も、とても

クリエーティブな形ですることができました。

クリスマスパーティーでギフトなどをあげたり、

あるいは寄付をしたり、そして被災者のための
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基金を募ったりということが行われました。 

 それからボランティア主義というものもあり

ました。ここにバヤニハンと書いてありますの

が、ボランティア主義です。現在コミュニティ

ーベースの災害リスク管理というものをやって

います。フィリピンにおきましては、法律がご

ざいまして、このような管理をやっております。

これは災害リスクの軽減と管理なんですけれど

も、これはリスクのあるコミュニティーといっ

たところが、この災害のリスクの把握・分析、

それから処置、モニタリング、評価を致します。

それによって、この脆弱性を補強して能力を上

げて、災害リスクの軽減に努めていくわけです。 

 これがマヨルガ市のケーススタディーです。

こちらには 16 の村があります。そして世帯数は

3775 世帯。高波はありませんでしたけれども、

全員が被災してしまいました。83 パーセントの

家屋が全壊し、17 パーセントの家屋が半壊して

います。78 人が負傷、そして 4 名が亡くなって

います。このような損害がありました。台風に

よって、農業、漁業、インフラが被害を受けま

した。ですからこの町に、国、地方、外国、NGO

からの支援が提供されました。 

 こちらが仮設住宅です。彼らの家は全壊して

しまった所が大変多いので、常設の家を待って

いるわけにはいきませんので、仮設住宅をこの

ように建設しております。思いやり作戦という

ものがありまして、これは NGO がやっている

作戦です。10 軒の家族が住宅クラスターになり

ました。そしてこの家族が建設作業に参加した

わけなんです。そして仮設住宅を建てることに

よりまして、その作業のための食糧をもらうと

いうことがありました。そして NGO が 79000

ペソの資財というものを提供しています。多分

4 万円ぐらいだと思います。4 万円ぐらいで 1

件の仮設住宅を建てることができます。という

のは、労働費がただだからです。彼らが自分で

やるからです。そして自治体が木材を出します。

家が 1 軒できますと、10 人が作業するわけなん

ですけれども、彼らが 10 軒の家を建てます。そ

して全部建つとくじを引いて、そして 10 人がそ

の建てた 10 軒の家のどこかをもらうというこ

とになったわけです。 

 地方自治体が用地を選定致します。これはク

ラスターの小さなものなんですけれども、もと

もとの壊れた家よりも、こちらの家のほうがず

っといいという状況がありました。トロピカル

なデザインがされており、ココナツの木で木材

をつくっています。他の建材も調達しています。

自分たちで作ったものもありますし、家族の代

表がこのシェルターのデザインにも参加してお

ります。そしてオーナーになっていくわけです。

このようにシェルターも作っています。とても

小さなものですけれども、地元の方々がこの中

に住むということです。この災害の前は、コミ

ュニティーベースの災害軽減管理というものは

行われていませんでした。 

 災害への対応というのは、生存本能、それか

ら社会文化的な慣行によって促進されておりま

す。そして今回は、このコミュニティーベース

の災害軽減管理というものが復旧の出発点にな

りました。ですがこれに関しても限界がありま

す。やはりハザードの評価・理解というものが

十分ではありません。このハザードというのは、

コミュニティーの外からやってきますと、なか

なか理解できません。洪水というものは分かる

んですけれども、台風というのは外からやって

きます。ですからどんな台風の性質があるのか

といったこと分かりにくいといった限界があり

ます。 

 それからインパクトですけれども、これまで

の経験を超えるようなものでした。これまでの

台風の経験から評価をしていたわけですけれど

も、今回は強さが違ったので、とても危険でし

た。 

 コミュニティーというものは、全員が被災し
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ているので、災害のレスポンスというものをき

ちんとサポート体制を整えていく必要がありま

す。 

 救援物資ですけれども、これも安全な所に取

っておく必要があります。そしてガソリンがあ

りませんでしたので、食料や着る物以外にも、

必要な物の支援をしなければいけません。例え

ばガソリンが必要です。また通信施設、通信の

ための機器なども必要です。ですので、コミュ

ニティーベースとは言っていますけれども、や

はり外部の人たちの支援も必要です。 

 左側のほう、こちらが災害が起こった時点で

す。そして事件、時間が右のほうに経過してい

くわけですけれども、このグラフから見て、最

初の段階では、外部の人が支援をするというと

ころが大きいと思います。ですが時間がたつに

つれて、コミュニティーの方々自身が関与する

部分が増えていくということになります。そし

て外部の方々の関与はだんだん減ってきます。 

 最後のスライドになります。コミュニティー

の関与というものが、今回コミュニティーベー

スの災害リスク軽減管理といったことに対して

なされました。こちらにありますように、コミ

ュニティーが中心になっていなければならない

と思います。被災者の方々には、日が暮れた後

には必ず新たな 1 日がやってきます。ありがと

うございました。 

 

山口 ルナ先生、ありがとうございました。続

いて、フィグリー先生に、メンタルケアを中心

とする災害支援についてお話しいただきます。

フィグリー先生は、共感疲労、支援者のメンタ

ルケアとその家族の支援等を専門に行っていま

す。それから、そうした関係で、災害時におけ

るいろいろな問題についても研究していますが、

きょうは特にメンタルケアを中心とする治療と

その研究についてお話ししていただきます。で

は、よろしくお願い致します。 

 

チャールズ・フィグリー 氏 

 

フィグリー おはようございます。ご招待あり

がとうございます。2 年前にお邪魔致しました

けれども、そのときも楽しい思いをさせていた

だきました。残念ながら、私どもは災害があっ

たのでお会いすることになったわけですけれど

も、しかし、その他で、いろいろな理論的な研

究が進んできたと思います。タイトルは『メン

タルヘルスケアのための災害救助』ということ

でございまして、30 分ほどお時間をいただいて

おりますので。私どもはトラウマを抱えている

人たちと活動しているので、その人たちのレス

ポンスをして、また私どもの対応についてもお

話をさせていただきます。 

 スライドのコントロールをお願いしておりま

すけれども、私が期待をしておりますのは、災

害後の精神医療・メンタルヘルスの支援を、最

もニーズの高い人のために提供する、それを促

進するということです。そして現状、さらに未

来のニーズに対応するために回復力を付ける、

そのための方法を見いだすということです。今

の被災者の回復力を強化すると同時に、将来に

備えるということが必要だと思います。そして

もう一つ、誰がどんな支援を、どこまでしてい

くのかということを決めなければなりません。

被災をした地域において、誰が支援を必要なの

かということを決めなければなりません。トリ

アージというものが行われます。それと同時に、
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いったいどのぐらいの期間にわたって支援が必

要なのか。もちろん最初は外部の人が影響力を

行使するわけですけれども、しかし最終的には、

実際にその地元の人たちによって、外の人が帰

った後も支援を継続しなければならないという

ことになります。 

 まず初めにやらなければならないのは、災害

時の心のケアと回復力の定義、そしてまた、そ

の後で、災害だけではないんですけれども、回

復力の要素についてお話をしたいと思います。

そしていつ、誰を、どのようにケアするのか、

回復力のスペクトラムをお見せしたいと思いま

す。最後に、いろいろな考え方、あるいは行動

という両方の面において、トラウマの回復力促

進の便益と方法について、これを推進していく

必要があるという話をしたいと思います。ソー

シャルワーク、あるいはその他、精神医療に携

わっている人たちが、将来に向けての準備をす

る、そして準備ができているということを知る

必要があると思います。 

 まず初めに、メンタルケア、心のケアの定義

ですが、生存者に回復力を持たせるということ

です。しかも災害の直後、災害の間もそうであ

ります。災害の回復力というのは、五つの異な

る分野の機能の回復力によって定義します。一

つは対人、他の人との関係ですね。二つ目は心

理的な側面です。それから生理的な側面。身体

的な健康ということにも関連してくると思いま

す。それから四つ目が技術的な面です。どのよ

うにして被災者が職場に戻ることができるか。

あるいは家族の所に戻ることができるか。私た

ち支援をする人たちは、いったい何をどのよう

にすることが期待されているのかということも、

ここに含まれます。そして五つ目が自己管理と

いう点です。もちろん、他に対する管理も必要

ですけれども、自己管理というのが五つ目です。 

 それでは災害とトラウマの回復力の予測です

けれども、ここでスライドを 1 枚お見せしたい

と思います。私が何を言っているかということ

を示すものです。幾つかの変数で構成されてい

ます。かなり長年にわたって研究をしてまいり

まして、出版物も出しております。まず初めに

見る要素というのは、その人の性向といいます

か、回復力。もともと持って生まれたものです

ね。二つ目がトレーニング・教育あるいは経験

によって、どのような回復力が持てるのかとい

う要素。三つ目がリスクファクターです。どの

ようにしてリスクファクターに対応するかとい

うことも含めて。そして四つ目が適応マーカー

です。 

 これがモデルなんですけれども、一番初めの

左側の頭の左に書いてありますのが、いわゆる

トレート・レジリアンス・ファクターというも

ので、知能の能力、それから論理的に考える能

力とか、抽象的に考える能力ですね。それから

トレートレズリアンスというのは ER‐89 とい

われているんですけれども、年齢とか、あるい

はトレーニングに関わらず、どのぐらい回復力

を持つことができるかというものを示すもので

す。三つ目がストレス適応力であります。例え

ば、早く目が覚めてしまったら眠ることができ

るのか。それから、興奮したときに、自らを冷

静に戻すことができるかどうかというような能

力です。四つ目が自信。そして五つ目がユーモ

アです。実はユーモアというのは、ストレスを

低減するのに非常に効果があるわけですね。希

望を持つ、あるいは協力の精神を助長する上で

も役に立ちます。 

 その他にも二つの箱があります。右側にある

のがプロテクティブファクターといわれるもの

であります。地域社会の中で、復興ができるん

だという信念を持っている所、そういう所のほ

うが、非常に回復力が大きいということが分か

ります。これは家族についてもそうですし、組

織についてもそうです。二つ目は結束力とサポ

ートですね。つまりお互いにお互いを理解して
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いる。何が必要とされているか。家族であった

り、地域社会であったり、ご近所であったりす

るわけですけれども、その中で誰が何を必要と

しているかということは、理解してもらえると

いう、そういう希望が持てるということ。三つ

目が希望と目的です。この辺りが、われわれが

教化をしてさしあげることができるものではな

いかと思います。つまり希望を与えるという点

で、われわれが被災者を支援することができる

でしょう。それからまた目的意識というのが必

要ですね。全ての人が一つのゴールを持って、

それに向かって進むことができる。そして大丈

夫なんだということを感じることができるとい

うことが必要です。 

 左側にあるのは、リスクファクターの箱であ

ります。個人としていろんな欲求・要求がある

と思います。身体的、あるいは精神的な課題が

あろうかと思いますけれども、被災者であった

ならば、自宅が壊れた、家族が亡くなったとい

うような場合に、それに対応しなければならな

い。そういう欲求というのがあります。 

 それから対人的な欲求というのもあります。

例えば家族が 1 人も残っていない。でも自宅は

半壊で済んだ。そうすると 1 人で住まなければ

いけないということになるかもしれません。そ

うすると周りに人が居ない。家族にとっても、

個人にとっても、五つの基本的な問題が、疑問

が発生してくると思います。いったいどうなっ

たのか。なぜこんなふうになってしまったのか。

なぜこの災害が起こったときに私はこんなこと

をしてしまったんだろうか。そして最後に、も

しこのようなことがまた起こったら、私はどう

するだろうかというようなこと。疑問に思うわ

けです。被災した人たちというのは、常にこう

いった疑問を持ち続けます。これを知る必要が

あります。 

 それから三つ目が環境上の欲求です。特に物

理的なものがあります。村全体が破壊されてし

まったということになると、ディマンドが非常

に高くなるということになります。あるいは地

域社会で自分だけしか被災していないというこ

とになると、自分しか被災の苦しさということ

が分からない。他の人たちには分かってもらえ

ないということになると、周りの人から自分が

距離を置くということになるでしょう。これは

適応が必要になるわけですけれども。それから

また、機能という面で見た場合の回復力という

ことがあるんですけれども、それについては後

ほどお話し致します。 

 いろんなマーカーがありますので、適応につ

いてお話ししますが、まず生理的なマーカー。

ストレスレベルというのがありますね。それか

ら心理的なものは、われわれがどのように論理

的に考えることができるか。問題を、特にトラ

ウマとか災害を経験したときに、問題解決がで

きるかということ。それから対人関係ですね。

いろんな人といろいろコンフリクトが発生する

かもしれません。あるいは他の人から孤立して

いるという、そういう意識を持つかもしれませ

ん。 

 それから四つ目が行動マーカーです。心理マ

ーカーと似ているんですけれども、どのように

してその人が行動をしているか。どのぐらい自

信を持って行動しているか。自分自身、あるい

は他人を助ける上でどのように行動しているか

ということ。 

 そして五つ目がセルフケアです。自分が置か

れた場面において、自分自身をいかに管理して

自助努力ができるか。あるいは他人を助けるこ

とができるかということですね。これは全てい

わゆる機能回復力のレベルに関係してくるもの

であります。一番このレベルが低い場合には、

他の人よりも直ちに介入が必要になります。一

番レベルの高い所に居る人たちは、もちろんそ

の人たちが他の人たちを支援するということで

使われなければならないということになります。 
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 次のスライドになりますが、災害を・・・こ

れは次に行っていただけますか。もうカバーし

たと思います。こちらですね。これでしたでし

ょうか。いや、これもカバーしましたよね。ち

ょっと先に行っていただけますか。はい、そう

です。 

 じゃあどのようにして回復意欲のレベルとい

うのは決定されるのかということなんですけれ

ども、被災者、あるいは支援者の五つの能力で、

この機能レベルを見ます。最新の調査によりま

すと、最も回復力が強い人たち、高い人たちと

いうのは、この五つの分野で非常に優れている

ということが分かってまいりました。 

 二つ目の表といいますか、図でご覧いただき

たいのが、その五つの能力です。次のスライド

をご覧いただきます。ちょっと思ったのと違う

ような形に出てきたんですけれども。ご覧のよ

うに五つの能力というのが特定されました。こ

の五つの能力を合わせて、回復力のレベルを予

測するのに使われます。 

 先ほどお話し致しましたように、身体的なレ

ベル。例えば睡眠とか健康度、いろいろな問題

によって、エネルギーレベルが下がったり上が

ったりします。それから心理的な能力ですね。

被災者であっても、あるいは支援者であったと

しても、いろんなテストをする、あるいはイン

タビューをする、それから一緒に時間を過ごす

ということによって、こういうような分野でど

のぐらい能力を持っているかということを特定

します。ここで申し上げたいのは、こういった

ようなそれぞれの側面を見て、最も効果的な介

入手段を決めるということなんですけれども、

それと同時に、個人にしろ、家族にしろ生き延

びていくことができるか。いろんな将来の災害

の課題に対応することができるかどうかという

ことも予測致します。身体的にも、心理的にも、

熱意のレベルから見て対応する能力を持ってい

る。あるいは知的にも能力が高い。精神的なも

のというのは非常に重要だと思いますね。調査

で出てきた以上に重要ではないかと思います。 

 それから社会的なサポート。それから他のグ

ループのメンバーとの結束力というところで測

定する、対人的な回復力というのがあります。

それから原始的なものというのは、標準生産性

によって測定するんですけれども。例えば被災

後仕事ができるということが条件になるわけで

すけれども、職場に戻ることができるかという

ようなことも、ここに入ってきます。自分がや

っていることに満足できるかどうか。それから

自信を持つことができるかどうか。そして実際

に、例えば支援をしているんだったら、サービ

スを提供することができるか。メンタルヘルス

の分野、あるいはソーシャルワークの分野では、

実際に自分たちの支援力の能力によって測定さ

れるわけです。 

 それから五つ目に重要なのが、セルフレギュ

レーション。自己規制という能力です。実際に

自分自身をケアすることができる。他人をケア

しながら自分をケアすることができるかどうか

ということで、重要な点は、特にストレスです。

ストレスに対する対応です。 

 さて、先ほどスペクトラムということを申し

上げたんですけれども、この五つの要素を使い

まして、レベル 1 というのはあまり能力が高く

ない、能力が不十分だというところ。そこから

レベル 5 まで、非常に高い能力を持っていると

ころまでのスペクトラムを作りました。 

 一番低いレベルの人というのは、高いレベル

の人をリクルートして、支援を提供しなければ

なりません。地域社会において、介入をする人

たちというか、支援をする人たちというのは、

非常に高いレベルで支援を提供するわけであり

ます。しかし 3 以下の人たちになりますと、直

ちに介入が必要な人たちであるということにな

ります。このスペクトラムによって特定された

サービスなんですが、この機能レベルを知るこ
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とによって、トラウマの回復力を刺激する必要

のある人を、速やかに見定めることができると

いうことが一つ言えます。それから被災者、支

援者に対して、元気をつけるということ、それ

をすることができます。 

 それから表の 1 をご覧に入れるんですけれど

も、これは水曜日にまた使いたいと思います。

スペクトラムのどこに居るかを決めるためのガ

イドです。これがスペクトラムです。レベル 5

が最も高い回復力のレベルです。多分ここにい

らっしゃる方々は、災害にあってはこのレベル

5 の回復力を発揮されると思います。五つの全

ての能力に問題がない人たちのことです。した

がって、取るべき行動というのは、他の人に訓

練をするとか、コーチングをするということで

す。ですから、こういう被災地に出掛けていっ

て支援をするというときに、最も高い回復力を

持っている人を見つけ出して、活躍をしてもら

うということになります。 

 レベル 4 になりますと、能力が少し落ちます。

回復力はありますし、そして良い機能も果たし

ていますけれども、しかしながら五つの能力の

一つが損なわれています。どれでもいいんです

けれども。その結果として、とにかくこの回復

力を維持して、自分の能力にはある程度限界が

あるんだということを踏まえた上で働いていた

だくと。それから同僚や監督に当たる者という

のは、この人は能力の一つが損なわれていると

いうことを知っている必要があると思います。 

 真ん中、レベル 3 ですけれども、回復力が弱

くなっています。五つの能力のうちの二つが損

なわれています。一つではなく二つであります

ので、何らかの介入とか、あるいはモニタリン

グが必要になります。そしてこの一番下に書い

てありますけれども、コーチング、あるいは同

僚のサポートが必要です。必ずしも精神医療は

必要ではないとは思いますけれども、とにかく

コーチング、そして支援が必要であろうと思わ

れます。もちろん仕事はできますね。そしてち

ゃんとやっていけるとは思いますけれども、十

分なモニタリングが必要であるということです。  

 しかしレベル 1、レベル 2 になると、問題に

なってきます。私はいろんな被災地を経験して

きましたけれども、「どうですか」と言うと、「う

まくいっていますよ」と答えるんですけれども、

うまくいっていない場合があるわけですよね。

つまりその能力をチェックするとそれが分かる

わけです。能力を測って、何らかの行動を取ら

なければなりません。 

 このレベル 2 ですけれども、支援があってや

っと回復力を維持しているということです。つ

まり回復力はあるんですけれども、それだけで

は十分ではないということです。ですから何か

支援があれば、ちゃんと回復力が戻ってくると

いうことであります。五つの能力のうちの三つ

が損なわれております。これは問題です。とい

うのは、例えば身体的な問題を抱えている、あ

るいは心理的な問題を抱えているので、対人的

な問題に集中ができないというようなことにな

る。あるいはセルフケアができないという可能

性があるわけでありますので、明確なプランを

直ちに実施して是正しなければなりません。 

 最低のレベル、これは回復力なしということ

です。機能不全に陥っています。一つ以上の能

力が損なわれています。つまりもう損なわれて

いるということですね。行動としては、直ちに

行動的な精神医療サービスを受ける必要があり

ます。 

 それでは、それぞれのレベルを詳しく述べて

いきたいと思います。まず高度に回復力がある

レベルでありますけれども、これは多分専門家

のほうですよね。例えばソーシャルワーカーか、

全く五つの能力に問題がなくいい仕事ができる

ということになると思います。ですから、問題

は彼らが手本となって、どうすれば一番こうい

う人たちを採用できるのか。またそういう人た
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ちを維持できるのかということを考えなければ

なりません。なぜこういう人たちは能力がある

のか。なぜこういう五つの能力で優れているの

か。どうようなトレーニングを受けたのか。ど

ういう人なのかというようなことが研究の対象

になります。というのは、それが分かれば、こ

ういう人たちを採用する方法が見つかるからで

す。 

 レベル 4、この人たちも随分よくやっていま

す。とにかくそのサービスを継続して提供でき

るようにということでいいんですけれども、能

力の一つが損なわれています。例えば寝不足、

健康上の理由で、身体能力が低下している可能

性があります。そういった場合には、十分睡眠

が取れるようにしてあげればいいと思います。

もしセルフケアが問題になっていて、ストレス

をうまく発散できないということであれば、そ

れに対して支援が必要になってきます。そうす

れば能力が回復する可能性があります。 

 この場合は回復力が弱くなっているというこ

とです。二つの意味があります。まず心理的な

能力。例えば情熱の面で、心理的能力が低下し

ている、不満が多い、ほほ笑みが少ないという

ような場合です。それから対人能力が低下して

いる場合もあります。これは社会的なサポート

をうまく提供もできていないし、受けてもいな

いということです。またグループとの結束感が

弱いというような場合です。そういった場合に

はそれぞれの人を監督して、必要な支援を与え

なければなりません。放っておいてはいけませ

ん。つまり監督はコーチングをする、あるいは

ピアサポートを活用するという必要があると思

います。そのまま仕事は続けていいと思うんで

すけど、例えば被災地で働いているような場合、

そのときには監督をする人が責任を負います。

この人たちがきちんとこの問題に対処できるよ

うにする必要があります。 

 それからレベル 2 になりますと、回復力はあ

りますけれども、支えられているものであると

いうことでありまして、十分機能が発揮できて

いません。つまり被災者に対して十分機能がで

きないわけであります。ですから改善するのに

具体的な支援が必要です。先ほどのレベルとは

異なります。3 とか 4 とかとは違うわけです。

ここではもっと注意が必要ですし、努力も必要

です。つまりアドバイスのレベルを超えていま

すね。ぜひともそういう行動は必要になってき

ます。ですから回復力を増進するための明確な

プランを実施しなければなりません。特定のマ

ーカーに注目したような改善プランが必要です。 

 それからレベル 1 ですけれども、一つ以上の

機能が損なわれている場合であります。技術的

能力は大きく低下しております。標準的な生産

性能力、クライアントの満足とか、監督者の能

力評価上、大きく低下しているわけであります。

本当にきちんと仕事をしているのかをチェック

し、もしそうでなかったら、それがかえって被

災者にマイナスの影響を与えている場合もあり

ますので。例えばニューオリンズを襲ったハリ

ケーンカトリーナのことを思い出しても明らか

でありますけれども、こういう災害のワーカー

がかえって被災者に対してマイナスの影響を与

えていたということがありますので、ここでは

監督者が介入しなければなりません。実際には

そこから外すとか。レベル 2 の場合もそういう

ことが必要になるかもしれません。能力が回復

するまで、家に帰すとか、外したほうがいいか

もしれません。そして何かフォローアップのサ

ービスが必要になってくると思います。とにか

く直ちに支援が必要、直ちに介入が必要なレベ

ルです。能力、そして回復力が損なわれている

状態です。 

 ということはどういう意味なのか。つまり私

たちは災害が来るのを待って、それからトレー

ニングをすればいいということにはならないわ

けであります。私たちはとにかく今から備えて
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おかなければいけないということになります。

職員にしてもボランティアにしても、どういう

ふうにその回復力を改善できればいいのかとい

うことですよね。例えばセルフケアの努力は必

要です。トレーニングというのも必要です。災

害の場で働きたいといった場合には、きちんと

したプランが必要になります。機能に関してき

ちんとした指標がありますので、それに照らし

てちゃんと機能できているかどうか、これをチ

ェックする必要があると思います。セルフケア、

ストレス管理、そして適切な休息、十分な栄養

を取るということも重要であります。ですから、

こういうことがちゃんとできていれば、より良

い対応ができると思います。 

 このトラウマからの回復力の増進ということ

なんですけれども、どうしたらそれができるの

かということです。まず一つは回復力について

の知識を身に付けるということです。そしてス

キルを磨く。また知的能力も身に付ける、そし

て士気、精神的サポート、これを高めるという

ことであります。これには戦略ならびにプロト

コルが必要でありましょう。さらには社会的な

支援を改善するということで。時には社会的な

サポート、スケールというのがありますので、

それによってどの程度こういうサポートがあれ

ば満足が得られるであろうかということを、判

断することができると思います。ソーシャルサ

ポートネットワークに、その支援を求めるとい

うことができると思います。そしてそのことに

よって、災害時にあっての回復力を高めること

ができます。 

 結論ですが、このトラウマからの回復力とい

うのは、非常に重要なコンセプトであります。

精神的な障害に注目する代わりとなる、重要な

コンセプトだと思います。私たちは、とにかく

それぞれの精神的な病的な状態に注目するので

はなく、どういうふうにすればみんながより良

く機能できるのかということを考えるべきだと

思います。そして回復力が高められれば次のス

テップに向かうことができるわけであります。

そしてこの能力指標というのがありますので、

そういうようなことを基にして戦略を立て、そ

して回復力を高めるために使えると思います。

この回復力の増進というのは、全ての人の責任

であります。これはスーパーバイザー、あるい

は教授、あるいは同僚が参加しなければなりま

せん。なぜならば、回復力というのは克服すべ

き逆境と、そこからの学びがなければあり得な

いからであります。どうもご清聴ありがとうご

ざいました。 

 

山口 コミュニティーベースにということ、そ

れからレジリエンスという、大切なキーワード

が出て。 

 ここでちょっと 10 分間休憩したいと思いま

す。その後続けて、先ほどの質疑、それから討

論をしたいと思います。半まで、10 分間。それ

からコーヒーも隣の廊下をはさんで部屋に用意

してありますので、よろしければ。 

 

山口 お手元に、先ほどのフィグリー先生のレ

ジリエンスの五つのキーワードの紙をお配りし

ましたので、またご参考にお使いください。そ

れからまた、きょう明日ディスカッションの場

を、もうちょっと。まずはこの二つのことにつ

いて質問、あるいは疑問、ご意見等ありました

ら、フロアのほうから。せっかくの機会ですの

で、ルナ先生の発表、それからフィグリー先生

の発表について何かありましたら。お名前とご

所属を言っていただいて、お差し支えなければ

それで質問を受け付けたいと思います。いかが

でしょうか。じゃあ、皆さんが考えている間に、

よろしければデチャ先生、一言、きょうのお二

人のことについてコメントを。 
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デチャ・サングカワン 氏 

 

デチャ ありがとうございます。コメントでは

なくて、質問をしてもよろしいでしょうか。ま

ずルナ先生にお伺いしたいんですけれども。ま

ずは、ご講演ありがとうございました。私たち

も、この災害について学ぶことができました。

かつてのフィリピンでの災害について、それか

ら今回の災害について学ぶことができました。

プレゼンの中で、コミュニティーベースの災害

軽減管理が、この災害の前には使われていなか

ったということでした。ですけれども、この考

え方・・・コミュニティーベースという考え方

は、フィリピンでももう既に広く行われていた

のではないでしょうか。あるいは普及などのと

きに、コミュニティーベースでやっていたんじ

ゃないでしょうか。フィリピンでは法律がござ

いまして、この法律によりますと、地域社会が

関与しなければならないことになっています。

そして、村のコミュニティー災害軽減委員会と

いうものがありまして、こちらのほうが責任を

持ってさまざまな災害のリスク軽減について、

あるいは災害への対応の活動を行っているわけ

です。ですので、法律的に、それから理論的に

言いますと、コミュニティーベースという考え

方があります。ですけれども、地方政府、それ

から町、またコミュニティーでは、これはただ

構造としてコミュニティーベースというふうに

なっている、そして紙の上に書いてある。ここ

に委員会がありますというふうに書かれている

だけなんです。実際の運用を見てみますと、運

用面ではなかなか機能していません。なぜかと

言いますと、やはり自分たちは大して災害の影

響を受けないというふうに思っているのかもし

れません。ですから、コミュニティーベースの

災害リスク軽減管理というものは、フィリピン

の各地で採用はされてはおりますけれども、こ

れはやはり実際に災害を被ってからオペレーシ

ョンに移すということです。最初にこういった

考え方はあるんですけれども、実際に災害を受

けてから、ああ、これを使わなければいけない、

そしてコミュニティーベースの災害リスク軽減

管理になっていくわけなのです。NGO があるコ

ミュニティーもあります。そして、こういった

NGO がコミュニティーベースの災害リスク軽

減を促進しているところもあります。ありがと

うございます。 

 ルナ先生に対して申し上げたいと思いますけ

れども、プレゼンテーションでおっしゃったこ

とは、このコミュニティーベースの災害リスク

軽減管理のアプローチの限界に関して、これも

世界で広く使われていますけれども、この限界

についてのお話をしていらっしゃったと思いま

す。本当に激甚災害、今回フィリピンが被られ

たと思いますけれども、本当にみんな、コミュ

ニティー自体、そして近隣の方々すべてが本当

に壊滅的な被害を受けるわけです。日本でもこ

とわざがあります。親戚よりもやはり近くの友

達のほうが大事だ、遠くの親戚よりも近くの近

所の人、そちらのほうが大事だというふうにい

われています。これが日本でいわれている格言

なんですけれども。このような東北の大災害の

場合も、やはり同じようにすべてが破壊されま

した。本当に近所だけでなくて、遠くの所まで

破壊されました。そうすると、やはり地元でな

くて外部の地域、地域の外の所から復旧への支

援を手を差し伸べてもらわなければならないと

いった状況になりました。これが、やはりコミ
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ュニティーベースのアプローチの限界ではない

かというふうに感じています。では、どういう

ふうに私たちは乗り越えていけばいいんでしょ

うか。概念的に言っても、理論的に言っても、

どのようにこれをこの二つというものを理解し

ていけばいいんでしょうか。 

 

フィグリー 私もコメントをさせていただこ

うというふうに思っていたわけなんですけれど

も。私たちも同じような問題を抱えています。

アメリカでも、やはりコミュニティーの災害へ

の対応ということですけれども、こういったコ

ミュニティー、実際に被害を受けていなかった

所というのはあまり真剣に考えないんです。真

剣に準備をしません。フロリダ州で長い間私は

過ごしていました。ニューオリンズに行くまで。

フロリダでは、ジャクソンビルエフェクトとい

うのがあります。ジャクソンビルというのは町

の名前なんですけれども、これはフロリダの北

部の大きな町なんです。こちらのジャクソンビ

ルというのは、35 年間全く災害を受けていない

んです。そして、ジャクソンビル効果というふ

うにいわれているんですけれども、これは何か

といいますと、そういった経験をしていないの

で、あまり真剣に災害のことを考えないんです。

ですから、このジャクソンビルというのは、避

難するのが一番遅い町というふうにいわれてい

ます。ですから、こういったジャクソンビルの

ような人たち、この人たちを本当に目を覚まし

てほしい、準備をしてほしいということを訴え

ていかなければいけないというふうに思ってい

ます。そうでないと、人命が失われてしまうと

いうことを訴えたいと思います。 

 それからもう一つ、大変素晴らしいプレゼン

で、もう少し詳しいお話をこの激甚災害につい

て伺いたいんですけれども。休み時間に話して

いたんですが、コミュニティーの開発のプロが

居て、そして精神衛生のプロの方々が居て、そ

してその方々が関与しているということが素晴

らしいというふうに思いました。効果的に災害

の精神衛生、精神保健というものを提供してい

くためには、コミュニティーの中で、やはり外

の人たちがいきなりやってくると間違いを犯す

ことがあります。ニューオリンズではカトリー

ナというハリケーンがあって、全体が壊滅状態

になってしまった後、本当に何千といったプロ

の人たち、専門家の人たちが支援をしたいとい

うふうに言ってニューオリンズに来たわけなん

です。そして、効果的な仕事もしましたけれど

も、先ほどのチャートにありましたように、す

ぐに問題が表面化したんです。というのは、ニ

ューオリンズというのはかなり複雑な多文化の

都市なんです。そして、マルディグラといった

ようなお祭りが、大変大きなイベントになって

います。それが、やはりこの激甚災害から立ち

直る上で大事な役割を果たすようなものなんで

す。そして 2005 年以降、堤防が決壊して、町が

本当に破壊されてしまいました。そして、その

次の年のマルディグラのお祭りのとき、これは

2006 年の 3 月に行われたんですけれども、外部

の人たちは、マルディグラなんてお祭りをやっ

てる場合じゃないというふうに言ったんです。

健康上のリスクがあるからやっている場合じゃ

ない、輸送の問題もあるというふうに言ったん

です。そして世界中に、マルディグラをやって

いくと、これがもうニューオリンズは大丈夫だ

というふうな印象を与えてしまうというふうに

思われています。 

 しかし住民たちが、これは私たちの文化であ

る、だからやらなくちゃいけないんだというこ

とで実行したんです。それが非常に大きな効果

をもたらしました。日本でもそういうことが行

われていたという結果が出ていると思います。

地域社会においてこうするんだということが行

われたために、いろいろな効果が出てきている

んじゃないでしょうか。法律というものもあっ
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ていろいろあるかと思いますけど、そういうこ

とは非常に重要なことだと思います。本当にそ

のとおりだと思います。クリスマス。電気もな

いのに私たちの国ではクリスマスが祝われまし

た。ある町で行われたのは、発電機を持ってき

ました。で、ある夜、電気がともったんです。

クリスマスの電気がその町にともりました。

人々のモラルが、それによって非常に大きく改

善されたわけであります。クリスマスツリーの

写真をご覧にいれたかと思いますけれども、が

れきからつくられたものです。地域の、あるい

は地元の知識というようなものについては調査

をしています。ユネスコの活動なんですけれど

も、やっぱり人々の伝統といいますか、地元の

知識ですね。そういうものを生かすということ

が、非常にいい結果を出してくると思います。

いわゆるコーピングとかレジリエンスにつなが

っていくわけです。 

 例えば、家族をグループ化して、そして家を

つくるというようなことを行いました。やるこ

とがあるということで忙しい思いをする、それ

と同時に、仕事をすることによって、あるいは

このプロセスの一部になることによって、人々

に回復力を与えるわけです。コミュニティーベ

ースで行うこういったようなことは、個人の精

神的な回復にもつながると思います。もちろん

仕事をすることによって、食べるものを得るこ

とができる、そういうことは第一に重要なこと

ですし、さらにそれに加えて、自分たちが回復

をする、あるいは貢献する能力を持っているん

だということで自信を与えることになります。

そして三つ目には希望を与えることになります。

例えば、2 週間 3 週間と活動をしますと、この

建てられる家の一つは自分のものになるんだ、

今よりもいい所で生活をすることができる、仮

の住まいではなくてちゃんと家を持つことがで

きるというような希望も与えることができます。 

 私のほうからもちょっと申し上げたいと思い

ますけれども。地域社会によるレスポンスとい

うのは非常に重要だというのはおっしゃるとお

りだと思います。特にアジア社会においては、

コミュニティーというのが非常に重要です。そ

れから、学長にもお礼を申し上げたいと思いま

すけれども。地域社会のリーダーがいろんな厳

しい経験をしていたとしても、そこから他の国

も学ぶような学習をすることができるという意

味では重要なことだと思います。失礼しました。

その前例がそういう前例を示してくれたという

ことをありがたく存じます。私はイラクが、1990

年ぐらいのことだったと思いますけれども、ク

ウェートに侵攻致しました後、私は政府に対し

て帰還者を支援するというようなことで協力を

したんですけれども、何らかの形でいろいろな

イラクにおける経験というのは厳しいものがあ

りましたので、何とかこれに対応していけたら

と思っていました。クウェートタワートいうの

を覚えていらっしゃるかどうか分かりませんけ

れども、クウェートタワーというのは、光を提

供するということで、光を代表するようなもの

であり、そしてまた国のシンボルになっていた

わけです。非常に被害を受けましたけれども、

クウェートの国民にとってはとても重要なもの

でした。このタワーが人々に希望を与えるシン

ボルとしても使われました。イラクはこのタワ

ーを破壊しようとしたわけでありますけれども、

破壊されることがなかった。そこで、政府は国

民に向かって、このタワーと同じように素晴ら

しい力を持っているんだということを訴えかけ

ました。そういう意味においては、このタワー

は非常によく使われていたと思います。 

 

山口 一つ私からもお二人に質問なんですけ

れども。恐らくお二人が言っている、コミュニ

ティーによって、例えばこの間皆さんが行かれ

た東北の海岸の町は、今まで 2 度この百何十年

のうちに津波が来ているので、何回もそういっ
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たことを経験して、そのときに同じように、海

側の集落がやられると山側の集落がバックアッ

プするみたいなことを、この 100 年のうちに何

回も繰り返してしてきたりしているということ。

そういう、コミュニティーによって対応能力が

非常に差があって、今回、私もフィリピンは基

本的にコミュニティーベースのこういった災害

防止が進んでいると全般的に思っていたんです

けど、やはりそれは地域差や、そういうことを

全然考えてなかった町もあったりみたいなこと

があったんでしょうかと。 

 もう一つは、お二人に、特に日本、アジアで

災害を考えたときには、個人対個人の部分なん

ですけど、やっぱりコミュニティーに対する働

きかけというのが非常に強くて。そういうレジ

リエントなんかでも、先ほどフィグリー先生が

おっしゃっていた、謝肉祭のマルティグラなん

かでもそうですけれども、あるグループが、カ

トリックだったりあるいは仏教だったり、ある

いはそういうお祭りをみんなで毎年やるみたい

な、グループとしてのレジリエントさみたいな

ものをフォーカスしていくほうが、多分日本や

タイなんかやり方、そちらのほうがなじんでい

るのかもしれないんですけれども、その辺の部

分の、専門職がグループに対してやっていくと

いう部分と、個人にやっていくという部分を、

フィグリー先生なんかどういうふうにそれを分

けてというか、どう全体で考えているのか。こ

の二つが質問です。 

 

フィグリー 私どもでは、集団でボランティア

活動をするというようなものがあります。これ

は外の人が来て何をすべきだというようなこと

はなくて、やはり影響を受けた人たちが自ら起

こす運動です。災害が発生したときにそういっ

たような形のことが起こったわけです。つまり、

それが文化として自ら助け合うという、そうい

うニードがあるときはそれに助け合いをすると

いうようなことが行われるような文化がありま

した。しかし、コミュニティーベースの災害管

理、あるいは減災というのは、もっとオーガナ

イズされた対応システムだと思うんです。そこ

までは行っていなかった。したがって、災害の

ときに十分な対応がし切れなかったということ

があったわけです。システムそのものが崩壊し

てしまいました。地方自治体すら機能すること

ができなくなってしまっていたわけです。地方

自治体といえば、最も組織化が進んでいた集団

であるわけなんですけれども、それが機能する

ことができませんでした。ですから、本当に大

きな災害が起こった場合には、コミュニティー

ベースといっても限界があった。したがって、

そういうときは外からの人に支援を頼らざるを

得なくなったということです。コミュニティー

ベースの支援というのは、やはりこういったよ

うな場合には、外から、被災していない人たち

が支援をするということが重要だと思います。

地元の人たちが、まず自分の力を発揮するとい

うことはできると思います。災害の直後に対応

することはできると思いますけど、それに加え

て外からの支援をするということが重要だと思

います。 

 そこで何をすべきかということなんですけれ

ども、今行われているように、災害の規模につ

いていろんな人が認識するようになりました。

そして NGO も、災害対策についてはコミュニ

ティーベースのやり方をするようになりました。

減災の努力、あるいは防災の努力においてもそ

ういう姿勢、アプローチが取られていると思い

ます。私たちは今、アドボカシーを実施してお

りますし、能力の開発を進めております。それ

ぞれの地域社会において、積極的に自らのリス

クを管理をする、そしてまた、コミュニティー

の被災を軽減するという努力を行うようにして

おります。 

 何をするべきかということなんですけれども、
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とにかくプランニング、そして準備だというこ

とだと思います。災害のメンタルヘルス、そし

てコミュニティーというものを、私どもはカリ

キュラムの一部にするべきだと思います。すべ

ての教育、精神衛生教育、ならびに大学院のプ

ログラムに加えるべきだと思います。どのレベ

ルにおいても、具体的なプランニングについて

学ぶべきだと思います。特に大学院で必要だと

思います。このジャクソンビル効果というのが

ありますけれども、それを克服しなければなり

ません。つまり、コミュニティーのリーダーに

は、こういうトレーニング、あるいは避難訓練

というものが必要だということを納得させなけ

ればいけないわけです。つまり、回復力のある

コミュニティーになるためには、前もって準備

をしておく必要があると思います。さらに、何

千人もの若い人たちが助けたいというふうに思

っているわけですよね。何ができますか？とい

うふうに彼らは思っているわけです。ですから、

必要なのはプランを立てて、もう既にコミュニ

ティーにできている所もあると思いますので、

それと彼らを結び付けることだと思います。何

らかの登録をさせるとか、あるいは資格を与え

るでもいいんですけれども、ずっと前からそう

いう人たちをリストアップしておく必要がある

と思います。私は、1978 年からやっているんで

すけれども、そういうふうにすればいいんです

ね。1978 年からいろんな本を書いて、あるいは

プレゼンテーションをしたりしてこういうこと

が必要だというふうに言っているんですけれど

も、聞いた人はいつも「え、そうなんですか」

というふうに言うわけです。プランニングとい

うのが何よりも大事だということを訴えかける

必要があると思います。 

 

参加者Ａ 本当に大変貴重なお話をありがと

うございました。私は医療ソーシャルワーカー

として、日本の医療ソーシャルワーカーのメン

バーの 1 人として、東北のある一つの市のソー

シャルワーカーのサポートをしたいと思って支

援を続けてきた 1 人です。そのときに、私たち

が外から非常に甚大な被害で、市の機能もすべ

てストップしていましたので支援に入りました

が、ソーシャルワーカー、つまり援助をする専

門職が、援助をする専門職から援助を受けるこ

とに対する傷つきというものがありました。特

に、支援者支援ということが言われていて、そ

の方たちに望まれることだけをするという姿勢

を大切にしていったのですが、しかし外から行

く専門職というのは、往々にして、力のある専

門職が入ることがあります。そうすると、中に

居るソーシャルワーカーで、その災害の後に何

が必要かということに気づけていないソーシャ

ルワーカーに、できるだけ私たちは負担になら

ないように努力はしたのですが、そこが非常に

難しかった。例えば先ほどフィグリー先生のレ

ベルの 3 のレベルの人たちがとても重要で、1

と 2、これはソーシャルワーカーではなくクラ

イアントもそうなんですが、住民の方も、1 と 2

は地域の専門職が既にサポートしています。し

かし、3、4、5 のレベルの人たちに支援が追い

付かないので、そこはカバーされていない。そ

こで、外から行った私たちが 3 と 4 の人たちを

見守るということをしていたのですが、危ない

なと思ったときにリファーラルしますと、余計

な仕事を増やした、もしくは必要ではない望ん

ではないことを外から来て自己満足で終わらせ

てほしくないという、非常にソーシャルワーカ

ー自身のジレンマを感じて。私たちは実は阪神

淡路のときにも協会として支援した経験があり

ましたが、そのときも、そこの地域の内部のソ

ーシャルワーカーとうまくいい関係がつくれな

かったという経験もあります。そのようなこと

について、少しサゼスチョン頂ければありがた

いなと思います。 
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フィグリー とてもいいご質問だと思います。

トレーニング、これが戦略だと思います。たく

さんのメンタルヘルスのサービスを、トレーニ

ングを通じて提供することができると思います。

ですから、被災地の同僚に「トレーニングに来

てください」というふうに言ったらいいんじゃ

ないでしょうか。そうすると、学ぼうという気

が出ますので。例えばこのグループにたくさん

の実践者が居て、特にコミュニティーでやって

いる人たちが居たとします。彼らは、こういう

レベルの人たちというのは、どういうふうにす

れば自分のストレスを扱えるのかということを、

学ぶことができると思うんですよね。つまり、

自分が学ぶことによって、それを生かすことが

できるわけです。自分自身が良くなる。だから、

それがより重要だと思います。外からの支援者

としては、ニューオリンズの例をよく引きます

けれども、とにかく一番大事なのは、とにかく

人々の言うことを聞くことですよね。その場に

行って、今までやって何がうまくいったのかと

いうこと。そして、何を彼らが経験してきたの

かということをよく聞いてあげること、それが

一番大事です。トレーニングというのは、他の

人たちのレベルまで追い付くためのものであり

ますけれども、そのトレーニングといった場合

には、彼らに話させる必要もないですし、当て

る必要もないわけです。グループトレーニング

ですので、1 人何か特別に問題のある人を目立

たせるということはないと思います。 

 

ルナ 私のほうからも。例えば医者、あるいは

より高いレベルで仕事をしている専門家のこと

を考えますと、やはりプロの仕事の境界という

ものがあると思うんですよね。つまり、医学的

な介入というのはもちろん医師ができることで

す。ソーシャルワークの介入ということになり

ますと、やはり医者の範疇を超えるわけです。

例えば、私のコンテクストは、フィリピンのコ

ンテクストを使いますと、フィリピンのあの状

況の中では、私たちは人々を組織化しました。

被災者を組織化したんです。それで、彼らの健

康とか、あるいはどういうような彼らに対して

介入が必要なのかという話になったときに、彼

らは声を上げることができたわけです。こうい

うようなプログラムが必要ですとか。ですから、

彼ら自身に発言権があったんですよね。そして、

そういう地元の人たちの能力を組織化して、そ

してそれを発揮させるようにやる。その仕事と

いうのがコミュニティーのソーシャルワーカー

の仕事ではないかと思います。つまり、人々が

声を上げて、何に困っているのかということを

発言する。例えば、手術が必要というような場

合には、もちろん地元の人たちではできません

よね。つまり、やはり実際に医療の介入が必要

ですけれども、しかし、保険に関連する活動で

あれば、彼ら自身が参加することができるわけ

です。彼らが何が一番いいのかということ、何

が一番必要なのかということを言えるわけです。

ですから、私たちは彼らの声に耳を傾けるべき

だと思います。つまり、実際に何が必要なのか

ということをそこで学ぶことです。それがベー

スになると思います。どのような介入をするに

しても。コミュニティーを開発をするスペシャ

リストですので、やはり人々の状態というのを

まずつかむことだと思います。 

 

山口 時間になりましたので、続きは、きょう

午後は少し地域に焦点を当てて、地域の医療福

祉職をはじめ皆さんが、どういうふうに地域を

守っていったか、それから、先ほど質問にあり

ました専門職の地域との連携については、明日

もそれにフォーカスを当ててやっていきたいと

思いますので、午前中はここまでにしたいと思

います。講師の皆さんと、それから通訳をして

いただいた皆さんに、最後にもう一度拍手をお

願い致します。では、午後またこの場所でやり

ますので、よろしくお願い致します。 
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藤岡 孝志 研究所所長/教授 

 

野口 それでは午後の実践報告、パネルディス

カッションを始めたいと思います。午後の進行

を務めさせていただきます、社会事業研究所、

研究員の野口です。どうぞよろしくお願い致し

ます。まず本学教授、社会事業研究所所長の藤

岡孝志より、ごあいさつ申し上げます。藤岡先

生、よろしくお願いします。 

 

藤岡 社会事業研究所の所長をしております

藤岡でございます。どうぞよろしくお願い致し

ます。午後からのご参加いただく方もいらっし

ゃいますので、ちょっとあらためて私のほうか

らもごあいさつをさせていただければと思いま

す。あらためて、皆さま、日本社会事業大学に

ようこそいらっしゃっていただきました。この

環太平洋セミナーは非常に大きな意味を私ども

にとりまして、持っておりまして。その意義は

四つあるというふうに、今、思っているところ

でございます。 

 まずですね、この会議は筑波大学の朝田隆先

生を中心とする、厚生労働省の委託を受けた研 

究の一つとしても位置づいております。朝田先

生におかれましては、心から感謝申し上げたい

と思います。それから 18 日には、同じ筑波大学

の高橋祥友先生にもおいでいただく予定になっ

ておりまして、この機会に本学と筑波大学の朝 

 

野口 代 研究員 

 

田先生がたのグループと一緒に、これからさら

に共同研究をやっていけることを心からうれし

く思っているところでございます。それからこ

の会議は午前中、学長のほうからもご紹介いた 

だきましたが、APASWE（アパスエ）との共同

開催と、協賛ということでございます。本日は

APASWE 会長のヌグロホ先生、それから書記長

をしていただいておりますデチャ先生にもご同

席していただいております。それから本学のセ

ミナーあるいは研究にもずっと長く関わってい

ただいているルナ先生にも同席いただいており

ます。心から感謝申し上げたいと思います。 

 それから三つ目と致しましては、本学のこの

セミナーを清瀬キャンパスでさせていただいて

おります。このことで学生の皆さんも、それか

ら本学の教員もこの会議、国際会議に出席をし

やすくなってるということでございまして、こ

の会議が本学にとりましても、非常に大きな意

義を持っているということを、あらためてうれ

しく思っているところでございます。本日から

アメリカのほうからフィグリー先生に来ていた

だいておりまして、チャールズ・フィグリー先

生はセカンダリトラマティックストレス、それ

からコンパッションファティーグの概念の構築

者でございまして、PTSD の概念を作るときに

も貢献された、われわれの領域ではレジェンド

のような方でございまして、その方もお招きし

て、この会議ができてることをとてもうれしく
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思ってるところでございます。 

 そして四つ目でございますが、この会議を一

つの契機と致しまして、本学では災害ソーシャ

ルワークの研究の拠点になるべく、そのミッシ

ョンを持ってるところでございます。今後もソ

ーシャルワークのナショナルセンターとして、

本学が貢献できる。そのきっかけとなるこの国

際会議であるということも、心からうれしく思

っておりますし、皆さんと共にこれからの、特

にアジアにおける、あるいは国際的なソーシャ

ルワークの構築を一緒に作ることができればと

いうことでございます。本日はどうぞよろしく

お願い致します。 

 

野口 ありがとうございました。それでは始め

させていただきます。午後はコミュニティーベ

ースの災害リスク管理という中でも、そのとき

地域をどう守ったかと題しまして、東日本大震

災の被災地である茨城県の北茨城市の皆さまや、

その支援に携わられた方々からのご報告とそれ

を受けてのディスカッションをしていきたいと

思います。まず海外からいらしていただいてい

る方も多いので、私のほうから茨城県と北茨城

市のホームページの情報などから、北茨城市の

概要と午後のセッションの趣旨をご説明致しま

す。 

 まず映ってるのが茨城県です。茨城県の位置

です。次に北茨城市ですが、次のスライドお願

いします。北茨城市は茨城県の最北端に位置し

ておりまして、北は福島県のいわき市と接して

おります。市の総面積の 80 パーセントを主に西

側のほうが山林で、東部は低地で、海岸に面し

ております。東日本大震災による北茨城の被災

状況ですが、2011 年の 3 月 11 日午後 2 時 46 分

に、北茨城市は震度 6 弱の東日本大震災に襲わ

れました。この地震で強い揺れと大きな津波が

起こりまして、次いいですかね。北茨城市の中

の磯原町ですとか、大津町、平潟町という所を

中心に、市内全域が甚大な被害に見舞われまし

た。特に津波被害では、5 名の命が奪われるな

ど、市では記録にない未曽有の大災害となりま

した。また福島第一原子力発電所の事故なども、

農林水産業ですとか、観光産業に深刻な影響を

与え続けており、実害に加えて風評被害により、

大きな被害をもたらしています。今回はこのよ

うな北茨城市における 3 年前の東日本大震災で

の被災状況や地域での対応、支援について、災

害の経験を学び、議論を深めて、教訓として生

かしていこうという趣旨になります。内容です

が、まず初めに 3 名の報告者の皆さまよりご報

告をいただきたいと思います。その後休憩を挟

んで、円卓会議としてご参加いただいている先

生がたのご報告やご意見、またご報告いただい

た内容に対して円卓の皆さま、フロアの皆さま

とディスカッションしていきたいと思っており

ます。 

 では円卓会議の参加者のご紹介をさせていた

だきます。時間の都合上、私のほうから皆さま

のご紹介をさせていただきたいと思います。ま

ず私のお隣が北茨城市にあります、介護老人保

健施設おはよう館の看護師長でいらっしゃいま

す、今川弘子先生です。 

 

今川 よろしくお願い致します。 

 

野口 よろしくお願い致します。お隣が筑波大

学の朝田隆先生です。 

 

朝田 よろしくお願いします。 

 

野口 よろしくお願いします。同じく筑波大学

の佐藤晋爾先生です。北茨城元気づくりプロジ

ェクトの代表でいらっしゃいます、山﨑恭一先

生です。お隣が法政大学の大島隆代先生です。 

 

大島 よろしくお願いします。 
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野口 お隣がインドネシア大学のフィンティ

ニ・ヌグロホ先生です。午前中ご講演いただき

ましたアメリカ、トゥーレン大学のフィグリー

先生です。同じく午前中にご講演いただきまし

た、フィリピン大学のエマニュエル・ルナ先生

です。よろしくお願いします。お隣がタイのタ

マサート大学のデチャ・サングカワン先生です。

お隣が本学特任教授の秋元樹先生です。本学学

長の大嶋巌先生です。よろしくお願いします。

本学教授、社会事業研究所所長の藤岡孝志先生

です。本学特任准教授の山口幸夫先生です。よ

ろしくお願い致します。 

それではまず初めにご報告いただきますのは、

筑波大学医学医療系精神医学の佐藤晋爾先生で

す。佐藤先生には東日本大震災における災害時

の精神支援の状況、課題などを北茨城市の取り

組みなどを交えながら、精神科医のお立場から

お話しいただきます。では佐藤先生よろしくお

願い致します。 

 

 

佐藤 晋爾 氏 

 

佐藤 よろしくお願いします。筑波大学精神科

の佐藤と申します。用意したスライドが多いの

で、かなり急いでご説明させていただくことに

なるかもしれませんが、ご容赦ください。今日

は東日本大震災の時に私たちがどのように動い

たのかを時系列順でお話しさせていただき、さ

らに現在、筑波大で行っている北茨城市での活

動もご紹介したいと思います。 

私の立場ですが、特に災害医療や災害精神医

学などを専門にしているわけではございません

ので、あくまで「一臨床家」が経験したものを、

そのままドキュメントとしてお伝えするという

形になりますので、よろしくお願い致します。 

まずは今回の震災の特徴を振り返ってみます。

第一に年度末に起きた災害でした。日本以外か

らの方はぴんとこないかもしれませんが、日本

は 3 月でいったん行政などの業務が途切れます。

その狭間に今回の震災が起きたわけですね。そ

のために行政機関の業務の連続性が途絶えがち

となって、非常に混乱を助長したと思います。

もう一つは非常に広域な被害を受けたというこ

とです。例えば東北三県では災害対策の中心と

なる地域の役所が機能不全を起こしてしまい、

トップダウン型の災害支援の限界が露呈したと

思います。それから複合的な被害であった。つ

まり津波も、地震も、それから放射能の問題ま

で起きてしまったということで、支援方法をど

うするかという点で非常に混乱を招いていると

思います。最後に、放射能や津波で土地を失っ

た、今日のシンポジウムに結び付ければコミュ

ニティーが失われてしまったというのも大きな

特徴でしょう。以上のような非常にまれにみる

ような地震だったということを前提条件として

皆さんと共有しておきたいと思います。 

また、さきほど野口先生からお話がありまし

たが、茨城県は東北 3 県の大きな被害の陰に隠

れてしまった、いわば「隠れた被災地」といえ

ます。全半壊含めると 1 万 5000 棟近く、死傷者

も 60 名弱ですから、非常に多くの被害を受けて

いる、にも関わらずほとんど報道されていない

という状況です。例えば地域によっては液状化

がかなりひどかったということなどを県民は知

っているのですが、これはつい先日の新聞です

が、実は茨城県で液状化の被害が大きかったと

いうことがやっと全国規模で報道されている、

そんな状況です。 
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 さて、ここから本題に入りたいと思います。

私たちは、あの 3.11 の直後にどのように動いた

かということなんですが、当然ながらまずは避

難しなければいけなかった。ところがお恥ずか

しい話ですが、当時は大学病院に震災避難マニ

ュアルがありませんでした。もちろん普段から

私たちは避難訓練はやっていますが、基本的に

火災訓練なんですね。火災と震災では全く意味

合いが違います。とにかくマニュアルがない状

況でしたから、当時は各スタッフの機転で避難

を行ったわけです。例えば精神病院ですから、

保護室という精神状態が非常に悪い方が入室し

ている個室があるんですけど、そこのドアをま

ず開けた。というのもドアが閉まったままだと、

建物がゆがんでドアが開かなくなる可能性があ

るわけですね。あるいは緊急避難扉開けた。患

者さんの安否確認をして、それから全員に給水

して水を持たせ、毛布をかぶせて 1 カ所に集め

て人員確認をした。そういうことを本当にその

場の機転で、それぞれのスタッフが行ったとい

う状況でした。夕方になって医師がだんだん集

まってきましたが、あまりの病棟の損傷にまさ

に呆然自失の状態でした。本当に何から始めれ

ばいいのか、どうすればいいのか分からないと

いう状態でしたが、とにかくスタッフで話し合

って、まずはスタッフ間の緊急連絡網メーリン

グリストを作った。それから外泊している患者

さんの安否確認をして、今後どういうふうな形

で病棟運営をしていくかということをスタッフ

で会議しました。入院患者さんや外泊患者さん

でけが人がいなかったということもありますし、

ご家族とも皆さん連絡が取れたので、一段落つ

いたんですけども、その中で、じゃあ私たちは

一体何をすればいいだろうかと。どうも内科や

外科の先生方は D-MAT などで被災地に行かれ

て積極的に活躍されているらしい、ただまだ精

神科医の出番ではないだろう、では私たち精神

科医は一体何をすればいいんだろうかというこ

とで、取りあえずまずは情報を集めようという

ことになりました。そのために行政に連絡をし

ましたが、しかし行政側も何も分からないとい

う状況でしたのでやむを得ず私たち自身で情報

を集めようと、筑波大学の各関連病院に電話を

して、建物が崩壊してないかとか、患者さんは

問題ないか、食物、水、薬などに不足はないか

ということをチェックしました。それをまた行

政にフィードバックをする、そんなことをやっ

ておりました。さらに入院や外来に関しては、

新規入院は一時期ストップすることにして、外

来については週末は救急外来に患者さんが押し

寄せるかもしれないということで、精神科も含

めて全科で待機していました。ただ、週が明け

て月曜日の段階でもう普段の外来が始まりまし

たが、結局はほとんどの患者さんがいらっしゃ

らなかったです。というか、いらっしゃれなか

ったんだろうと思います。道路などが寸断され

ていましたから。そうすると困ったのが処方箋

なんですね。お薬をどうやって配ればいいかが

混乱しました。当初は処方箋なしでもお薬手帳

に基づいて処方してもいいという通達があった

んですけども、それでは出せないという薬局が

あったりで相当混乱しました。大学や行政に確

認を取った結果、どうも精神科の薬だけは処方

箋がなければ駄目だということがわかりまして、

FAX で各院外薬局に連絡をして薬を出してい

ただくということがありました。とにかく非常

に混乱して、場当たり的な対処に追われている

という状況でした。震災時の避難も、震災後の

業務に関しても、指針がなくて非常に混乱した

というのが、お恥ずかしながら震災直後の私た

ちの率直な姿です。これは後から知ったんです

が、茨城県でも避難所がいくつかあったような

んですね。ところが私たちのほうには全然情報

が来なかった。当時は内科や外科の先生方から、

どうも県央、県北で大きな被害を受けているよ

うだということを教えてもらいました。その時
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にもしかして心のケアのニーズがあるんじゃな

いかといくつかの地域の役所に電話をしたんで

すが、どこも「今のところ必要ありません」あ

るいは「保健師が今対応しているから大丈夫で

す」というお返事でした。ただしばらくたって

から現場の方々にお話を聞くと「やっぱりあの

当時は非常に混乱していたので先生方に来ても

らったら助かったかもしれない」ということを

伺いました。 

 それからもう一つあって、これは私の上司の

朝田教授が全国の精神科教授の連絡会議の座長

だったので、朝田教授の所に他県の先生方から

心のケアの支援をしたいという連絡がかなり来

た。ところが連絡が来てもどうマッチングをす

ればいいのか分からないということがありまし

た。被災地域に連絡をすると「ニーズがない」

と言われて、しかし被害を受けていない地域か

らはどんどん「支援がしたいんですけど」と連

絡が来る。私たちは間に挟まれていったい何を

すればいいんだろうかというふうな、非常に戸

惑いを覚えました。これが急性期ですね。 

 震災直後、急性期の問題点をまとめます。一

つは行政、別に行政批判をしたいわけではない

んですけども、行政の被災における情報収集能

力と発信能力、私たちにどれだけ伝えてもらえ

るかという発信能力の問題。この問題が一つあ

ります。それから精神医療サイドの問題。避難

マニュアルがなかったとか、震災後の業務運営

マニュアルがなかったなどです。平時の準備が

整ってなかったという問題ですね。それから現

場の医師と行政の間の連携の問題があったと思

います。特に支援したい側と支援してもらいた

い側のマッチングをどうするかです。 

 さて発災後中期の問題に移りたいと思います。

発災 1 週間後から、大体半年間ぐらいの間です

けども、どうも本県では大きな被害はなさそう

だと、この時点ではそういう情報でした。私た

ちも通常業務にほぼ復帰していまして、私たち

は何をするべきかということになったんですけ

ども、そのときに原発事故が起きた隣県の福島

県から多くの避難者の方たちが南下して茨城県

にいらしているという情報が入ってきました。

その後、県からその方たちの心のケアをしてほ

しいという依頼がありまして、その活動に従事

することになりました。この活動について簡単

にご紹介します。約 500 名の避難者の方が、約

1 カ月半ほど筑波大のあるつくば市にいらっし

ゃいました。避難所では基本的には精神科医は

前面に立たず、避難所に常駐している内科の医

師あるいは保健師さんに避難者さんに直接対応

していただき、私たちは間接的にアプローチす

るという形をとりました。具体的には K10 とい

うスクリーニングシート、カットオフ値が設定

されていてそれ以上だとうつ、不安であるとい

う評価尺度なのですが、それを配って結果をみ

て、あるいは保健師さんの観察でリスクが高い

ようであればアプローチしようというスキーム

です。ただ、実際のところ相談例はほとんどな

くて、500 名中 6 名ぐらいしか私たちの所にい

らっしゃる方は居なくて、それもほとんど不眠

とか身体のことが心配とか簡単な健康相談みた

いなことで、精神科的な問題は特に出てきませ

んでした。ところが K10 を回収してみますとカ

ットオフ値以上だった方が 20 パーセントほど

いらしていた。こういうアプローチの必要性の

ある方たちが実際はいたにも関わらず、なかな

かアプローチできなかった。こういう方たちを

どうやって把握していくか、もしくはアプロー

チするかというところが私たちの今回の反省点

かなと思っています。 

 それともう一つは、被災の激しい地域の支援

活動をしようということになりました。これは

朝田教授のご意向だったんですが、人があまり

入らないところに優先的に行くべきであると。

たとえば福島に入る人はあまり居ないだろうと。

放射能の問題がありますから。ですから、隣県
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でもあるし福島にはとにかく優先的に行かなき

ゃいかんというご指示があって、私たちもその

とおりだと思いましたので福島に支援に行くこ

とになりました。場所は福島県の相馬市です。

ここは福島県の最北なんですね。この辺に福島

第一原発があるわけですけれども、この一番北

の所です。ここに約 1 週間ほど常駐したんです

けれども、相馬は精神科病院もメンタルクリニ

ックも一つもない所で精神医療過疎地なんです

ね。そういう所だったので精神科医はとにかく

来てくださいということで参りました。私が行

った頃は 4 月の下旬で、ほぼライフラインも復

旧していましたけれども海沿いは壊滅状態でし

た。船が道路まで押し寄せてきている、そんな

状況だったんですね。ここでの活動ですが、私

の印象では非常にコマンドコントロールがしっ

かりしているなと思いました。保健センターが

全て把握していました。D-MAT や J-MAT など

とは別に精神科チームのスケジュール管理がさ

れていて、福島県立医大の看護師さんがリーダ

ーになって采配をしっかりとやっておられまし

た。1 日 2 回の内科、外科、歯科、精神科、全

部のミーティングがあって、さらに夕方だった

かな、精神科だけのミーティングをしていまし

た。私たちが回診をした避難所ですが、昼間は

ほとんど誰も居ない。ところが夜になるとたく

さん人が来るんですね。日中何をしているかと

いうと、皆さんがれきの掃除をしていたりする

んですね。昼間はお年寄りばっかりでした。い

つ回診に行くべきかタイミングの検討が必要だ

ったなと後で思いました。それと支援に行って

分かったことがあって、それは心のケアという

のは狭い意味のものと広い意味のものがあるな

ということです。狭い意味の心のケアというの

は精神科医として外来治療すること。それから

事例化した患者さんに速やかに対応することだ

と思うんですね。広い意味の心のケアですが、

継続的になおかつ多角的に医療を提供すること

と、被災者に孤立感を与えないために衣・食・

住・経済という具体的な支援プランを提示する、

伝える、そういう役目も大切だと思いました。

実際に避難者さんたちのお話を聞いてみると、

例えば非常に抑うつ的で不安を訴えている方が

いるということでお話を聞きに行くと、実際に

は精神科的なうつとか不安というよりは、生活

の不安や「行政の方からこういう書類を出しな

さいと言われたけども、印鑑がないと駄目だと

言われた。でも印鑑はもう津波で流されて、ど

うしたらいいか分からない」とか、そういう具

体的な生活の問題の不満の訴えの方が主だった

ということをしばしば体験しました。ですから、

私が思ったのは「心のケア」というのはいった

いなんだろうかと。というのも、心と身体と生

活の不満は分けられないわけです。トータルで

見ていく、対応していかないと「心のケア」に

はならないだろうというふうに思いました。時

間がなくなってきたので少しとばしますが、も

う一つ現地で思ったのは、支援で他県に赴く際

に精神保健福祉法の運用はどうなるのかなとい

う疑問です。 

震災中期の問題をまとめます。まずは避難者

など他県からいらした方への対応について考え

ておかなければいけない。特に精神保健福祉法

の運用などで迷うことが多々ありました。この

あたりの問題は平時から考えて準備していなけ

ればならないと思いました。それから私たちが

福島県へのアウトリーチで感じたことは、とに

かく現地でのコマンドコントロール、ロジステ

ィック管理が非常に重要であるということ。そ

ういうシステムづくりをすぐに立ち上げられる

のかが一番大きいだろうと思いました。それと

やはり法的な問題です。 

 最後に長期的な問題ですね。発災 1 年後以降

です。これが今私たちがやっている介入研究の

ご紹介になります。私たちは現在、茨城県北の

北茨城市でうつ、PTSD の予防介入活動をやっ
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ております。この研究の私たちのコンセプトは、

地域を主体にする、つまり住民に参加していた

だいて地域に根差した支援をする。しかもいわ

ゆる研究だけをするのではなくて、診療や健康

調査をして復興を後押しするということになり

ます。北茨城市のご紹介ですが、先ほど野口先

生からご紹介がありましたが、この辺です。そ

れから津波の動画があったんですけども、よろ

しいですか。津波の映像なんで、もしご覧にな

りたくない方は下を向いていただければ。これ

は磯原地区です。海沿いなんですけども、この

建物は海抜ゼロメートルのところにあるのでは

ないんです。砂浜の後ろに 4、5 メートルの崖が

あるという地形なので、天然の堤防があったわ

けです。そこを乗り越えて波が来ているんです。

ですから実際は 6 メートルクラスの波が来てい

ます。車もこうやって押し流されてしまうわけ

ですね。ここから写真になりますが、写真は後

で山﨑さんからも提供があると思うのでとばし

ます。これも先ほど野口先生からお話がありま

したのが、北茨城市は非常に大きな被害があっ

て、いまだに更地があってそのままです。去年

の 5 月ぐらいからようやく漁業は復興の兆しが

出てきましたけれど、まだまだという状況です。 

さて、私たちがやっている予防介入研究です

が、たとえばこれまで震災後 2 年間でうつ病の

発症率が 10 倍になるというデータがあります。

私たちとしては、これをなんとか予防したい。

ただ予防介入に関する報告があまりないんです

ね。そこで私たちなりに何かできることはない

かということで、今、三つの活動を行っていま

す。一つはまず診療支援ですね。北茨城市は精

神科の病院が 1 カ所しかなくて、ここも精神科

医療過疎地なんですね。ここで私たちが定期的

に精神科的な治療を行っていくということが一

つ。それからもう一つは健康診断です。これを

年に 1 回やりまして、それを市民の方たちにフ

ィードバックして健康教育をする。それから狭

い意味での予防介入活動ですけども、心身を活

性化させるような運動教室を開く。あるいは就

労支援につながるようなパソコン教室を開く。

あるいは定期的に講演会を開いて知識の普及に

努める。つまり、治療しながら健診をして予防

介入活動をする。また、この健診が実は私たち

にとっては疫学調査にもなっています。ですか

ら、健診をして市民の方たちに教育をしながら、

私たちも実は研究をしているという構造になっ

ています。繰り返しますが、単に研究をするの

だけではなくて、市民の方たちにも何かフィー

ドバックをしたいという活動です。 

まず外来ですが毎週やっています。うつの方

が非常に多いという結果です。健診に関しては

年に 1 回、合計 3 回の予定で、3 回目の健診を

つい先日終了したところです。内容は一般的な

採血や研究用の採血、身長体重測定、栄養調査、

精神状態の評価をしています。この健診の結果

は結果表を作成して住民の方たちに必ず郵送し

ています。市民の方たちに自分の心身の状況を

知っていただくということですね。身体のデー

タ、うつ状態の程度、PTSD がどのぐらい疑わ

れるか、心の回復力、午前中にもお話ありまし

たがレジリエンスですね、これがどのくらいか

などを市民の方々にフィードバックしています。

単に結果を送っただけでは意味が分からないと

いう声もあったので、健診結果説明会を開いて

個別的に質問を受けたりなどもいたしました。 

調査結果を少しお話しすると、震災 1 年後の

初年度の健診では約 450 名の参加者中うつと診

断されたのが 81 例、18％でした。年齢が若い方、

身体合併症がある方、精神疾患の既往がある方

に有意にうつが多いという結果でした。意外だ

ったのは、失職、減収、家屋の被害度などがう

つと関連しませんでした。もう一つ、震災時の

恐怖感とか、失職の主観的なつらさ、自宅を失

った主観的なつらさなどを visual analogue scale

で評価しました。これは「主観的につらくない」
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を 0 点、「主観的に非常につらい」を 100 点とし

て、10 センチの直線上にチェックしていただく

という方法です。この方法で評価すると、客観

的な事実としての被害とうつは関連がなかった

のに、失職、自宅を失う主観的なつらさがうつ

と関係しているという結果でした。被害の大き

さは、客観的な事実というよりは主観的なつら

さで評価しないとわかりにくいということでし

ょうか。それから震災 2 年後ですが、北茨城市

に避難されている福島県民の方たちのうつ状態

も郵送アンケートという形で評価しています。

福島県からの避難者は 900 人ぐらい北茨城市に

いらしているようなんですけど、その方たちに

個別にアプローチするのはなかなか難しくて郵

送という形をとりました。回収率が残念ながら

非常に低かったんですけども、200 通ぐらい返

送されました。ちょっとびっくりしたんですけ

れど、200 通のうち、うつ状態と評価できる方

たちが 80 パーセント近くいらっしゃったんで

すね。やはり福島県からいらっしゃった方は相

当疲弊している状態なんだろうと思います。私

たちの予想では放射能への不安と関係している

だろうと考えていましたが、意外にも放射能の

不安とうつに有意な関連はありませんでした。

私たちは震災当時のこととうつとの関連性を検

討するとい調査票にしてしまったのですが、恐

らく今の時点だと震災時よりは、むしろ将来的

な不安のほうが強いのかもしれません。今後の

不安に関しての質問を調査票に入れておけば、

うつとの関連が出てきたかもしれません。とに

かく地震当時のことに関して有意差が出てくる

ような因子はありませんでした。ただ注目され

たのがアルコールの問題です。うつの方でアル

コールの問題を抱えている方が有意に高い。実

に 26％の方がアルコールの問題があるという

結果になっています。これは非常に大きな問題

だろうと思いますけども、これもなかなかアプ

ローチが難しいところだと思います。 

 最後に、介入について簡単にお話ししたいと

思います。これは運動プログラムです。筑波大

学は総合大学ですので体育学系の先生がいらっ

しゃいます。その先生にご協力いただき、約 2、

3カ月かけて週に 1回運動教室を開いています。

運動で心身の健康度を上げていきましょうとい

うコンセプトです。これは現地の方に非常に好

評です。それからパソコン塾ですが、これは就

労支援のための教室で 3 カ月ぐらいかけてじっ

くりと勉強していただくというものです。実際

に就労した方がお一人いらっしゃいました。最

後が定期講演会です。これはうつ病とは何だろ

うかとか、あるいは放射線について、栄養と精

神疾患の関係についてなどを市民の方々にお伝

えするというものです。以上の介入を行いつつ、

3 年後どうなっているのか。初年度では約 20 パ

ーセント、うつ状態の方がいらっしゃったわけ

ですけれども、先ほど申し上げた運動やパソコ

ン教室に参加した方と、そうでなかった方でど

のくらいうつや PTSD の有病率の差が出てくる

のかということをこれから見ていきたいと思っ

ています。少し中間的なことをお話ししますと、

パソコン教室や運動教室に通っている方の

IES-R の点数を見ると、残念ながら有意差は出

なかったんですけども、ただやはり介入群の方

が点数の下がりが大きいようです。最終的な結

果では有意差が出るんじゃないか、お役に立て

ていることを証明できるんじゃないかなと、今、

期待しているところです。 

最後に介入の問題点ですが、とにかくアプロ

ーチが難しいということでしょうか。福島避難

者の方やアルコールの問題を抱えている方など

アプローチが難しい方たちにどういうふうに関

わっていけばいいのかが分からない。精神的な

問題が重症な方だと恐らくこういう健診に来て

くださらなかったり、あるいは保健師の巡回で

もなかなか把握できないような方たちがいらっ

しゃるだろうと。こういう方たちにどういうふ
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うにアプローチすればいいのかという点を、先

生方からお知恵を拝借できればいいなと思って

います。 

 まとめですが、まずは行政の情報収集能力、

発信能力、それから医療との連携のノウハウを

どう作るかということですね。それから各病院

で避難マニュアル、それから業務マニュアルの

作成が必要だろうということ。それから私たち

が今やっている予防介入活動ですが、これがど

の程度お役に立っているのか。つまり地域の力

を活性化するような精神科的支援というのは、

どのようなものが考えられるだろうか。また先

ほど申し上げた特に重症者の方たちにはどうい

うふうにアプローチすればいいのだろうかとい

うことがあげられるのかなと思っています。そ

れから、やはり震災直後はトップダウンでの意

思決定は難しいのかなと思いました。時系列で

お話ししましたけども、急性期、中長期、慢性

期にかけて、県や市などに上申書を出して、こ

ういうふうなことをしたいんですというお話を

したんですけど、なかなか指示が返ってこなく

て困ることが多かったんですね。私たちの提案

は、平時から災害時精神医療連絡会議みたいな

形でメンバーを決めておいて、普段からそうい

う会議を何度も開いておくことです。メンバー

は精神病院協会の代表者、施設長の代表さん、

保健所、精神保健センター長、県の責任者であ

るとか、そういった方たちが連絡会議で普段か

ら連携することが必要なのかなと考えておりま

す。すいません、だいぶ時間を超過しました。

以上です。ありがとうございました。 

 

野口 ありがとうございました。佐藤先生より、

災害時の精神支援や、介入の中間報告などにつ

いて、貴重なご意見をいただきました。ありが

とうございました。続きまして、2 番目にご報

告いただきますのは、北茨城市の先ほどの地図

にもありました、磯原にあります介護老人保健

施設おはよう館の看護師長でいらっしゃいます、

今川弘子さんです。予定では相談員の小松様の

ご講演予定でしたが、ご体調を崩されたという

ことで、急きょ看護師長の今川様にいらしてい

ただきました。ありがとうございます。今川さ

んの老健は丘の上にありまして、津波自体の被

害はなかったんですが、地震により電気ですと

か、水道というライフラインが止まった状況で、

オーバーベッドで介護を続けられていたという

ことで、そのご経験ですとか、ご苦労されたこ

とを中心にお話しいただければと思います。で

はよろしくお願い致します。 

 

 

今川 弘子 氏 

 

今川 おはよう館で看護師長をしております

今川でございます。よろしくお願い致します。

本日は小松に代わって、施設の、当施設におけ

る東日本大震災、発生時の状況と対応について、

お話をさせていただきます。よろしくお願い致

します。 

 私たちの所は、介護老人保健施設で、従来型

の施設であります。入所定員が 100 床。うち 6

床がショートステイをお預かりしております。1

階のほうが通所定員 50 名で、日通いの通所サー

ビスを設定しております。従業員は 100 名前後

で経過しております。建物の構造は、鉄筋コン

クリート造りで、4 階建てです。1 階が通所、日

通いの方たちの場所で 2 階、3 階が入所フロア

です。沿岸部より約 1.5 キロメートルの所で、
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海抜 56 メートルの高台に位置しております。

後々避難経緯の部分とかのご説明をする部分で、

施設の見取り図をちょっと頭に入れておいてい

ただければ、説明内容が分かりやすいかと思い

ますので、ご説明致します。2 階、3 階のフロア

のほうは、左右に分けて階段のほうがあります。

上の図ですね。下のほうがデイルームと書いて

ありますが、災害の当日から 5 日間、こちらの

ほうで、入所の方と通所の方をしばらくうちで

お預かりしていた所がデイルームという所にな

ります。あとは災害時の利用状況についてです

が、当日利用者は 136 名でした。入所が 92 名、

短期入所が 6 名、通所が 38 名です。従業員は

68 名。老人保健施設ですので多職種が常在して

おります。68 名です。発生時の状況としまして

は、入所フロアはおやつの準備中。日通いの通

所フロアのほうは帰宅、送迎の準備をしており

ました。1 階の浴室では入所者の入浴中であり

ました。災害発生直後です。うちは 3 階と 4 階

の所の 4 階の所が吹き抜けになっておりますの

で、建物上ちょっと弱くなってた場所から、4

階のバルコニーの天井が 3 階ホールのほうへ、

一部落下して、それと同時に停電が発生してお

ります。私が 3 階に駆けつけたときには、上か

ら落ちた直後でしたので、この近辺、3 階は真

っ白の状況で、とても周りが見にくいような状

況になっておりました。その時点で私たち、地

震が発生してから、しばらくの間余震が本当に

ずっと何回も続いておりました。大きな余震が

ずっと続く中、私は 1 階の事務所に居たのです

けれども、1 階のデイケアから、2 階、3 階を走

り回たっり、ずっと地震の最中走り回っていて、

床に足がついてる状況ではありませんでした。

とにかく宙を浮いているような状態で走ってる。

そういう感覚を体感しております。 

 その時点で全部署確認をして、3 階がとにか

く物が落ちていて、対応できる状況ではありま

せんでしたので、医師のほうの、施設長のほう

に報告をしました。それで施設長と相談をした

結果、屋外に避難する。これ以上もっと大きな

災害に見舞われるのではないかということで、

屋外避難を決定しております。その時点で、各

フロアの職員のほうには、左右に分けた状態で、

利用者さん、入所している方たちを階段の前に

集めました。階段の所に二つに分けて、とにか

く 3 階の被害が強かったので、3 階から順に、

トリアージというか、歩ける人から順に下ろし

ていこうということで、下ろしていきました。

職員の中には軽い入所の方のことをおんぶして、

階段を下がってくる職員も多く居ました。歩行

ができないという方に関しては、シーツ、それ

からベッドパッドを利用して、職員が 2 人、3

人という形で、前後に分けて階段のほうを包む

形でおりました。この時点で、階段の入り口で

リハビリ職員のほうが誘導方法を情報提供して

おります。この状態は、リハビリ職ですので、

この人は階段を下りられる。この人は若干の必

要性があるけれど、2 人ぐらいの介助であれば、

こういう形で下ろすことが一番安全だとかって

いう情報を提供することで、職員のほうはその

指示に従って階段を下ろすことができました。

これは有効な方法でした。この時点でうちの医

師と相談をして、屋外避難を決定してから、約

1 時間ぐらいでは、2 階 3 階、それから通所の方

たちの避難を屋外にすることができました。避

難が終わって、さて今後どうしようと考えた頃

に、突然真っ暗になり始まりまして、小雨がぱ

らついてきました。もうこれ以上、また寒くな

る可能性がありましたので、この時点で建物の

安全性を確認し、これ以上ひどくならないとい

うことを・・・前の発生した時点よりもっとひ

どくなってないことを確認して、屋内のほうに

移動を致しました。これがそのときの状況です

ね。あとはその時点で身体介助ができる職員は、

利用者様をデイルームのほうにお連れしてます。

その他、清掃であったりとか、身体介助ができ
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ない、運転手であったりとかという職員には、

とにかく 1 階での生活が強いられると思いまし

たので、2 階、3 階に上がって、ベッドのマット

レスを、窓からとにかく投げて、時間短縮でフ

ロアのほうにマットレスを運ぶという形で指示

をしました。重症者のみベッドを使用しました。

あとは近くに高校がありましたので、10 名乗り

のバスに乗って、協力依頼を要請しました。6

名の職員の方が来てくださってます。 

 それと通所に関しては、この時点で送るには

家族が居るか、居ないか。こういう部分も不安

になってきましたので、家族が迎えに来た方だ

け、家族に連れて帰っていただく方法をとりま

した。その時点で相談員のほうから、家族に向

けて、電話を入れてもらいました。お迎えに来

てくださいという形で確認を取っていたところ、

相談員から話がくると、どうやら津波が発生し

ているようだとか、どうやら国道が詰まって渋

滞して、身動きが取れないようだとか、何か北

茨城に大変なことが起こっているようだという

ような情報が夕方の 4 時から 5 時にかけて、情

報がどんどんと入ってきました。これは何かも

っと大きな問題になる可能性があると思いまし

て、情報が混乱するのではないかと思いました

ので、とにかくこういうときこそ、連れて帰っ

た方と、施設に残ってる人が何人居るのかを把

握しなくてはならないと判断しまして、窓口を

一つにしました。 

 ひとまず帰った方、それからそういう人が誰

が対応しても大丈夫なように、すぐに対応する

こと。そうした時点で、帰った方、そういう方

に関しては、メモで文字媒体にして、相談員一

人に必ず・・・ヌマタという、その当時は初日

の日は、ヌマタを担当にしたんですが、ヌマタ

に帰った人はこの人だということを必ず手渡し

しようということで、「ここは窓口を一つにしよ

う」ということを何回も言いました。施設に残

っている利用者様、それからそういう方が誰な

のかということをきちんと把握していこうとい

うことを、常に心がけました。 

 そのときの目標としましては、今ここに居る

利用者様の生活をつなげること。これが最大の

目標でありました。その日は利用者が 126 名、

おうちに帰られない方も交えて、全て 126 名が

宿泊をしました。通常夜勤は 4 名体制で施設は

行っているのですが、4 名体制の 2 交代でうち

はやっているのですけども、14 名体制の 3 交代

にしました。明日の出勤が難しいかなと判断し

た職員は施設に残って泊まっている職員もたく

さん居ました。考えられることとしましては、

外から入ってくる情報がみんなに伝わっていく

か。それから、私たちが伝えたい伝言が職員に

伝わるかということがとても不安になりました

ので、事務所のホワイトボードに外線メモ、そ

れから伝達メモという項目を分けて、とにかく

文字媒体で貼っていきました。書きこむスタッ

フも居れば、書いてきたものをテープで貼ると

いう形で、その情報は自分たちが自ら集めなさ

いと。出勤した時点、それから休み時間に、事

務所に寄って、自分で確認をしなさいというよ

うな形で、そこは職員の部分に任せました。こ

の日から伝達事項を言葉だけでは、文字だけで

は伝えきれないと判断しましたので、うちは朝

礼は必ずやっているのですが、朝礼の 9 時、そ

れから終礼 18 時。この 2 回を全職員、ゲストに

関わらない職員は全員玄関前に集めて、必ず朝

礼、終礼、これをやって、職員の顔色を見たり、

職員のモチベーションをもう 1 回再確認したり

ということを行いました。この日は夜勤帯で 1

名急変があり、救急搬送を致しました。夜間に

北茨城市の高齢福祉課の課長さんが来てくださ

ったようです。 

 この写真にありますように、とても明るいよ

うな状況が見れるのですが、外から公用車で部

屋の中を照らしております。認知症の方が居な

いところ、徘徊する方が居ない所の近くにはろ
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うそくを置いて、対応をしております。 

 2 日目です。2 日目は朝全員出勤を指示を出し

ました。とにかく安否確認、それから職員の自

宅の状況、家族の状況、それを把握したいと判

断しまして、職員のほうには朝 9 時の時点でみ

んなに出てくるようにということを指示してい

ます。その日夜勤になるという職員は朝礼に出

てから帰るというような形を当日はやりました。

この時点で目標にしたものは、とにかく地域で

大変なことが起こっているというのを感じまし

た。緊急受け入れに関しては医療に問題がなけ

れば、全て受けようということで、施設の目標

はそちらに変わりました。昼間、固定電話が通

信不可になりました。この時点で、私たちのほ

うは情報の発信も、受信もできない。私たちは

ちょっと孤立してるような感覚になってはいけ

ないと思いまして、北茨城の高齢福祉課のほう

に、今のうちの状況はこんな状況ですよという

ことと、それから北茨城の情報を、何かうちと

連絡取れないことで、問い合わせが来たときに

は、こう伝えてくださいねということをお願い

しに行き、伝言板に私たちはメモを貼っていき、

また必要な情報を収集してくるというパイプを

つないどこうということに努力致しました。 

 3 日目です。3 日目の日は、高齢福祉課のほう

に、今度は物資確保の相談をしました。これか

ら先のことがとても不安になりましたので、相

談したのですが、北茨城から言われた言葉は、

「地域には今、物がなくて困ってる人が居る。2、

3 日分の余力がある施設は自力でやってくださ

い」ということを言われました。そういう回答

だったのですが、確かに私たちには 2、3 日分の

食料がありました。雨風しのげる建物がありま

した。あと、マンパワーがありましたので、な

るほどな、と納得させられるもので、私たちは 

じゃあ自分たちでどうにかしようということで、

気持ちを切り替えることができました。 

 4 日目です。4 日目の日は、災害対策本部へ、

今度は緊急要請の際の協力を依頼しました。電

話がつながりませんので、何かあったときに、

これは搬送するときに大変困りました。救急に

ボタン一つで押せば、電話もしないで通じると

いうシステムがあったのですが、念のために押

してみたのですが、やはりつながりませんでし

た。それで 1 日目に急変してる人が居ましたの

で、そうなると、いつ具合が悪くなるか分から

ないと思いまして、とにかく何かあったときは、

うちの施設の職員が災害対策本部に出向く。そ

したら災害対策本部の方から、救急要請をして

いただくということで、そういう体制をとるこ

とを了解していただきました。あとは物品と医

療材料とか、そういうものを近隣の病院のほう

から譲っていただき、安心したと思った直後に、

電気が通ったので、とにかく本当に安心した状

況でした。 

 5 日目になりましては電気が通りましたので、

通常営業が再開できることを目標に切り替えま

した。通所の方の、私たちはお迎えができませ

んが、ご家族が送ってきてくださる方、それか

ら入浴はできませんよ、送迎もできませんよ、

お食事も白いご飯とおつけものですよ、それで

もよければどうぞというような形を情報提供し

たところ、1 名の方がご利用されました。 

 6 日目になりますと、電気が通りましたので、

こちらのほうの安全確認を行い、業者に入って

いただき、確実にこれ以上何か崩壊するとか、

そういうことはないよという、そういう部分の

判断をしていただきましたので、2 階、3 階に入

所の方を全員戻す生活をしました。老健は、通

常常勤で医者が 1 人居るのですが、うちの施設

長の医師は、ちょっと遠方に住んでおりまして、

ガソリンの補充が十分にできないということで、

施設に通うことが困難になりました。この状況

を近隣の病院に相談し、施設では看取りという、

最後まで施設でお預かりするという体制をとっ

ておりましたが、これでは看取りができない。
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あとは大変な状況があったときに、ご相談する

先生が居ないということで、近隣の病院のほう

に、みとりの部分での協力をいただけるかどう

かということでも取り交わしをして、ご協力を

いただくことができました。あとはガソリンと

かがなくて、とにかく職員のほうが 1 日目に、

まさかガソリンでこんなに困るとは思わないで、

朝方までゴートライトを照らす指示をしてたの

ですが、このときばかりは、ああまずいことし

ちゃったなとちょっと私の中でも反省しました。

職員が通勤できない、ガソリンが十分に満たさ

れないという状況がありましたので、施設の公

用車を使って、一番遠い方が職員の家を送って、

その方が次の日は必ず出勤をして、その職員を

拾ってくるというような、毎日そういう形で職

員の人数を集めるため、安全を確保するための

方法もいろいろ作りました。 

 13 日目の日には、お水が出ました。水が出ま

したので、もう次の日から、私たちのほうは入

浴を再開しました。このとき、私たちのこの時

点での目標は、普通の生活に戻そう。なるべく

お水も電気もできるようになったので、普通の

生活、この普通の生活という言葉の本当にあり

がたいことを痛切に感じました。普通の生活に

戻ろう。普通の生活に戻そう。それを目標にこ

この時点では切り替えました。3 月の下旬には、

ほぼいろんなサービスが通常通り行えるような

体制が取れてきましたので、この頃から、地域

の方に支えられたり、施設がここまで通常に戻

り始まってることに、本当にありがたいと感謝

をして、避難所に生活してる方に、お風呂に入

りに来ませんかということで、浴室を開放して

みました。そうしましたら、たった 1 組ですが、

ご利用された方が居ました。これは実は施設の

サービスではなく、ただ地域の方に、何かゆっ

くりしていただければなという部分でしたので、

実はここは職員にボランティアを募ったんです

ね。お金としては出せないけど、皆さんの中で

お気持ちがあれば入浴の準備や、入浴が終わっ

た後、お掃除してくれる人、誰か助けてくれな

い・・・ボランティアできないかなと言ったら、

とにかくうち・・・自分たちのことでも大変だ

ったんでしょうが、20 名以上の職員がそこに名

前を書いて、お役に立ちたいと。清掃から、中

には食事を作る栄養部のおばさんたちも居て、

本当にここには胸を打たれた部分があります。 

 これは物品の確保などが書いてありますので、

ちょっと省略します。 

このデータ。ここはなんでこの資料を持ってき

たのか、ちょっと分からなかったので、資料を

作った小松にちょっと確認したところ、うちは

通所利用者、当日 27 名。それから通常のショー

トで延長になった方が 4 名。既存のショートス

ティを使う方が使ったのが 5 名という形で居た

んですが、「いやあ、婦長実はですね」って。「新

規入所 5 名、うち受けてるんです。それから新

規のショートスティを 6 名受けてるんです」っ

て言うんですね。 

私たちがショートスティを受けるということは、

その方の生活の背景まで、私たち受けないと、

きちんと十分に把握しないとお預かりするのは、

とてもなかなか難しいところを、この 1 カ月ち

ょっとの部分で、私たちは、「婦長、11 名を受

けてるんですよ。職員はそれだけ頑張ってるん

ですよ」ということを、小松のほうから言われ

ました。「ですので、あえてこれを数字にしたん

です」と言われたので、ああそうかとあらため

てこの数字を見て、私も納得しました。 

 あとは緊急受け入れの状況でございます。一

度どんどんどんどん下がっては来たのですけれ

ども、やはり近隣のいわきのほうからの利用者

も多く、自宅の損壊や津波の被害、もしくは避

難所で生活が困難になったというような方が、

またどんどんと増えてきてます。また原発の影

響を受けての依頼のほうも多かった状態でした。 

 職員の勤務状況についてです。野口さん、大
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丈夫ですか？ すいません。 

職員の勤務状況についてですが、シフトの変更

を昼、夜共に増員を 5 月 6 日までしました。ま

た毎日シフトを変えていきました。なんで毎日

シフトを変えなくてはならないかというと、状

況が変わって、電気が通れば、電気が通った所

のサービス提供をしていこう。お水が使えるよ

うになったので入浴をしようっていう形になれ

ば、その時点で施設の体制が変わる。施設の体

制が変わることによって、職員の人数がどこに

必要なのかということを、毎回いろいろ変えた

りとかしましたので、その時点での人数であっ

たりとか、いろいろと変えていきました。あり

がたいことに、ここまでの間、職員のほうから

なんの苦情もなく、みんな本当に頑張ってくれ

たことは、本当に感謝しております。職員のほ

うは、自らも被災してる方も多く、オーバーベ

ッドの運用となって、通常以上のハードな勤務

体制の中、終日にはガソリンスタンドに並んだ

り、あとは食料の調達に並ぶとか、そういう状

況を職員のほうはしていました。 

 災害後の取り組みに関してですが、災害マニ

ュアルのほうを作成しました。自分たちがとっ

た対応を十分に振り返りました。屋外避難の見

直しや、スタッフへの一斉送信メールの体制、

施設に駆けつける地震規模の基準、それから避

難誘導の際の優先順位、浴室でのため水の取り

決め。そういう部分を 7 月の時点で伝達会をし

て、職員に配布しました。毎年 3 月 11 日前後に

は、災害訓練を実施しております。昨年 3 月、

去年のですね、北茨城市のほうと、福祉避難所

の設置運営に関する協定を締結しております。

あとは自家発電機も設置しました。 

 あとはよかった点と今後の課題についてです

が、よかった点は本当にマンパワーがあって、

施設全体がどうにか乗り切ろうという気持ちに

なれた。ここがうまくいった原因かなと思いま

した。あとは運営管理についてですけども、利

用者さんにどうつなげるかという部分とか、あ

とは普通の生活にはどうすれば、スタッフの配

置をどうしようかとか、そういう部分の本当に

広い視野で細かな運営管理が必要でしたが、主

任、それから部署の責任者がよく動いてくれま

した。私は常にそのスタッフとミーティングを

行い、いわば災害対策本部みたいな部分でそこ

を乗り切ることができました。これはよかった

ことと思いました。あとはうまくいったように

は思いますが、多くの問題点も残っております。

施設の力を、本当にすごかったなと思っており

ます。 

今後の課題に関しては、通信が断裂したときの

緊急時の体制とか、緊急の連絡とか、ここに関

してですけれども、ここは問題点として上がっ

てます。あとは施設の力はすごく強かったなと、

いっぱいあったなとは思っておりますが、これ

を全部自分の施設につぎ込んでしまっていまし

た。やはりこういう災害においては、もっと地

域に私たちが目を向ける部分があれば、もっと

違う形で避難所に出向いたりとか、避難所の人

たちを受け入れるとか、こういうもっと違うこ

とができたのではないかなということが、今後

の課題として残っております。 

 最後ですけれども、北茨城市は東北 3 県に比

べますと、全体的な被害状況は少なかったかも

しれませんが、個別に見れば津波で亡くなった

方や自宅を失った方も居ます。そういう方の中

で、大規模な災害の折には今回の北茨城と同じ

ような被害状況の地域が発生すると考えられま

す。そのときの地域に向けて、私たちが、私た

ちだからこそ発信できることを伝えていかなけ

ればと思っておりました。こういうときにこう

いう企画で私たちのほうが皆さまにお伝えでき

る機会を作っていただいたことに、深く感謝致

します。ありがとうございました。また今回は

小松がちょっと来れなかったので、本来はお断

りするべきところもあったのかもしれませんが、
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やはりこういう部分を、施設であった事実の部

分を多くの方に伝えさせていただきたいと思っ

て、本当に一日二日の部分の読み込みでしか来

れませんでしたが、本当にこの場に立たせてい

ただきまして、ありがとうございました。以上

です。 

 

野口 今川さん、ありがとうございました。北

茨城市は福祉避難所というものが建たなかった

んですが、もうほとんど福祉避難所、もしくは

それ以上にご苦労の多いような状況の中で介護

されていたということで、貴重な取り組みにつ

いて、ご報告いただきました。ありがとうござ

いました。続きまして、ご質問なんですが、佐

藤先生への質問も併せて、後ほどの円卓会議の

中でまとめて伺おうと思いますので、そのとき

によろしくお願い致します。続きまして、3 番

目にご報告いただきますのは、北茨城元気づく

りプロジェクトの代表でいらっしゃいます、山

﨑恭一さんです。山﨑さん、よろしくお願い致

します。山﨑さんは津波による大きな被害を受

けた先ほどの大津町からいらしていただきまし

た。ご報告の中でもあると思いますが、ご自宅

も被害を受けられております。では山﨑さん、

よろしくお願い致します。 

       

 

山﨑 恭一 氏 

 

山﨑 北茨城元気づくりプロジェクトの現地

事務局をしている山﨑と申します。 

何分にもこういう席で発表するなんていうのは、

人生初めてのことでございまして、お聞き苦し

い点、また見苦しい点、多々あると思いますが、

ご容赦ください。 

オリンピック競技の初戦みたいに緊張していま

す。 

 それではですね、スライドにあります、東日

本大震災における北茨城市、大津町の状況を簡

単にご説明いたします。これは地元の港の風景

です。 

ちなみに私のうちはこの港から歩いて 1 分く

らいの所にあります。 

海抜約 4 メーター。その 4 メーターの地点で

大体床上浸水という被災になっております。こ

の地図はみなさん何回もご覧になっていると思

いますが、ここでちょっと皆さんの発表になか

ったことで、これですね。福島の原発から 68

キロ。東海原発から 55 キロ。この数字、微妙だ

と思いませんか？ 50 キロだといろんな規制

とか、応援とか支援とかあるんですが、ポコッ

と空白地帯なんです。今回の震災において、原

発事故においても全くといっていいほど報道さ

れませんでしたし、なんの支援も原発について

はありません。見ていただければ分かるんです

が、ここはもう福島県いわき市です。この地域

にはかなりの支援物質とか、支援金がでていま

す。 

それに比べて北茨城市ではほとんどゼロに近

い。そういう状態です。 

「このスライドは、文字にして何でもいいから

書け」と言われたんで、何でもいいと思って書

いたものです。 

要するに、地震が来た時点でまさか津波が来

るとは思っていませんでした。 

地震イコール津波ってすぐ直観的に感じた方

は、多分非常に少ないんじゃないかと思います。

東北の岩手とか、あっちのほうの映像を見ると、

ものすごいスピードで津波が襲ってますよね。
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本当に危険。危ないっていうイメージだと思い

ます。津波の映像が随分とテレビで流されたと

思うんですが。北茨城市の場合は、あそこまで

はひどくないんです。じわーっと上がってきた

かな。自然の要塞というか、自然の港なんで、

一気にとんでもない勢いで来たということはな

いんです。ただしじわーっと上がってきてるも

んですから、みんな避難していないんです。僕

も津波が来ると思ってませんので、地震で壊れ

たお店の修理とか、割れた窓ガラスの破片とか

ショーウインドも割れたのでそのガラス破片を

掃除をしていました。今思うと実に悠長なこと

をしてたなと感じます。 

もし津波が来るのが分かっていたら、もうち

ょっとなんか別の作業があったのではないかな

と思います。そういうわけで、全く津波は意識

してませんでしたので、津波のスピードも自転

車の速度ぐらいですね。じわーっと上がってき

て、その辺で止まるだろうと思っていた津波が、

全く止まらずにどんどんどんどん海のほうから

陸のほうへ、僕のお店まで海からおおよそ 200

メートルぐらい。200 メートルまでないのかな。

150 メートルぐらいなのですが、そこを約 5、6

分かけて、ゆっくりと、しかもものすごい力で

す。自動車がぷかぷか浮いて、ちょっと 1 人じ

ゃ持ち上がんないようなキッズと言われている、

魚を入れるでっかい箱があるんですが。ちょう

どこの円卓の大きさの半分ぐらいの大きさなん

ですが。これちょっと人間の手では、持ち上が

るような重さではないんですが、それが流され

てきて。店にぶつかって、隣のおうちの壁にも

ぶつかってっていう。何回も申しますけど、自

転車の速度の津波の勢いでさえ、力でさえ、も

のすごい力がある。ましてや東北 3 県の津波の

映像見たら、推して知るべしというか。すごい

力があるんだなというのを、あらためて感じま

した。その後、停電、断水、ライフラインの遮

断。一番困ったことは、何回も皆さんの発表で

出ていますが、情報が全く出てこないんです。

本当に入ってこないんです。テレビがまず映ん

ないですよね。ラジオっていっても、ほとんど

茨城県の北部の情報なんか、誰も流してくれま

せん。みんな仙台ですとか、岩手とか、女川と

か、あっちの情報はいっぱい出てきますけど、

うちのほうの北茨城市の情報っていうのは、全

くマスコミによっては流されてなかったんです。

唯一の情報っていうのが街の消防団。ボランテ

ィアの消防団が消防車でずぶぬれになりながら、

津波が第二派が来るとか、早く逃げろとか、あ

ともう少しで給水車が来ますよとか、たったそ

れだけなんです。ほとんど情報が来ないってい

うのが一番大きな問題でした。 

 これは当日の大津漁港。さっき写った港の様

子なんですけども、ここが漁協なんですよ。こ

れがもう 1 階で、実はこの赤い線まで津波が来

てます。それがものすごいスピードじゃなくて、

何回も言うように、ゆっくりゆっくりとしたス

ピードなんで、中にはうちの中に閉じ込められ

た方が十数名。十数名っていうのは団体じゃな

くて、誰々さんと誰々さんって、後から聞くと、

うちの中に居て津波が来ているのは分かってい

るのですけども、ゆっくりなスピードなんで、

うちの中に居て、気が付いたら腰まで水に漬か

ってて、逃げようがなくなったと。天井まで水

が来て、アップアップになって、もう死ぬかと

思ったら、そこでやっと引いて助かったってい

う方が何名かいらっしゃいます。そのぐらい津

波に対する恐怖感っていうのが、あまり大津地

区っていうのはない津波だったっていうのが現

実です。これが震災直後、津波直後の街の中の

様子です。こういう写真は皆さんいっぱいご覧

になってると思いますが、本当にひどいありさ

まです。これもこの大津の場合、漁港ですので、

この網は交換用に、漁港にはうずたかく積んで

あるんです。 

ものすごい数の網があるんですが、この網が
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全部街の中に流れたんです。この網、ただの漁

網だから、流れてくれば片付ければいいかなと

多分お思いになるでしょうが、重さが半端であ

りません。おもりが付いてます。鉛というおも

りが。1 個、2 キロか 3 キロのやつが、数千個の

単位でついてますんで、ちょっと人間の手で持

ち上げて片付けるっていう、そんな単純なもの

ではありません。ちなみに 1 網、1 億 5000 万で

す。大津町っていうか、大津漁港全体で、6 船

団あって、その被害額だけで 10 億超えてます。

網だけですよ。ちなみに私事なんですが、この

家、うちの母の実家なんですよ。このトラック

って、港のほうにあったのが、ここに倉庫があ

るんですけど、倉庫を突き破って、津波の力で

突き破って、うちの実家に突っ込んでるってい

う写真なんです。たまたまこれ、知り合いの方

が撮ってくれて。時間も押せ押せなんで、早め

にいきますね。 

 実はこのセミナーでなんか喋れって言われて、

先ほど佐藤先生のほうからお話があったように、

北茨城では健診事業、市民の方の健康を守ると

いう意味での健診っていう事業をやってるんで

すが、その健診事業のお手伝いをしていただく

のに、ファシリテーターを 18 名ほど、当初もっ

と居たんですが、いろんなご事情でおやめにな

って、今 18 名いらっしゃるんですが、ちょっと

こういったアンケート、要するに震災時あった

らよかったもの、またはあっても要らなかった

もの。なんか震災時思ったことを自由に書いて

くださいということで、皆さんにアンケートを

していただいたんですが、それをまとめたのが

これなんですよ。これが震災時あってよかった

ものっていうのは、みんな大体どなたも似てる

んですよね。水とか、食料とか、カップラーメ

ンですとか、ホッカイロとか、簡易トイレとか。

一番声が大きかったのがこれなんです。情報の

速やかな伝達。これが一番やっぱり声が大きく

出ましたね。それと住民との日頃からの交流っ

ていうのは、これは行政です。行政サイドと住

民が日頃から仲良くしていれば、もうちょっと

情報なり、いろんな被災物質の配る方法なりを

うまくできたんではないかなっていう声が一番

多かったです。これを大体まとめたのが、こう

いう情報というのがやっぱり一番大きい問題で

した。とにかく先ほどおはよう館の方からもお

話があったとおり、入ってこない、出ていけな

い、本当に孤立した状態になってしまう。そう

するとどんどんどんどん自分の世界に入って、

あまりいい方向には多分行かないんではないか

なというふうに思います。これは私事ですが、

水ですね。皆さんおトイレってどのぐらいお水

使いになるか分かります？ あれ 1 回にバケツ

2 杯なんですよ。僕も初めて知りました。バケ

ツ 2 杯必要だと思ってませんでした。だからト

イレ行く度に、バケツ 2 杯の水を用意しなくち

ゃいけない。断水してるからそんな水ないです

よね。うちのほう田舎なもんで、近所に井戸が

あったんで、その水を分けてもらえたんで、ま

あ助かりましたけど。その井戸も昔はこういう

ガチャコンガチャコンっていう手動式ですが、

今回だけはあれを欲しいなと思いました。今ポ

ンプでくみ上げてますんで、当然停電ですので、

井戸あって飲める水がそこに目の前にあるんで

すけど、くめないんですよ。4 日、確か大津は 5

日後ですかね、通電したのが。初めて水が飲め

るというか、くめたというか。気持ちよくおト

イレに行けたっていう記憶があります。男性の

方は別にいいんですけどね。女性の方は本当に

大変でした。さっきの簡易トイレっていう、欲

しいものっていう簡易トイレとか、これはやっ

ぱり女性の方。ほとんどの方はこれ書いてます。

男性では書いてる方はいません。女性の方ほと

んどの方がトイレが困った。簡易トイレ、おむ

つでもよかったから、今はおむつ用意してます

っていう方が結構多かったです。それとこのア

ンケートを書いてもらったファシリテーターは



41 

みなさん元気です。 

ただしそれでもその中の 2 名の方は「このア

ンケートを書くのが嫌だ」って言ってました。

書くと当時のことを思い出されて、すごく嫌な

思いするから、「ごめんなさい、私書けませんで

した」って方が 2 名居ます。もう 3 年たつんで

すよ。しかもファシリテーターっていって、サ

ポートする側の人間ですら、それなんです。そ

の 2 名の方は実際に津波には遭っていません。

地震だけです。地震でうちがちょっと壊れたぐ

らい。ちょっと壊れたぐらいっちゃ怒られちゃ

いますけど。その方でさえ、それほど心に深い

傷を持ってるっていうのが、お分かりいただけ

るのかなと思います。 

まあこれが、さっき佐藤先生がお話ししてい

た心と身体の健診が必要だと言うことです。私

たち現地ファシリテーターが、いろいろ行政サ

イドと協力しながら（といっても、行政はほと

んど協力してくれませんでしたけど。）健診事業

やパソコン教室、体操教室、講演会等々、いろ

いろと実施してきました。みんなが、要するに

僕らから言わせると、何でもいいからみんなが

元気になることをやりたいねっていうのが基本

で。こんな研究とか何とかっていう難しいこと

は、僕たちはあまり関係ないんで、いかに街の

人間が元気になっていただくのかっていうのが

一番いいのかなと思います。それと最後になり

ますが、漁業に関しては、マスコミに対しては

ものすごい僕は怒りを覚えまして。確か 4 月の

半ばぐらいだと思いますが、マスコミの方が私

の店に取材に来ました。なんの取材かっていう

と、震災の取材じゃないんですよ。原発事故が

起きたからなんです。原発のときだけ北茨城市、

大津漁港って騒いだんです。そのおかげで、一

切それから魚が売れなくなりました。今、3 年

たって、漁は出てます。大津ってしらすがメイ

ンなんですけど、しらすが震災前はキロで 400

円からいいときで 700 円ぐらい。今 5 円から 10

円です。ガソリン代っていうか、油代にもなら

ないです。でも出ないと、これも変な話ですが、

東電からの補償金が下りないと。「キロ 5 円にし

かならない魚を取る気持ち、おまえ分かるか」

って、俺、友達に言われましたけど。そんな状

態が続いて、まだまだ震災ならびに原発の影響

っていうのは、これからもまだまだ続くのかな

と思います。いろいろ拙い話、ご清聴ありがと

うございました。 

 

野口 山﨑さん、どうもありがとうございまし

た。山﨑さんに対するご質問も、少し休憩を挟

んだ後に受け付けようと思いますので、よろし

くお願い致します。少し時間がずれてしまいま

したが、3 時 10 分まで休憩を取らせていただい

て、10 分から後半を始めさせていただきたいと

思います。お隣の部屋でお飲み物など用意させ

ていただいておりますので、どうぞご利用くだ

さい。お疲れさまでした。 

 

野口 ではそろそろ後半を始めたいと思いま

す。ここからまず朝田隆先生と、大島隆代先生

よりお話しいただきたいと思います。その後は

円卓会議の形式で、報告者の皆さまと円卓の皆

さま、フロアの皆さまとディスカッションをし

ていきたいと思います。それでは朝田先生よろ

しくお願い致します。 

 

 

朝田 隆 氏 
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朝田 よろしくお願いします。災害弱者への精

神サービスを時間経過の中で示していくという

ことが、私どもの活動の目標です。いろいろな

方法を考えてみたんですけども、そのインパク

トフェーズから、2 年、3 年後までそうした時間

経過の中で、どういう精神医療のサービスが必

要になるか。それのその介入プランを作りたい

というのが厚生労働省の指示でございまして、

それに沿ってやっているものです。きょうウノ

先生はですね、ご尽力をいただきまして、被災

した三つの県でもって、そこで実際にですね、

活動してきた人たちからそのレビューを聴いて、

そのレビューの講演を聴いて、それをエッセン

スをまとめていくというふうに考えました。具

体的には病院を中心とするメディカルサービス、

サイキアトリックメディカルサービス。それか

ら自治体の保健師。ディストリクト・ナースと

思ってください。これによる保健活動。それか

ら精神保健福祉士。あるいは医療ソーシャルワ

ーカー。社会福祉士。こうした職域の方々に、

今までの活動を振り返ってもらって、そこから

問題点と対応を要約していくというふうに、そ

ういう方法をとりました。日本では、今回岩手

県、宮城県、福島県という三つのプリフェクチ

ャーが大きな被害を受けた所なんですけども、

それぞれ県によって特性が違います。例えば岩

手県は津波の被害がとても大きかったけども、

精神病院は、精神科病院はほとんどダメージを

受けなかった。それから宮城県は津波の被害も

大きいけども、沿岸の精神病院の被害も大きか

った。福島は津波も大きいが、何よりも原発の

後遺症がとても大きいというのがとても特徴で

す。さてですね、さっき申しましたように、時

間経過の中で被災者のメンタルな問題点を抽出

整理していくと。これを整理することで、今後

のですね、大型自然災害のときにどういう介入

をしていくか。それのプランを作るということ

でございます。これはですね、いわゆるインパ

クトフェーズから、フューデイズ、あるいはマ

ンスの単位で時間がたっていく。その中でどう

した生活が行われるかということでまとめた時

系列の表ですが、これはですね、今回の原発で

問題になっている福島のものですね。避難所な

んかで活動なさっている精神科のお医者さんが

発表したことです。一つはコンフュージョナル

なパニックの状態が一等最初に来ます。次に 1

カ月間ぐらい一時休止。要するに不思議とハイ

な気分であると。認知症の人であっても、割と

安定した状況で過ごす。しかしそれが過ぎます

と、現実に直面します。ここでですね、うつと

かアパスーとか、そういう精神症状が出てくる

と。ここではエモーショナルには、そうした現

実を自覚すること。あるいは怒りとか反発。こ

れは原発に対するものです。これは福島県の特

徴。そこでもって、抑うつが出てくる。多重、

マルチプルなマルチファクトリアルな心理スト

レスとか、アルコーリズムとか、さらにはスイ

サイド。こうしたものもここで出てまいります。

さらに虚無期と。ニヒリスティックなステージ

がございまして、ここでギャンブル依存とかで

すね、ウェイスティングといいますか、浪費が

出てくるということです。その後で、プレリカ

バリーフェーズといいますか。回復準備期とい

うことで、その時期はコミュニティーのコンプ

リートリーデストロイドのコミュニティーを再

構築する。あるいは仮の街、トランジェントな

コミュニティーですね。あるいは原発処理作業

の進展と。こういうバックグラウンドがあって、

プレリカバリーフェーズということになります。

最終的にまだいってませんけども、回復期とい

うことになります。 

 それで、さまざまな話を聞いてきましたけど

も、今から六つのファクターに分けてお話をし

ます。サイケアトリックサービスに関して。一

つはサイケアトリックホスピタルズの役割です。

意外なんですけども、その被害を受けた地元民
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を受け入れる施設として機能することがありま

す。一つには地元の方。あるいはデイケア等を

利用している人。こうした方々のシェルターと

しての機能を果たすことがアキュートフェイズ

ではございます。またですね、そうは言いつつ

も、その一方でデューティのサイケアトリック

サービスは普通どおり提供するというようなと

ころもあります。さらにですね、これもそうな

んですけど、先ほど佐藤先生が見せたように、

例えば福島原発から近い所の精神科病院ですと、

津波によるダメージもありますけども、今度は

放射能汚染という問題もありますから、その入

院患者さんをエバキュエーションさせなくちゃ

いけないということで、例えば筑波のわれわれ

のユニバーシティホスピタルにトランスファー

するとか。そういうふうにですね、ある病院の

先生は 300 名のスキゾフレニーのペイシェント

が多いんですけども、そういう精神障害者を県

外の医療機関に送ったということもおっしゃい

ました。しかも残念ながら一般病院と比べてサ

イケアトリックホスピタルズというのは、もと

もとそういうディザスターへの備えが非常にプ

アーです。さらにですね、こういうユニークな

活動もありまして、現地の大きな精神科病院の

場合には、その被災した地域に対してサービス

をアウトリーチでサービスを提供するというふ

うなことをしているオキュペーショナルセラピ

ストとかですね、フィジオセラピストが現地に

行って、その被災した方々に対してサービスを

行うというふうな試みをなされました。さらに

はですね、ハウンジングプロブレムといいます

か、最初はいわゆるエバキュエーションの後シ

ェルターに入りますけども、そこでは意外だっ

たんですが、一般の方々がディメンシアの人々、

あるいはスキゾフレニックペイシャントという

人たちと初めてコンタクトを持ちます。非常に

びっくりされます。その認知症の人やスキズフ

レニックの人を初めて見たという人がたくさん

居ます。そういうわけで、むしろ保健師の活動

として、あの方々はディメンシアなんだと。こ

の人はスキズフレニアだから独り言を言ってる

んだと。あるいはワンダーリングしているのは、

この人はディメンシアだからだということをデ

ィストリクスナースは一般のコミュニティーの

人々に対して教えてあげるというような必要も

出てきました。しかもですね、今度は仮設住宅

と。要するにシェルターから離れて今度は仮設

に住むわけですけども、仮設っていうのはせい

ぜい 2 人か 3 人しか住めません。そうすると、

一人暮らしのフレイルエルダリーあるいは、デ

ィメンテッドエルダリーというケースがたくさ

ん出てきます。 

 さて、ちょっと分かりにくいんですけども、

仮設住宅と、みなし仮設住宅。要するに借り上

げ住宅っていうような、難しいんですけども。

その借り上げ住宅っていうのは、そのロケーシ

ョンがとんでもない所にあるんです。普通、仮

設住宅っていうのは 1 カ所に集まって、密集し

てわーっとあるんですが、借り上げっていうの

はあっちでもこっちでもあるから、どうしても

みなし仮設では、一人暮らしになっちゃうと。

あるいはコミュニケーションが取れなくなっち

ゃうという問題がございまして、認知症に、そ

のケースネスが出てくるとか。あるいはハイパ

ーテーションっていうか、インソムニア。こう

いうものが悪化するということが見られていま

す。次にですね、アルコーリズムとギャンブリ

ングですけども、これはですね、地域によって

その問題が重要か大した問題じゃないという意

見が分かれるんです。ある県では一時期シェル

ターにおいて、グループでドリンキングするこ

とが問題になったと。しかしトランジェントな

現象であって、すぐ消えたというふうな発表も

ありました。一方で、いやいや違うと。それま

で毎日働いていて、規則正しい生活リズムがあ

ったのが、やることがなくなっちゃうから一日



44 

中飲んでるということで、アルコーリズムが増

えたという方も、そういう報告もありました。

さらにですね、ゲームセンター、日本ではゲー

ムセンターとか、パチンコってご存じですか？ 

パチンコとかあるんですけども、要するに無気

力で無為だと。しかも例えば東京電力、原子力

による被害によって、保障金が出ます。ですか

らお金は入ります。そこでお金が入ってやるこ

とないから、このギャンブリングもしくは飲酒。

これがコンバインして、ネガティブなスパイラ

ルを構成しちゃうというふうなことも出てまい

りました。 

 さらにですね、アルコール症には、スリータ

イプス、三つタイプがあると。一つはディプレ

ッションであったり、アパセティックであるか

ら、やることないから飲んでるというのが一つ。

もう一つは気晴らし。気晴らし、何ていったら

いいんでしょうね。気晴らし。それからもとも

とアルコーリズムだったというふうに三つタイ

プがあるというふうに言われています。 

 それから次にですね、ディストリクスナース

のアクティビティと心のケアチーム。これは要

するに、ディザスターサイケアトリックアシス

トチームと思ってください。DPAT。ディザス

ターサイケアトリックアシストチーム。これは

全国から精神科のサイケアトリストが集まって

まいりまして、こうした被災地で活動しました。

しかし全国から来たいわばフォーリンサイケア

トリストたちは、現地の状況を知らないわけだ

から、ガイダンスをするのはこのディストリク

トナーシーズです。そこでですね、問題なのは

要するにお医者さんが出ちゃいけないわけ。や

っぱりリーダーは地元のディストリクトナース

だと。そのコマンドに応じて、お医者さんたち

は働くべきだというふうに、どこでも皆さんお

っしゃいます。これはもう共通しています。要

するに神戸の地震では心のヘルプとか、メンタ

ルなアシストとかいうことを全景に打ち出した

んですけども、今回分かったことは心とか精神

とか言ってはいけないと。心は要らない、帰れ

と。ゴーバックと言われます。それでそれぐら

いに心とかメンタル言っちゃいけないと。むし

ろさっき佐藤先生言いましたが、トータルな生

活の中で何か困っていませんかと。要するにワ

ンストップショッピング的な方法で、サイケア

トリックな問題、メンタルな問題も扱っていか

ないと、人は来ないと思います。それから次に

ですね、いずれにしてもその心のケアチームと

いっても、マルチディセプリナリーチームであ

ります。それだけに医療は意外に少なくって、

むしろ一般的な健康相談とか、これからの生活

相談ですね。これが多いです。確かにさっき言

ったように、保健師さんの指示で動かなくちゃ

いけないんだけれども、一方でそのグループの

ディスカッションするときのまとめ役、あるい

は抑え役という役割も期待されます。 

 それで次にですね、実際にじゃあその DPAT

は何をするんだということなんですけども、そ

のアキュートフェイズでは、1 カ月以内では、

そのシェルターでのコンサルティング。不眠と

かですね、あるいはリアクションとか。そうい

うものに対する治療。スリーマンスからシック

スマンスにかけましては、ぼちぼち自宅とか仮

設住宅で住まれるから、そうしたところで生じ

る問題がターゲットとなります。 

 さて、次にですね、ところがですね、心のケ

アチーム。DPAT は要らないと。帰れと、ゴー

バックという意見がとてもたくさんありました。

どうしてかと言いますと、その声はですね、こ

うしたチームと受け入れるほうですね、受け入

れる間ではずれが大きいと。大きなギャップが

あると。だから分かってない君らはというふう

な感じです。あるいは普通ですね、全国から来

るアシストチームというのは、1 週間ステイし

ます。1 週間だけです。ですから慣れた頃には

もう帰らなくちゃいけません。そうすると地元



45 

民にしたら、また来てまた帰っていくと。要す

るに同じことのレペティションといいますか、

繰り返しにすぎないと。面倒くさいと。そんな

わけでとても迷惑だと。来るなという話になる

わけですね。あるいは来るんだったら自分で来

て、自分で帰れと。ということも言われました。

いずれにしても、大切なことはですね、事前に

話し合って、地元、自治体からの要請を受けて

それに従ってくれればいいと。いずれにしても

1 週間単位というのは、これからの支援でも現

実的なところはそんなところです。それだけに

ですね、1 週間終わって、また次のネクストチ

ームが来たときには、そのギャップはサイケア

トリックソーシャルワーカーが出向いていって、

そこでうまく連携させるというふうな役割が期

待されるという意見もたくさん出ました。次に

ですね、私もともと認知症の医者なんですけど

も、認知症に関してはインシデンスではないと

思います。ケースネスがとても増えてると。ナ

ンバーオブケースネスがインクリージングだと

思います。どうしてかと言いますと、要するに

特に福島の場合ですと、若い世代は東京とか茨

城とか、よその県に行きます。原発被害から逃

れるために。そうするとお年寄りだけが取り残

されるわけです。要するにそうしたですね、ケ

ースネスとなる高齢者のリスクファクターズと

しましては、こんなことが挙げられると思いま

す。新しい生活へ適応が悪いと。あるいはもと

もとフレイルだと。ビーイングフレイルフォー

メンタルアンドフィジカルコンディションだと。

こんなことが。あるいはそれまでのですね、農

作業とかあるいは漁業とか、手作業とか。そう

いうそのよい生活習慣を失ってしまうと。さら

に人間関係ですね。コミュニティーがなくなっ

てしまうと。さらに子どもさんやそのお孫さん

と別れるというふうなことが、どうもそうした

ディメンシアケースネスのバックグラウンドに

ありそうだというふうに思われます。最後にこ

れはあそこに居ます高橋晶くんたちがお得意な

んですけども、市のですね、公務員とか消防と

かですね、警察とか、そういう支援者といわれ

る方々、彼らにおけるそのディプレッションの

インスデンス。あるいはアルコーリズムのイン

スデンスというのはとても増えてきています。

そうしたところへの対応というのは、非常に大

きな問題だと思います。以上です。ご清聴あり

がとうございました。 

 

野口 朝田先生、どうもありがとうございまし

た。朝田先生より、フェーズによって要援護者

などの状態がかなり違いが明らかになってきて

いるというようなことや、精神科的な支援の連

携の形についても教えていただきまして、あり

がとうございました。続きまして、大島隆代先

生のほうから、ご報告いただきたいと思います。

では大島先生、よろしくお願い致します。 

 

 

大島 隆代 氏 

 

大島 大島です、よろしくお願いします。私の

ほうのペーパーは英語ですが、資料をもとに日

本語でお話しします。まずどういうことを考察

したかといいますと、災害が原因となって引き

起こされる人々の、被災者の生活と地域の変容

によるさまざまな社会福祉の課題を整理して、

それから実践のためのアプローチの視点を整理

しようということです。また、日本で過去に起

こった災害に関する調査などの分析を通して課
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題を明確にしていくということです。私の発表

のほうはまた実践報告というのではなくて、課

題を一般化、抽象化したような考察になります。

また地域福祉の視点といいますかコミュニティ

ーベースとかソーシャルワークとか、コミュニ

ティーデベロップメントの視点から、災害支援

というものを考えていきたいと思います。そし

て災害後の支援のためのソーシャルワークの具

体的な方法を、サジェストするということを試

みてみたいと思います。 

 災害後に必要とされるソーシャルワーク実践

の機能というものは、先ほどの朝田先生のお話

にもありましたが、災害後の位相ごとに違って

くると思います。こちらのチャートの 1 では、

災害に備える段階から、被災した人たちが生活

を送る避難所までのソーシャルワーク機能を分

類してみました。次のチャート 2 のほうでは、

仮設住宅、みなし仮設住宅もそうですが、復興

住宅、それから地域再建までの段階のソーシャ

ルワーク機能を整理してみました。表中の縦の

軸ですが、各段階の課題としての枠組みを設定

しました。健康を維持することや救命すること、

それから生活の課題、メンタルケア、グリーフ

ケア、生活再建、生計の再建のサポートなどと

いうのが課題に挙がるかと思います。それから

地域復興の段階では、地域のソーシャルワーカ

ーには、ソーシャルキャピタルとかさまざまな

資源を利用して、人々のソーシャルサポートネ

ットワークを作っていくことや、地域包括ケア

などのトータルケアシステムを作っていくこと

が求められるかと思います。2011 年に発生した

東日本大震災の被災地では、現在この地域の復

興、生活再建という段階に来ているのではない

かというふうに思われます。 

 次にわが国における災害時の事例をいくつか

紹介します。、介護保険制度が導入されてからは、

介護支援専門員、つまりケアマネジャーという

資格を持った方が、災害が発生した翌日から、

日常から自分が担当している高齢者の安否確認

をスムーズに開始することができたという報告

があります。ですが、障害者等への安否確認が

遅れてしまったという現実がありました。それ

から、全国各地から訪れるボランティア活動者

をコーディネートするための災害ボランティア

センターが、地域の社会福祉協議会の中に設置

されました。今現在では、全国のほとんどの地

域の社会福祉協議会で、災害ボランティアセン

ターの運営マニュアルとかボランティアコーデ

ィネートのノウハウが整備されてきています。

しかしここにもいくつかの問題があり、たくさ

んの大量かつ多様なボランティア活動者や

NGO 団体等が被災地に介入することで、現地が

混乱してしまうという問題も起こっています。

さらにコーディネーターなどを行っているソー

シャルワーカーへのメンタルサポートの必要性

も言われています。 

 次に災害後の個人や家族地域の課題として挙

げられることをここで整理しましたが、災害後

の生活や社会状況の変化を通じて、身体やメン

タルのダメージ、それから生計、住宅補償の問

題、家族の離散の問題、ソーシャルサポートネ

ットワークの崩壊など、さまざまな問題が浮上

してきます。これらの問題は、災害前から潜在

化していた問題が、コミュニティーでの人々の

バランスが崩れたことで、つまり災害が起こっ

てしまったことで、一気に表面化して拡大して

しまうという特徴があります。また地域の問題

は、その地域の特性によって、いくつかに類型

されるかと思います。例えば人口の過疎化の問

題などを抱えていたような地域では、さらに災

害によって拍車がかかってしまうということが

あると思います。 

2004 年に発生した新潟・中越地震災害後には、

地域をベースにしたいくつかの支援のプランが

うまく機能したということが事例としてありま

した。例えば仮設住宅に被災者が入居する際に、
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コミュニティーの支援構造を壊さないように、

被災者が災害前に住んでいた集落ごとにまとま

って入居をしていくという配慮がなされました。

また復興基金等を通じて、生活支援相談員とい

うソーシャルワーカーが配置するという仕組み

も整備されました。阪神・淡路大震災など、そ

れまでの災害では高齢者への日常生活支援を主

とするワーカーの配置のみでしたが、新潟・中

越地震以降は、専門職によって地域を基盤とし

て展開されるソーシャルワーク、つまりコミュ

ニティーベースのソーシャルワークの実践が重

要になってくるということが強調されるように

なりました。 

そのコミュニティーソーシャルワークの機能

というのを、整理した大橋先生によりますと、

コミュニティーソーシャルワークの機能には、

10 のポイントがあります。個別ニーズの把握、

個人および家族への相談、支援、ICF の視点で

のアセスメント、それから、自己実現を目的と

した視点の下での、求めと必要と合意に基づく

援助方針の立案とケアプランの遂行、またスト

レングス視点や、エンパーメントアプローチに

よる継続的対人援助を行う機能、インフォーマ

ルケアの開発と組織化機能、サービス利用者の

組織化とピアカウンセリング活動の促進、ネッ

トワーク会議の組織化、個別課題に代表される

地域課題の再発の予防と解決システムの構築、

そして市町村による地域福祉実践の計画をアド

ミネストレーションしていくこと。また市町村

による地域福祉計画の策定などの 10 項目にな

ります。 

コミュニティーソーシャルワークを具現化す

るためには、例えばフィジカルとかメンタルだ

けで分断されるのではなくて、その人全体を包

括的に捉えていくという生活機能障害の視点と

いうのが必要になってきます。災害後にはコミ

ュニティーソーシャルワークを活用した、さま

ざまな単位のシステム、例えば個人だったり、

家族だったり、そして地域への支援も必要にな

ってくると思います。また支援の具現化には、

コミュニティーソーシャルワークの機能を理解

して実践していくというソーシャルワーカーな

どの人的資源の確保と、その組織化、人員配置

のための制度化、それから財源なども必要にな

って来ます。 

これまでの調査・研究によって理解できるこ

とは、コミュニティーソーシャルワーカーの実

践スキルを持つ、専門性のあるソーシャルワー

カーの育成が課題だということです。また同時

に大学の学部のレベルからの災害ソーシャルワ

ークの教育の拡充も迫られてるかと思います。

そして専門教育を受けたソーシャルワーカーの

地位向上という課題にも、今後取り組んでいか

なければなりません。以上で私の発表になりま

す。ありがとうございました。 

 

野口 大島先生、どうもありがとうございまし

た。ではここからは、今までのご報告者の皆さ

まのご報告に対しまして、ディスカッションを

していきたいと思いますので、そうですね。ま

ず始めに、ご質問・ご意見等、ある方がいらっ

しゃいましたら、挙手で、どなたにどのような

内容かを。ではルナ先生、よろしくお願い致し

ます。 

 

ルナ ありがとうございます。プレゼンテーシ

ョンを伺いまして、臨床的、あるいは個別のア

プローチについて、よく分かりました。私の質

問はそのコミュニティーレベルの構造について

であります。いわゆるその住民に一番近い村と

いいますか、日本のその市町村では、どのよう

な構造になっているんでしょうか。災害が発生

したときに、住民の方々にサービスを提供する

役割というのは、どのようなことになっている

んでしょうか。どんな構造になっているんでし

ょうか。地方自治体、あるいは村のレベルって
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いうか、市町村になっているんでしょうか？ 

 

野口 山口先生、お願いします。 

 

山口 基本的には基礎自治体というのは、日本

でいうと市町村。これはいくつかのバランガイ

を束ねたようなもので、そこが基本的に地域の

防災計画や、地域の福祉計画、福祉のサービス

なんかの計画を立てることになってるんです。

その下に実施部隊として、一つはそういう社会

福祉系のグループが参加する地域福祉協議会と

いう団体と、それから例えば東京都なんかだと、

街自体が大きいので、一つの東京都の中にいく

つかの区に、人口何十万かのセクターに分かれ

て、その下にさらに自治体の連合会みたいなも

のがあって、最後は一つ一つの自治体なんです

けども、日本はその自治体とか自治体の連合会

っていうのは、必ずしも行政と一緒に作らなけ

ればいけないものではないし、現在の問題は高

齢化したり、少子化したりして、そういう結び

つきが弱くなってしまっている。それでそれを

NGO が代わりにやってたり、いろいろな組織が

やってたりするっていう、そういう、だから、

基礎自治体とそれを具体的に各地域で、そのバ

ランガイぐらいのレベルで担う部分が非常に弱

くなってるっていうことが今、問題になってる。 

 ですから、今回の北茨城なんかのほうが、職

員も人もみんな大体同じコミュニティーの一つ

の街、3 万人ぐらいの一つの街で、近隣に住ん

でいるので、助け合いはよりしっかりできたと

思います。一部は農業やっててお米を出してく

れる人が居て、それから車で駆けつけて、家族

が施設で働いてるならば、その家族もそれへの

理解があって、みんな同じような地域に住んで

るから。東京みたいな大都市になると、例えば

この地域でも開業医の半分はこの地域に住んで

ませんし、医者も看護師も 1 時間や長い時間か

けて通勤してますから、非常に大変なことにな

ると思います。 

ルナ ありがとうございます。 

 

野口 では他にご質問など、ご意見など、ござ

いましたら挙手をお願い致します。 

 

山口 じゃあ一つだけ、先ほどの今川さんのと

ころ、これ、昼間だったっていうこともありま

すし、スタッフの方の協力があったから、でも

やっぱり 100 名のある程度、要介護の方を交え

てやるんであれば、100 人の方に対して、その

半分、50 とか 60 のスタッフが施設から避難し

ない状態で、そこにとどまって居たっていうこ

とは、やっぱり非常に多くのスタッフが居るっ

ていうことですよね。だからもしこれが福島の

病院みたいにそこを空にして、どこかに行って

くれっていうことになったらば、その移動や、

移動介助のスタッフ含めて、相当数の人間や車

やその他が要るはずで。今後東京なんかで大規

模な火災、その他があって、人を動かさなきゃ

いけないっていうときは、相当のことを覚悟し

なきゃいけないわけですよね。今回はどう・・・

近くに居たからこれだけの方がみんな協力して、

施設にとどまってくださったんでしょうか、そ

の辺。 

 

今川 質問ありがとうございます。やっぱり昼

間というか、だったことが一つだと思いますし、

あとやっぱり近くの職員はとにかくあっという

間に駆けつけてくれてた事実がやっぱりありま

した。あと車のガソリンがなくなったっていう

ときとか、2 交代から 3 交代に変わったという

ようなときには、旦那さんが送ってきてくれる

ケースがあったりとか、本当に家族の理解があ

ったからこそできたものだと思いますし。これ

が夜だったときっていうことを想定して災害マ

ニュアルのほうには、うちは震度 6 以上の災害
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のときには駆けつけるというマニュアルにして

います。なので、スタッフのほうは震度 6 の時

点で駆けつけられる体制を取ってはいるんです

けども、果たして一人一人個別の生活がありま

すので、そこをどこまで矯正できるかっていう

ことも今後の問題だと思いますけども。多大な

職員の協力があったからこそ、100 名をこれだ

けの体制で 1 カ月以上かけてお預かりすること

ができたんだとは、本当に痛感しております。

ありがたいと思っております。 

 

山口 すみません、もう一つ。繰り返し。大体

3 日ぐらいは何も食料も何も入ってこないわけ

ですよね。そのストックっていうのは、この辺

の病院でも何日かごとに来るけれども、割とみ

んなにどんどん運んでもらっていて、大したス

トックは持ってないと思うんですけども、その

辺の事情はいかがだったんですか？ 

 

今川 老健の規定で、3 日分の食糧の確保とい

うものが、やっぱり設定されておりましたので、

うちは備品庫のほうに、お米、あっためると大

丈夫なお米であったりとか、缶詰、それからお

水、こういうのは最低限 3 日分だけはご用意は

できてたんです。ですが、本当に先生がおっし

ゃるとおりに、うちの地域は田舎ですので、お

米を災害のときに、とにかく家族の顔を見なが

ら、お米を 20 キロぐらい持ってくる人がいたり、

バナナを 20 本ぐらい持ってくる、とにかくそう

いう何かあるものをとにかくお礼という言葉で

届けてくださった方が多く居ました。ですので、

3 日分だけはとにかく備蓄しておきましょうと

いうものがあったので、それがなくなる 2 日目

辺りに心配になって市役所に相談に行ってるっ

ていうような状況ですが、お米に関してはあり

がたいことに、絶えずとどめなく届きましたの

で、とにかく白いご飯だけは食べられる。塩振

って食べられる。っていう、とにかく塩と米と

お水、これだけは確保できてるということで、

ちょっとそこだけは安心してました。 

 

野口 今川先生、ちょっと一点。今の件で、そ

の備蓄の取り決めというのは、施設の中で決め

ていたものなのでしょうか。それとも行政から

の何か取り決めがあったものなのか。 

今川 行政というか、多分老健の中で、規約が

あるんだと思います。その老健を開くにあたっ

て、開業するにあたってというか、その規約の

中で、3 日分の貯蓄を備えておきなさいという

記載があったと思います。ですので、うちはそ

こは管理栄養士のほうが、とにかく頻回に婦長

そろそろなくなりそうなんですとか、期限ちょ

っと切れてて、2、3 日分、ちょっと届かないん

ですとかっていう報告はあったので、そこは 3

日分は切らさないでどうにか補充ができてたん

ではないかなと思います。 

 

野口 行政とのやっぱり連絡っていうのは、ち

ょっと足りなかった。 

 

今川 そこはなかったと思います。 

 

野口 ありがとうございます。では、学長、よ

ろしくお願いします。 

 

大嶋 きょうは午前中からとても興味深い報

告、どうもありがとうございます。それできょ

うはコミュニティーベースの災害リスク管理に

関して日本の事例をとりあげながら、ご報告い

ただいたと思います。その中で全体を束ねる枠

組みは何かと考えながらお聞きしておりました。

大島隆代先生のご報告がソーシャルワークのサ

イドでは、一つの基本的な枠組みになるのかな

と思っています。その中でソーシャルコミュニ

ティーソーシャルワーカーの組織というんでし
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ょうか。支援を行う組織がどこにあるのかが議

論のポイントになるのかと思いました。例えば

フィリピンで支援の主体が全くなくなってしま

うぐらい、深刻なダメージを受けるような地域

の中で、支援主体の形成をどう維持していくの

か。これは東日本大震災でもそうだと思うんで

すけども。そこを支援の主体になって、コミュ

ニティーソーシャルワークを行っていく体勢を

どのように作っていくのか、その辺りのことを

ちょっと大島先生にお聞かせいただければあり

がたいと思います。それからもう一点はですね、

フィグリー先生のご報告も大変興味深く拝聴致

しました。それで五つのレベルのレジリアンス、

これは個人のレベルのレジリアンス。かつ心理

学的なレジリアンスだったと思います。しかし、

地域ベースで考えると、その地域のアセスメン

トが重要だとおもいます。コミュニティーソー

シャルワークの関わりを考えるときに、被災し

ている地域の外側からその地域の支援を考える

ということがおこります。その際地域のレジリ

アンスのアセスメントの方法があるのかどうか。

個人ではなく、その地域レベル、コミュニティ

ーレベルの、被災した地域のレジリアンスのア

セスメントは、先生はどのように位置づけるの

か。その 2 点をお聞かせいただければと思いま

す。 

 

野口 では大島隆代先生、よろしくお願い致し

ます。 

 

大島 大嶋学長、ご質問ありがとうございます。

日本におけるコミュニティーソーシャルワーク

の考え方を見ていくときには、日本でどのよう

にソーシャルワークが理解されてきたかという

ことを考えねばいけないと思います。日本にお

いてのコミュニティーベースのソーシャルワー

クというのは、地域づくりを個別のいろいろな

問題を視野に入れつつ地域づくりをしていき、

できれば予防の仕組みを作るというところに少

し傾きがちだと思います。きょうの先生がたの

お話を聞いていまして、ソーシャルワークの視

点というのは、常に最初からコミュニティーベ

ースであるべきだと思いますので、そこの部分

がもしかしたら日本は少し、不足しているとい

いますか、もう少し広いところで捉えていく必

要があるかなと思います。日本でいうところの

コミュニティーソーシャルワーカーというのは、

災害時というよりは、平常のところでどうやっ

て人々をオーガナイズしていくかとか、地域づ

くりの基盤を整備していくかというふうになっ

てますので、いわゆる社会福祉協議会とか、行

政にもそういうコミュニティーソーシャルワー

クを担う機能の人は居るかと思いますが、もう

少しそのソーシャルワーカーというよりも、視

点として、いろいろな専門職が地域を見ていく、

地域を基にしたいろいろなアセスメントをして

いくという視点を育てていくことが必要だと考

えております。 

 

大嶋 そうだと思うんですけれども、その大き

な被害を受けた地域があったとして、そこには

地域再生のために、コミュニティーソーシャル

ワークの力が必要なわけですよね。そのときに、

それぞれの地域で主体となるコミュニティーソ

ーシャルワーカーをどこに配置したら良いのか。

地域が壊滅状態の場合に、外部のコミュニティ

ーソーシャルワークの支援団体は、どのように

関わったらいいのか。その組織の問題です。そ

れを聞かせてください。 

 

大島 分かりました。やはり自治体機能とかが

かなり崩壊してしまうような中で、社会福祉協

議会だけでコミュニティーソーシャルワークを

するのは、限界がはあると思います。日本の場

合は、事例で言いますと、被災した東日本大震

災の被災地では、仕事をなくした方が、ソーシ
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ャルワークの教育を受けてないけれども、雇用

対策としてコミュニティーソーシャルワークの

ような機能を担う役職として雇用されている人

がいます。そういう方々の所属は社会福祉協議

会が主なんですけれども、例えばスーパービジ

ョンとか研修体制を充実させるべきだと思って

います。 

山口 教育の中で必要なんですよね。 

 

大島 というふうに考え。できればだから、大

学の学部レベルから少しずつやっていかれれば

というふうに、私は考えております。ありがと

うございます。 

 

山口 そのことについて、一言。恐らくその、

そもそも地域の社会福祉法人とか、社教がどの

ぐらいやってるかってことと、別に悪口言うわ

けじゃないんですが、多くの地域だと、地域包

括センターっていうものを作って、これは何か

っていうと、日本のその介護保険ですね。ロン

グタームケアのほとんどこれで回ってるんです

ね。そうするとどういうことかっていうと、市

役所にパブリックナースや、ソーシャルワーク

もちょっと居るけれども、公的セクターには看

護・医療その他の人は居るけど、ソーシャルワ

ーカーは基本的に民間組織に居て、ぎりぎりの

予算で、しかも介護保険で回ってるから、基本

的には 65 歳以上の高齢者にフォーカスして動

かざるを得ないから、今回みたいなことが起こ

ると、いろんな人たちを地域福祉で見てるかっ

ていうと、その人たちが見れない業務をしてる

んで、回っていかないんですね。子どもも見る

べき、障害者も見るべき、高齢者も見るべき、

あるいは 50 歳で困ってる人も見るべきだけど

も、普段の業務は 65 歳以上のロングタームケア

をやるために専業で動いちゃってる。それから

ステータス的にも市役所の福祉のグループは何

でもやってて、政策立案にも関わるけれども、

バイプレーヤーになっちゃってて、メインプレ

ーヤーではない部分に、どうもソーシャルワー

カーは居るから、なかなか役に立たないんです

ね。だから今起こってたいろんな反応、あなた

たち来たら私たちの仕事増えちゃって困るって

いうのは、彼らが地域で司令塔として動けない

状況に、今多くの地方は、日本はあって、ソー

シャルワーカーっていうのは、市役所に行って、

病院に行って、その次ぐらいの人たちがやるみ

たいな部署になっちゃってるっていう現実があ

るんで、うまくいかないんですね。だからそれ

をもうちょっとステータスも確立して、地域の

中でソーシャルワーカーたちが、あるいはいろ

んな専門職が一緒に連携して、もうちょっと地

域でリーダーとして動いていくっていう仕組み

にならないと、今は全然リーダーじゃないんで

すね。だから動けない、このときだけ期待して

も。だから場合によっては、悪口言う人は、ボ

ランティアセンターを管理しろっていう。社会

福祉協議会は。だけども、医者も看護師も、あ

るいは医学生も、看護の学生も、被災地に泥か

きとか、ボランティアに行く人は居ないんです

よ。ボランティアとして派遣されるにしても、

専門職として行くはずなんだけど、ソーシャル

ワークの団体だけは、なんかボランティアベー

スになっちゃてるかもしれない。だから今後、

災害に備えるソーシャルワーカーをわれわれが

ここで教育するとしても、それをどう公的、あ

るいはいろいろなところの予算で支えるかって

いうシステムの仕組みも作らないと、ソーシャ

ルワーカーをここから派遣する。その人ボラン

ティアで、自分のお金で行く。運賃だけは出し

てあげるかもしれない。そうすると、各福祉法

人から、ここから 5 人出そうっても、続かなか

ったんですね、今回も。国際的に被災地に入っ

て、ボランティア、ディスパッチするならば 2

週間最低しようっていうのは基本的な原則だけ

ど、日本ではそれは全く無理なわけです。それ

は各グループの派遣する元も、ボランティアベ
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ースで人を出してるから。地域で、例えばここ

から 5 人派遣しようと、公的に。その代わり他

の事業所がそのソーシャルワーカーのシフトを

埋めるとか、そういう大きな仕組みを作ってい

かないと、もう完全にソーシャルワーカーの派

遣だけボランティアに。多分医者なんかは、公

的派遣もあるわけですね。赤十字だとか、ある

いは公立病院のお医者さんは多分出張で行くは

ずなんですよ。でもソーシャルワーカーだけは

ボランティアで行ってる、被災地に。このシス

テム自体直さないと、個々のソーシャルワーカ

ーの訓練や教育だけでは、なかなか駄目なんで

すね、日本は。そういうソーシャルアクション

も起こしてやっていかないと。それが一番大き

な日本の問題です。 

 

野口 すみません。大嶋学長の 2 点目のご質問

で、フィグリー先生に、地域でのレジリアンス

についてのアセスメントなどについて、お願い

します。 

 

フィグリー そうですね。かなりこれは研究を

しました。アメリカの連邦政府が委員会、お金

を出しまして、包括的なレビューを命じました。

そしていろいろ研究したんですけれども、いろ

いろありますけれども、コミュニティーの回復

力。例えば経済的な力というものが含まれると

思います。そして雇用状況。それから防災計画。

そして、その災害の経験。そして医療システム。

そして防災への対応能力。それから輸送能力、

質。それから移動の容易性。それからこの洪水

に弱いとか、そういうような状況であるとか、

子どもたちに対する教育で、例えば日中、子ど

もたちをどういうふうに動かすのかというよう

な、そういう体制ができてるのかどうかという

ことですね。こういうようなことを全部考えて、

そのコミュニティーの防災性というものを、チ

ェックするわけであります。いろいろなプレゼ

ンテーション聞きましたけれども、ちょっとび

っくりしたところがあります。例えば三重の災

害が起こったわけなんですけれども、危機介入

というようなもの。これがあまり行われなかっ

たということで、これはよくあることでありま

す。1970 年代に、私の同僚がパネルディスカッ

ションに参加致しまして、それでこんなことを

言いました。例えば英雄的な段階というのがあ

るわけです。みんなが出てくると。例えばその

後にですね、その幻滅期というのが来るわけで

すね。それに備えなければいけないと思います。

私の同僚が言ったことなんですけれども、「店が

この水に漬かってしまった」と。それでこの波

がやってくると。でも実際には少しずつしか津

波は来なかったということがあって「最初は分

からなかった」というような話をされました。

つまり私たちはそういうことを考えなければな

らない。そういうような報告を元に。そしても

っと現実的なプランを立てなければいけないと

思います。例えばほとんどの計画というのは、

例えば火災と関係があるんですよね。地震が起

こると非常に大規模な地殻変動が起こるし、多

くの人たちが被災をすると。ですから、やはり

もっと計画というものは、更新していかなけれ

ばならないと思います。世界の全ての人が、こ

の新しい現実を認識しなければいけないと思い

ます。現在に合うようなプランを考えなければ

いけないと思います。そういう中にはですね、

コミュニティーの回復力というものも入れるべ

きだと思います。 

 

野口 では、藤岡所長、お願いします。 

 

藤岡 ちょっと私はまた別の観点で、きょうの

会議のですね、全体的な枠組みのところから、

少し発言をしようかなと思ってるんですけれど

も。先ほど心と身体とそれから生活というもの

は、分けることができないと。つまり、生活者

としての被災者の方々は、われわれ専門家がい

ろいろな立場で関わるかどうかは別として、そ
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こで生活をされている。つまり、もともとその

被災者主体で考えていくと、統合的な観点って

いうのは当たり前のように出てくるということ

が大前提だと思うんですね。そういう中にあっ

て、きょういろいろお聞きしてる中で、例えば

20 パーセントの方々、ディメンシア、アウツ、

ディプレッションのうつの状況になっていく。

それから認知症の人たちがそれを悪化させる状

況とか。あるいは共同の高度障害を生じるとい

うようなことがこの災害をきっかけとして起き

てくるっていうふうなことがあるっていうこと

が一つの、今ずっと調べてく中で少しずつ明ら

かになっているわけなんですけども。一方でそ

ういうふうになっている方々が、実際にじゃあ

サービスを受ける状況になったときに、逆にそ

ういう状況になればなるほど、サービスを拒否

せざるを得ない。あるいはサービスをもういい

よと。つまり、何でしょうかね、認識としての

部分は必要であるにも関わらず、そういう状況

に置かれたことで、ヘルプを求めない人になり

がちであるということをわれわれはやっぱり理

解しなければいけないだろうと。つまりそうい

う意味において、精神医療というところの重要

性と生活に根差したソーシャルワークというと

ころが、やっぱりしっかりとリンクしていくと

いうことが、非常に重要なことではないかなと

いうことを感じたところであります。この後、

野口さんのほうからも北茨城でのさまざまな福

祉領域で働いていらっしゃる方々のヒアリング

調査のことも、簡単にご報告いただければとい

うふうに思うんですけれども、例えば災害があ

ったり、地震があったときに、そこで避難しな

ければいけないってわれわれは十分認識してる

んだけど、そもそもその状況自体が理解できな

い人に対して、避難を求めていくということが

緊急事態ではやっぱりあり得るわけで。そうい

うことも含めてフェーズの中で予防ということ

を考えたり、あるいは準備ということを考えた

ときには、われわれはやっぱりそういうものを

含めて作っておかなければいけないだろうとい

うふうなことを思うわけです。その辺りのとこ

ろを朝田先生、あるいは佐藤先生のほうからも

ちょっとコメントをいただけるとうれしいです。

そしてきょう海外からいらっしゃってる方々か

らも、その辺りのコメントがいただければうれ

しいです。 

 

野口 ではまず、朝田先生、よろしくお願いし

ます。 

 

朝田 今おっしゃったことのポイントとして

私が受け止めたのは、支援は必要と客観的には

思える人ほど、支援を求めない。あるいは求め

られないという問題が、別にこれはディザスタ

ーサイケアトリーに限らず、多くのことである

というふうに思います。普段のですね、介護保

険のようなロングタームケアであれば、そうし

たものであっても時間をかけて攻められるんだ

けども、そうした瞬間勝負といいますか、非常

に短い時間の間に最初はエバケエーションです

よね。あるいはとうざの生活というふうな中で、

そうした方々をうまく拾っていくといいますか、

サービスを提供していくためには、やっぱりさ

っき山崎さんがおっしゃったけど、一つの声と

してあった役所が、あるいはそうした関係組織

が日常的にそういうものを、そういう対象とな

りえる人をですね、リストアップしていて、そ

の中で効率よくまずは初期スクリーニングをす

るみたいな、そういう仕掛けがなかったら、恐

らくその大切だ、大切だと言われるだけで全然

進歩しないのかなと思って聞いていました。 

 

野口 ありがとうございます。では佐藤先生、

お願い致します。 

 

佐藤 はい。これは重要なご質問で二つの問題

に分けられますでしょうか。一つは私も発表し

ましたが、なかなかアプローチが難しい人たち、
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そういう人たちほどシビアなんだと推測されま

すけども、そういう人たちへのアプローチの問

題ですね。それからもう一つは避難のときに支

援が必要な人たちをどう把握しておくかという

問題ですね。はい。一点目は私たちも本当に困

っているので、今日ご出席のどなたかにアイデ

アをいただきたいぐらいなんですけど、ただ現

地で医療活動をしていて感じるのが、震災後に

うつ状態になったり PTSD になった方で私たち

が診療している外来にいらっしゃる方たちに

「なぜここにいらしたんですか？」って聞いて

みるとですね、大体の方が「隣近所の人に言わ

れた」あるいは「家族に勧められた」とおっし

ゃいます。残念ながら保健師さんに勧められた

とか、健康診断で勧められたとか、そういう方

はいらっしゃらなかったです。つまり私たち外

部の人間が行ってパッと見て「あなた調子が悪

そうだから外来に行きなさい」と言っても、多

分いらっしゃらない。ただし、普段から顔の見

える関係性のある隣近所の人とか親族の方とか

が「行ったほうがいいよ」という形になると、

動き始めるような印象があるんですね。ですか

らそういう意味でも、地域の方たち全体にとに

かく精神科に関する教育は必要で、こういう方

が居たらとにかく外来に受診するなり相談する

なりしなさいと勧めていただくことをですね、

繰り返しやっていく必要があるのかなっていう

のが一つあります。それからもう一つは、支援

をするときに介助などが必要な方たちをどう把

握しておくかですけど、これは朝田先生ともお

話しとつながるし、多くの方たちが同じことを

おっしゃってましたけど、やはりこれは平時か

ら準備していくしかないと思うんですよね。こ

れはまさにソーシャルワーカーさんの独壇場じ

ゃないかと思うんです。昨年、兵庫県の心のケ

アセンターと防災研究所でしたか、あそこにレ

クチャーを聞きに行ったことんですけど、そこ

でやっていたのが、確か地区別にかなり細かい

単位で、民生委員さんレベルぐらいで、この人

は介護でほとんど寝たきりだとか、この人は車

いすじゃなきゃ動けないとか、そういうことを

平時からリストアップしてファイルにとじてい

るみたいなんですね。そして、災害が起これば

それをパッと見て民生委員レベルで動く。その

情報をまたさらに町レベルに上げる。それをま

た市に上げる。その間に社協が動き始めるって

いうふうな形で、平時からそういうかなり細か

いレベルで準備をしている地区もあったと伺い

ました。それも一つのヒントになるのかなと思

っています。 

野口 ありがとうございます。フェンティニ先

生、お願いします。 

 

フェンティニ ありがとうございます。本当に

本日のご講演は、大変すばらしいお話でした。

また実際に体験されたことや、教訓についても

分かりやすくご説明くださいました。どんなこ

とが起こったのかということもよく分かりまし

た。そしてこの災害に対する対応について、ソ

ーシャルワーカーの方々、あるいはプロフェッ

ショナルでない方々がどういうふうなソーシャ

ルワークの活動をなされたのかということも大

変面白く伺いました。プロでない方々も大変重

要な役割を果たしていらっしゃいました。秋元

先生がプロでない方々がどんな役割を果たした

かということに関しての調査を発表されました

けれども、プロでないソーシャルワーカーもや

はり大変重要な役割を果たしてらっしゃるとい

うふうに理解しております。専門のソーシャル

ワーカーもやはりプロでない方々の活動ってい

うものを必要としているんでないかというふう

に思っています。先ほどのプレゼンにもあった

とおり、プロでない方々もとても効果的に作業

することができるというふうに思っております。

やはり専門のソーシャルワーカーが不足してい

るということもあると思いますし、また災害の

現場では被災当事者の視点というものが必要だ
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からというふうに思っております。そこからま

た、ニーズがとてもたくさんありますので、迅

速にこのニーズを満たさなければいけない。そ

のためにはやはりプロでない方々のソーシャル

ワーカーが必要だというふうに思っております。 

 災害管理においては、自助というのが非常に

重要だと思います。ですから、どのようにして

この問題に対応するかということを考えるべき

だと思います。生き残った方々、被災をした方々、

一時的にしか支援を受けることはできないと思

いますね。ですから、いずれは全ての人が自立

をしていかなければならないということになっ

ているわけですから、どのようにして支援なし

で生きていくことができるか。これが重要であ

るわけで、これはやはり災害対策で重要なこと

だと思います。例えば津波が発生したときに、

わが国のことですけれども、災害がひどければ

ひどいほど、その自立が難しくなるということ

があるわけです。全てを津波で失ってしまうと、

もうどうしていいか分からない。何もできない、

力が残っていないという状況になります。同時

にそこにいろんな人が助けようとして、海外か

らも人がやってきたりする。しかしその人たち

はいずれ居なくなってしまいます。そうすると、

依存度が高まってしまうわけですね。そのとき

までに。そうすると自立していくということが、

以前以上にもっと難しくなるという状況が起こ

る。そういうのを目の当たりにしてまいりまし

た。大島先生がおっしゃるとおりだと思います。

一番最初から、私たちはやはり人々のニーズに

よって対応していかなければならない。もちろ

ん全てを失って、大変な思いをしていらっしゃ

る方々ですけれども、しかし本当にニーズは何

なのかということを特定した上で支援をしてい

くということが必要だと思います。自力でやれ

るところがあるのであれば、その力を残してお

いてやるべきだと思います。一番最初から、本

当にニーズを特定していく。次の段階において、

自立することができるかどうかというようなこ

とも考えて支援していくことが必要ではないで

しょうか。それから社会的な面から見ても、エ

ンパワーメントという概念は非常に重要だと思

います。それによって、特にその被災後ですね。

外からの支援がなくなってしまったときに自立

できるようにしておいてあげるということが重

要だと思います。被災の管理という災害の管理

においては、持続可能性というということが重

要だと思います。 

 

野口 ではフィグリー先生、お願い致します。

ではルナ先生、お願いします。 

ルナ 専門職、それから制度的な側面というの

はやはりソーシャルワーカーの災害時、あるい

はそれ以外のときでも、その役割を決定すると

ころがあると思います。私たちはそれぞれ職務

というものを持ってるわけですね。日常におい

て。しかし災害が発生するとニーズに従って動

くわけです。そして継続的に動かなければなら

ないということになります。医療の専門家でな

かったとしても、例えば誰かが被災をして、け

がをしているということであれば、なんとか助

けようとします。災害が発生したときには、そ

れぞれに専門能力がありながらも、それを忘れ

てまさにその目の前の状況に対応するために動

くというのが基本だと思います。しかし大きな

被災の後でも、少し落ち着いてきた場合には私

たちはそれぞれ、それぞれの持ち場の役割とい

うものを果たすことになると思います。フィリ

ピンではソーシャルワーカーというのはさまざ

まな機関で働いています。組織で働いています。

さまざまな役割を担っているわけです。ソーシ

ャルワーカーとして、政府で仕事をしている人

も居ます。政府がサービスを提供するときに、

その実際の提供をする人はソーシャルワーカー

というようなことがあります。それからまたソ

ーシャルワーカーの中でも、NGO で仕事をして

いる人も居ます。そうすると政府の仕事をして
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いるときと、NGO の仕事をしているときとでは、

同じソーシャルワーカーでもやることが違いま

す。サポート、支援活動をしますけれども、同

時にコミュニティーの必要としている活動とい

うものも致します。地域のリーダーのキャパシ

ティビルディングというようなことにも関与す

ることになるわけです。従ってその制度によっ

てソーシャルワーカーの仕事の内容というのが

変わってきますし、役割も変わってくると思い

ます。それはそれでいいと思います。お互いに

補足をし合っていくのが必要だと思います。で

すから、ソーシャルワーカーとして、あるいは

その他の専門職であったとしても、その役割が

なんであったとしても、被災時にはお互いに相

互補完し合うということが必要です。私どもの

大学では心理学部があります。ガイダンスとカ

ウンセリングの部門もあります。それからもち

ろん医学部もありますし、看護部もあります。

災害時にはチームを組んで、被災地に派遣され

ていきます。われわれの仕事は被災をクリアす

るということでありません。ゴミをクリーニン

グするということではありません。例えば市長

の仕事ではないわけですね。しかし必要であれ

ばそれをやるわけです。リーダーシップが必要

だということであれば、市長だってほうきを持

って掃いたり、あるいはそのがれきをクリアし

たりというようなこともやっていくわけであり

ます。そして道路がクリアになったらがれきが

取り除かれれば、そこで他のものが動くことが

できる、資源も動かすことができる。地域社会

に行って、その被災地でどういうことが起こっ

てるかっていうことを目の当たりにしたときに

は、そのときに必要な対応をすると思います。

それが一つなんですけれども、私どものように

組織の中で仕事をしている場合。将来を見通す

能力を持つということが重要だと思います。通

常の活動を超えた活動。災害が発生したときに

は必要になるわけですから、そういうものが一

体どういうものになるのかということを見通す

ことができるということが必要でしょう。災害

管理の計画を立てる。これはとても重要なこと

です。私たちとしては、やはりシナリオを作っ

ておくということが必要ではないでしょうか。

一体どういうことが起こり得るのか。そのシナ

リオに従って、いろいろな役割、いろいろなな

すべき仕事というものを特定していくというこ

とが重要だと思います。災害が起これば、もち

ろんテイニアスに活動する、個人がするわけで

すけれども、しかしそれぞれの役割というもの

を事前に見通しておく必要があると思います。

それから地域社会で活動をするにもですね、例

えばホテルもないし、電気もないし、水もない

しという状況の中で、仕事をしなければなりま

せんでした。ですから、このテーブルの上に寝

なければならないという人も居たわけです。フ

ィリピンでも冬などずいぶん寒くなりますけれ

ども、それでもそういう対応が必要でした。災

害のときに、もちろんないものもあります。し

かし学生にしても、私たちにしても、災害の現

場で活動をする人は、非常に通常のような動き

やすい場でなくても、トイレがなくても対応す

るような能力というのを構築しておく必要があ

ると思います。トイレがないときでも、フラッ

シュ・・・水洗トイレでなかったとしても、そ

れでもちゃんと対応ができるよというような能

力が必要でしょう。例えばソーシャルワーカー

のトレーニングをするにしても、こういったよ

うなことについてもですね、カリキュラムの中

に入れています。例えば貧しい地域社会に学生

たちを送り出して、こういう経験をさせる。実

際にそういう場面に直面したときには、対応す

ることができるようにというような訓練も含め

ております。 

 

野口 ありがとうございます。デチャ先生。 

 

デチャ えー、プレゼンテーション、大変興味

深く伺いました。311 の災害管理が必要なとき
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に、日本ではマクロなレベルからミクロなレベ

ルまでずいぶんいろいろなことが行われてきた

んだなということが分かりました。支援活動に

おいてですね。私にとっては災害というのは、

特に精神的な心のケアが必要な場合、目には見

えないことが多いわけですね。しかしニーズは

ある。通常は心のケアというのは、提供するこ

とができるわけです。さまざまな介入の手段も

あると思います。しかしフィグリー先生により

ますと、今朝のお話でやはり回復力、レジリア

ンスのレベルというのは人によって違います。

被災地においても、集団によって、あるいは人

によってそのレベルというのは違うと思います。

人によっては非常に高い回復力を持ってる人も

居る。そしてボランティアとして、あるいは別

の形でいろんな人に支援を提供することができ

るという人もあるわけです。その一方で、精神

的に非常に大きな影響を被災をしたということ

から受けて、対応しきれないという人も居るで

しょう。ちょっと伺いたいんですけれども、被

災をした人たちで、精神的にですね、専門的な

支援を必要とするところまでの打撃を受けた人

っていうのは、何パーセントぐらい居るんでし

ょうか。 

 

野口 佐藤先生か、朝田先生、ご存じでしょう

か。 

 

朝田 私自身はある地域でどれぐらいのもと

もとの精神的な問題がある、プリパレンスなり、

インシデンスがあって、それが被災の前後、今

度の災害の前後でどれぐらい変わったかという

データは、エクセプショナルなものであると思

います。私一つ知ってますのは、福島県でたま

たまコミュニティーベースで、アンザイエティ

とディプレッションのプリバランスのスタディ

をしていて、それをやってオブザベーションの

間に、地震津波が来たというケースは知ってい

ます。それぐらいで、あまりそういうどれぐら

いかというプレとポストで変わったかの資料っ

ていうのは、非常にまれだと思いますが。いい

ですか？ もう一つ言いますと、PTSD につい

て、当初これがとても増えるんだと言われたん

ですけども、多くの私の知り合いのサイケアト

リストが言うには、そんなに増えてないと。岩

手、宮城、福島。いずれについても、私が回っ

た所で聞く先生がたの中では、そんなに増えて

いないと。以前からディプレッションは時間経

過の中で増えていくとは言われているんだけど

も、まだデータとして、私は知りません。 

 

野口 秋元先生、お願いします。 

 

秋元 樹 特任教授 

 

秋元 そろそろ 4 時半です。でも一つだけ短い

質問をしたいと思います。きょうのトピックで

すが、これはコミュニティーベースの災害リス

ク管理の挑戦ということです。しかし今朝、ル

ナ教授のほうからなされたプレゼンテーション

のタイトルは、コミュニティーアプローチの限

界というようなものでした。つまり CPTR への

挑戦と、あるいは課題というものがあるんだと

思います。多くの発表者がコミュニティーベー

スのアプローチの重要性について話をされまし

た。そして私たちのアプローチはコミュニティ

ーベースのものでなければならないというよう

なお話があったかと思いますけれども、何か皆

さんからアドバイスあるいはコメントはありま

せんか？ 一体何がソーシャルワーカーの役割
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で、その機能なんでありましょうか。つまり被

災地以外におけますソーシャルワーカーの役割

および機能とはなんでありましょうか。私少し

前に申しましたけれども、コミュニティーベー

スというのは、つまりその決定をするときにで

すね、コミュニティーに基づいた決定をしなけ

ればいけないということです。多くのコミュニ

ティーは実はそういうふうにはなってないわけ

であります。私たちはソーシャルワーカーが必

要です。つまりコミュニティーの人たちをトレ

ーニングする必要があるわけであります。つま

りエンパーメントを組織化し、そしてそれを促

進していかなければなりません。ソーシャルワ

ーカー、もちろん他のですね、別の機能を持つ

人たちが居ますけれども、彼らはサポートグル

ープとして、このコミュニティーの人たちが独

自の取り組みとしてこの減災に取り組むのを助

けていくというような機能もあるかと思います。

CBDRM に関するものでありますけれども、こ

れはコミュニティーベースと言うのがキーワー

ドになります。私たちは組織、機関、そして専

門職を支えなければいけないというわけであり

ます。といいますのは、彼らを CBDRM の核と

なる人たちだからであります。組織であります

けれども、コミュニティーの組織というのは、

その組織力を発揮しなければならないわけです。

つまり減災が実際にできなければいけない。そ

して死亡者の数も最低にしていかなければなら

ない。そしてケーススタディーによりますと、

このあるコミュニティーが洪水、川の洪水で被

災しました。そして川の水位でありますけれど

も、30 メートルぐらい上昇しうる状況でありま

した。しかしながら、1 人も亡くなった人は居

なかったんです。1 人も居なかったんです。と

いうのはコミュニティーの人たちが自分たちで

何かシステムを編み出して、組織を作って救助

隊を繰り出した。女性もこのような救助に参加

したわけであります。というのは、この男性が

ですね、女性を助けるというのは難しいような

こともあるわけですね。ですからその女性の救

助員をトレーニングしたわけです。それでその

地域においては、独自の救助隊というものを作

っていたわけであります。それで本当に実際に

いろいろな物品の送付、あるいは仕分けという

ようなものもやっていきました。コミュニティ

ーのプロジェクトですけど、外側からの支援と

いうのは、少なくて済んだわけです。ですから

私は CBDRM におけますコミュニティーの力と

いうのは非常に大きいものがあると思います。

しかしながら、コミュニティーの力というのは、

あまり使われていないようなこともあるかと思

います。そういった場合には大きな問題になっ

てくると思います。私たちはそういう場合には

コミュニティーにですね、このソーシャルワー

カーと入って、コミュニティーのキャパシティ

ビルディング、能力開発を助けることができる

んではないでしょうか。 

 

野口 フロアのほうにですね、遠野まごころネ

ットワークの理事長の多田様と臼澤様いらして

いただいておりますので、一言ご感想やご質問

などございましたら、いただければと。 

 

多田 皆さんこんにちは。本当は最初からお話

を聞かせていただきたかったんですけれども、

ちょっと天候が不順で、やっと駆けつけられた

という状態です。本当に申し訳ありません。少

しでもお話を聞こうと思って、一生懸命聞いて

ました。本当に勉強になりました。今回ソーシ

ャルワークっていうことでは、なんのためにあ

るかっていうことは、やっぱり通常時にきちっ

と機能するっていうことが大事であって。じゃ

あそれはなんのために機能するのかっていうと、

困ってる人とかですね、社会のニーズに合わせ

るということなんですけれども、それが政策だ

ったりとか、各行政のいろんな目的のためにあ

るということでは困ると。そこは何に対して機 
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能するように存在すべきかということ。例えば

今回東日本のときは、物資をやめると。 

 仮設住宅に入ったら自立とみなすと。それは

自立とみなす。そういう考え方をしたのはソー

シャルワーカーなのであろうか。物資は要らな

いというふうに決めたのはソーシャルワーカー

の意見を聞いたのだろうか。それはそうじゃな

いと思うんですね。やっぱりその見えないもの

を見るとか、声のない声を聞くとか、そういっ

たことを常に行政、政策が考えていれば、自然

に通常時のソーシャルワーカーとかソーシャル

ワークのそのポジションというのは、上がって

きて、それは重要であるというふうな考え方に

なっていくんだと思います。ただ通常時にそう

いうふうにまだなっていないということが、最

大の問題ではないだろうかというふうに常日頃

考えておりました。突然こういう機会をいただ

いて、本当にありがとうございます。今後とも

皆さんの本当にそういう部分に関するご活躍を、

本当に心から願います。ありがとうございまし

た。 

 

野口 ありがとうございます。少し時間押して

ますが、先ほどのちょっと討論の中で出てきま

した、要援護者の避難について、われわれのほ

う、朝田先生の研究事業の分担研究として、藤

岡先生とわれわれのほうで行った調査の結果を

少しお話させていただければと思います。 

 われわれは避難時に特別な配慮を要する要援

護者、特に知的障害者ですとか、精神障害者で

すとか、発達障害の方の災害時の状況ですとか、

災害時における支援の内容について、その実態

を支援者への個別のインタビューで時系列に調

査しました。これはまだ継続中の研究です。そ

こで分かったことなんですが、発災直後のです

ね、特別な配慮を要する要援護者っていうのは、

マニュアルなどではとてもパニックになってし

まったりとか、思いがけないような行動に出る

ことがあるというふうに書かれていることが多

かったんですが、実際に調べてみるとですね、

そういうことは僕の聞いた限りでは 1 回もあり

ませんでした。朝田先生のお話なども加味しま

すと、やはりフェーズによっても恐らく違うん

だろうというふうに考えています。この点につ

いてはまだまだこれから調査を深めていく必要

があると思っていまして、やはり危機認知能力

ですよね。危機認知能力はやはり障害されてく

るとフィグリー先生のお話にもあったように、

火災のときですとかに老人ホームとかで逃げ遅

れてしまった方が居るっていうふうなことをよ

く報道されてますが、それが実は実際は本当に

逃げ遅れているのか、危機を認知できなくて、

もしかしたら逃げていないのではないかって言

っているような研究者もおりますので、その点

について非常に対応がこれから異なると思うん

ですね。そこが違うと。ですので、今その実態

を調べてみました。 

 やはり調べた結果、おはよう館さんの職員さ

んにもインタビューなどさせていただいたんで

すが、一番重要なのは、やはり要援護者の理解

のある支援者が果たして近くに居たかどうかっ

ていうことがやはり一番大事なんだということ

が一つ出てきまして。またその要援護者の方の

認知機能などのプロフィールの違いによっても、

やはりだいぶ違うんじゃないかっていうことも

示唆されています。加えてですね、おはよう館

さんでは、認知症の方が目立って行動障害が増

えたっていうこともなく、比較的平時と同じよ

うに落ち着いて過ごせていたっていうような昼
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夜を問わずですね、実態も浮かび上がってます

ので、その点についても今後詳しく調査してい

きたいと思っております。やはり機関とか施設

の間での連絡、協力っていうのは、北茨城市全

体でやはり不十分だったんではないかっていう

ふうに言われておりまして、もちろんマニュア

ルについてもやはり不備な点が多いっていうこ

とも少しずつ浮かび上がっております。先生が

たのお話の中でも隠れた被災地であるとか、被

災の中間地域ですね、最も甚大な被害の甚大な

地域ではなく、中間的な地域っていうことが言

われてましたが、これもインタビューの中から

分かったことなんですが、やはり甚大な災害が

起こりますと、被害が大きい地域と同じぐらい

の数、やはり中間地域っていうのも被災地と被

災してない地域の間に必ず存在するものだと。

そういうことを考えますと、今回の北茨城の皆

さんの事例ですとか、ご対応っていうのを教訓

として、これからも調べていくということが非

常に大事になってくると私のほうでは考えてお

りますので、これからもご協力のほう、よろし

くお願い致します。 

 では、フロアのほうで、少し時間押してます

が、ご質問がなければ。よろしいでしょうか。

では、これを持ちまして・・・あ、すみません。

では臼澤様、よろしくお願いします。 

 

臼澤 すみません、NPO 法人遠野まごころネッ

トの副理事長をしています臼澤と申します。私

はこのセミナーには 2011 年以降、これで 3 回目

でございます。参加させていただくたびに、本

当にいろんな勉強をさせていただいております。

私自身、3.11 の津波で全て失いました。財産も

資料も何も失って、しかしながら命だけは助か

りました。これは本当に神の、神様、何かの力

があったと、そのように思っています。そうい

う中で、3.11 以降、私は日本社会事業大学がで

すね、大槌が大変なことになったときに、日本

社会事業大学が大槌でいろんな支援をしていた

だきました。その中で今、日々前を向いて生き

てます。私はそのとき何を感じたかっていうと、

苦しんでる人には理論も理屈も何もない。ただ

ひたすら思いを共有すべきだって、そういうこ

とを。いたわりと思いやりの心が一番必要だと

思って、今活動しています。そういう中で、う

ちの理事長がですね、環太平洋、それをきれい

な海、ブルーリンクということで名付けてです

ね、ブルーリンクで環太平洋の人たちを、苦し

んでる人たちを救おう。そういう、今、取り組

みをしております。 

 そういう中で、環太平洋社会福祉セミナーっ

ていうのは、本当にこの時宜を得たセミナーだ

と思って、ずっと先生がたのお話を聞かせてい

ただきました。これからも先生がたのいろんな

ご指導をですね、私の糧にして頑張っていきた

いと思います。本当にきょうはありがとうござ

いました。 

 

野口 ありがとうございました。それでは大変

貴重なご報告、ご意見をいただいた皆さまと通

訳の皆さまに拍手をもう一度よろしくお願い致

します。それでは本日はどうもありがとうござ

いました。この後懇親会が 5 時から行われます

ので、ぜひ皆さまご参加ください。あ。すみま

せん。ではいったん、集合写真を撮らせていた

だきたいので、よろしくお願い致します。本日

お渡しした資料はですね、3 日分入っています

ので、明日も資料をお持ちください。封筒をご

用意しておりますので、受付に置いてあります

ので、ご自由にお持ちください。 

 

山口 集合写真を撮りますので、円卓の方、そ

れからフロアの方、皆さん前のほうにお集まり

ください。 

 

野口 アンケートのご協力、よろしくお願い致

します。バスは通常どおり動いているというこ

とです。 



 
 
 
 
 
 
 

災害時の地域と専門職の連携 

Disaster Recovery Cooperation of professional and Community 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26 年 2 月 17 日(月) 

清瀬キャンパス A401 教室 
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山口 幸夫 特任准教授 

 

山口 では、定刻になりましたので始めさせて

いただきます。本日午前は昨日午前の続きで、

APASWE 関連の皆さまに、アジア環太平洋の災

害における専門職と地域の連携について語って

いただきます。 

 まず最初に、インドネシア大学の、フェンテ

ィニ先生と、アングレイニ先生に発表していた

だきます。では、よろしくお願い致します。 

 

フェンティニ おはようございます。本日は、

ここに来て、皆さんにお会いできることをとて

もうれしく思います。日本社会事業大学、大嶋

学長、そして APASWE の前会長である、秋元先

生、そして、山口先生、野口先生、そして APASWE

のメンバーの皆さん、そして日本の NGO の皆

さんに御礼申し上げたいと思います。今朝は、

インドネシアの火山の噴火についてお話をした

いと思います。メラピ山の噴火でありますけれ

ども、インドネシア大学の同僚であります、ア

ングレイニとともにプレゼンテーションをさせ

ていただきます。いくつか写真をお見せします

ので、ご理解いただけるとうれしく思います。

それでは、アングレイニさんのほうから最初の

部分を発表していただきます。 

 

アングレイニ おはようございます。お集まり

の皆さま、このような国際的なセミナーに参加

できてとてもうれしく思っております。環太平 

   
  フェンティニ 氏(左) ・アングレイニ 氏(右) 

 

洋社会福祉セミナーということで大変光栄に存

じております。私のほうからは、ソーシャルワ

ーカーが、このメラピ山の噴火の後、どういう

ふうな役割を演じたのかということについてお

話をしたいと思います。これはインドネシアの

中央部分、ジョグジャカルタにも近い所にある

火山です。インドネシアは世界で最も大きな島

しょ国でありまして、海、そして、災害多発地

帯に囲まれています。これが、インドネシアの

火山の位置であります。 

 一般に災害というのは三つの要因によって起

こります。津波、そして、人災、これは環境汚

染とか、あるいは森林火災また、住宅地の火災

が含まれますけれども、三つ目は自然災害そし

て人災の組み合わせということで、洪水とか土

砂崩れであります。こうしたことが繰り返しお

きております。津波、そして人災、そして、自

然災害と人災の組み合わせによって災害という

のは起こるわけであります。インドネシアのソ

ーシャルワークに関する百科事典の記述により

ますと、これは、自然あるいは人が原因で起こ

るものでありまして、ある時間、空間で発生し

ます、これによって人の生命、それから環境に

損害を与えるわけです。例えば、死亡であると

か、あるいは傷害、農作物への被害、また森林、

川、海などが破壊されます。タイプと致しまし

ては火山の噴火、それから地震、津波、溶岩流、

竜巻、火災、土砂崩れ、干ばつ、作物の疫病、
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汚染、洪水が含まれます。こういう災害に対し

ては迅速に対応する必要があります。コミュニ

ティーがパニックを起こしてはいけないわけで

あります。もしそれが予想されるような場合に

は、きちんと、対応することができるわけであ

ります。ただし、そのためには人々は自然を尊

び、そして気象庁が迅速に情報を伝えることが

大事であります。 

 

フェンティニ これは噴火前のメラピ山であ

ります。次の写真をご覧ください。噴火後どう

いうふうなことになったのかということですけ

れども、これを見ていただきますとどういうふ

うな被害の状況であったのかということが分か

ると思います。非常に激しくビルが破壊されて

るのが分かります。噴火の後、このように崩れ

てしまいました。これは保育園です。この噴火

が起こってる間、このビルはその噴火によって

全く被害は受けなかったわけです。ですから全

てが破壊されたわけではありません。ですから

噴火後もずっと使用することができました。小

さい子どもたちが保育園に相変わらず通うとい

うことが可能でした。 

 これは噴火後に作られたセンターです。とい

うのは子どもたちが非常に心理的にダメージを

受けまして、ソーシャルワーカーが子どもたち

のケアのためのセンターを作りました。 

 噴火が起こりました後、たくさんの土砂が降

ってきました。これが収入源になったんです、

地元の人たちの。これも被害の様子を示した写

真です。また、木が乾燥してしまいました。た

くさんの埃が降ってきました。噴火によって降

ってきました。これはモスクです。ブルーの屋

根が破壊されずに残りました。これは生存者で

す。顔は示すことができませんけれども、この

噴火によって、顔もずいぶん、様子が変わって

いました。で、また、けがもしていました。メ

ラピ山を友の様に感じて暮らしてきたんだとい

うふうに言ってました。ですから、危険なもの

ではなく、それのおかげで生計を立てることが

できていたんだというふうに言ってました。と

ころが、噴火が始まっても大丈夫だと思ってた

んだそうです。でも結局、顔も、体もひどい状

態になってしまいました。 

 これは、噴火によって飛んできた岩です。そ

して多くの人たちが亡くなりました。こういう

土砂が降ってきたんですね、噴火によって。こ

れは、噴火の後、動員されましたトラックです。

この土砂を集めて販売をしたんです。これによ

ってコミュニティーの人たちは収入を得ること

ができました。 

 2 人のソーシャルワーカーがその辺りで仕事

をしておりました。また、多くのボランティア

そして、専門家が協力して、対応しました。ソ

ーシャルワーカーは、活躍したんですけれども、

噴火の間の役割はちょっと違っておりました、

そのときはあまり、なにもすることがありませ

んでした、軍が重いものを片付ける等の仕事を

担ったからです。また、ビルの破壊とか、そう

いうものは軍に任せなければなりませんでした、

しかしながら、噴火が終わった後、ソーシャル

ワーカーは人々の世話をしたり、あるいは子ど

もたちの世話をしたり、コミュニティーの再建

のために活躍しました。そして、これがアシス

タンスセンターであります。インドネシア、あ

るいはいろんな所から支援が集まってきました。

救援物資をソーシャルワーカーが仕分けをした

わけです。食料、そして衣服などがその中には

ありました。 

 これもまた学校であります。噴火の後に作ら

れました。子どもたちの心理的な負担を緩和し

ようというためのものす。集めて歌を歌うとか、

あるいはお絵かきをさせるとかしたわけです。

ソーシャルワーカーはこの噴火を悪影響が及ば

ないようにしたわけです。これは、メラピ山の

近くにある学校です。それでは、アングレイニ
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さんにバトンタッチしましょう。 

 

アングレイニ このプログラムが始まる前に、

ソーシャルワーカーの人たちは、コミュニティ

ーのリーダー候補を探しました、そして、その

リーダーたち、それからソーシャルボランティ

アの方々も参加をしてました。そして、彼らが

コミュニティーのニーズというものを把握しま

した。マイクロファイナンス、それから伝統的

な音楽、それから舞踊というものを続けていき

たいということを考えたわけです。 

 そして、そのリーダー候補たちが見つかりま

したので、私たちに対してトレーニングを行っ

てもらいました。、これまでのプログラムを私た

ちが協力して続けていくように致しました。そ

して、メンタリングをしたり、あるいはトレー

ニングを行ったり、カウンセリングなどの様な

活動をソーシャルワーカーが致しました。そし

てソーシャルワーカーの方々というのはとても

エンパワーメントに関して有効な活動をしてい

ます。ソーシャルワーカーもコミュニティーと

一緒になって協力をして働いています。そして、

どんな可能性があるのか、そしてどんな強みが

あるのか、またどんな問題があるのかというこ

とを把握致しました。やはり災害の後、経済的

な問題が大きく浮かび上がっていました、今新

しい価値観というものがありましたけれども、

ただ、交通の手段がありません。そしてまた、

新しい収入の手段、こういったものを探さなけ

ればいけませんでした。そして、Tosan Aji とい

う、Sultan Hamengkubuwono 9 世という人の王様

の、これはジョクジャカルタの王様なんですけ

れども、メラピ山に、この魔法の槍といったス

トーリーがあります。そして、2013 年の 11 月

なんですけれども、一つの不思議な物語があり

ました。1 人の方が亡くなりました、バンヤン

の木の近くでこの方は亡くなったんですけれど

も、そのときにはご遺体が見つかりませんでし

た。2 日たって、道の向こう側、しかもこの方

が亡くなった所から 200 メートルぐらい離れた

所でご遺体が見つかりました。それからもう一

つのストーリーですけれども、地域社会という

のは、にぎやかな市場があるような声が聞こえ

る気がするんですけれども、実際はそこには誰

も居ないんです。ただ声が聞こえるような気が

する。そういう不思議なストーリーがありまし

た。そして毎年、Labuhan Sultan Palace Kraton 

Surakarta という所でセレモニーを毎年開いて

います。そして、さまざまなものを divabuh と

して使っています。そして、また、コミュニテ

ィーは災害に関しては、信じられてることがあ

りまして、メラピ山が噴火しそうであって、政

府が避難をしなさい、安全な所に逃げなさいと

言ってもやはり地元の人たちはメラピ山の近く

に居たい。そして避難をしたくないというふう

に言ってます。災害に関しては地元に人たちの

信念っていうのがあるんです。 

 メラピ山というのは超自然の力によってコン

トロールされていると信じてるんです。ですか

ら、もし噴火をしても溶岩はこちらのほうには

流れてこないというふうに信じてるんです。溶

岩が逆に向こうのほうに戻っていくというふう

に信じています。メラピ山というのはこの火山

のいわゆる前庭のほうには、溶岩は流さないと

いうように信じているんです。やはりこのこう

いった文化的な背景を理解することによりまし

て、この問題の解決に当たったらいいのではな

いかと思います。ソーシャルワーカーの災害の

とき、また災害の後の役割ですけれども、やは

りサポートを提供するそして、モチベーション

というものを与えてそして、生き残って普通の

生活に戻っていただくためのモチベーションを

上げるということが役割です。 

 ソーシャルワーカーの方々の役割というもの

を認めてもらうためにはやはり被災地にしばし

ば顔を出す、頻繁に顔を出すということが必要
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だというふうに思っています。そして災害が起

こった後、被災地に開発地区というものを設定

して作っていく必要があります。もう一つ写真

を出しておきます。（＊ひき続き、フェンティニ

へ） 

 

フェンティニ こちらが、住宅です。海外支援

によってできた住宅なんですけれども、この形、

これが地元のニーズには合っていない形をして

るということが分かると思います。ある団体か

らの外国からの寄付でできたものですけれども、

やはり、住宅というものはニーズに合わせた形

の住宅を建設していく必要があります。こちら

のほうは政府による高級住宅となっています。 

 アングレイニが新しい価値観というふうに言

ってましたけれども、噴火の後、新しい価値観

ができました。子どもたちの気持ちですけれど

も、住宅はどういうふうな形をしてるべきかと

いうことに関しまして、例えば、床が土間にな

っていて、土の床というふうに考えていたんで

すけれども、子どもたちは今では家の床という

のはタイルでなければいけないという価値観を

持つ様になってまいりました。また、屋根に関

してもかつてはココナツの葉っぱで作った屋根

というふうなことを思ってたんですけれども、

支援が来ましたので、現在子どもたちは、やは

りそのセラミックの様な材料で作られた屋根が

いいというふうに感じてるようです。 

 また、バイクに関しましてもニーズが出てき

ています。噴火によりまして、交通手段が絶た

れました、ですので、バイクが必要になってき

たわけです。移動のためにバイクが必要だって

いう考え方が今、広まってきています。 

 ここで少し強調して申し上げたいんですけれ

ども、メラピ山では本当に不思議なストーリー

っていうのがたくさんありました。迷信をたく

さん信じています。避難をしたくない、政府の

指示に従いたくない。なぜかといいますと、メ

ラピ山というのは超自然の力によってコントロ

ールされているというふうに考えているんです。

たとえメラピ山が噴火したとしても、溶岩がこ

っちのほうに流れてくるはずはないというふう

に考えているんです。後ろのほうに下がってい

くはずだと、超自然の力というものがあって、

そして、溶岩によって、いわばその前庭を汚す

ようなことはしないだろうというふうに考えて

いるわけなんです。ですので、こういった信念

があったために避難をしたくないというふうに

考えていたわけなんです。だからこそたくさん

の犠牲者というものが出てしまいました。 

 それからまた、特別な関係がジョグジャカル

タの王国つまり、王様とメラピの自然あるいは

生物の間にはあるというふうに考えているんで

す、スルタン、王様、というものはいろんな儀

式を行っています。メラピ山で儀式を行ってい

ますので、メラピ山も災いを起こさないだろう、

危険なことは起こさないだろうというふうに信

じているわけなんです。 

 これもやはりソーシャルワーカーが理解しな

ければならない点だというふうに思います。そ

してこれはやはり防災といったプログラムの中

に考慮していかなければならない点だというふ

うに思います。これが恒久的な住宅です。これ

がこの噴火の警告です、地域社会で、警告のシ

ステムというものがあるんです。これは木で作

られたものなんですけれども、もし、噴火しそ

うだという兆候があれば、これをたたいて音を

出して、そして、噴火しそうだということを伝

えるんです。ただ、このときは、1 人のキーパ

ーソンが居まして、彼はコミュニティーによっ

て大変尊敬されているんですけれども、メラピ

山のガイドのような人で、彼は避難したくなか

ったんです、ですから地域社会も、やはりこの

人、コミュニティーリーダーに従おうというふ

うに考えたわけです、地域の長老が、移動しな

くてもいい、メラピ山が移動しなくてもいいと
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言っている。というふうに言えば、避難はしな

いんです。たいした危険はない長老が言えば皆

さん避難はしません、ですからこの長老もやは

りこのメラピ山の噴火のときに亡くなっていま

す。以上です。ありがとうございました。 

 皆さんぜひ、いつかいらっしゃいまして、ジ

ョグジャカルタの文化、それから学生文化とい

うものを、それからまた美しさを楽しんでもら

いたいと思います。 

 

山口 ありがとうございました。ちょっと捕捉

しますと、先ほどのメラピ山の噴火は 2010 年の

10 月から 11 月にかけて、ジャワ島の中央部で

起こった大きな火山の噴火で 450 人近くの方が

死亡して、230 万人の方が被災したんですけれ

ども特に 11 月、一部の村では子どもを中心に大

勢被害者が出て、死亡者が出たりして、地域の

子どもたちに与えたショックも非常に大きかっ

たっていうことで、こうしたいろいろな取り組

みがなされたわけです。 

 次はタイのタマサート大学の、デチャ先生に

お話していただきます。タイの洪水は日本の東

日本大震災と同じ 2011 年の、この年の 11 月に

大きな洪水が起こって、市内および周辺の工業

地帯が大きな打撃を受けて日系企業のサプライ

チェーンなども破壊されて大変だった、それか

ら主にタイにフォーカスが当たりましたけれど

も、周辺諸国においても、水田その他が非常に

大きな災害を受けて、これはメコン流域、

ASEAN、多くの国にとって大変な災害だったわ

けですけれども、そうした経験を乗り越えて、

いろいろなことをしているタイについてデチャ

先生に語っていただきます。ではよろしくお願

い致します。 

 

デチャ おはようございます。プレジデント大

島、藤岡先生そして、先生がた、日本社会事業

大学の先生がた、およびその他の機関からお見 

 

デチャ・サングカワン 氏 

 

えの先生がた、おはようございます。本日は今

年また、このように国際セミナーに参加をさせ

ていただきますことを大変うれしく存じており

ます。フェンティニ先生のほうからはインドネ

シアの災害対策についての話がありましたけれ

ども、いろんな方々から私も勉強させていただ

いております。本日私は、アクションリサーチ

プロジェクトということで、文科省の経済的な

支援を得て行われました調査の結果についてお

話をさしていただきたいと思います。日本にお

ける災害対策というものを視察をさせていただ

いて、そしてそこからいろいろ学習をさせてい

ただき、災害対策をタイで立てるために活用し

ようという、そういうプロジェクトでございま

す。ルンナパーさん、後ろのほうにいらっしゃ

るんですけども、私どものリサーチチームのメ

ンバーでもいらっしゃいます。それからまた、

タマサート大学の先生がたもこのチームに参加

を致しまして、私がチームリーダーをさせてい

ただきました。このプロジェクトは 2012 年から

実施されたものでございます。 

 その後、タイで大きな洪水が発生致しました

が、文化省を通じまして、タイ政府においては、

プロジェクトを実施してくれということで、私

どもに委託がありました。いわゆる文化的な能

力を調査するというものです。2011 年の 3 月に

は東日本で大震災が発生したわけでありますが、

そのような状況の中でも日本の社会においては
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世界に対して日本人の、あるいは地域社会、日

本の人々が、こういった災害に対してどのよう

な対応をすることができているのかということ

を示したわけです。津波もこのとき発生したわ

けでありますが、それ以前にも、ハイチでの大

地震、あるいはニューオリンズのハリケーンな

ども発生しております。そうした地域における

災害への対応というのはもちろん地域によって

違います。ハイチではいろいろ大きなパニック

が発生致しましたし、混乱も発生致しました。

ニューオリンズでもそうでした。タイの洪水の

ときもそうでした。 

 そこで、日本はどうしてこういったような状

況に、他の国々と比べて違う対応をするのかと

いうことが疑問として浮かんできたわけであり

ます。そこでこのようなプロジェクトが行われ

るようになりました。日本の経験から災害対策

という点での経験から、学び、そして、タイの

対応に活用しようというのがその目的でありま

す。長崎において、日本では、原爆による経験

をしております。それからまた神戸では大きな

地震が発生しました、それから東北にもまいり

ましたけれども、日本社会事業大学からのご支

援あるいは、東北の NPO の方々からもご協力い

ただいて視察を致しました。それからタイのア

ンダマン海の南西部で起こりました 2004 年の

津波あるいは 2011 年のタイの洪水を視察致し

ました、タイというのは文化的な能力というと

ころを見ますと、比較的弱いということが見え

てまいりました。 

 国として、幸いなことにあまり他の地域の

国々、太平洋の国々、フィリピンとかインドネ

シアに比べますと地理的にはあまり災害の多い

所ではありません。しかしここのところかなり

いろいろな災害が発生しております。そこで私

どもとしても、やはり学習をしなければならな

い、そしてまた、一般社会の人々が、災害が発

生したときにそれに対応できるような知識の集

積が必要だと考えました。これはプランニング

のときに考えた、あるいは参考にした写真の 1

枚でありますけれども、人々はやはりパニック

を起こします。それだけではなく、食べるもの

であるとか、その他のものを盗んでしまうとい

うような略奪行為も見られるわけであります。

Caltural Competency というのは何なのかってい

うことで、定義を致しました。それは一連の行

動パターンであり、態度であり、あるいは政策

であっていろいろな制度や機関や専門家の間で

効率的に活動するという能力を与えるものであ

る。そしてそれが文化的な、異文化の状況にお

いてもそうである。もちろん文化の中には、人

間の行動パターンの統合化されたものでありま

すから、言語や思想、コミュニケーションの仕

方、それから個々のアクション、習慣、信仰と

いいますか信念、そして価値観なども入ります。

ですから人種、民族、宗教的な特徴というもの

も含まれます。それから Competency、能力とい

うのは効果的に機能する能力ということで、個

人としても組織としても、問われます。そして、

信念や行動やそれぞれの地域社会の文脈におい

てそのニーズに対応することができるかどうか

ということも含めます。 

 ということで、重要な文化的な能力というの

は、特に災害対応、災害管理の面で見ますと、

一体どういうものがあるかということを見まし

た。五つあると思います。 

 一つは物理的な管理です、これ非常に重要な

点だと考えております。物理的な資本というの

はインフラでありますとか、その中で人間の基

本的なニーズが満たされる。あるいはまた、生

き残るのに重要な要素というふうに定義をして

おります。日本においてはもちろん、震災の後

で、既に長崎でもそうでしたし、その他の都市

でもそうですけれども、都市計画というものが

すぐに行われます。あるいは都市の立て直しと

いうのが行われます。その中にはどこに都市を
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造るか、住宅地を作るか、交通安全対策はどう

するか、それからまた、危機が発生したときに

はどうするかというような都市の計画も立てま

す。火災とか、地震とか、津波などに対応する

ものですね、それからまた、計画どおりに住宅

を作るとか上下水道の敷設、防潮堤を作るとい

うことも行われるわけであります。 

 それから、大きな災害が発生しますと、日本

においては、1946 年の地震の後もそうでしたけ

れども、国が主導して、復興計画を立てます、

1959 年に日本においては、例えばその災害の後

でしたけれども、治山治水措置法というものも

作りましたし、1961 年には災害対策基本法とい

うものが作られております。それから大地震や

その他の災害の後、土砂災害防止法とか建築基

準法（改正）というものが整備されました。住

宅を建てるにも、あるいは地域社会を作るにも、

安全を確保するという対応が行われてきたわけ

ありです。防潮堤などの建築というのもその中

に含まれております。こういったようなことは

日本が災害から学んで実施してきたことであり

ます。 

 二つ目の能力として考えているのは社会的な

資本です、ソーシャルキャピタル、ソーシャル

キャピタルというものの中には以下のようなも

のを含めております。地域社会の組織、オーガ

ニゼーション、例えば、ボランティアグループ

とかですね、それからディザスター、災害が派

生したときのネットワーク、東北ではそこから

情報もいただきました。長崎では平和推進協会

というようなものが作られています。東北にも

お邪魔をしたわけなんですけれども、被災者の

方、山形の被災者の方とお話をするチャンスが

ありました。山形には山形避難者の母の会とい

うのがございました。地域社会の組織化ってい

うのは被災直後でも非常にうまく行われていま

す。それから、日本のソーシャルキャピタル、

社会的な資本というのは社会的な制度がありま

す。減災、低減、それから復興のための制度で

すね。例えば、長崎にありますのは、これは阪

神ではないかと思います。人と防災未来センタ

ーというのもありますし、アジア減災センター

というのはフィリピンなどに作られております。

それから社会的なネットワークを作っています、

市民、コミュニティーの間で協力をするような

ネットワーク、それから地方自治体間の協力を

促進するようなネットワークも作られているわ

けです。それからボランティア意識というのは

非常に高いですね。特に災害対策のときには重

要です。沿岸地域におきましては特に人々は非

常に熱心に、特に報酬を求めずに人のために尽

くすというようなことをやっておられました。

それこそまさにソーシャルキャピタルの一端だ

というふうに思います。それから助け合いの精

神が日本の社会では非常に生きているというふ

うに思います。 

 東北に行ってみますと被災者の方々というの

は、なんとか自立の原則において生存をしてい

るわけでありますし、いろいろ難しいことはあ

るわけですけれども、できるだけ外からの支援

を受けずに自分自身自立していこう、そして生

き残っていこうというような姿勢が見られまし

た。このような考え方、姿勢というのは日本の

社会でとても強いと思います。それから社会的

な関係というのも重要だと思います。被災者間

の関係ですね、それからまた、社会のコミュニ

ティーの中の人と人との関係というのが強いと

思います。文化的なコンピテンシーというのは

もう一つあります。特に日本は非常に強いとい

うところですね、世界が学ぶことができるもの

だと思います。それが学習プロセスです。災害

が発生したら、そこからどのように学んでいく

かというふうなプロセスがあります。 

 まあ、このような災害の計画において統合さ

れていくと思います。例えば通常の教育のプロ

グラムという形でもって実施できると思います。
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文京学院大学のこの高校行きましたけれども、

ここの学校におきましてもまた他の私立の大学

におきましても、教育が行われております。私

たちが見たのは学生たちが用意しております緊

急時持ち出し袋でありました。この 3 日間の食

料であるとか、あるいは臨時の簡易トイレセッ

トなども入っていました。急に停電になってし

まう。そして交通機関もまひしてしまうという

ような場合には必要であるということです。こ

れは日本の社会において、非常に一般的なこと

でありますが、他の人に取っては耳新しいこと

でありました。ということで、このようなこの

学習プロセスにも文化能力というのが見てとれ

ました。これまでいろいろな災害を経験するた

びに日本人はこういう学習を行ってきたという

ことです。そして、この博物館なども作ってい

ます。長崎とか、あるいは、他の所にもありま

す。そして、若い人たちにどういうふうに備え

をすればよいのかということを教えています。 

 次の能力ですが、日本の社会で特に見られた

のが人的資本ということです。例えば原爆の被

災者によって教育が博物館などで行われてると

いうことです。これはタイにもやってきてレク

チャーをしてくださる方もいらっしゃいます。

若い人たちに対して長崎の平和プロジェクトの

一環として教育が行われているわけですけれど

も、これも一つの能力だと思いました。 

 それからもう一つは財政的な管理における文

化的能力を上げることができると思います。自

分たちで資本を管理するということなんですけ

れども、東北に行きましたら、主婦たちが店を

作りまして、地元の物を売っていました。こう

いうふうにして資金を集めようというような活

動が行われていたわけです。これも財政管理の

一環だと思います。一つタイが私たちの文化能

力を開発するために考えている計画についてお

話をしたいと思います。タイは幸運にも、それ

ほど大きな自然災害を経験してきませんでした。

もちろんときどきそういうことがあったわけな

んですけれども、というようなこともありまし

て、やはり包括的な自然災害評価能力を欠いて

おります。ですから大洪水が起こると、どう評

価すればよいのかというのが、分からないわけ

です。水が押し寄せてきたと、で、そういった

場合には水の量を量るということもできません

でした。 

 2 番目ですけれども、減災戦略というものが

大きな開発枠組みの中に含まれていませんでし

た。開発枠組みは開発のため、そして減災とい

うのは何か別のところで考えられていたという

ことです。ですからやはりこれからは、やはり

開発枠組みの中に減災戦略というものを入れて

いく必要があると思います。それから、災害管

理が複数の部門の参加を欠いていたということ

があると思います。例えば、こういう災害対応

というのは政府に任されていた、そういうよう

なこともありまして、対応が非常に遅くなって

しまうということがありましたので、もう少し

こういう対応、機能と、あるいは責任を各部門

に担ってほしいというふうに思っています。民

間にも担ってほしいというふうに思っています。

例えば、地元あるいは市民組織なども参加する

べきだと思います。 

 それから、あともう一つ、タイの状況で考え

られるのは、災害管理の文化的な能力が弱いと

いうことです。例えば物理的、そして財政的な

管理に関しての能力が弱いと思います。また、

国民の意識も合わせて弱いと思います。という

ことで文科省のほうでは、人々の意識を変えな

ければいけないと考えました。タイはもう前の

ように安全な国ではないというふうに考えるべ

き、これからは、もっと自然災害が起こりやす

いんだというふうに考えてほしいと考えていま

す。 

 それから 2 番目の戦略なんですけれども、そ

れは、防災文化に対しての意識を高めてほしい
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ということです。そして基本的なベースとして、

そういうものを作り、さまざまな文化的能力を

高めていきたいと思います。 

 防災文化の定義ですけれども、自己責任、公

共の責任、そして計画を立てることの必要性の

意識、また、自立、また、学習のためのレッス

ンそして自己犠牲などが含まれているわけであ

ります。やはりこういう津波が起こったとしま

しても、日本のようにそれを記念する博物館を

作るというようなことはないわけであります。

ですからそれをぜひ日本から学びたいと思いま

す。みんな忘れてしまうというのはよくありま

せん。 

 6 番目が自己犠牲ということでやはりそれぞ

れが、貢献をするということが必要ではないか

と思います。これから具体的なプロジェクトが

このアクションリサーチに基づいて計画されよ

うとしています。小学校のスタッフのグループ

あるいは地方政府のスタッフが、日本に来て、

例えば日本の文化を学ぶというようなことがい

いと思います。例えば、日本財団とバンコクは

つながりがありますのでそれを計画するという

ことが可能なのではないかと思います。これは、

学校だけではなく、学習センターあるいはボラ

ンティアグループなども活用したいと思ってい

ます。で、この地方政府、それから、大学、研

究センター、そしてマスコミなどにも働きかけ

たいと思っております。私たちはタイの社会の

文化的能力を開発できると思います。もちろん

時間はかかると思いますけれども、また、そん

なに簡単に人々の意識を変えることはできない

と思います。これまでの災害の経験がどちらか

というと少なかったわけでありますので、しか

し、日本、インドネシア、フィリピンなど他の

国から学ぶことによって、タイの災害管理に関

する文化的能力を高めることができると思いま

す。このプロジェクトは多くの方々に支えてい

ただきました。心から御礼申し上げます。山口

教授、東北に連れて行ってくださいました。ま

た、この情報を提供してくださいました組織の

皆さん、また、日本の南部の皆さんも情報をく

ださいました。そして、日本の社会事業大学、

社会事業研究所に対しましてもご支援をいただ

きました。感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 

山口 こうした社会を見て、地域福祉あるいは

災害防止のために文化的な部分注目していくっ

てことは非常に大切なことなんですけれども、

日本なんかでも社会開発に人類学者や社会学者

の参入があまりなかったり、あまり学問的なア

プローチを取り過ぎてしまって社会福祉的な視

線でやられてないので、こうした形で日本を見

ていただくってこと、とてもうれしいと思いま

した。それからもう一点、日本財団、JICA 通じ

て災害とか移住者の問題っていうのは環太平洋

ASEAN 全体での問題なので、早ければ今年ぐら

いに一度マニラかバンコク辺りで、若い人たち

を集めて災害時にどうするのかっていうような

勉強会を一度開きたいと思っています。今いく

つかのグループにお金のお願いをしてるんです

けど、恐らく今年ぐらいには実現するんじゃな

いかと思うので、ここでの一つの実りになって

いくと思います。どうもありがとうございまし

た。 

 この後、ちょっと 10 分休憩して、その後討論

に入りたいと思います。5 分に始めますので、

コーヒーそちらに用意してありますので、よろ

しければ。 

 

山口 時間になりましたので始めます。最初に

昨日午前ときょうやった、アパスエのほうのア

ジアにおける災害について、私のほうから簡単

なまとめと、コメントを行いたいと思います。

そのあと、質問や討論に入っていただきたいと

思います。 
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 このコミュニティーベースジザスタリバカリ

ーワーキンググループというのは任意団体で、

もともと私ども、中国の四川で災害があったと

きに、日本や中国の何人かの学者融資でどうい

うふうに、社会開発の視点で災害復興していく

かっていうグループを作って、中国政府、特に

都市計画のグループと何回かの会合をしたんで

すけれども、やっぱりその中で一番足りないっ

て言われたのは、どうしても都市計画シベリエ

ンジニアリングのグループが先行してしまうの

で、社会開発的な視点、社会福祉的な視点を災

害復興の中にどう盛り込んでいくかっていうこ

とがポイントだということで、そういうグルー

プを作ってました。それで、2011 年に東日本の

大震災が起きたときに、今までにないタイプの

震災が起きてしまったということで、このグル

ープを拡大して、レイチャ先生やいろんな方々

に入っていただいて、実際に災害がどういうふ

うに起こったのか、それから復興するためにど

ういうことができるのか、いろいろな方に実際

のサイトに来ていただいて、見ていただいて、

分析してご意見をいただくということを繰り返

してきました。それとこの学校の環太平洋の会

議の部分もありましたので、レイチャ先生、フ

ィグニー先生、ルナ先生始め、いろんな先生が

あとニューヨーク大学の先生とかいろいろなソ

ーシャルワーク、社会開発を教えている先生た

ちに来てもらって、地元の人と話してもらって、

いろいろ意見を聞いてきました。 

それで、基本的に今、アジアの中で災害が多

い、気候変動のこともありますけれども、気候

変動、それから都市化、それから農村の開発、

それからもう一つ都市化で大切なのは、日本も

ですけれども、恐らくフィリピンもタイもどこ

も、農村での収入がそんなに大きくないので、

都市化の中で非常に多くの人たちが大都市に移

住して、都市部に住んで、人口が膨れていって

しまうということがあるわけですね。それにつ

いて、日本なんか伝統的な都市を守る戦略って

いうのは、シブリエンジニアリング、土木の公

共事業をやって、伝統的な都市計画、堤防を作

り、防潮堤を作り、それからもし災害が起きた

り、貧困な地域が発生したらば、現金的な給付、

生活保護やいろいろな現金的な給付、あるいは

災害で壊れたらお金を保証してあげてっていう

ような戦略を取ってきたんですけれども、これ

ではもう間に合わないし、アジアでどんどんど

んどん人口が途上国中心国で増えていくときに、

キャッシュと土木ではやっていけないはずなん

ですね。これは日本でもそうだと思うんですけ

れども、じゃあどうしていくのか、リーゼリエ

ントっていうのが一つのキーワードになってい

ますけれども、そういう災害に強い、持続的に

発展できるコミュニティーを作っていくために

はどうするのか、そのために、社会開発やコミ

ュニティー開発の視点が非常に必要だと。そし

てそれはコミュニティーの地域のイニシアチブ

で行われなければいけない。それからそうした

社会開発、何を開発していくのか、社会開発は

別に防波堤を作ったり、道路を作ることよりも、

ケイパビリティ人々の可能性をできることをで

きるようにしていくということが必要で、そこ

では日本で一般に言われているように、工場、

パブリックサポート、それから共助、それから

自助っていうものをどう組み立てていくか。ソ

ーシャルワークや地域福祉に関わっている人た

ちがしなければいけないことっていうのは、そ

この調整をしたり、そこの中で、単に現金付与

や福祉サービスに限定せずに、街づくりを含め

て全体的に地域の福祉の増進にコミットしてい

くということじゃないかと。 

これは大槌なんですけれども、日本の開発っ

ていうのは左側が 1948 年の写真です。白い砂浜

があって、非常に大きな三角州が広がってその

あと湿地帯もあって、リアス式っていうのは谷

が深いので、この二つの川は堤防がなくて、谷
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あいを泳いでいたんです。当時はそんなにお米

も作ってなくて、いろいろなアワだったり、ヒ

エだったりいろんなものを混ぜて食べてたし、

土地利用としては高度ではなかったけれども、

災害的には安全だったんですね。そんなに家も

造ってないし、洪水が山から来ても海から来て

も湿地帯や三角地、いろいろな所がバッファに

なって、ところが 2011 年、災害が起きたときの、

これは日本の高度な土木、川は細く両側を堤防

で固めて、海にも防潮堤を立てたので、もうこ

のように砂浜は消えていますし、大きな三角州

も全て消えて、生物の多様性も消えた。ただ工

業や住宅を建てる土地が増えたけれども、それ

は実は元海だったり元川だったりする所に立つ

っていうわけですね。ですから大きな津波が起

きたりしたら、それは全部海に戻ってしまった。 

 これはアジア全体について見た、洪水のリス

クの図ですけれども、日本、あるいは中国の長

江の下流域、それから広州、珠江の下流域、そ

れからメコンの下流域、いずれももともと、大

きな川の下流でデルタがあって、湿地帯があっ

て、そこに水を逃がしてたところですから、と

ても豊かな地域ですけども、そこを工業化して

いくと、逆に今度は水の逃げ場がなくなります

から、非常にリスクは拡大しているんですね。

ですから、私たちが開発といったときに、それ

は必ずしも高度にお金をもうけるための工場は

建っているけれども、災害に対するぜい弱性と

いう部分を考えれば、開発イコール安全ではな

い。 

 さて、東京について考えていってみましょう。

東京はどうなったか。東京はもともとかなりの

部分が海だった所をひたすらこの 500～600 年

埋め立てて都市にしてきました。結果、これは

リインシュランスという再保険会社があるんで

すね、世界で一番大きいのはミュンヘン、2 番

目はスイスリインシュランス。災害が起きたと

きに、日本の災害損保会社だけでは受けきれな

いので、それをさらに買って世界に分散投資す

る大手があるんですけれども、そこが言ってい

る世界の都市のリスクです。これは別に秘密の

資料じゃなくて、ミュンヘンリインシュランス

が広版していて、さらにこれは日本では日本の

防災の最高レベルの会議っていうのは中央防災

会議、セントラルジザスタリスクイベンション

コミュニティっていうのが、内閣府にキャビネ

ットにあるんですけれども、そこで、イトウ先

生が引用した資料です。これを見ますと、東京

のリスクっていうのは世界的に飛びぬけている。

地震が多いといわれているサンフランシスコに

比べて。黄色がハザード、自然災害に対するリ

スク、それから赤は住宅建物、道路との都市の

構造物に対する安全のリスク、それから青は経

済的損失、そういう意味では東京っていうのは

世界で飛びぬけて危ないんですね。これはミュ

ンヘンの会社の資料です。それからこれはスイ

ス、リインシュランスの資料ですけれども、地

震、洪水、それから暴風、台風に対するリスク

をやはりどこがやっても東京というのはずばぬ

けて高いリスクにあって、それに対して東京は

土木で、途上国じゃないから安全なのかってい

うと、これも首都防災会議の、中央防災会議の

資料ですけれども、この荒川っていう東京の中

心の川、それから利根川っていう川。この二つ

の川はどちらも 200 年ぐらいの洪水のリスクで

別に 500 年に一遍、1000 年に一遍の地震が来な

くても、200 年に一遍ぐらいの洪水でもし堤防

が崩れれば、これだけの 100 万人近い人が、し

かも見ていくと 24時間以内に 5メートルに水没

する地域がたくさんあるので、高齢者の人なん

かだと、5 メートルってことは 2 階まで行って

しまいますから、24 時間以内にその人たちを逃

がさなければ、非常に多くの人間が死んでしま

うわけですね。それから埼玉側の利根川はこの

利根川というのは洪水のリスクがあるので、ず

っと東京の中心からどんどんどんどん東に東に
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運河を掘ってずらしてきたんですけれども、い

まだにそのリスクは解決していないので、もし

利根川が溢れれば、埼玉側で大体 200 万人ぐら

いの地域が水没します。ですから、東京ってい

うのは実は大きな地震が来なくても大きな水害

が起きれば大変なことになるんですね。どっち

も大変なのは、3 メートルから 5 メートル以上

に水没する地域が非常に多い。3 から 5 ってこ

とは大体もう床上ほとんど。体を超えますから、

そういう所に歩行のご不自由な方や、車いすで

なきゃ動けない方が居たら、それを全部地域で

みんなで救済しなければみんな溺れてしまいま

す。それから、これは同じ中央防災会議の地下

鉄のリスクです。これは日本は話したがらない

んですけれども、東京駅でもどこでも、あそこ

は 0 メートルです。ですからどこかに一つ穴が

あれば、例えば大きな高潮が来なくても、川が

溢れて、どこかのドアが開いていたり何かすれ

ば、確実に水没します。この赤い部分が大体マ

ンカンっていうんですけど、地下鉄の線路が全

て水に漬かるだろうと予測されている所です。

これも 200年に 1度ぐらいの確率ですけれども、

そうすると、東京駅から新宿ぐらいまで、それ

からオリンピックを予定している、これ塗って

ないですけれども、ここにゲートがあって、閉

まることになってるんで塗ってないんですけど、

もし電動ゲートが閉まらなければ、勝鬨橋から

向こうは埋め立て地で海底の 38 メートルから

50 メートルぐらいの所ですから、それも全部埋

まります。大体全部埋まると、そこにある電話

や電気のケーブルも大体駄目になります。日本

の場合、震度 7 までは地下ケーブルは持つはず

なんですけれども、震度 7 を超えるもし東京直

下が来れば、それも切れますから。幸い、まだ

東京で地下に居て死んだ人は 1 人しか出てない

んですね。大規模な洪水が地下に入るってこと

はまだ起こってないんで。だけども、まだ起こ

ってないだけで。これは、今リスクの洗い出し

をして、地下は複雑なんで分からないんですね。

まだ。渋谷駅でも今いっぱい作っちゃいました

から、どこからどこに水がどう流れるのかって

いうのが、ここは駅が管理しているここはデパ

ートが管理してる、ここは渋谷区の管理してる

通路だとかいろいろになってて、地下街が。で

も、水や煙は同時に流れますから、皆さん地震

が起きたらとにかく地上に逃げてください。日

本で地震が起きて地下に居たら、ほぼ死にます。

大変なリスクなんですね。 

 それからもう一つ、これも日本の都市計画住

宅政策の貧弱さで、日本も 70 年代にどんどんど

んどん高度成長期に移住労働者の人が来て、そ

の人たちのアパート、あるいは学生のためのア

パートっていうんで、個人の住宅の中に小さな

アパートをいっぱい建ててったんですね。木賃

アパートっていってますけど、木製のアパート。

一部はもっと古くて関東大震災が 1913 年起こ

ったときに、その人たちが住むために両国の国

技館の周辺の田んぼに長屋を作った。これが運

が良くて、関東大震災の後作って、東京大空襲

で生き残って、いまだにそういう長屋が建って

いるんですけれども、そういう地域を含めて赤

の部分は大体燃えるだろうと言われている所な

んですけれども、東京の周辺、木造の住宅がた

くさん建ってて、道路も狭いので、もし火事が

起きれば、震災でほとんど燃えます。 

 ですからこういう災害について考えていくと

きに、プリベンションプラン、いろいろな例や、

水害だったり液状化したり、あるいは火災が起

こったりって、本当は重ねていかなきゃいけな

いんですけど、日本はバラバラに対策を立てて

いるので、これは地震、これは火事って。東京

のリスクはもうちょっとしっかり洗い出さなき

ゃいけません。それから、私たち地域福祉に関

わっている者だとすると、本当に地域の中でど

れだけの人がリスクがあるのかってことは、介

護保険になると一つの問題は、ケアマネとか介
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護保険の派遣している事業所はどこに誰が居る

か知っているけど、地域の人は知らないんです

ね。みんなしゃべらないし。なかなか。あるい

は小平周辺は特別学級があるので、自閉症のお

子さんとかこの地域は便利なんで、障がいを持

っている方についてバラバラに住んでますけれ

ども、昔からの近所付き合いのある人でなけれ

ば、自分のうちの子どもが障がい者だってこと

を周りに言いたがらないんで。この間悲しい事

故が起きちゃったんですけれども、他の地域か

ら小平に子どもを通わせるために家を買ったご

夫婦が居て、日曜は旦那さんが子どもを見てる

っていうことだったんですけど、残業で疲れて

旦那さんが寝ちゃって、子どもは一人で家を出

ちゃったんですね。それで自閉症の子どもって

流れる物とか電車が動くのとか好きなんで、踏

切の中入って死んじゃったんですね。僕たちは

すごいショックを受けて、やっぱり友達のとこ

ろがガイドヘルプやってたんですけれども、わ

れわれは言うわけにはいかないけど、もうちょ

っと近所の人が知ってたら、子どもが一人で歩

いてたら、あの子は障がいのある子だから、誰

かが声を掛けて、「坊やどうしたの？」「お母さ

んは？」って言ってくれたかもしれないけども、

引っ越してきたばかりの子で、誰も知らないし、

子どもはズンズンズンズン電車見に行って楽し

くなって中入って死んじゃって、そういういろ

いろなリスクを見ていくと、私たちの中で、災

害が起きたときに、誰が誰をっていうのは実は

都市ほど脆弱なんですね。 

あるいは清瀬、ここできょうは学生居ないで

すけれども、学生 400 人居るときに授業が起き

れば、私たちの学生は女子が多いですから、ト

イレはすぐに使えなくなります。恐らく、この

建物古いですけど、鉄筋で丈夫そうに見えるん

で近所の方も何人かは逃げてくる。だけどこの

辺は重点地域ではないですから、自衛隊はまず、

東京の中心を救いに行きますから、3 日間、水

もおにぎりも何もない。400 人の学生を抱えて、

それから隣の東京病院もスタッフは通って来て

ますから、どうするんだろう。複十字もある。

この辺は病院が多いですから。そうなったとき

に例えば、もし夜だったら学生は居ないけども、

朝、各病院にはスタッフは誰も来ないから、隣

の大病院でもワンフロア 3 人態勢で 3 日から 5

日しなきゃいけないんで、私はそんなこと考え

たくもないけれど、前から言っているのは、3

日たって 4 日たって、自衛隊来てみたり、電源

回復してみたら、大勢の方がそこの施設で、こ

こでもこの病棟でもいっぱい亡くなってたって

ことになってしまうんじゃないか、だから本当

は大病院と開業医の医師会と、地域の福祉系の

大学だったり NGO だったり社協だったりで、

みんなで何人居てどんだけで、この地域の人た

ち守れるのかっていう会作んなきゃいけないっ

て、何年も言っているんですけれども、市役所

のほうはそんなこと言われて、ニーズが分かる

と予算措置もないのに困るから先生黙ってろっ

ていうのがずっと続いているんだけれども、こ

れは本当に考えとかないと、例えばうちはおに

ぎりがなくても東京病院にスタッフのおにぎり

は用意しといてくれよって言えば、われわれの

学生は近所に下宿してますから東京病院行ける

と思うんですね。東京病院行っておにぎりもら

いながら、彼らが介護の手伝いしたりとか、い

ろんな可能性はある。あと専門医です。そうい

うことをどういうふうにしていくかってことが、

本当に私たちが防災計画を立てていくときに、

地域防災計画はあるんです。それから各事業所

は持っているんです。一応今。だけどそれをシ

ームレスにつないでいかないと、ちょっと例え

は悪いかもしれませんけど、戦争やってるのと

同じになってしまうわけですから、地域でいろ

いろ役所もみんなで守っていかないと、結局で

きないと思うんですね。 

大槌なんかでも、それぞれ私ひと月弱後に基
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本的な福祉避難所を含めて全部回ってみたんで

すけれども、やっぱり福祉法人のある程度大き

い所はすごくしっかりしてました。とにかく、

何日か分の備蓄はあるし、とにかく備蓄を常に

減らさないようにどこかから集めて来てお米を

もらって、薬をもらって、おむつをもらってき

て、スタッフもみんなしばらくここで寝泊まり

してくれって若い人たち寝泊まりして守って、

さらにそこに一部地域の人が逃げ込んできて、

廊下に何人も居るっていうような、オーバーベ

ットどころじゃない、本当にオーバーになって

いる中で、必死でそういう事業所が事業所を守

って周辺の人も守ってたけれども、それはそう

いう幾つかの事業体がやってただけで、街とし

てはもうむちゃくちゃになってたわけですね。

もうおにぎり半個が 3 日も続いてたりとか事業

所によって違う。それから、避難所でも中山間

地で伝統芸能の祭りやってたり、結束の固い部

落だと、まきを持ってきて米を持ってきて、が

んがんお湯を炊いてみそ汁作っているから、み

んな温かい物をその避難所は食べてる。だけど

町営の体育館は 3 日間冷えたおにぎりを半分ず

つ食べてるとか、これは昨日来てた多田さんた

ちなんかも見るに見かねて、遠野っていう山の

反対側の地域から古い旧道を越えて、自分たち

でいろんな物を持って、山を下っていったんで

すね。それから静岡やいろいろな防災協定を持

っている NGO が来たらこのルートで大槌や釜

石やいろいろな所に降りられるから、ここに行

こうと、自分たちで順番に避難所をマッピング

して、あのときグーグルとかいいなって思った

のは、ある部分をみんながどこって報告して、

スマホが使えるようになったりすると、それを

空に打ち上げると別のひまな人がマッピングし

てくれるんです。ここが何人居る、ここが何人、

ここが何人居るって。みんなでそれを、衛星は

生きてましたから、そこへ行ったりとかいろい

ろしながら、それで 3 日 4 日は自衛隊も入れな

かったときに食いつないでいたんですけれども、

まさにレジスタンス、ゲリラ状態で最初やって

たんだけれども、そういうの見ていくと、スト

ラテジーのある防災計画、本当に動けるの書い

とかないと、福祉避難所を作りますとか、この

人たちをどっかに行きますよは、駄目なんです。

実際どの車で誰が動かしてくれる、そういうも

のを本当はもっともっと自分たちの地域でも擦

り合わせていかなきゃいけない。それが大きな

教訓です。 

幾つか事例を言うと、これはルナ先生もご存

じのフィリピンの事例なんですけど、まさにリ

バーバンクコミュニティー、川淵不法占拠して

いる人たちが多く住んでいるコミュニティーな

んですね。ですけど、ここはこの 5 年、毎年大

きな災害が来ると必ず二つの川が交わった所に

住んでるんで、三差路みたいで、毎年漬かるん

ですけど、一度も死人を出していない。それは

なぜかっていうと、ここは本当に、今行ったら

今度これ色分けしてたんですけれども、橋げた

にメジャーを刻んで橋の下に住んでいる係のお

ばちゃんが水がある程度上がってくると、ハン

ドマイクで「もう逃げましょう」そうすると、

他の地域にもそのハンドマイクの話を聞いたら

「もう逃げましょう」っていう人たちが居て、

それでみんな逃げるんですね。 

 それから 3D マップ、地理学者や NGO の人た

ちが一緒に、ここにあるんですけれども、地域

の、これは別にパソコンの中にあるマップじゃ

ないんで、ハザードマップを自分たちで紙と糸

やピンで作って、どこにどういう構造物がある、

「この辺の構造物は木のバラックだから大体み

んな流れちゃう」とか「ここにどういう人が住

んでいる」とか、自分たちの地域のハザードマ

ップを付けて、主にここで怖いのは水害と木で

できていますから、火災が怖いんですね。です

から洪水、大きな雨が降ったらどっちの方向に

逃げる、大きな火事が起きたらどっちの方向に
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逃げるってみんなで訓練して、それからいろい

ろな国際的な NGO の資金でボートを作るお金

をもらって、自分たちでボートを作って訓練を

したりして、それの組み合わせで、今年含めて

誰も死んでいないんですね。残念ながら川沿い

には構造物、しっかりとした防波堤はないんで

すけれども、コミュニティーのソフトな訓練や

仲間の結びつきで、少なくとも誰も死んでいな

い、毎年。そうした考え方が恐らく東京なんか

にも必要で。 

 これ中国の事例ですけれども、そういった形

で、最後に私の大好きな四川生まれの人でフィ

リピンで農村改善運動をやった人の言葉なんで

すけれども、私たちがコミュニティーベースで

やるっていうときに、コミュニティーをアセス

メントする。人々の中に行って、人々と共に暮

らしましょう。人々から学び人々を愛しましょ

う。そして人々が知っている知識の上に築いて

いこう。そんなふうにすればもしうまくいった

ときに、地域の人たちはこう言うだろう、「これ

は私たちがやったんだ」と。それが本当のソー

シャルワーカーの仕事じゃないかと。キャパシ

ティビルディングをサポートする。それからス

トロンゲスモデルでこの地域の得意な物を見て

いく、それを伸ばしていく。それをするアドバ

イザーであるってことが私たちなんだと思いま

す。以上です。 

 このあと、まずそれぞれの先生のことでも、

質問がありましたらまずそこから受け付けたい

と思うんですけれども。フロアからどなたがご

ざいませんか？ はいどうぞ。ではマイクを。 

 

参加者Ａ なかなか興味深い話をありがとう

ございました。一応自己紹介をしないといけな

いってことなので、ここの専門職大学院の修了

生で今は国際協力の NGO のセーブザチルドレ

ンっていう割と大きな団体で働いています。出

身が実は茨城県の日立市で震災のときは実家に

居ましたので、北茨城市は隣の隣ですが、燃料

も何もなくて動けませんでした。二つ質問がご

ざいます。外国の方にお答えいただくのがいい

のかどうかっていうのも若干あるんですけれど

も、一つが災害時の地域と専門職の連携ってい

うことで、特にコミュニティーですと、宗教界、

日本ですとあまり強くないんですけれども、例

えばフィリピンですと、クリスチャンソサエテ

ィ等があったり、もちろん反政府側だったらイ

スラム教の人もいらしたり、インドネシアだと

イスラム教が強かったです。タイだと仏教界、

多分コミュニティーでお寺さんとか非常に影響

力が強いと思うんですけれども、その辺と実際

どういうふうな関係を築いてこられたのか、こ

れは私自身はスリランカの津波があったときに、

スリランカの支援に行って、やっぱりお寺さん

が結構海沿いなんですけど、高台にあって、お

寺さんにみんな避難をしていて、お寺さんを経

緯に食料配布とか支援を各団体がされてたり、

パキスタンで大きな地震があったときも、やっ

ぱりモスクが経緯になっていて、モスクの方、

イスラム教の指導者の方がいろいろ言うとかな

り地域のことをうまく理解してもらえるという

か、地域とうまく関係を作っていける。逆に国

によるのかもしれないですけど、行政に対して

の信頼性が結構低かったりするので、行政の人

がなんか言っても実はあんまり言うことを聞か

ないというか、情報をあまり持っていないみた

いなことがあったりするんで、その辺との関係

性を実際の経験を教えていただけばっていうの

と・・・。 

もう一点が、中長期的な復興という観点で、

実は私は今回フィリピンの洪水があったときに、

実は私はインドに居りまして、インドで洪水が

去年の 7 月ぐらいにありまして、その支援のモ

ニタリングっていう形で行ってたんですけれど

も、物資配布とか食料配布とかは結構するんで

すね。どこの大きな NGO も。ライブレストサ
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ポート、いわゆる中長期的な農機具配るとか、

つぶれちゃったお店をサポートするとかそうい

ったことは実は国際協力の NGO というのはや

れていて、短期的にはいいんですけれども、イ

ンドの場合ですと、もともとその地域は宗教の

巡礼関係の産業、山の中に巡礼地があってそこ

を人々が訪れるのに小さな店をやっていたり、

ご年配の方を担いだりサポートしたりっていう

ので食べていた地域で、そこが完全に破壊され

てしまってっていう状況でした。フィリピンの

先生がお話されていたココナツファームが完全

に駄目になってしまったみたいなことをおっし

ゃられたり、災害が起きると収入源がなくなっ

てしまって、実はそれが人々の大きなストレス

になっている。昨日、確か、筑波大の先生がお

っしゃられていましたよね。実は収入がないこ

とが将来への不安だっていうんで。実際そうな

ってくると、ビジネスの人との関わりって重要

になってくると思うんですけども、私自身そう

いう経験がないんで分からないんですけれども、

ソーシャルワーカーとビジネスの世界との関係

っていうのが私は重要になってくるんじゃない

のかな。っていうのは、ソーシャルワーカーは

小さい所や細かい所は行けますけれど、実際

人々が稼げるようになるとか、収入を維持して

できるようになるっていうのはあまり、ちょっ

としたインカムジェネレーションとかで聞くか

もしれないですけど、大きな規模だったら難し

いと思うので、実際そういう所でどういう経験

をされているのか、どういうアイデアがあるの

かっていうことをご提供いただけると助かりま

す。 

 

山口 ありがとうございました。ではまずそう

いう災害支援における世俗的な宗教的なグルー

プとの関わりについて、デチャ先生とフェンテ

ィニ先生から少しコメントをいただけますでし

ょうか？ あと、ルナ先生もできましたら、そ

れをまず。それからその後のビジネスモデルに

ついてはまずそれが済んでから次に話していき

ましょう。どうぞ。プリーズ。 

 

デチャ ありがとうございます。ご質問いただ

きまして。今の宗教的な組織、教会などとの関

係なんですけれども、タイにおきましてはスリ

ランカと似ているかもしれないですね。大半の

人が仏教徒です。イスラム社会もあります。タ

イの南部のほうに行きますとマレーシアに近い

所ですけれども、教会といいますか、宗教組織

の機能としては、特に仏教社会ですね。仏教の

お寺というふうに言っているんですけれども、

それぞれの地域社会において都市であろうと農

村であろうとお寺があります。お寺にはお坊さ

んが住んでいます。生活をしているんですね。

お坊さんだけではありませんで、小さな子ども

たちが住んでいる。特に男の子が住んでいると

いうことがあります。これまでは仏教徒ですか

ら、昔は子ども、特に男の子ですけれどもお寺

で教育を受けたんですね。ですから、男の子に

教育を施したい場合には教育の一環としてお寺

に送り込んだわけなんです。お寺というのがこ

のような機能を果たしていた、とそういう歴史

があります。それから地域社会のセンターとし

て社会的なサービスを人々に提供するっていう

こともやってきました。お寺の周辺の人たちに

対しては生まれてから死ぬまで、いろんなサー

ビスを提供するということは普通であったわけ

です。人が生まれればお祝いをするし、結婚式

もお寺で行われるし、というような生活形態で

あったわけです。ただお寺の中では台所があり

ませんので、お寺の中で物を調理するというこ

とはありません。お坊さんは村の人たちから食

べ物をいただいて生きているわけです。ですか

ら、お寺にはいろんな人が寄付をするというよ

うなことが行われますけれども、自分で食物を

作るとか売るとか買うとかっていうことはお寺
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の人はできません。 

タイの農村の人たちの生活を見ますと、基本

的に例えば誰かが亡くなるとお寺というのはお

葬式を行う場にもなりますし、それからまた、

埋葬するという役割も果たします。災害が起き

たときには避難所にもなります。農村の人たち

はお寺の中で例えばキッチンをオープンしてそ

こで調理をすると、炊き出しをするというよう

なことも行う、そういうことはあります。です

から、仏教のお寺というのはタイの農村地域に

おいては重要な役割を果たしております。 

しかし、都市に行きますと、お寺も都市の状

況によって適用するということをやってきてい

るわけなんですけれども、恐らく、お坊さんが

そこに住んでいることはないという、そういう

所もあると思います。ただ、やっぱりコミュニ

ティーセンターとしての役割を果たそうとする

そういう傾向はあります。タイの南部のほうに

行きますと、若いイスラム教の少年たちが居て、

モスクで教育を受けるというようなことも行わ

れています。一般的な教育を含めて教育をして

いるというようなことがあるわけです。それか

らまた、福祉サービスもモスクが提供している

ということもあると思います。ですから、タイ

の社会においては宗教組織の力というのは非常

に強いですね。都市ではそうでもありませんけ

ど、地方では特にそうです。 

 

フェンティニ ありがとうございます。ご質問

ありがとうございます。とても大切なことだと

思います。社会的な資本というのは、宗教的な

集団も含めて形成されているからです。モンダ

ヴィの火山が噴火をしたときに実際その地域で

は、非常に強い社会的な手法を持っている所で

した。宗教的な祈りの集団があって、定期的に

祈り合う。地域社会に対していろんな働きかけ

をしたということがありました。しかし噴火の

後はどうしようもない、対応ができないような 

 
フェンティニ・ヌグロホ氏 

 

状況でした。そこで噴火の後では外国を含めて

外の地域からいろんな支援が入ってきたわけで

す。宗教的な集団の役割ということになります

と、インドネシアでは特に火山が噴火したよう

なときはイスラムだけではなくて、他の宗教グ

ループも支援します。カトリックとかプロテス 

タントからの教会の支援もありますね。お金を

集めて教会員からお金を集めてそれを寄付する

というような活動をやったり致します。 

それからまたビジネスもそうですね、企業も。

例えばトラックに衣料を詰め込んで、食品や水

を、あるいは医薬品を詰め込んで送り込むとい

うようなこともあります。被災地に送るという

ようなこともやったりしています。しかし、実

際のところビジネスというのは、地域社会を災

害のあとで支援するという点では非常に大きな

役割を果たせると思うんですね。でもモノヴィ

ノ火山の噴火のあとは、直後の支援はしたんで

すけれども、長期にわたって支援をするという

ことはありませんでした。ソーシャルワーカー

が実施するということになって、ビジネスも助

けてくれればもっとよかったと思うんですけれ

ども、そのときはそういう支援というのは長期

には行われませんでした。 

 

ルナ ご質問ありがとうございます。フィリピ

ンでは地元の中心的な人の役割というのも重要

です。フィリピンにおいてはサンマテオとかそ 
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エマニュエル・ルナ 氏 

 

ういう辺りの支援活動にも私も参加したんです

けれども、フィリピンでは NGO が非常にたく

さんあります。あるいは、市民グループという

のがありまして、ネットワーク化されていると

いう、そういう所も少なくありません。ですか

ら、こうしたフィリピン人の NGO の組織が災

害対応をするということが少なくありません。

それからピンゴスというのは、フィリピン国際

NGO、セーフチルドレンもそのメンバーの一つ

なんですけれども、オックスファンも参加をし

てます。国際的な NGO もネットワークのメン

バーになっているんですけれども、それと同時

に教会も非常に積極的な活動をしています。フ

ィリピンはカトリック教徒が多いんですけれど

も、もちろん信仰からということでも、信仰に

は行動が伴わなければならないと言われていま

す。ソーシャルアクションセンターというのが

カトリックにはありまして、社会、経済的なニ

ーズ、政治的なニーズにも対応するというよう

なことをそれぞれのコミュニティーでやってい

ます。カトリック教会は人々に対して非常に大

きな影響力を持っていまして、政治的にも、例

えば、平和裏にでしたけれども、2 人の大統領

が辞任させられるというような力も持ってるわ

けです。そういうことが実際に起こりました。

タイもそれを今やろうとしているのかと思うん

ですけれども、いずれにしてもフィリピンの場

合には無血でそういうことを実現するような力

を教会が持っていたわけであります。ソーシャ

ルアクションセンターというのではコミュニテ

ィーのレベルでいろんな活動をしています。コ

ミュニティーに対して支援を提供し、さまざま

な形で生活とか住宅とかっていう点でも支援を

しています。災害が発生したときにも支援を行

っております。ですから災害が発生するとカト

リック教会の一つのラインができているわけで

すね。トップから教会のネットワークそして地

域社会へのネットワークへとつながっていまし

て、活動が行われるようになっています。 

それから学者ですね。正式な組織化というの

は行われていないんですけれども、しかし地域

社会のネットワークとつながっている人が多い

ですから、さまざまな組織、さまざまな集団が

フィリピンでは非常に強力な形で結びついてい

る、そして強いメカニズムを持って活動してい

るというふうにいうことができると思います。

閣僚のメンバーで防災会議というようなものが

作られておりまして、これはもちろん政府の中

で、国の中でトップの組織ですね。NGO とかい

ろんな地域社会の代表がきちんとその声を聞か

れているように、このカンセルの中には会議の

中に入っているんですけれども、その他にも教

会の代表なども入っています。学者の代表も入

っています。教会あるいは宗教団体、市民団体、

学者の代表も国の一番トップのレベルでの災害

防止会議に参加をしています。開発カンセルと

いうのがありまして、開発会議、そのメンバー

の 20 パーセントは NGO あるいは市民社会の代

表でなければならないということになっており

ます。政府の役人だけではない、あるいは政治

家だけではないということです。これは町のレ

ベルでも町村のレベルでもそうでありまして、

それぞれがそれぞれの行政のレベルで村のレベ

ルパーテレストというレベルで構成されなけれ

ばならないということに、パーテレストという

のは伝統的な政治家と競争するということはあ
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りません、女性のための党がありますし、漁業、

漁民の代表とかいろいろあるわけですけど、な

かなか自分たちが代表されることがないような

グループの人たちがパーテレストという集団を

形成しているわけなんですけれども、ここから

国のレベルでも、地方の行政、議会のレベルで

も 20 パーセントは代表を送れることになって

おります。ですから国の議会を見ますと、80 パ

ーセントは地域からそれぞれ選ばれてくる代表

ですけれども、20 パーセントはパーテレストと

いう恵まれない集団からくる代表ということに

なっています。これは国のレベルとか県とか州

とか市町村のレベルまでそのような形になって

おります。 

 

山口 宗教と災害支援で言うと、先ほど言った

スリランカ等でも盛んに行われて、今、シャダ

イとスリランカのソーシャルワークの学校とい

うより宗教省のほうで、仏教の人たちがソーシ

ャルワークの学校を作りたい、自分たちの宗教

学校の中でソーシャルワーク、社会開発につい

て教えたいというので、そういうプロジェクト

に対する協力をしてたりしますけれども、その

政治的、いろいろなことがあって、なかなかソ

ーシャルワーカーが認知されていなかったり、

居なかったり、あるいは動きにくいっていう中

で宗教的なグループがいろいろな役割を果たし

てるっていう部分もあります。もちろんフィリ

ピンなんかはカトリックの伝統もあるけども、

世俗的っていう言い方をしますけれども、そう

でない例えばフィリピン国立大学は宗教とは独

立して、誰でもっていう形の組織ですし、両方

が非常にうまいコンビネーションで。 

それから宗教の例でいうと、日本に居るフィ

リピンの人たちが類いまれな動きをしてまして、

地震が起きたとき、東京大司教区っていうのは

集まった 5 億円の基金を日本に居る外国人、移

住者支援のために充てるって宣言したんですね。

それは行政が一番声が上げにくくて目が届きに

くいのが、在日外国人の方たちだろうから、東

北のその支援に使うという。それからもう一つ

放射能のことがあって、アメリカ、中国、フィ

リピン各大使館が地域の人たちを東京経由で海

外に一時避難させるときに、フィリピンは飛行

機の手配はしたんですけれども、途中の宿の手

配をしてなかったんですね。私も夜 8 時頃に、

ルーテル大学の原島先生から電話があって、「先

生、140 人ぐらいバスに乗って、主にお母さん

と赤ちゃんらしいんだけど、東京に向かってる

っていう知らせ入ったんだけど知ってますか？」

っていうから「いいえ、聞いてません」それで

フィリピンに帰るんだけれども、帰るまでしば

らく滞在しなきゃいけないけど、その滞在のめ

どは「フィリピン大使館は取ってないみたいな

んで、どうしましょう」っていうから、どうし

ましょうって夜言われてあと 3 時間後到着って

言われてもって、それでどうなったかっていう

と、みんなうろたえずに、六本木教会だとか各

いろんな教会のグループに振っていくと、「じゃ

あ 1週間ならうちが 30名預かりましょう」とか、

みんなどんどんどんどん自分たちの教会のホー

ルを開けてくれたんですね。集会場があるんで。

今度私たちもそのメールや、Facebook その他で、

ここに人が到着すると。「欲しいのは主に女性や

子どもの服、それから食料何でもいいから持っ

て集まってくれ」っていうとみんなどんどん集

まってくれるんですね。そのときの副産物はそ

のときに信者の方、特に、フィリピン系の東京

で組織してグループを持っているお母さんたち

がどんどん駆けつけて、福島やいろんな地域の

外国人花嫁として行ってて、そんなにネットワ

ークされていなかったお母さんたちと一緒に何

日か過ごした。若いお母さんが多かったですか

ら、一晩寝て回復したら、次の日私たちも料理

を作る、私たちもらった服を洗濯しに行くって、

コインランドリーに服を洗濯しに行く、そのあ
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とは一緒に料理を作ってみんなでおしゃべりを

始めるわけですね。子どものおもりっていうの

は、ルーテルの女子の学生が来て、一緒に子ど

もたちと遊んであげて。それで話を聞くってこ

と自体が僕は癒やしになっているのかなみたい

に思ったんですけど、一番良かったのは東京の

組織されたフィリピンのお母さんたちと地域の

人たちがお話していろいろやって、ノウハウ学

んだり、今度私たちも訪ねていくね、今度私た

ちの所来てねっていう形でどんどん組織化され

ていったんですね。 

 それからもう一つは各地域で聞いてみたら、

5 人 10 人の知り合いしか居なかったと。例えば

気仙沼とか沿岸で。ほとんどは冷蔵庫の仕事っ

て缶詰工場なんかの仕事して、人の見えない所

で働いているから、地域の人もあそこに外国人

の嫁さん来てるってあんまり見えなかったんで

す。それがフィリピン大使館から、この地域の

フィリピン人何人生きてるって言われて、みん

なで 5 人 10 人の友達が集まって、あと誰が居る

かって名簿作りを始めたから、すぐ 70 人とか

100 人とか 3、4 万人ぐらいの小さな基礎自治体

レベルで、浜から浜へは自動車のガソリンもな

いし、電話もなかなかだから、住んでて連絡、

歩いていけるぐらいの地域で、みんなが名簿作

りして、バンバンバンバン全部が知り合いにな

っちゃったんですね。それに対しカトリックグ

ループはミサをやるからってフィリピン人の神

父さまを派遣したり、石巻にフィリピンの大統

領が来て、物資も配るしみんなでミサやるから

集まろうとか言うと、名簿やグループがどんど

んできて、その人たちは旦那さん日本人ですし、

物資もらったら自分たちっていうよりも地域の

人に分ける、そういうハブになっていったわけ

ですね。そうすると国際的な NGO もあそこに

フィリピンのグループが居て英語通じてそこに

物持って行きゃ地域の人に分けてくれるってそ

こ目がけてくるみたいになって一つのキーにな

ったんですね。その人たちに次にコミュニティ

ーベースでいくと、みんな失業しちゃいました

から何やろうって、難民協会なんかは、ヘルパ

ー2 級、今は介護職員初任者研究って言います

けど、ヘルパー2 級の研修をやってくれたんで

す。そうすると、食品加工で働いてて工場流さ

れちゃったお母さんたちが地域の老人ホームで

働き始めて、気仙沼だけでも私の知ってる人で

も 10 名ぐらいが新たに老人ホームに入りまし

た。数人ずつ入ってってみんながんばって、地

域で受け入れられていく、だから去年の敬老の

日は各地の敬老の催しでバンプダンスをあちこ

ちでやってたんですけど、そういう形で地域デ

ビューして、私たちもトオノネットワークと相

談して三陸海のお盆っていう地域の伝統芸能を

追悼と復興のためにっていう催しをやってたん

ですけれども、そこにフィリピンの方たちも国

際フェステバルじゃなくて、地域の伝統芸能の

集いにあなたたちの幾つかの踊りを持ってきて

踊ってください。福島や気仙沼やいろんなチー

ムを呼んだんですね。そういう形でいろいろな

っていく。 

あるいはビジネスというと、あと、幼児教育、

幼児の英語の先生って結構フィリピンの方多い

んですね。この周辺でも幼稚園でお遊戯しなが

ら子どもとダンスしたり歌を歌ったりっていう

部分。そういう幼児教育の英語研修もついでに、

また別のグループがお金を引っ張ってきてお母

さんたちにやって、これはそんなに大勢はまだ

就職していない、それでも何人かは幼稚園の先

生っていうんで派遣に登録した人も居たりしま

した。だからサスシティナブルなグループ形成

してそのグループががんばっていくみたいにな

ると、非常にいろんなことがうまくいっていく

し、このときには一つカトリックのグループの

信頼関係みたいなものが。その人たちも決して

震災前には教会には来ていなかったんです。日

本の教会もコンサバティブで、日本のおばあち
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ゃんだけが来てて、教会に。外人来ても英語の

ミサはないし、フィリピン語のミサもないし。

だから大船渡の教会は震災前は日曜日は 10 人

だった。今では普段でも 40 人、この間のクリス

マスパーティーは 200 人になって入りきれない

から、隣の幼稚園でやりました。子どもの声に

満ち溢れる教会に変わっていったんです。そう

いう強さは持っていました。 

それからあとコミュニティービジネスについ

て言うと、順番に先生、コミュニティービジネ

スについて、日本はソーシャルワーカーはどっ

ちかっていうと福祉サービス提供なんで、コミ

ュニティーソーシャルワークやってる人以外な

かなかビジネスのほう、就業まではなかなか手

が回っていないのかもしれないんですけれど、

その辺皆さんのお国の事情どうでしょうか？ 

災害における就業支援ってとても大切なことな

んですけれども。まずデチャ先生から。 

 

デチャ コミュニティーワークに従事してい

る人たち、例えば学生に教えているとかそうい

う人が居ますけれども、地元の企業を紹介して

そして学生がコミュニティーに出ていくという

ようなこともあります。コミュニティーの開発

というのは学生のカリキュラムの一環にもなっ

ているわけです。それで地元のビジネスあるい

は小企業を立ち上げるというようなことの手伝

いをしているとも言えます。タイにおいては日

本から学んだマイクロビジネスなどを村のレベ

ルで広げています。タンボンこれは一村一産業

運動、一村一品運動というものがあるわけなん

ですけれども、こういうマイクロビジネスを始

めております。こういう産品ですけれども、こ

れがコミュニティーの資源になると思います。

それぞれの村がそういう物を生かしているとい

うことです。例えば、米とかバナナとか彼らが

経済的に自立できるそういう産品を利用して生

計を立てるということが可能になっています。

特に女性のネットワークはこの分野でとても強

いと思います。村の女性たちが一緒になりまし

て、村のブランド名を付けて販売をしていると、

またコミュニティー開発カリキュラムを学生た

ちのために開発しているというような取り組み

が行われております。 

 

フェンティニ インドネシアの場合ですけれ

ども、すでに社会事業の大学などがリラストマ

ネジメントのコースを開いております。そして、

災害についての理解だけではなく、社会事業ソ

ーシャルワークのテクニックで、被災者を助け

るというようなことも学んでおります。また、

どのようにもっと持続可能なコミュニティーを

作るのかというようなことを災害後ということ

ですけれども、学んでいます。また学生は企業

の社会的責任ということも学んでおります。つ

まり企業がどうやればその責任を果たすことが

できるのか、ということも支援に入っているわ

けです。 

マイクロファイナンスもとても大事です。ま

た、マイクロファイナンスを低所得地域で作る

ためには、資本だけではなく、その考え方も変

えなければいけないということです。すなわち、

かつて地域にはなかったことでありますので、

企業家精神というものを育てる必要があるとい

うことです。ですから、自分たちでビジネスを

立ち上げる経験がない地域でありますので、考

え方を変えていかなければいけない、つまり、

農家の人を企業家にしていかなけれならないと

いうことで、企業家精神を育てるということも

大事であるというふうに教えています。そして、

知識とか企業、技術をどういうふうに伝達して

いくということですよね。それで、生産をして

販売をしていかなければいけない、マーケティ

ングもとても大事だということです。こういう

ことがマイクロファイナンスの形成には大事で

あると。それ以外にもいろんなことを学んでお
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ります。学生たちは組織の運営ということも学

んでいます。どういうふうに提案をするのか、

例えば募金活動の提案をどうすればいいのかと

いうことも学ぶわけですね。そうすれば、コミ

ュニティー、被災地に対してそういう知識とか

技術を伝達できると思います。ありがとうござ

いました。 

 

山口 どうもありがとうございました。あと時

間が過ぎてしましましたけれども、ルナ先生と

できればフィグリー先生にもコミュニティビジ

ネスについて、一言ずつ海外での事例がありま

したらご紹介いただけないでしょうか。 

 

ルナ 私のほうから話すことができることは

特にありませんが、もうすでにいろいろと重要

なことが話し合われておりますので。 

フィリピンでは NGO はこういう仕事をして

おります。緊急時におきましてはフードフォー

ワークを行います。もちろん。もともとそうい

うものもやっておりますけれども、人々が家を

再建しなければいけないようなときに、それを

支援するというようなこともやっています。そ

れはまた生計の手段を再建すると回復するとい

うことなんですけれども、台風によって洪水が

起こって被災をする。被災した人たちというの

は、いったんはもちろん避難するんですけれど

も、農業するためには元に戻らなければなりま

せん。また漁民の人たちもそうであります。戻

ってこなければいけないわけであります。つま

り、そういうふうにして元に戻ることができる

ようになれば、生計の手段を維持することがで

きるわけであります。しかしココナツの木がな

ぎ倒されたというようなことがあったわけなん

ですけれども、しかしながらどれぐらいココナ

ツに頼っていたのかということによっても違う

と思います。それはさまざまだと思うんですけ

れども、マイクロファイナンスということです

けれども、民間の企業でヨランダ台風などに際

しては、例えば子どもたちに対する奨学金を出

すとか、あるいは特別な条件でもって雇用をす

るとか、いろんな支援をしています。経済的な

回復を助けております。 

 

フェンティニ ちょっと足していいですか？ 

ソーシャルワーカーの人たちについて。 

ソーシャルワーカーの人たちはプログラムの開

発を助けました。その一つがマイクロビジネス

を作るというプログラムだったんですけれども、

マッシュルームの栽培を始めました。マッシュ

ルームを植えたんです。ソーシャルワーカーは

22 のグループを作りました。一つのグループは

大体 10 人ぐらいから構成されるんですけれど

も 22 のグループを作りました。そしてソーシャ

ルワーカーは農業省に働きかけまして、人々の

マッシュルームの栽培を助けました。それで良

い物を栽培するような教育も行ったわけです。

その後は販売網に乗せました。コミュニティー

で育てたマッシュルームが販売できるようにし

たんですね。これがソーシャルワーカーがビジ

ネスに関わった一つの例だと思います。 

 

山口 ありがとうございました。1 時 15 分から

開始ということで、午後は古屋先生を皆さんに

精神保健福祉を中心とした専門職の課題につい

てお話しいただきます。では午前はこれで終了

致します。どうもありがとうございました。 

 

野口 それでは午後の部を始めたいと思いま

す。午後は災害時の地域と専門職の連携をテー

マに前半を専門職大学院准教授の古屋龍太先生

の進行で廣江仁先生の基調講演を、後半は社会

事業研究所准教授の贄川信幸先生の進行で、円

卓会議を行います。それでは古屋先生よろしく

お願い致します。 
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古屋 龍太 准教授 

 

古屋 はい、それではお時間ですので、午後の

セッションを始めさせていただきます。今ご紹

介いただいた、日本社会事業大学の古屋と申し

ます。よろしくお願い致します。まず、この後、

講演として日本精神保健福祉士協会の理事で、

災害支援体制整備委員長の廣江仁さんからお話

をいただきます。廣江さんの資料、お手元にい

ってるかと思いますが、廣江さんご自身は大学

を出られた後、精神科の病院でお勤めになって、

その後地域の支援機関のソーシャルワーカーと

して最初は東京でしたけども、現在は鳥取の地

でご活躍されております。廣江さんご自身が災

害に関わって活動を開始したのは、阪神淡路大

震災そのときに、PSW、精神保健福祉士の協会

から現地に派遣をされて、そこで精神科のソー

シャルワーカーのさまざまな支援体制を組む一

番最初のコーディネーターとして活躍をされて

きました。その後、阪神淡路大震災の体験を踏

まえて、もっと日常的な支援活動、そういった

取り組みが必要であると、それを専門職種の団

体として取り組んでいく必要があるということ

で、協会の中にそのような委員会を設け、いわ

ば平常時におけるそういった災害支援の取り組

みをスタートされています。このたび 2011 年に

東日本大震災があり、その震災に向けて各地の

日本全国の精神科のソーシャルワーカーたちと

一緒に現地に入り、継続的な支援活動を取り組

まれています。さらに、震災後のいわゆる復興 

 

廣江 仁 氏 

 

というところにもソーシャルワーカーとしての

関与、そういったところをずっと追求されてき

ましたし、一方で各地で災害支援というテーマ

でそのソーシャルワーカーが平常時より何を行

っていくべきかというようなことでの研修会の

活動なども全国で展開をしておられる、そうい

うソーシャルワーカーです。きょうのお話の内

容、事前にいただいている資料を拝見しても、

日本精神保健福祉士協会の組織的な取り組み、

それから具体的な東日本大震災におけるソーシ

ャルワーカーたちの活動の内容そういったもの

をご紹介いただきながら、とりわけそういった

被災地において、ソーシャルワーカーがどのよ

うな取り組みをするのか、ソーシャルワーカー

に何ができるのか、そういったことを一つのポ

イントとして示していただいてます。 

 それからもう一つの大きなポイントは有事、

そういった災害があってからの取り組みではな

く、平常時からソーシャルワーカーが何をしな

ければいけないのだろうかというようなことに

ついて、講談のほうで提起をいただいてるかと

思います。きょうは少しそういった内容をかな

り網羅的に資料も用意していただいてお話しい

ただくことになります。じゃあ廣江さんよろし

いでしょうか。よろしくお願い致します。 

       

廣江 ただいまご紹介いただきました、日本精

神保健福祉士協会、災害支援体制整備委員長を
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しております、廣江と申します。どうぞよろし

くお願い致します。きょうは資料をいっぱい用

意してきました。与えられた時間内には全てを

お話しすることができないと思います。ちょっ

とはしょりながら話をさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願い致します。 

 私、鳥取県からきょう飛行機でまいったので

すが東京がこのように雪で覆われてるっていう

風景は私も 5 年前まで東京に住んでたんですけ

ど、そんなに、めったにない光景で、どちらと

いうと私の住んでる鳥取県のほうが雪がよくふ

るもんですから、雪には慣れてるんですが、今

の鳥取県は雪がないんですね、溶けてしまって、

平地は雪がない状態で、こちらに来たら雪がい

っぱいあるので、なんか変な感じがしながら歩

いてまいりました。実はこの雪も時には災害に

なってきます。先週の雪では東京もかなり交通

機関がまひをしたり、私も金曜日東京に居たん

ですが、やっぱり日帰りで東京に来ていて、帰

れるかどうかが危うかったんですが、なんとか

飛行機が飛んでくれたんですけども、その後の

飛行機が全てキャンセルになってました。その

ぐらいの被害で済めばいいんですけども、ちょ

うど、東日本大震災が起こる 2 カ月前のお正月

に実は鳥取県も雪害で大きな被害を受けました。

この被害は人的な被害はなかったんですが、車

の中に 3 日近く閉じ込められた人たちが居まし

た、100 代以上の車が雪の中に閉じ込められる

ということがあって、民間の近隣の住民の方々

がガソリンを届けたりとか毛布を届けたり、食

べ物を届けたりということでボランティア活動

を行うというようなことがありました。停電も

かなり大規模に起きたり、雪の重みに船が沈ん

だりということが魚を捕る漁師さんの船が結構

沈んでしまったりというようなことも起きまし

た。一晩で 1 メートルぐらい積もったんですよ

ね。そういう被害も思わぬところで自然による

災害というのは起きるものだなと、あらためて

感じました。 

 さて、きょう私がお話しさせていただくのは、

阪神大震災という大きな震災がありましたが、

そこから始まる日本精神保健福祉士協会の被災

地支援もしくは平常時に行ってきた活動につい

てまずお話したいと思います。そして、東日本

大震災でどのように組織的に活動したのかにつ

いてお話をしていきたいと思います。講談では

ソーシャルワーカーとしてどのような活動がで

きたのか、もしくは、ソーシャルワーカーなら

ではの部分というのはどういうところなのかと

いうところを、私の感じたところをお話したい

と思います。そして平常時から組織的に、もし

くは個人としてどういうことが求められてくる

のかについてお話をしていきたいと思います。 

 阪神大震災についてです。1995 年 1 月 17 日

に発生しました。ちょっと写真を持ってきたん

ですが、ちょっと分かりづらいかもしれないん

ですが、長田区という所、神戸市の長田区とい

う所は、火災がかなり大規模に発生しました。

もう戦争で爆弾が落ちた後みたいな光景になっ

ております。かなり長い時間、1 週間ぐらい火

が消えなかったんじゃないかというふうに記憶

しております。この阪神大震災が起こった後、

当時は日本精神医学ソーシャルワーカー協会と

いう名前でしたが、精神科ソーシャルワーカー

の日本全国組織がボランティアセンターを設置

しております。で、ボランティアセンター設置

にあたっては特に近隣の大阪府であったり、岡

山県であったり、そういった所から手弁当で多

くの PSW が駆けつけております。その後ボラン

ティア登録を行った人たちの中から交代で 100

名以上の PSW が神戸のほうに駆けつけており

ます。 

 行った業務は保険所に居る精神保健相談員、

この相談員の補完業務ということで活動を行っ

ております。この日本精神保健福祉士協会が初

めて被災地での支援活動を行ったのはこのとき
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ということになります。私はこのとき、芦屋市

という所の保健所に派遣で 1 週間入りました。

当時は芦屋の駅までは JR が通っていたんです

ね、電車が、そこから先は皆さん線路の上を歩

いて神戸のほうに向かわなければいけなかった

んですが、その芦屋の駅を降り立ったときに、

私が現地に入ったのが 2 月の頭でした、2 月 2

日か 3 日ぐらいだったと思うんですが、駅をお

りますと 2 階建ての建物が 1 階部分がつぶれて

2 階部分が 1 階にあるというような建物がすぐ

目の前に見ることができて、それから歩いて保

健所に行く途中は、本当に言葉を失うような光

景が続いていました。ゴジラが歩いた後みたい

な感じです。一軒家がところどころつぶれてい

るんですね、がれきの山になってる。コンクリ

のマンションは立ってるんですけど、一軒家の

家がところどころがれきの山になっていて、私

は自衛隊がそのがれきは集めたんだと思ってた

んですね。寄せたんだろうと思ってたら、後で

聞きましたら、数秒で普通、家がこうなったっ

て言うんですね、全く大きなかけらがないんで

すね、全てが小さなかけらになって山になって

るんです。こう、誰かがスコップで投げたかの

ように積んであるんですが、その状態で数秒で

普通の建てた家がなったんだというふうに聞か

されて、非常に驚きました。 

 当時私が行った活動は主に保健所のほうに居

る相談の方それから、岡山県から心のケアチー

ムというチームが駆けつけていましたので、精

神科医と保健師 2 名で入っていたそのチームの

お手伝いをするというような形でした。電話番

をすることも多かったです。当時はまだ精神科

というのを標榜するというか、かなり住民の方

の抵抗感が大きかったと思います。精神科救護

所ということで保健所で活動を開始したんです

が、ほとんどいらっしゃらないんです、相談に

は。1 日に 1 人か 2 人来るかどうかという感じ

でした。主な活動は避難所にちょっと精神所に

不安定な方が居るというような情報が入ったと

きに出掛けていって様子を見に行くというよう

なところがメインな業務になっていました。私

はその 1 週間の間にほとんど活動らしい活動を

やれたような気がしなかったんですね。1 日電

話の前に座っていて、電話は 1 日 2 本しか鳴ら

ないようなところでずっと座っていたりしたこ

ともありました。で 1 週間たって、帰るときに、

ものすごい不全感をもって帰ったんですね。私

は一体何ができたんだろうということが全くよ

く分からない状態で、もやもやした状態で帰り

ました。 

 その後、東京から 10 人の PSW が阪神の震災

にボランティアとして行ったんですが、集まっ

て話をしようということで呼び掛けをしまして、

この経験を次に生かさないともったいないと思

ったんですね。次に震災があったときのための

備えをどれだけできるかということをみんなで

考えようということで、声を掛けまして、当時

は 8 名ぐらいの方が集まってくださって、いろ

んな話をしてきました。すると、私と同じよう

な思いを持ってる人が多かったんですね。行っ

ても私は役に立ったんだろうか、何ができたか

分からないという思いを抱えてる方が非常に多

かった。それをお互いに話していくうちに、だ

んだんだんだん、わだかまりが解けていったよ

うな気がします。何度もそういう話をしていく

うちにようやく、自分たちがやってきたことっ

てこういうことだったんだなっていうことが分

かって来ました。そういう話し合いをやったこ

とが、私はとても良かったなと思っているんで

すが、これは後ほどまた申し上げたいんですが、

被災地の支援に行った方のフォローは非常に重

要であるということを言いたいと思います。 

 で、話をまた戻しますが、精神保健福祉士協

会は、その後自然災害における活動を列挙して

おりますが、日本で阪神大震災の後、これだけ

多くの震災などが起きています。北海道では有
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珠山の噴火、あと、鳥取県、私の住んでるとこ

ですが、の西部地域で地震が起きました。中越

大震災は非常に大きな被害が出ています。能登、

能登半島地震ですとか、中越沖地震、と岩手、

宮城、内陸地震と年をあまり経ず大きな地震が

起きています。これらの地震の際は、各都道府

県協会、各都道府県の PSW 協会、およびその近

隣の県の支援のみで活動を行っています。全国

組織としての日本 PSW 協会、日本精神保健福祉

士協会は現地視察を行うことと募金活動を行う

こと、そのぐらいの活動にとどまっております。

これは現地との調整がうまくつかなかったりと

か、そこまでの支援の必要性がなかったという

ようなことが挙げられます。そういったその間、

私もいくつかの能登ですとか、中越沖ですとか、

そういった地震のときには、視察のほうで、現

地に入りまして、現地の都道府県協会さんの活

動のお手伝いをしたり、連絡調整などを行った

りはしてまいりました。その中で、やはり全国

の組織であることのメリット、それから地方、

その被災地の協会の支部の活動、ここがきちっ

と連携をとる必要性を強く感じてまいりました。

その辺りをまた、後ほど組織的な活動のところ

でお話をしたいと思います。 

 ここからは東日本大震災ではどのような活動

を行ってきたのかについて、お話をしていきた

いと思います。2011 年の 3 月 11 日、もうすぐ

ですが、3 月 11 日は、この日私は普通に勤務を

しておりました。午後だったんですが、東京の

ときに私が相談に乗っていた利用者さんが電話

をしてきました、私の職場に電話をかけてきて、

叫んでるんですね、「廣江さん廣江さん、冷蔵庫

が動いてます」っていうことを電話口で言って

いて何が起きたんだろうと思って、「落ち着いて、

落ち着いて、どうした、どうした」って聞いた

ら、「揺れてる、揺れてる」っていうことで、「と

にかく落ち着いて、机の下かなんかに避難して」

っていうことを言って、私はテレビをつけたら

大きな地震があったということでテレビのニュ

ースを見ることになりました。これは大変なこ

とが起きたと思いまして、日本精神保健福祉士

協会の事務局のほうと連絡を取るようにしまし

た。ただ、なかなか電話がつながらない状態が

続きまして、ようやく連絡が取れたのがその日

の夜 11 時ごろでした。ちょうど協会の会長が東

京に居て、会長が事務局に泊まっていたんです

ね。もう帰れないということで、泊まっていて、

その会長と、それから事務局長と話をしまして、

これは大変なことなので、すぐ対策本部を立ち

上げましょうということを私から申し上げまし

た。とにかく日本精神保健福祉士協会が支援に

乗り出しますという旗を立てましょうというこ

とを申し上げました。これはとても大事なこと

できちっと、われわれは支援に乗り出しますよ

ということがホームページ上でも、すぐ対策本

部立ち上げのニュースは入りました。それを見

た福島の構成員が連絡をしてきてくれています。

とてもありがたいと、ぜひうちの病院に来てほ

しいということで連絡が入っています。で、視

察に行くときにまず、この病院を目指しました。

その連絡をくれた人とは会えなかったんですが、

他の PSW と会うことができて話をして物資を

届けて、ガソリンがなかったのでガソリンを持

って行きました。そういったことをしてきてい

ます。電話もつながらなかったので、メールが

届いていてそのメールを見て、われわれもそち

らの病院へ向かった、連絡が取れなかったので、

直接向かったわけですね。そういったこともあ

りました。 

 それから、協会がすぐ始めたことは、まず情

報収集です。および構成員の安否確認。そうい

ったところをすぐ動き始めています。同時に募

金活動もすぐ体制を作っております。で、その

後、行政機関、国のほうから要請が多分来るだ

ろうという推測のもとに、ボランティアの受付

を開始しています。で、安否確認については、
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今まではその被災した県の方、県の精神保健福

祉士、PSW が電話をかけて安否確認を取ったん

ですが、今回の地震はあまりに被害が大き過ぎ

て地元の宮城県、岩手県、福島県の PSW たちは

とても身動きが取れない状態でしたので、他県

の PSW の協力をあおぎました、九州のほうから

電話をかけて、確認を取ったり、というような

こともありました。で、残念ながら、お一人、

精神保健福祉士が津波の被害に遭っていること

が後ほど分かりました。宮城県の方だったんで

すが。それから、募金のほうはずっと呼び掛け

をしまして、対策本部が解散をする 2013 年 3

月 31 日までで 705 万円ほど集まっております。

その他にさまざまな団体の助成金の申請も行い

まして、協会全体の東日本大震災支援にかかる

活動資金については、2800 万円が集まりました。

主に現地の県協会さんにそのお金を配布したり、

支援に行かれる方のさまざまな費用に充当した

りしております。そして協会のほうでホームペ

ージ、それからメールですね、メーリングリス

ト等を活用して、さまざまな情報を発信してお

ります。現地の視察につきましては、3 月 23 日

から 7 回行っております。福間県、宮城県、岩

手県、各所、私と事務局の常務理事この 2 名で

各地に行って、調整を行いました。その中で、

福島県の南相馬市、宮城県の東松島市、この両

市は精神保健福祉関係の支援が全く入っていな

いということで、協会にぜひ来てほしいという

オファーがありました。で、この二つの市に、

継続して、協会が支援に入るということになり

ます。この他には、石巻市に支援に入っていた、

東北大学のチームにコ・メディカルスタッフと

して 10 名の方が支援に入っていることがあり

ます。 

 会長、副会長、事務局長による、災害対策本

部会議をこの間 7 回開催して、いろいろな方針

を決めて進めていきました。平成 24 年度、平成

24 年の 4 月からは、東日本大震災災害復興支援

本部ということで、対策本部は解散し、復興支

援本部を立ち上げて現在に至っております。こ

こに挙げたのが先ほど申し上げたところです。

いわき市のコーディネーターはこれは 1 人の方

が、いわき市の心のケアチームのコーディネー

ター役を買って出ていただきまして、3 カ月ぐ

らい活動をしていただいております。あとは複

数の人間が入っております。 

 時間の関係で私が主に担当しました、南相馬

市の説明を中心にさせていただきたいと思いま

す。資料をめくっていただいて、南相馬の丸が

二つ付いた地図があると思うんですが、こちら

は、ご存じのように原発の被害による、立ち入

り禁止の区域が設定されていました。上の緑の

部分ですが、この南相馬市の中で市が 3 分割さ

れていまして、下の丸は立ち入りが完全に禁止

されている区域です。そして上の丸は、緊急時

にはすぐ避難していただきますよという地域で

す。今回支援に入ったこの南相馬市の中心地、

市役所などがある中心地はこの緊急時避難区域

といわれるエリアに入っています。実は福島県

の大学のほうから、この上の相馬市の支援に入

ってほしいということで現地に調整に入ったん

ですが、保険所のほうで実は南相馬にはどこも

入っていないんだということで、メンタルヘル

スのことをやってくださるところがどこも入っ

ていないと。なぜかといいますと、都道府県か

ら心のケアチームというのが派遣をされている

んですが、その現地に、本当は南相馬市に入る

はずだったチームが、緊急時避難区域っていう

エリアに、そのチーム派遣することをストップ

をかけたんですね、ストップがかかったせいで、

そのチームは相馬市に入ってしまったんです。

相馬市のほうは、それによって、心のケアチー

ムが多く入り過ぎてしまった。一つの避難所に

何チームも心のケアチームが入って、何か回っ

ているというような状態が起きてしまいました。

ですが、こちらには 1 チームも入ってない状態



90 

がずっと続きます。私どもは精神保健福祉士 2

名のチームで、市の保健相談センターの保健師

の元で活動を開始します。 

 南相馬市は 7 万人の人口の市でしたが、原発

の影響でわれわれが支援に入ったときは 1 万人

くらいまで人口が減っていました。みな他県の

ほうに、群馬県ですとか新潟県、もしくは福島

市などのほうに避難をされてました。私が、最

初の第 1 チーム目のときにも入ってるんですが、

お店も全く開いてない状態、町中は人が全く歩

いてない状態でした。特に子どもの姿は全く見

られない状態でした。現地との調整を受けて、

われわれが支援に入ったわけですが、まず 2 名

を一組として 1 週間交代で活動を行うというこ

とを決めました、これは阪神大震災の経験から

も単独での活動は身体的な疲労もさることなが

ら精神的なストレスも非常に大きいということ

が分かっていました。それから 1 人で活動中に

また地震などが再び起きたりするときの危険性

も考え、必ず 2 人で行動するような体制をとり

ました。で、1 週間交代で支援活動を行ってお

ります。で協会のほうが宿泊先、レンタカー、

専用の携帯電話、パソコンなどを確保しまして、

なるべく被災地に負担とならないような活動を

心がけました。市の保健師の元で、どんなこと

でもやりますということでお伝えして、言われ

る活動をずっと行っています。時にはメンタル

ヘルスとは関係ないような仕事が入ってくるこ

ともあります。主に行ったのは、避難所におけ

る相談業務、各避難所を回ってそこの責任者か

ら、ちょっと精神的に問題がある方の情報を得

て、その方と面談をしたりしてきました。メン

タルヘルスだけではなく例えば難聴の方ですと

か、難病の方、そういった方の相談や面談など

も行ったりしています。時には新たな避難所が

開設されるときにそこに入る方の一般的な健康

相談なども行っております。 

 時期がだいぶたって、1 カ月、2 カ月たってく

ると支援の中身も変わってきます。2 カ月、3

カ月目くらいになってきますと、避難所に居る

方が少なくなってきます。ご自宅に戻る方、そ

れから、仮設住宅に入る方が多くなってきます。

それに伴ってご自宅もしくは仮設住宅の訪問な

どが業務として入って来ます。一番支援側とし

て、精神的に重かったというか、大変だった仕

事は、津波で家族を亡くされた方に対する面接、

を行っています。訪問にて、ずっと行っていま

す。これは自殺のリスクが高い方ということで

そういう訪問を行っています。このときに訪問

に入った PSW はかなり、自身も精神的につらい

思いをしたというふうに言っていました。 

 そして、現地との調整を行っていきまして、

いったん、5 月の末までをめどに活動を開始し

たんですが、延長してほしいということで、8

月まで延長します。で、また、現地と話をして、

もう少し伸ばしてほしいということで、再び 10

月末まで活動を延長しております。最終的には

福島県の PSW が活動することが可能になって

きたということで、現地の PSW の活動にゆだね

まして、10 月末をもって南相馬での活動を終え

ています。後ほど福島県の南相馬市の保健師さ

んと何度かお会いをして、お話をしていたとこ

ろ、非常に活動はありがたかった。助かったと。

特に急に居なくなるのではなくて、何度も話し

合いをして、われわれが動けるようになってき

たところで居なくなってくださったので非常に

助かったと。他のチームは特に都道府県の心の

ケアチーム、自治体が派遣してるチームは、大

抵自治体の都合で活動が終わります。もうこれ

以上人員が出せないよという辺りでぱたっと活

動を都道府県のほうで止めてしまうんですね。

そこが違ったところで、われわれの活動はとて

も評価をしていただきました。こちらに数字を

上げてありますが、避難所の面接、訪問、電話

相談、その他、さまざまな活動を、のべ 69 名の

PSW が行っております。時には、市の災害対策
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本部に詰めている職員さんが非常に精神的に疲

労しているというようなことがありましたので、

そういった市の職員さんにメンタルケアという

ことで話を伺ったりというようなこともありま

したし、市の病院の看護師さんが非常に疲弊し

ているという情報があって、そのナースの面接

を行ったりというようなこともあります。時に

は、避難所に居る、精神障害者の方の通院に、

誰もついて行けないので行ってほしいというの

で通院に連れて行くというような活動もありま

した。中には避難所でお風呂に入らないと、こ

の人ちょっとお風呂に入らないということで、

困っているケースがあって、統合失調症の方だ

ったんですが、その方と、われわれの継続した

関わりで 1 週間ごとにずっと関わっていくんで

すが、その人がお風呂に入って外を散歩に出掛

けるようになるまでずっと継続した活動を続け

た例もありました。私もその方と一緒にお風呂

に入ったりしたんですが、後々でご本人がおっ

しゃってたのが、「こんな自分と一緒にお風呂に

入ってくれる人が居た」っていうことを、すご

くありがたいというふうにご本人がおっしゃっ

てたそうです。実はその方はご自宅に住んでい

たときから全くお風呂にも入らない状態、夏で

も冬と同じような上着を着たまま、汗だくでず

っと過ごされている。そういう病気の症状でそ

ういうことを普段からしていたので有名な方だ

ったそうです。そのような活動もありました。 

 ちょっとここで写真を皆さんに見ていただき

たいと思って、持ってきました。どれだけの規

模の地震だったのかということ、津波だったの

かということ、ニュースなどでもうご覧になっ

ているとは思うんですが、実際に現地で撮った

写真です。これは岩手県の陸前高田市です。こ

の写真は実は海から多分 7～8 キロは行ってる

ところだと思います。全く海が見えない辺りで

す。川を津波がさかのぼって、平地で建ってい

た家の木材をここまで押し上げているんです。

相当な山のほうでした、これは。これもそうで

す。まだまだ海は全然遠くな所で、こんな状態

が国道沿いに景色がありました。こちらは線路

がその先がなくなっている状態です。これは海

の近くにある団地なんですが、5 階建てで 4 階

まで津波が来たわけです。この車でここ通り過

ぎますと、真横から見ると向こう側が全て見え

ます。こちら側が入り口なんですが、ドア、そ

れから奥のガラス窓など一切なくなっていて、

全て向こうが見渡せるような感じになっていま

す。この 5 階だけが水が来なかったですね。こ

こまで高さが、津波があったということです。

道路などはバイパスもこういう状態でした。今

回行ってすごかったのが道路を復興させるのが

今回ものすごい勢いで復興が進みました。これ

は今回の東日本では道路が早く復旧したおかげ

でいろんなものが、インフラ整備なども進みま

したので、相当頑張ったなあと思います。国土

交通省さんでしょうかね。これは海沿いの野球

場なんですが、野球場がもう田んぼのようにな

っています。これは気仙沼市の写真です。運河

の横にあるこれは老人保健施設なんですが、1

階部分がつぶれています。こういうお年寄りの

施設でお勤めになっていた方たちには非常にシ

ビアな状況があったと聞いています。ここの、

ちょうどここにお勤めだった方のごきょうだい

から話を聞いたんですが、2 階まで水が来て、3

階までなんとか連れて上がろうと、お年寄りを

抱えて上がろうとするんだけども、お年寄りが

自分の両脇を流れていくそういう状況だったそ

うです。また、ある地域では車いすを押して山

のほうに避難をしてる最中に津波がきてしまっ

てお年寄りに「お前は逃げろ」というふうに言

われて、逃げなければいけなくなった。で、逃

げてしまった自分、自分だけ助かってしまった

という罪の意識に苛まれている福祉職員が今回

非常に多く居るということは事実です。 

 これは南相馬市です。われわれが活動した南
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相馬市の中心街は海からずいぶん離れていまし

て、海沿いのほうの景色がこういう感じになっ

ています。これは国道沿いでこの辺が海です。

海から相当なところで船が道沿いに落ちていた

りします。で、この辺もただの野っ原に見えま

すが、この辺もずっと住宅が建っていた地域で

す。この辺もそうです。活動風景ですが、2 人

体制でこのように 2 人で活動に入っています。

ホテルを確保して、パソコン、プリンター、そ

れからこれは血圧計と体温計、毎朝必ず血圧と

体温を測ってバイタルチェックなどを行って、

報告をしてもらうようにしてました。それから

線量計、放射能の被爆を計測する小さな体温計

ほどの大きさのものがあるんですが、それもお

借りして、その数値も記録をしてもらうように

しておりました。支援に入る人自身の健康をし

っかり守っていかないときちっとした支援がで

きないということでそのような体制を作ってい

ます。 

 日本 PSW 協会と書いた腕章をつけて活動し

ました。レンタカーを 1 台すっと借り切って、

現地の移動に使っています。で、まだ自衛隊が

いっぱい活動してるような状況で、立ち入り禁

止区域からなかなか出ていかない人、逃げよう

としない人が居たりして、そういう人たちに医

療的なケアをするために自衛隊のこういう車が

使われていました。避難所もかなり差があって

ですね、これは体育館です。小学校の体育館が

避難所になってるところ、これは地域の福祉セ

ンターが避難所になっているところ。寒かった

んですけれども、ここの地域の福祉センターは

床暖房が入ってるんです。とても暖かい避難所

でした、小学校の体育館は床ですし、非常に寒

い所でした。体育館の中にこういう診察室が、

ボランティアが来て作っていった体育館などが

ありました。あとは、これは仮設住宅です。朝

のミーティング風景です。こういう形で一般医

療チームとメンタルヘルスチームはわれわれだ

けですので、メンタルヘルスのチーム、地元の

保健員さんたちとで合同でミーティングを行い

ます。一般の医療チームは長崎県から来ている

チームが主に担っていました。 

 今回原発の関係もあって、放射能の診療科を

持っている長崎大学、広島大学、その原爆の後

の治療を行っている二つの県からは福島県のほ

うにチームが入っていました。それ以外の県か

らはあまり派遣が、あったんですがかなり遅か

ったです。その広島と長崎は非常に早く入って

います。あと、歯医者さんのチーム、歯科衛生

士のチームとか、理学療法士のチームとかそう

いったチームも入っていました。で、われわれ

もこのビブスをあったほうが分かりやすいだろ

うということで用意したんですが、これはいい

面と悪い面があって、こういうビブスを来てる

人がまた来るから、何かあったら遠慮なく言っ

てくださいっていうふうなことが言いやすいの

で使っていた時期もあるんですが、あの人たち

は、精神的におかしい人たちを支援する人たち

だ、みたいなうわさが出てしまうと逆効果が起

きて、誰も相談しなくなってしまうというよう

なこともある、やりづらい時期もありました。

なので、そのとき、そのときに応じて、腕章だ

けで行ったり、これを付けていったり、何も付

けないで行ったり、というふうに使い分けをし

ていました。これがお風呂が、中学校の避難所

にボランティアさんが作ったお風呂、まきのお

風呂です。先ほどのお話のお風呂、一緒に入っ

たというのはここのお風呂にその方と一緒に入

りました。 

 それから、南相馬の支援で感じたことについ

てちょっとお話をします。時間が、まだいいで

すかね？ あと何分ぐらい？ 15 分ぐらい。は

い。 

 ちょっとじゃあ、飛ばしていきます。避難所

在宅での支援、これは避難所での支援というの

は、大勢が一つのフロアにいっぱい居るような
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所です。そこでの支援と、やはり在宅に向かっ

ていくときの支援は雰囲気も違いますし、必要

とされるスキルも多少違いがあったと思います。

避難所ですと、この方の所に行ってほしいとい

うようなことを責任者から言われるんですが、

お会いできないことも結構あって、空振りで帰

ることもあるんですが、あと、やはり周りの人

が聞こえるような所ですのであまり、深い話し

がしづらかったりというようなことはありまし

た。在宅になると今度は、じっくりとお話が聞

けるので、回るのにずいぶん時間がかかってし

まったり。1 軒 1 時間とか 1 時間半とか、かか

ることもあって、あまり多くの家を回れなかっ

たりというようなことも起きたりしていました。

忘れてはいけないのが現地ではわれわれに指示

を出してくれた保健師の皆さん、ご自身も被災

をされています。ご自宅が津波で流されたり、

ご家族を亡くされたりしている方も居ました。

そういうことは普段全くおっしゃらないで活動

を粛々と行われていました。そんな方でもとき

どきですね、私がお話お伺いしたのは避難所の

責任者をやってらっしゃった看護師さん、市立

病院の婦長をされてる方でした。その方は普段

別になんてことないんですけど、ちょっとした

ときに私のほうに話し掛けてきて、「実は私も家

が流されてるのよね」と、で、まあこんな感じ

で、とっても今本当はしんどいのよ、で、アパ

ートを借りて他の看護師さんと 2 人で住んで、

家族は離れた所に避難させて自分だけ残ってる

というお話でした。その方の話を 10 分から 15

分ぐらい話を伺いました。で、最後に言われた

のが、これみんなに言えないのよ。だから一緒

に頑張ってる仲間同士ではそういうことは、や

っぱり弱音は言えないと。なので、外から来た

人間だから言えるってことがあるんだと、聞い

てもらえることがあるんだというお話をそこで

聞きました。 

 それから、全国から集まった仲間と共に支援

を行ったんですが、そういう仲間と一緒に活動

することが非常に、ソーシャルワーカーとして

のうれしいことでもありますし、刺激を受ける

1 週間にもなりました。面接の仕方であったり

話の聞き方であったり連絡調整の取り方であっ

たり、2 人で入っていますので、他の方の仕事

ぶりを見るいい機会にもなったと思います。そ

して、メーリングリスト等で支援に入った人た

ちの情報交換であったり、活動終わった方への

フォローであったり、これから行かれる方への

情報提供であったり、そういった連絡調整も行

ってまいりました。今でもそのメーリングリス

トは動いていて、ときどき情報交換などをして

おります。 

 これは全国からどんな人が人数が来たのかと

いうグラフになっています。組織的な活動を行

ったときの、気を付けることを上げたんですが、

絵がありますけれども、これは、今回とても気

を付けたところで、派遣の日程を組むのに、2

人の体制なので 2 本のラインを考えたんですね。

一つのラインで A さん B さんがこういう日程で

入ります。もう一方のラインでは C さん、D さ

ん、E さんがこういう日程で入ります。なので、

2 本のラインが同じ日程で始まって同じ日程で

終わるということのないように気を配って派遣

をしています。これは、どうしてかというと、

これによって現地の人からの、申し送りなどを

受けないで済む体制を作ったわけです。同じ日

程で 2 人が来て 2 人が同じ日程で帰ってしまう

と、現地の人から次に来る人が話を聞いて活動

に入らなければいけなくなります。なので、チ

ーム内で常に新しい人に申し送りがチーム内で

できるような体制を組んだわけです。これによ

って現地の保健師さんから、新しい人に対する

情報提供だったりレクチャーなどは不要となり

ました。今回長崎県のチームなどは結構入って

たんですが、同じに日に来て同じ日に帰ってい

きました。月曜日に入って、土曜日に帰るとい
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う活動を続けていたんですが、やはり月曜日に

いらっしゃったときに 1 時間程度保健師さんが

話をしなければいけなかった。そういうことが

ないように協会からの派遣ではこういう体制を

取ることにしました。これも後で地元の保健師

さんからは非常に評価をされた点です。 

 ここからは復興支援活動のお話をしたいと思

います。対策本部の活動が終わった後、復興支

援本部というのを立ち上げております。復興支

援本部は東北地方 5 県の県の支部長さんに集ま

っていただいて、あと、何人かプラスして体制

を組まれています。現地からの情報を発信する

ということ、それから引き続き募金を集めてい

くということ、必要に応じてまた支援を行うと

いうこと、それらを柱に活動をしております。

まだ、当初 2 カ月にわたって現地の支援活動を

また再開をして行ったりもしています。ソーシ

ャルワーカーの視点というところなんですが、

派遣される PSW は非常に不安を持っています。

現地に入る前に。私もそうでしたが、一体何が

できるんだろうかと、ドクターはいろいろ体の

ことを見ることもできるので、そういう話から

入ることもできる。ナースも同じように血圧測

りましょう、体温測りましょう、そういうとこ

ろから入っていける。じゃあソーシャルワーカ

ーは一体何をすればいいんだろう、何ができる

んだろう。ということが非常に皆さん不安に思

います。今回協会では精神保健福祉士のみの派

遣活動を行いましたが、メンタルヘルスの専門

性だけではなく、多様で柔軟性のある活動を行

ったということが現地から非常に評価を受けま

した。ここがソーシャルワーカーの独自の活動

のできる部分ではないかというふうに思います。

もちろん一般のボランティアさんも、何でもし

ますというふうに来るんですが、そこと違うの

はまず専門性があるということ、その部分はし

っかりとやりつつ、それ以外の避難者の生活を

見る視点、これを持っているというところ、こ

の人が避難所から自宅に戻られたらどうなるの

か、仮設住宅に入ったらどうなるのか、そうい

った部分もしくは仮設住宅に移って、しばらく

たったこの方たちの生活はどうなのか、そうい

ったことまで思いをはせてご本人と接すること

ができるというところ、ここはお医者さんやナ

ースはあまり得意ではないところだと思います。 

 それから、チームで動く場合。お医者さんや

ナースと一緒に心のケアチームで動くという場

合があります。こういう場合の違いというのも

やはりあると思います。ここに比較した表を付

けてみました、かなり独断と偏見に満ちた表な

のであまり、お医者さんには見られたくない表

なんですが、やはり避難されている方との接し

方について考えるとお医者さんは診察室で診察

をするのには慣れてます。ですが、避難所のよ

うな場所での診察には慣れてないです。それに

非常に戸惑っているお医者さんを見たこともあ

ります。それから、日本の医療の問題でもある

んですが、3 分診療、長くて 10 分の診療しかお

医者さんはしないことが多いんです。そういう

診察には慣れてるんですが、腰を据えてじっく

りその人の話を聞くというところはお医者さん

はそんなに慣れていないと、もちろんそういう

のが得意なお医者さんもいらっしゃいます。た

だ、当然なんですが、急性期の方のトリアージ

をしなければいけないもしくは、診断、もしく

は急な判断をすぐくださなければいけないとい

うようなことには当然慣れていらっしゃるので、

そういったところで力を発揮していただけると

思います。精神保健福祉士は逆に言うと、急性

期のトリアージとか、診断、判断、そういった

ものを迫られるようなことにはあまり慣れてい

ません。ですが、じっくり話を聞くというよう

なことだったり、生活場面面接といわれるよう

なちょっとした診察室ではない場面での面接に

は慣れてるというところがストレングスになっ

てくると思います。あと、精神科医や看護師の
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方たちは専門のことはしっかりやるんですけど、

それ以外のことはあまりしないです。こういう

ことをやるようにと言われてきたこと以外のこ

とはあまりやらないです。われわれはその人の

生活上必要なことはどんなことでもやりましょ

うというようなスタンスで入るので、そこはず

いぶん違ってくると思います。あと、これは現

地の人から聞いた話ですが、やはりお医者さん

が来ると非常にその人はとても優しいお医者さ

んであっても、お医者さんが来るということだ

けで、非常に権威を感じてしまう。受け手のほ

うも、大切に扱わなきゃいけないみたいな思い

になってしまう。で、仕事がなくってぼーっと

させてしまってはいけないんじゃないか、何か

この人に仕事を与えなければいけないんじゃな

いか、というような思いになってしまう。そう

いうことに精神的な負担を感じたり、もしくは

仕事を作ることに時間を使ってしまったりとい

うようなことがあります。今回われわれは精神

保健福祉士として入ったときに、当初は、この

人たち何ができるんだろうということで、ちょ

っと戸惑われていたようなんですが、非常にフ

ットワークが軽いので、何でもやってくれると

いうことで非常に使いやすかったと、頼みやす

かったというふうに言われております。 

 時間がだいぶなくなりましたので、平常時か

らの活動についてお話をして終わりたいと思い

ます。平常時からの活動は、日本精神保健福祉

士協会としては 2007 年に災害支援の検討委員

会というのを設置しております。ここで災害支

援ガイドラインというのを作成を始めています。

内容としましては、協会が行う災害支援の体制

についてをしっかり平常時から定めておくこと、

それから災害時に精神保健福祉士が行う活動、

どういう活動を行うのか、その例をまとめて冊

子にしております。その活動例は行政に居る

PSW、医療機関に居る PSW、作業所などに居る

PSW、グループホームなどの居住施設に居る

PSW と、あと、相談支援、そういったところに

分けて発災から復興までの活動例をまとめてお

ります。このガイドラインはホームページ上で

全てダウンロードできるようになっています。

こういう形でまとめられているわけです。これ

はまた後でゆっくり見ていただければと思いま

すが、災害が起きたときに協会はまず何を行う

のかということが規定されております。今回の

東日本もこれに沿って組織を動かしていったと

いうものになっています。 

 それから活動例がこちらになります。行政と、

医療機関などが発災から何日目までどういうこ

とをやる。1 カ月目まではどういうことをやる

ということが例として上げられています。今、

行っている平常時の活動としては、このガイド

ラインに沿って進めているわけですが、各都道

府県に災害対策委員の配置を進めています。こ

れは、ほぼ全ての都道府県で配置がほぼ終わっ

ております。この委員は自分のエリアで災害が

起きたときに情報を発信する役目、それから現

地で組織化を図る、そういった役目を持ってい

ます。この全国の委員がメーリングリストで全

て意見をやりとりできるようになっています。

それから各都道府県で自分たちの地域の実情に

合わせた災害支援計画を各支部が作っていただ

いています。それと、研修の実施です。基礎編

という研修とその次のアドバンス編と 2 種類の

研修を開発して、実施しております。現在は全

国での研修の開催はちょっと少なめになってい

まして、各支部単位で研修を開催していただい

ています。同時にガイドラインの改訂作業も現

在行っています。この辺はちょっと飛ばします。 

 研修でどんなことをやってるのかというとこ

ろの部分ですが、特に個人ではしっかり対応し

ていくにはまず自分がけがをしないということ

から入ってほしいということを研修ではお伝え

しています。シミュレーションでグループワー

クをやるんですが、自分が寝ているところに地
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震が起きても自分がけがしないでいられるよう

な工夫を既にやってほしいと、常にそういう姿

勢を取ってほしいというようなことはお願いし

てます。これは自分がけがをしてしまうと、自

分が支援できなくなるだけではなくて、支援を

受けなければいけない側になってしまうので、

支援する人が 2 人マイナスになってしまうとい

うことです。こういうことにならないために、

自分そして家族が安全でいられるように自宅を

きちんと整えてほしいということをまずはお願

いをしてます。それから実際に地震が起きたと

きに職場がどうなっているのか、職場まで向か

う道がどうなっているのか、そういったことも

シミュレーションで考えていただいたりもして

います。 

 アドバンス編では、避難所を立ち上げるとこ

ろをロールプレイなどを行って、実際に練習し

てみるというようなことも行っています。この

研修での中ではこういうことをお伝えしていま

す。今、精神保健福祉士は国のほうで規定する

メンタルヘルスチーム、まあ規定というか、国

のほうで考えている心のケアチームというとこ

ろに明確に位置づけられています。それは阪神

大震災のときにはなかったことで、国家資格化

を経て、徐々に認知をされて、今回ははっきり

とチームの一員としては精神保健福祉士だとい

うことが位置づけられております。そして、被

災地において、1 年たったところでどんな人材

が、自治体に欲しいですか？ というふうなア

ンケートを採ったところ心のケアの部分につい

ては、とにかく精神保健福祉士に来てほしいと

いうアンケート結果が一番の多かったというふ

うに聞いております。それだけ社会的な要請が

高いということもありますので、普段から必要

な備えをしておく必要があると。そして自分と

いうところからスタートして、家族、そして近

隣、職場、地域、そして全国という形で、さま

ざまなステージでの災害への備えを考えてほし

いということをお伝えしています。 

 実際に被災地で行う支援は普段の業務の延長

線上にあるので、当然ソーシャルワーカーとし

てのスキルアップを図るということが災害時に

できることを増やしていくということにもなり

ます。そしてこれはよく言うことなんですが、

もしわれわれが被災を受けたときに普段できて

いるネットワークは動くんですが、被災した後

に新たにネットワークを作ろうと思ってもそれ

はなかなか難しいということです。常に普段か

らきちんとできるネットワークを作っておくこ

と、連携をしておくこと、それが大事である。

そして最近の流れとして、協会もしくは都道府

県協会、組織が行政、自治体と協定を結ぶとい

う動きが出てきています。今のところ私が把握

してるだけで 3 県あります。広島県と鳥取県と

岩手県で、それぞれの精神保健福祉士協会、県

単位の協会と県が協定を結んでいます。災害が

もし起きたときには人材を派遣してほしいとい

うことでの協定になっています。これはまた中

身は見ておいていただければと思います。 

 あと、課題については、全国で研修を行って

いるんですが、そういった研修受講者の登録を

どうしていくかという問題が今あります。それ

から、他団体や公的機関との連携、これは協定

なども含めて、どういう団体と連携していくの

か、それから災害対策委員はどういうふうに研

さんしていくのか。徐々に意識は薄れていきま

す。もう既に東日本大震災直後のような興味を

持つ人はすごく減っています、研修を受講する

人の数も極端に減ってきています。こういった

状況をどういうふうに意識喚起をしていくのか

ということが今後の課題だと思われます。 

 すみません、だいぶ時間が過ぎてしまいまし

たが、これで私の話を終わりにしたいと思いま

す。ご静聴ありがとうございました。 

 

古屋 はい、ありがとうございました、ご自身
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の震災地に赴かれた体験の話を踏まえてそこで

の教訓をどのように生かし、さらにその専門職

の職能団体としての全国組織の中でそれをどの

ように組織化していくかというようなお話を示

していただきました。実際にそのソーシャルワ

ーカーの支援業務としていわば、被災された

方々の生活に関わること、全てに取り組むとそ

ういった形での対応で柔軟な取り組みを展開さ

れてきたということが実際にそれぞれの現地で

評価をされてソーシャルワーカーとして取り組

む、そういったことの方向付けがなされている

ということですね。特に医療チーム、メディカ

ルスタッフとソーシャルワーカーの取り組み姿

勢の違い、あるいは弱みと強み、そういったこ

とも示していただきましたし、あと、災害が起

きてからの取り組みということだけではなくて、

平常時からどのような全国組織としての取り組

みを現在も取り組んでいるかということを示し

ていただきました。お時間は限られております

が、少しご質問などいただいて、お答えいただ

ければと思いますが、いかがでしょうか？ ど

なたからでも。いかがですか？ 

 はい、お願い致します。 

 

藤岡 また、この後詳しくディスカッションで

きればと思うんですけども、かなり研修の内容

とかも非常に具体的なものになってきてるし、

それから、ガイドライン的なものもかなり出来

上がってるということで、これからソーシャル

ワーカーを育てる要請コースの中でこういうふ

うなプログラムを使っている、そういう大学、

日本における大学とか、あるいは、先生ご自身

がどこかの大学で招へいされてレクチャーをし

たりってそういうことがあればちょっとお聞き

できればと思います。 

 

廣江 はい、ありがとうございます。今のとこ

ろ教育という意味合いでは日本精神保健福祉士

協会の基幹研修というのがあるんですが、資格

を取った後に研さんを積んでいくような研修の、

そのテキストが昨年更新されたんですが、その

更新時には災害支援についての新たな項目を設

けてテキストが完成しています、それ以外では、

今のところ私が大学に呼ばれて話をするという

ことは残念ながらないです。各都道府県協会、

精神保健福祉士の都道府県協会さんからは各地

からお声がかかって講師をすることは、多分私

だけでも 8 カ所か、9 カ所くらいで今やってい

ます。 

 

藤岡 ありがとうございます。 

 

古屋 少し、学校教育場面との連携ということ

ですね、そういった実際に活動されている専門

職とそれを要請する学校側との連携というもの

もやっぱり視野に入れていく必要があるだろう

という、そういう提起だと思いますが。他にい

かがでしょうか、ご質問あれば。 

 はい、お願い致します。 

 

フィグリー この、ブレークの後にもディスカ

ッションを続けるというふうに思っております

けれども、私が特に興味を持っておりますのが、

先ほどどういうふうにご自身が影響を受けたの

か、経験によってどんな影響を受けたのかとい

うことが大変興味深いというふうに思います。

PSW の方で亡くなった方がいらっしゃるとい

うふうに聞いております。それから本当にスト

レスがあった、コンサルテーション、とっても

悲しんでる方々に対しての相談をするのは大変

だったというふうに思います。ですけれどもこ

の PSW の方々の準備をどういうふうにしてこ

ういったものに耐えようと、この耐えるために

どんな研修をして、どういうふうにして準備を

しているんでしょうか？ 
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古屋 支援者側がそのようなかなり厳しい状

況の中で現地のスタッフも支援しながら、ある

いは自分たち自身がやはり傷つきながらそうい

った支えていく、そういった原動力になってい

るのは何か？ というようなそういったご質問

と私は理解しましたが、あるいはそこでの工夫

であるとか。 

 

廣江 やはり、被災地で、支援を行うというこ

とは、多くの精神保健福祉士が駆けつけたいと

いう思いを持っていたと思います。その中で実

際にかつて、ご自身が被災した経験のある方も

いらっしゃいますし、阪神などで支援を行った

経験などを持っている方、そういった方が今回

も活動されてるという方がいらっしゃいます。

もちろんそれだけではなくて、何か力になれる

ことがあれば自分はやりたいというふうに思わ

れる方が多く居たということだと思います。あ

とは実際にこのような厳しい状況で支援を行う

と言うことについては、なかなか想像はしてな

かった方も多かったというふうに思います。実

際に行ってみて、あ、しんどいなと、厳しいな

というふうに体験された方も多く居らっしゃっ

たんじゃないかなと思います。その辺りをなる

べく研修を行って、事前にどのくらいのシビア

な状況があるのか、そういう経験するようなこ

ともあるんだということをお伝えしていくこと

も研修で行う必要があるというふうに思ってい

ます。 

 

古屋 支援者を支援していく、そこでのまた厳

しさってのがたくさんまたあると思うんですが、

具体的な場面でこう支援者に対する支援という

ことでご自身が体験されたところで、こういっ

た取り組みが必要なんだというようなものがあ

ればそれもお話しいただけると。 

 

廣江 今回の東日本の震災においては、現地で

活動する方と私がホットラインというか携帯電

話を持っていまして、私ともう 1 人、2 人の携

帯電話にいつでも相談していいですよと、何か

あったときにはすぐ連絡をくださいという体制

を取りました。それから 1 週間の活動を行って

いる間に何度かこちらからも声がけをして、何

か困ってることはないか、しんどい思いをして

ないか、というようなことで連絡を取るように

しています。ご本人のほうからは、毎日活動に

ついて報告を上げていただくようになっていま

して、その日のうちに 2 人でディスカッション

をして、話をしたことをまとめてメールで送っ

ていただくということをやっていましたので、

その中で 2 人というのが非常に大きな意味があ

ったと思います。 

 その中で、報告を受けて、かなりシビアな内

容のときは、こちらから連絡を取るようにした

りということをやってきました。 

 

古屋 支援者に対する支援体制をやはり組ん

でいたということだと思います。あ、お手を挙

げられておられました。 

 

山口 外国の方も居るんで、その定期的な問題

なんですけども、精神保健福祉士っていうのは

その、社会福祉ソーシャルワーカーの中で特に

精神障害や保健分野を特に学んだソーシャルワ

ーカーの資格ということでよろしいわけです

ね？ それからその、その分野だから基本的に

日本では、いわゆる医療関係のソーシャルワー

カー、医師との調整やその患者、特にそういう

ふうに精神障害等があって医療に関わったり福

祉に関わる人たちを対象とする、クライアント

にする活動が多いっていうことと、それからも

う一つそういうメンタルな部分に関わるんです

けど、臨床心理士とはまた違うわけ？ ちょっ

とその辺ざっくりでいいんで、説明していただ

けると外国のお客さまが分かるかと。 
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廣江 厳密に説明するのは難しい部分もある

と思うんですが、というのはこれはアメリカな

んかでもそうですけど、カウンセリングをやっ

てお金をもらっているような精神保健福祉士も

居ます。開業してるような人も居るので、厳密

に分けにくいんですけども、精神保健福祉士は

主に、精神科の病院、そして、地域の施設、福

祉施設において、ソーシャルワークを行うとい

うところがメインの中心的な活動になっていま

す。臨床心理士の人は主に精神科の病院で心理

テストを行ったり、カウンセリングを行ったり

すると、全てがそうとは言いませんが、面接室

での面接を行うことに長けているだろうなと思

います。あとは、開業されてる方などもそうで

すが、一対一の面接を主に担ってカウンセリン

グとして心理的な側面を深く見ていくというと

ころが臨床心理士の仕事としては中心的な部分。

一方ソーシャルワーカーは心理的なところを掘

り下げていくのではなくて、社会的な部分での

生活を支えていくところ、そこに中心的に視点

をおいて活動していくというところで、どちら

かというと、面接室外の活動がかなり多い仕事

かなと思います。 

 

ルナ そうですね、まあこの二つの間にはくっ

きり分かれているわけではなく、曖昧な、同じ

ところも違うところもあるというふうに思いま

すけれども、とにかく回復をしてもらう、心理

的にも、それから回復をしてもらうということ

だと思います。フィリピンでは精神科というこ

とになりますと、これは医師、精神科医という

お医者さんの部分になります。ですので、精神

科の医師のみが薬を処方するという権限を持っ

ています。ですけれども臨床ソーシャルワーク、

あるいは、臨床心理士というのは、薬を照合す

る権限を持っていません。ですから処方をする

とこれはもう不法行為ということになります。

ですけれども精神科医というのは医師ですので、

薬を処方することができます。ですので私たち

は精神保健福祉士というふうには言っていませ

ん。臨床心理士というふうに言っていますけど

私たちは精神保健という言葉を使ってないんで

す。それぞれの国によって法律っていうのは違

ってると思いますので、この区別も違ってると

思います。私のコメントです。 

 

古屋 ありがとうございます。精神科の医師、

Psychaiatristと、臨床心理士、Clinical psychologist

は、やはり日本では違います。そこは医学的な

薬物療法等を含めてそういった医学的な処置が

行える行えないというのはやはりはっきり区別

がありますし、それらとまた別に精神科の領域

では独自のソーシャルワーカー資格があるとい

うふうにご理解いただければというふうに思い

ます。 

 

古屋 ・・・とそれではお時間が少し超過して

おりますので、この講演のセッションはこれで

終えたいと思います。どうも廣江先生ありがと

うございました。 

  

 

野口 それでは定刻になりましたので、午後の

後半は社会事業研究所准教授の贄川信幸先生の

進行で円卓会議を行います。贄川先生よろしく

お願い致します。 

 

 

贄川 信幸 准教授 



100 

贄川 社会事業研究所の贄川です。よろしくお

願いします。午後の後半のこの時間は廣江さん

に日本の精神保健福祉士協会の取り組みについ

てご発言いただきましたけれども、その内容も

踏まえてさらに掘り下げていければと思ってい

ます。それで、皆さんから廣江さんのご報告、

あるいはきょうの午前中ですとか、昨日の内容

も踏まえて自由にディスカッションいただくの

もいいかなと思っているのですが、昨日から先

ほどまでの内容を踏まえていくつか私なりにま

とめてみた論点をお示しして、それを踏まえた

上で皆さんにもいろいろご議論いただければと

思っております。 

 まず、廣江さんに先ほどお話しいただいた内

容は、精神保健福祉士協会という精神保健福祉

士の全国組織が、どう被災地に支援を提供して

いったのか、そして、これまでの経験を踏まえ

て、平常時にどのような取り組みをしていけば

いいのか、つまり災害が起きてから何かをしよ

うではなく、普段から何かをしていく必要があ

るだろうかという部分でお話をいただきました。

前者をスライド（図 1）であらわすと全国組織

が地域の支部を通して支援を提供していく、ソ

ーシャルワーカーを派遣して支援を展開してい

たというようなところになろうかと思います。

ところで、きょうのテーマは、「災害時におけ 

 

地域と専門職の連携

全国組織（精神保健福祉士協会）

地域支部 地域支部 地域支部

各地域

現地SWer 他職種

住民非専門職団体

各地域

現地SWer 他職種

住民非専門職団体

SWer

 
図 1 

る専門職と地域の連携」となっております。こ

この部分についてもう少し議論が必要でないか

と思っています。つまり外からソーシャルワー

カー、が入って直接支援をするというのもそう

なんですけれども、いかにその地域と連携して

支援を展開していくのか。入ってからどうしよ

うという部分は実際には起こり得ると思うんで

すけれども、目的的に支援に入っていくことが

果たしてどのぐらい可能なんだろうかというこ

とは、議論の一つの切り口かなと思っておりま

す。つまり、外からソーシャルワーカーが被災

地に入って支援をするというだけではなく、現

地のソーシャルワーカーとどう連携してその地

域の支援を展開していくのか、その具体的な在

り方とは何なんだろうか、ということは一つカ

ギになるのではないか、と思っております。こ

の点については、もしかしたら日本ではまだま

だ経験が十分ではなく、知見が十分に蓄積され

ているわけではないかもしれません。この点は、

海外のご経験も踏まえて、ルナ先生、フィグリ

ー先生にもご発言いただければと思っておりま

す。 

 もう一つは、現地のソーシャルワーカーが現

地の他の職種の人たちであったり、非専門職の

人たちと、あるいは昨日の筑波大学の朝田先生、

佐藤先生のお話の中で問題提起された住民参加

型、住民ニーズに基づく支援が必要だという点

から、住民も参加していただいて、どうこの地

域の復興を進めていくか、その中でソーシャル

ワーカーはどんなことができるのか、というの

はさらに議論を深めてもいいのかなというふう

に思います。それがまさにこのテーマである、

地域と専門職の連携というところになってくる

のではないかと思います。 

 このコミュニティーが恐らく一つのチーム、

というとらえ方ができるのではないかと、今ま

でのお話を聞いていて思いました。そうであれ

ば、外からどうこのチームに入っていけるのか
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というところが一つ切り口になるのではないか

と思ってこれまで議論を聞いていました。それ

を踏まえて 5 点ほど、私なりに論点を挙げてみ

ました。今、お話しした部分と重複致しますが、

1 点目は全国的な組織、外から派遣されるソー

シャルワーカーは現地のソーシャルワーカーあ

るいは支援者とどう連携するのかという部分に

ついてもう少し議論を進めてもいいかなと思っ

ております。 

 2 点目は現地のソーシャルワーカーは、地域、

コミュニティーとどう連携していくのかという

ところ。ここには先ほどのスライドには入れま

せんでしたけれども、行政も恐らく入ってくる

だろうと思います。いろいろな議論の中で行政

はなかなか動かないと、トップダウン型では無

理がある、災害時には動かないという議論がこ

の間もありました。では行政を除いていいのか。

そうではなく行政をいかに巻き込んでいくかと

いうところもポイントになってくるかと思いま

す。 

それから 3 点目は、挑戦的な題目として挙げ

てしまったかもしれません。災害時復興時に本

当にソーシャルワーカーは役に立つのか、とい

うことですね。恐らく一つの答えは先ほどの廣

江さんの話にもあったように、災害が起こって

からソーシャルワーカーが役に立つというより

は、平時にソーシャルワークがうまく進んでい

ると、それが災害時あるいは復興の過程でも役

に立つと、いうことがあるのではないかという

ことが今までの話を聞いて思いました。この点

についてももう少しご意見をいただければと思

っております。 

 残りの二つはもう少し先の議論になってしま

うかもしれません。あるいはこのスライドに挙

げた一点目のベースのところかもしれません。

そもそもなぜ連携するのかということですね。

連携して何を行っていくのか、というところに

ついては必ずしも十分な議論はされていなかっ

たと思います。この点についても何かありまし

たら議論のきっかけとして見ていただければと

思います。 

 さて、最後の 5 点目は、今回廣江さんに日本

での東日本大震災での取り組みについてご報告

いただきましたけれども、日本での取り組みが、

環太平洋でどのように共有できるのか、あるい

は日本ではそうだったけれども、海外ではそう

いうふうにはいかないということがもしあるの

であれば、そうした部分についてもご議論いた

だければと思っております。 

 以上が、昨日から先ほどまでのご発言を受け

て、私なりに論点を整理した部分でございます。

以上について、あるいはこれ以外の点でも結構

かと思います。メインテーマである、災害時の

専門職と地域の連携についてこの場で皆さんに

ご議論いただければと思っております。いかが

でしょうか？  

 

山口 贄川先生の議論を受けてまず、大ざっぱ

に災害が起きたときに、日本の医師、看護師、

その他の派遣システム、海外と日本で一番何が

違うっていう話をしながらアウトリーチってい

うか、日本でまずいろんな国で国際的にやると

きには、まず期間的には最低限 2 週間以上って

いうのをまずおいているわけですね。それから

一つのチームの中に医師、看護師、薬剤師やそ

の他メンタル系やパブリックナースの人とか、

必ずコーディネーターが居て、コーディネータ

ーは外さない、医師の数は減らしてでもコーデ

ィネーターは 1 人行かないといけない。その人

が現地で他の NGO や相手方の政府といろいろ

コーディネートして、車や無線などの設備も移

動と通信のコミュニケーションのツールを駆使

して効率的な医療やメンタルケア活動を行って

いくわけですね。だから日本のシステムってい

うのは基本的にお互いに全部生きてて受け入れ

るっていうシステム前提でなっているんだけれ
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ども、例えば今回みたいに自治体も病院もいろ

んなシステムが壊れてる中でだと、医師だけ行

ってもあるいはコーディネーター付けたつもり

でも、その人はただ車を運転して僕移動すれば

いいんでしょって思っていると、全くアウトリ

ーチができない。恐らく精神保健福祉士のグル

ープは長い、例えば神戸でなかなかアウトリー

チできなかったいろいろな経験の中から、基本

的に地域で、地域によって違うと思うんですけ

れどもね。ここは保健師がうまく動いていると

か、ここは地域の医者がうまく動いているとか、

キーパーソンを見つけて、手繰り寄せる物を見

つけて、あるいはあそこの避難所に行けばかな

りの人間が居るからうまくいきそうだとか、あ

る程度の基本的なマニュアルに書けるノウハウ

と、あとはそれぞれの今までの経験値でできた

ものを持ってるからある程度動けるんだと思う

んですね。それは本当、さっき廣江先生が言っ

たように、普段やってなければできないことだ

し、地域の社協が例えば包括センターだけじゃ

なくて、地域の高齢者や若者、精神障がいのみ

てる地域だったらば手繰り寄せられるけど、介

護保険だけやってるグループだったら駄目だし。

今回、私が行った小さな町なんかで起こったと

ころではいくつかの社会福祉法人は、施設の中

に飛び込んできた人に対してものすごく強かっ

た、だけど彼らは基本的にはアウトリーチ型で

はなかったから、外のことは弱かった。それか

ら地域の社協は非常に人数が少なかったから、

ほとんど何もできなくなって、人も居なくなっ

ちゃって万歳してたんで、例えば、医療につい

ては開業医がみんな残った。そうすると、300

人 500 人居る避難所のフロントに開業医がまず

デスクを作ってその後ろをアムダだとか、沖縄

から来たイーオー団がバックアップすれば、こ

の開業医の頭の中には自分の客 200 人分ぐらい

の既存症が入っているんで、この人ひどいから、

もう病院に行っちゃおうとか、この人はあの薬

だって、非常にいいバックアップ体制ができた

けれども、常にラッキーがあるわけではない。

そういう部分なんだと思う。ですからどういう

グループと、うまくカウンターパートとしてや

っていくのか、それからコーディネーター機能

は日本では誰が担っているのか、あるいは担わ

なくて済むのかみたいなことが分かってくると、

今のかなりの部分の議論はできてくるんだと思

うんですね。 

 最後にソーシャルワーカー要るも要らないも、

日頃やってる地域のソーシャルワーカーがいっ

ぱい居る所だったら、その人たちは機能するけ

ど、やってない人たちだったら、むしろソーシ

ャルワーカーを探さず、開業医を探したり、自

治会長を探したり。例えば、昨日の北茨城なん

かでも、一番のキーパーソンは実は昨日は来て

なかったけど、漁協とあそこは 5 年に一遍、御

船祭って言って、神船を町に上げて弾き手に引

かれ町中を練りお歩く大きな祭りがあって、そ

の組織が非常に団結しているんですね。だから

恐らく、そのグループにコンタクトを取ると、

彼らがかなりのことをお互い漁協のネットワー

クやお祭りの普段のネットワークで。それだけ

が多様な縦割りになっちゃった文化だ、スポー

ツだ、何々だっていう中で、縦横地域をつなぐ

大きなネットワークで。だからどこまで地域が

そういうものを持ってたり、キーパーソンは誰

かとか。それは社会福祉士である場合もあるけ

れど、多くの場合は社会福祉士ではない。そう

いうことがどうなっていくかっていうことを、

多分途上国でもみんな分かっているんですね。

この地域だったらあの教会に行ってみよう、と

か、そこに避難所ができるなら、その周りの神

父や周りの信者の塊を見つけてみようとか、そ

ういうあるものをソーシャルキャピタルやソー

シャルネットワークを見つけていくということ

なんだと思うんです。だから廣江先生にももう

ちょっとその辺のコツ、実際どうやってアウト
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リーチしていって、こういう地域はこういうキ

ーパーソンが居て、うまくいったうまくいかな

いみたいなお話を聞かせていただけると・・・。 

 

贄川 ありがとうございます。実は私が先ほど

本当にソーシャルワーカーは役に立つのかと挙

げた裏の意味はそういったところにもあります。

午前中のフェンティニ先生のお話に関連して、

アジアだと宗教、お寺だったり、そういったと

ころがソーシャルワーク的な活動をしていて、

そこに入って行ったほうが、その地域のことは

よく分かるとか、地域のコーディネートもそこ

がうまくできているというようなお話があった

かと思います。また関連してソーシャルワーク

は地域のリーダー、キーパーソンをまず同定し

て、そこから入っていく必要があるという話も

あったかと思います。つまり、連携の相手が必

ずしもソーシャルワーカー、プロフェッショナ

ルである必要がないのてはないかというような

ご提案でもあったのではないかと思っています

が、どうでしょうか。 

 

ルナ 少し前に言いましたけれども、国によっ

てこの社会、経済、政治的なコンタクトという

のがありますので、したがってソーシャルワー

クに関しましてもどういう法的なサービスがさ

れているのかということにも関係があると思い

ます。フィリピンの場合にはソーシャルワーク

の背景にはコミュニティーの組織というのがあ

ります。そしてソーシャルワーカーがそのリー

ダーになるわけです。大体はコミュニティーで

仕事をしています。3 日か 4 日か 5 日ぐらいで

すね。毎週。そこで仕事をしています。人々を

集めたりあるいは組織化したりしてるわけです。

そしてその状況を分析したりどういうリソース

があるのかというようなことも調べているわけ

です。そういうことをソーシャルワーカーがし

ています。コミュニティオーガナイザーと呼ば

れています。しかしながらフィリピンにおいて

はソーシャルワーカーだけがコミュニティオー

ガナイザーであるというわけではありません。

というのは、他の人たちもやっているんです。

看護師であったり、あるいは政治、学校を専攻

してそこを終了した学生であるとか、あるいは

人類学者であるとかそういうふうな人たちです

ね。こういう人たちがやっています。直接関わ

っているわけです。しかしながら被災地という

ことになりますと、ソーシャルワーカーは直接

参加できる、関われるというふうに思います。 

政府の役割ですけれども、社会福祉省はこう

いう緊急事態において責任を持ちます。現在予

防ということで考えていけば科学省というもの

も関わってきます。地元に対するトレーニング

とかそういうものをやっているわけです。どう

いうふうに緊急時に対応するのかという能力を

つけるという責任を持っているわけであります。

そして社会福祉省は実際に保健省と一緒になっ

て避難とかそういうことを誘導するわけであり

ます。また医療サービスも行うわけなんですけ

れども、やはりソーシャルワーカーは被災地で

被災者を見つけて彼らのニーズを明らかにする

ということではないでしょうか。しかしながら

ソーシャルワーカーがその仕事を独占している

というわけではないわけですね。たくさんのボ

ランティアの方が入ってきます。いろんな仕事

のバックランドを持っているような人たちが参

加してきます。例えばエンジニアの方でその知

識を持っている人、あるいは俳優をしていたと

いうような人も参加してくるわけであります。

ですからそれぞれ専門家なんですね。しかしそ

ういう立場でもって、ボランティアとして入っ

てくるということがあるわけであります。です

からいろんなやり方があると思いますね。いろ

んな支援の仕方があると思います。災害時にソ

ーシャルワークはそのフィールドに入るという

わけではないんですけれども、プログラムを作
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るプロジェクトを作る、政策を作るというよう

な仕事を主にしています。それは多分被災地に

結局は良い影響を与えるのだと思います。もち

ろんソーシャルワーカーがどういう働きをする

のかっていうのは国によって事情が違うと思い

ます。 

 

贄川 その辺りの多様性は国によってはいろ

いろあるだろうとは思います。先ほどのスライ

ドで、環太平洋でどこまで共有できるのかとい

う部分は少し早計かもしれませんけど、恐らく

そういった各地の知恵をある程度蓄積してプラ

クティスについてお互い学んでというところは

もう少し必要な段階であるかもしれません。い

かがでしょうか？ 他の事情なども踏まえて、

廣江さん日本での取り組みの中でどう地域の力

を支援の中で活用していったかですとか、ご経

験の中で地域との連携という部分の中でインプ

ットいただける部分はありますでしょうか？ 

 

廣江 地域のキーパーソンというところでい

くと今回、かなりの自治体で自治体自体がもう

機能していないようなところが多くあって、キ

ーパーソンがなかなか、居たとしても機能して

いなかったり、というようなこともあったかな

と思います。われわれの活動はもっと大きなと

ころでたまたま大学教授が精神科医の教授があ

そこの地域に行ってくれということをわれわれ

の組織にオファーを出してくれたというところ

でつながっていったんですね。そこでつながっ

た先で出会った保健師が実は相馬市、南相馬が

大変なんでそっちに入ってほしいというお話を

してくれたというところで南相馬に入っていく

ようなきっかけになっています。そういう意味

で保健師がキーだったのかなということはあり

ます。 

 それと地域の活動との接点というところでは、

先ほどの一緒にお風呂に入ったっていう方が居

るという、お風呂に入れない方の支援をしたん

ですが、その方についてはわれわれの活動は限

定的なものでいつか終わってしまうというとこ

ろもあって、最初の段階、早い段階から社会福

祉協議会のほうと連絡を取って、そこのヘルパ

ーさん、ホームヘルパーに入っていただくとい

うことで、徐々に地元の福祉的なサポートがで

きる組織が動き始めていたので、そういうとこ

ろも活用して、そこで社会福祉協議会と連携し

て、週に何回かは見に来ていただくというよう

な活動につなげていったということはありまし

た。 

 あとは、市の保健師が地域のメンタルヘルス

だったり保健活動を担っていましたので、その

保健師が市をカバーしているところで、足りな

いところが見えていて、われわれにその活動を

振ってくるというようなところでありましたの

で、そこの市の保健師が一番われわれは一緒に

活動したという思いが強いです。 

 

野口 贄川先生の論点の 2 点目に関連すると思

うんですが、昨日からご参加いただいている北

茨城の老人保健施設の看護師長の今川さんです

が、今回のテーマの体現するような取り組みを

茨城のほうでされていますので、ぜひご紹介を

いただければと思います。 

 

 

今川 弘子 氏 

 

今川 分かりました。北茨城でこれは私が個人
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的に関わっている部分なんですけど、任意団体

なんですけれども、北茨城のほうで住みよい街、

自分たちが年を取ったときに住みよい街になる

ための街作りを起こそうということで、災害の

前から多職種が集まって、まず医師、それから

看護婦それからケアワカも居ますし、ソーシャ

ルワーカーも居ますし、うちは建築家も居ます。

薬剤師も居ます。消防署にも連絡したり警察署

にも連絡したり、多職種が集まって、北茨城コ

ミュニティケア研究会というのをやっているん

ですけれども、その中の多職種の大体 1 人ぐら

いを世話人という形を作って、その世話人は毎

月毎月集まるんですが、2 カ月に 1 回はコミュ

ニティケア研究会（コミュ研）と題して北茨城

市に住んでいる多職種が集まって勉強会を開こ

うということで集まっていますが、それはまず

一番最初は顔見知りの環境を作っていこうって

いうことから始まったんです。ドクターであっ

てもコミュ研に来たときは、どんなにすばらし

い先生でも“何々さん”と呼んでその時間はと

にかく楽しんでコミュ研を勉強会を終わらせて

その後懇親会と言って 2 次会に行くんですけれ

ども、おいしいものを一緒に食べて 1 時間 2 時

間笑ってまたさよならする、そういう会合を今

北茨城では取ってます。 

これを行うことになって、実際私は災害の部

分で、このコミュ研の連携の人たちにたくさん

助けていただきました。うちがみとり介護をし

ているんですけれども、ドクターが戻って来れ

ない、という体制になったときに、もう困った

と思って近隣の病院の先生の所に「先生来れな

くなって、看取りとして預かっている方の体制

が取れない。どうすればいい？」っていう話の

ご相談も正直できました。あとは、「自宅に戻っ

て娘さんも連れて帰りたいけど、家が入り口の

所がぐちゃぐちゃでどうも心配だ」と言えば建

築家に連絡をして「ちょっと見てきて」「できる

ようだったら見積もり立てて」っていうような

形の連携を取って、ご自宅に帰ることができた

ケースとかそういう顔なじみの関係から地域を

支え合える関係を作れてきています。そういう

関係を見ると、うちの職員もちょっと安心する

ような部分もあったりとか、そういう関係のお

かげでたくさん助けられているところも感じて

います。 

 そして先ほど山口先生がおっしゃってたよう

に、北茨城には御船祭と言って、5 年に 1 回大

きなお祭りがあって、すごく年齢層が高く、60

～70 ぐらいの人から 20 歳ぐらいまでの年齢層

の人たちが、そういう御船祭保存会みたいなも

のをやって、地域に密着している所が大津にあ

るんですけれども、そこの組織はすごく団結力

があります。その他に北茨城御山のほうに花園

神社っていうのがあるんですけど、花園神社の

保存会という多くの部署が地域ごとに集まって、

何年に 1 回という形でそれを代々つないでやっ

ていくっていう、そういうものが保存されてい

る地域なんです。うちは。それが親の時代で終

わりじゃなく、子どもの時代、子どもが居なか

ったとしても、そのときは戻って来てやれって

いう親から引き継がれているようなそういうよ

うなことがすごくある所なんですね。でも町内

に出ますと、そういうのがどんどんなくなって

きている所もあります。確かに御船祭であった

り花園の上のほうであったりとか、地域が団結

しなくてはならないところは土地のあるじと言

いますか、あの人の言い分は逆らえないみたい

な部分があると、みんなが団結して大根持って

きて吹き出しして、ご飯炊いてどうなのってい

うそういうようなのがすごく団結している所は

すごく力があるように感じてます。 

 あと、老健は導入されてまだ 15 年弱ですけれ

ども、一番最初、私たちご自宅にお迎えに行っ

たときは、「とにかく看板車で来ないでください、

こういう車が入ってきたらば、うちがこういう

サービスを、嫁がみないでこういう所に行かせ
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てるって思われるから、看板車で来ないでくだ

さい。黒っぽい白っぽい車で来てください」み

たいなことを同年代の親をみている私ぐらいの

年のお嫁さんとかがよく言われたんですね。「何

時だったらば近所の人が居ないからいいです」

とかっていうそういうような地域でした。って

いうのは親は一生懸命そこの土地のためにそこ

の地域のために一生懸命がんばっていたけれど

も、嫁はみないでそういう所にポンと預けると

いうようなふうに捉えてしまうからっていうそ

ういうところが地域地域にあって、これを説得

しながら看板車の上に、ペンキまではいかない

ですけれども、紙を貼りながら行ったりとか、

そういう思いも最初はしていました。でも時代

は変わるもので今はその地域でも良いように私

たちの施設を利用して、その人を自宅でみるこ

とであったりとかそういうふうに変わってきた

りとか、良いように私たちを使ってご自宅に

時々帰ることとかをやっていただくのも一つな

んですっていう話をしてくるとやっぱり分かっ

てもらえる人も居ます。何が言いたいかってい

うと、結局時代が変われば変わるんですけれど

も、きっと徐々にそういう部分は薄くなってい

くなって思うんです。おじいちゃんおばあちゃ

んがお亡くなりになれば、私の代の人たちにな

ると、なるべく干渉してくれるな、個人保護法

であったりとかっていう言葉が使われる世の中

ですから干渉してくれるなっていう形に今後変

わっていけば、またそれを見ている私たちの次

の世代の子どもたちはもっと干渉してくれるな

っていうふうになってくれば、これは災害が起

きたときってどうなっていくんだろうなってい

う部分をすごく感じてはいます。 

ただ、コミュ研はネットワークを作っていく

活動をしている所ですので、ここで皆さんにお

会いできたのも何かのご縁だと思いますので、3

年 4 年になるんですけれども、こうやって活動

が始まっていますので、もしよかったらば、私

のほうのおはよう館の私宛てにでもお電話いた

だければコミュ研のやる日をご連絡致しますの

で、こんなふうにやってるよなんて形で見に来

ていただけると、また地域の何か違う形の刺激

になればと思いますので、そのときはぜひご連

絡ください。 

 

贄川 ありがとうございます。 

 

 

チャールズ・フィグリー 氏 

 

フィグリー 四つのご質問があったように思

っております。一つはどういうふうに一緒に協

力をすることができるのか、連携することがで

きるのか、いろんな職業の中でどういうふうに

できるのか、それから地元のワーカーの方々と

どういうふうにコミュニケーションをするのか、

そして三つ目というのはサービスに関して四つ

目に関しましては協力連携の目的です。まだ私

のほうからお話をしていないことをお話したい

と思いますけれども、これまた明日お話をする

ことなんですけれども、グリーンクロスのこと

です。 

これは赤十字と同じようなものなんですけれど

も、グリーンクロスっていうのは危機のときに、

災害の後に介入をすることなんですけれども、

私が設立のときにも少し貢献を致しました。災

害の前から平常時からメンバーを募りましてト

レーニング致しまして、認証を与えて、いくつ

かの認証があるんですけれどもグリーンクロス
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っていうのは赤十字と同じように実務の標準と

なるようなものを提供しています。メンタルヘ

ルスのサービスだけでなくトラウマに関する研

究も行っております。そしてグリーンクロスは

セルフケアに関してのスタンダードも持ってい

ます。条件がありまして、皆さんがセルフケア

のスタンダードを守るということが義務付けら

れています。実際に現地に配備をされるとき、

自分が世話をしなければならない、他の方の世

話もしなければいけないので、自分の世話は少

なくともできなければいけません。それからま

たケアの継続に関する問題もあります。コミュ

ニティーの中に入っていって災害委員の被害を

受けた所に行くわけです。 

ですから現地の人たちというのはまだ機能でき

てないことがあります。そこでトレーニングを

提供致しましてサポートします。そしてできる

だけ早く機能してもらいますけれども、プラン

ニングというのは本当に重要です。シミュレー

ションもとても大事です。実際着いたら自分は

何をするかをシミュレーションしておくことが

大事なんです。それからグリーンクロスがやっ

てることはソーシャルワーカーだけでなくメン

タルヘルスだけではないんです。今お話をして

いたようなことをいろいろやってるんです。看

護師も居れば消防士、警官も居ればいろんな職

種の人たちが居ます。またメンタルヘルスの専

門家も居ます。コミュニティーの中に入ってい

ったときやはり、自分たちの仲間と協力をする

んです。そしてまた学者なども協力をします。

大学などで仲間に呼びかけて協力をします。そ

してそのプロセスのときにトレーニングをして

地元のメンバーのトレーニングをするんです。

そうすれば彼らもグリーンクロスのメンバーに

なります。そして、彼らが自分たちで見て学ん

だことを他の人たちとも共有していくっていう

ことになります。そしてリーチアウトをして他

の人たちと協力していくというふうになってい

きます。 

 それからもう一つ、大事な介入と言いますの

は、やはり先ほど 2 人のほうが良い、少なくと

も 1 人じゃなくて 2 人が良いというふうにおっ

しゃってましたけれども、私たちは 5 人を一つ

のチームとしています。5 人のうちの 1 人は全

て他の 4 人の面倒をみることだけをやっている

んです。そして、水が十分にある、ちゃんと寝

ている、そして本当に自分の面倒がちゃんとみ

られているかどうかということをチェックして

いるんです。そして派遣されて帰ってきた後、1

週間から 3 週間ぐらいチェックをするんです。

そして彼らが大丈夫だということを確認するん

です。また派遣のマネジャー、チームリーダー

と言われていますけれども、組織と例えば NGO

などの所と協力致しまして、ホストとなるわけ

です。そしてチームリーダーの方々が交渉して

その町にどのぐらいの期間居たらいいのかとい

うことを交渉してくるわけなんです。外部から

来た人たちというのは本当に熱意を持っていて、

仕事を楽しんでします。ですけれども地元の人

たちはもう帰ってほしいと思っていることがあ

ります。もう自分たちでやっていけるようにな

ったときには外部の人たちは帰ってもらいたい

と思っています。世界中どこのコミュニティー

でも、ちょっと恥じているんです。他の人たち、

外部の人たちに世話をしてもらわなければいけ

ないということを恥じています。ですから、本

当にいいお客さん、あまり人の家に長居をしな

いようにしなければならない、というふうに考

えてるんです。ですからお互いの合意というも

のが必要です。 

一番大事なのは何かと言いますと、プランニ

ングとトレーニングです。3000 から 4000 人ぐ

らいのメンバーが世界中に居ます。そして彼ら

がやっていることは自分たちのコミュニティー

に、関与すること、そして決まりは何なのか、

そして実務のスタンダードが何なのかを理解し
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て彼らとグリーンクロスがプランニングをきち

んとやるようにすることなんです。これは小さ

な組織です。比較的、私たちが専門としている

のはリーダーの方々と一緒に仕事をするという

ことです。そして、サポートをリーダーの方々

に対して提供する、そして勇気づけて希望を与

えるそして私たちの中ではトレーニングはとて

も重要です。昨日も申し上げましたけれども、

コミュニティーがトラウマあるいは災害の影響

を受けなかった場合、こういったことは自分た

ちの一番重要事項ではないかもしれません。私

たちが支援をしたコミュニティーっていうのは、

私たちの国の中にもありますし、スリランカに

もあります。津波のときにスリランカの支援を

致しました。そして友人になっていきました。

そして最善を尽くして彼らの文化というものを

尊重するように致しました。私たちも勉強致し

ましてそのコミュニティー、それからその文化、

歴史などをできるだけ学びました。そして彼ら

はこれまで本当に回復力があったということを

お伝えするんです。これまでの歴史の中で本当

に彼らは回復力を示してきたではないかという

ことを申し上げるわけなんです。ですから今回

震災で打撃を受けたかもしれませんけれども、

立ち上がることができるんですということをお

伝えします。 

グリーンクロスは本当に一時的な人道組織で

コミュニティーというものをできるだけ強力に

したというふうに考えているんです。これが参

考になるモデルかもしれません。政府支援に関

してはあまり参考にならないかもしれませんけ

れども、ボランティアに関しては参考になる組

織になるというふうに思っています。 

 

贄川 ありがとうございます。いくつか参考に

できるモデルとしてご発言いただけたかと思い

ます。普段の地域レベルでの取り組みというこ

とではコミュ研ということで、北茨城で取り組

まれていたような普段から専門職といった人た

ちとの集まりで、日本ではよく言われる顔の見

える関係っていうんですかね。あと、飲みニケ

ーションという言葉が日本にはございまし

て・・・。そういった普段の関わりがあること

で災害時、復興のときにどういった人に相談を

すればいいのかというのがやりやすくなる。平

時に取り組んでいたことが災害時、復興時にも

役立つということでした。 

それから今フィグリー先生からお話しいただ

いた部分についてはいわゆるトレーニングのリ

ーダーを育てるというんですかね、一部の人た

ちをトレーニングして、その人たちが地域の人

たちにそれを伝えていく、そこで仲間を作って

いくというような取り組みが、グリーンクロス

の取り組みとしてご紹介いただけたかと思いま

す。その中で大事なのはトレーニングとプラン

ニングである、自分たちが何をするのかという

のを具体的に考えていくというのを明確に位置

付けていく。その先、実際にコミュニティに入

っていく中では、まさにソーシャルワークと言

ってもいいのかなと思いますが、そこの文化を

尊重する、その人たちと友人になり、エンパワ

ーしていく、希望を伝えていくというような取

り組みの中で一緒に活動をしていく。そのとき

に 5 人のチームで入っていくんだけれど、1 人

は先ほどの山口先生のお話の文脈で行くとコー

ディネーターの役割になりますかね、1 人がリ

ーダーであって、他の 4 人のチームと現地とを

コーディネートしていく、そういうやり方があ

るのでこれは参考にできるのではないかという

ことでした。 

 ありがとうございます。地域との連携という

部分を切り口にいくつかご意見いただけたかと

思いますが、いかがでしょうか、すみません。

午後の時間ずっと後ろで座って聞いていただく

という形になってしまいましたが、フロアの皆

さんから何かご発言、ご意見等ありますでしょ
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うか？ お願いします。 

 

マツオカ 私、日本社会事業大学学部 1 年のマ

ツオカケンタと申します。初めまして。よろし

くお願い致します。私、多職種連携について学

ぶサークルの代表をやらしていただいていまし

て、自分の中、これは個人的なものなんですけ

れど、連携の目的やゴールというものは何かと

いうところに関しまして、僕は一応、社会問題

にアプローチをするっていうものを考えていて、

それはなぜかというと、今社会というものが多

様化しているという現状が僕はあると思ってい

て、そこに対して社会っていうものが多様化す

るっていうことは社会問題も多様化しているで

はないかと、僕はそういうふうに考えています。

そのときに、自分たちは多様性を獲得すること

によって、さまざまなアプローチをすることが

できるのではないかと思っていて、今回は災害

ということのボランティア活動っていうのが、

僕は今回重視されているのかなと考えたのです

が、全く話は別になってしまうんですが、社会

問題にアプローチするということに関して、何

かご意見いただけたらなと思うのですがよろし

いでしょうか？ 

 

ルナ 人間は複雑なものですよね。そしてやは

り災害に遭うとますます人間は複雑になってし

まいます。通常なときでも女性も男性ももとも

と複雑です、すでに。そして災害が起こるとこ

の複雑さというものがもっともっと問題をはら

んでくる、複雑になってしまうんです。やはり

人間のニーズというものは満たされなければな

りませんけれども、こういったときに、いろん

な専門家と協力しなければ手に入れることがで

きないというような状況になってしまいます。

ですが、ソーシャルワーカーの役割というもの

はファシリテーションの中心に居る人たちとい

うふうに思います。サービスの入り口に居る人

たちというふうに思っています。 

 被災者にとりましてはソーシャルワーカーの

役割っていうのはリンクを作ってくれる橋渡し

をしてくれる、つまりニーズのある人たちとそ 

れを提供できる人たちの橋渡しをしてくれる方

というふうに思っています。 

 例えば医療が必要な人が居たらば、専門家に

連絡を取ります。精神的な介入が必要であると

いうことであれば同じように専門家にリファー

します。あるいは生活上の支援が必要かもしれ

ませんね。仕事を失ってしまうということがあ

りうるからです。したがってソーシャルワーク

というのは非常に複雑ですね。ソーシャルワー

カーっていうのはそういう種類の仕事だという

ふうに思います。こういったような他のサービ

スを提供する人々をつなぐことができるという

機能がソーシャルワーカーには求められている

のではないでしょうか。つまり、助けようとし

ているその人が普通の生活に戻れるように、あ

るいはきちんと機能することができるように必

要なものを全てそろえてあげるというのがソー

シャルワーカーの仕事ではないかと思っていま

す。 

 

贄川 災害時だけでなく普段のということで

ありましたけれども、つまり、今ルナ先生がお

っしゃったようなことは普段からリンクする役

割というのができていないと災害時にもその役

割を果たすことはできない、より多様性が複雑

になるだけに災害時にはもっとそれが困難にな

ってくるだろうというようなことの部分をご指

摘いただいたようにも思います。そして、質問

に立ち戻ってみますと、多様性に対処できる何

でも屋になるわけではないですよね。デパート

でいえば、総合受付のようなここに聞けば何が 

どこに売ってるかが分かる、一度つないでいた

だける、そういうふうな部分も役割としてある

のではないか。そのときに当然総合受付の人は
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どこに何があるのかを知っていなければいけな

い、あるいは同じような店があったときに、あ

そこの店員はちょっと無愛想だからこっちの店

を勧めようかなっていうことがもしかしたらあ

る。こういうことは店内マップを見ているだけ

ではなくて、そこの店にも足を運んでないと分

からないことかもしれない、そういうようなと

ころが多職種連携やソーシャルワークをつなぐ

役割として、重要になってくる部分と言えるの

ではないかと思います。 

その上で再び今回のテーマに戻すと、それが

普段できていないと災害時にも困難であるので

はないか、災害時にソーシャルワークが何をや

ろう、ではないのではないか、という問題提起

にもなってくると思います。そうしますと、フ

ィグリー先生のおっしゃったグリーンクロス、

トレーニングを受けてどうプランニングしてい

くのかということがやはり平時から求められる

わけですし、廣江先生のご報告の中にもありま

した、ワーカーの研修の中で具体的に震災のこ

とをイメージして、では自分たちはどうします

か、ということをきちんと考えていく必要があ

るというところにも戻ってくるだろうと思いま

す。 

 

山口 今のに一言で次のことに進めたいんで

すけど、なんでそんな専門職の連携が必要じゃ

ないかって当たり前のことを、彼がそういうエ

ヌジーを作らなきゃいけないかっていうことを

思えたかって言うと、この辺は老人の入院して

いる病院が多いんですけれども、多くは忙しく

てお客さんどんどん来るから、退院時のカンフ

ァレンスってしないところもあるんですね。普

段もカンファレンスしない。カンファレンスが

何かっていうと、理学療法士やリハビリやって

る人と医師と患者本人あるいは家族と、この人

の足の回復がこれぐらいですよ、とか今度退院

するならこういう通所のケア受けたほうがいい

とかこんな可能性があるとか、あるいはこうだ

っていうのを、みんなで本来なら病院かケアマ

ネか誰かが主催して、時々やるべきなんだけど、

ほとんどその調整もみんな顔合わせるのも面倒

くさいからしないで、患者を退院のときほっぽ

り出して、後でケアマネが追いかけてきて、こ

こに行きますから。みたいな状態になってて、

家族は知りようもない、自分でカンファレンス

やってたりするんです。私の知ってる人も。看

護師問い詰めてケアマネ呼んで医師を呼んで、

みんなこの時間に集まれって自分が休み取って。

そういう状況の医療もあるからそういうオーガ

ナイズする人たちや連携する人が日本はまだま

だ必要なんだと思うんです。いい施設なら当た

り前のようにやっているけど、多くの施設はや

ってない。 

 それから次の課題に入っていっちゃうと私被

災地でフィリピンの地元の国際結婚した花嫁の

人たちをゲートキーパーにして相談業務をやろ

うということで、そういう専門職の人たちにフ

ィリピン系の、彼女たちのトレーニングを依頼

したら、ものすごく日本側の NGO からは、あ

なたたちの研修は時間がかかり過ぎるって文句

がきた。僕はフリーハンドでやってもらう。結

局何に時間がかかったかっていうと、被災した

お母さんたちに相談してもらうっていう過程で、

その人たちトレーニングして、個人インタビュ

ーやグループインタビューしてるとやっぱりも

のすごく深いトラウマがあるんですね。だから

彼女たちが相談を受けたら万歳しちゃうかもし

れないっていうそれをどういうふうに防止して

いくか、その人たちにどういうふうにこういう

ものを考えていくのか、あなたたちの相談をど

うカンファレンスで共有していくのか、どう燃

え尽きないようにするのか、それを徹底的にや

って、それができた人しか電話の前に座らせな

い。たとえトレーニング終了してもそれができ

たっていうふうにスーパーバイザーが認めない
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と座らせない、ものすごい手間をかけているん

です。多分日本のソーシャルワークあるいは消

防士でも欠けてるのはわれわれは人を助けるた

めにタフじゃないといけないという部分がある

ので、共感疲労って言う言葉が今は藤岡先生や、

学校でも教えているけど、結構年配のソーシャ

ルワーカーは知らない人も居るんですね。社会

福祉士でも多分。「共感疲労って何？私たちいい

ことのために働いているのに疲れたら寝ればい

いけど」共感疲労って言葉すら知らない人が居

るって状況の中で、多分みんながんばっちゃっ

てるんだ。だからそこの部分は支援者として連

携したりしていくときに、誰が言うってソーシ

ャルワーカーが注意してあげなきゃ、他にそん

なこと考える人たち居ないその部分がどのくら

い精神保健の福祉その他の部分、あるいはわれ

われ NGO とコンタクトしたときに実はこれ隠

れたすごく大切なテーマだと思うんですね。明

日少しいっぱいフィグリー先生たちにやっても

らうけど、そのことについて少し皆さんのジェ

ネラルな現状での思いとか今どの辺に私たちの

ベースがあるのかなっていうのをもしできたら

一言ずつコメントしてもらうと・・・。 

 

贄川 いかがでしょうか？ 今の山口先生の

話題、テーマに関して・・・。 

 

ルナ ソーシャルワーカーの役割というのは

アドボカシーっていうのも入ってくると思いま

すね。今の話と関連があるかどうか分からない

んですけれども、社会的な問題っていうのはた

くさんあるわけです。対応しなければならない

問題っていうものはたくさんあります。ソーシ

ャルワーカーの役割あるいはソーシャルアクテ

ィビストとしての役割、これは変化をもたらす

ためにアドボケーションをしないといけないと

思いますね。例えば、災害が発生したとしても

寄付あるいは海外からの支援などというものに

関してその内容を明らかにしなければならない

という声が上がっています。政府はこれを開示

しなければならないと。ソーシャルワーカーは

この運動に関与するようになってきてると思い

ます。政府に対してきちんと「これやってくだ

さい」と言うようになってきてるわけですね。 

 その他にもいろんな問題があると思います。

これを主張していくために、協力というのは内

部で行われているわけですけれども、例えば、

実際に問題の対象となっているような組織があ

るとしたら、それは提唱することでコンフリク

トが発生するということもあるかと思います。

私たちは何かを主張するに当たっては、いろい

ろ協力できる組織があるわけですけれども、支

援を受ける側の組織があるとしたら、実はそれ

に対して反対をするかもしれない、われわれが

やっていることとそれに反対する組織もあると

いうことを認識するべきだと思います。私の国

なんかでもソーシャルワーカーが通常はデモな

ども行いますけれども、そういうコンフリクト

もあることも認識すべきだと思います。 

 

贄川 ありがとうございます。コンフリクトの

課題は昨日も出てきた部分であるかと思います

し、継続議論する必要があるのかもしれません。 

 

フィグリー はい。一つだけ申し上げたいと思

います。どなたか後ろのほうの方がコメント、

あるいは質問をされたように思うんですけれど

も、一つ強調しておきたいのは、トレーニング

の重要さです。昨日もそれを申し上げたんです

けれども、どのようにして地元の人たちを説得

して精神医療の支援を受けるか、それはとても

嫌がる人が多いということですから、その中で

それを進めるためにはトレーニングが必要だと

思います。トレーニングでは災害時、三つのこ

とができると思います。その一つ目はいろんな

分野の専門家を一つにまとめて、同じ教材を使
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っていろいろなことを学び合うことができると

いうことですね。それから二つ目がケアのプロ

セスです。外からボランティアの方がやってき

て直接地域の人たちと活動するわけなんですけ

れども、ボランティアっていうのは間もなく出

ていってしまうわけですね。ですから、それま

で行われてきたことを地元の専門職につなげて

いかなければいけないわけです。同じようなこ

とをやっている人たちに伝えていくことが必要。

トレーニングによってそれができると思います。

それから三つ目ですが、例えばこの会場に地元

の専門家の人たちがたくさんいらっしゃるとし

ます。でもトレーニングを受けたことはないと。

災害が発生するとその後はいったいどういうこ

とになるのか、少なくとも理論的にはエビデン

スベースで考えた場合には、こういうことも起

こり得るよということを理解していることが非

常に重要だと思うんですね。 

 さらに重要なのは実際にそういうことが起こ

った場合にどんなスキルが必要なのか、そのス

キルを使うトレーニングが必要になってくると

思います。まずそれを自分で使わなければいけ

ないわけですけれども、人にも伝えていくよう

なトレーニングっていうのが必要ではないでし

ょうか。ですから皆さんとしては非常に重要な

活用可能な知識を提供していくということ、そ

のためのトレーニングをしていくということが

重要だと思います。地元ではそれに抵抗すると

ころがあるかもしれませんけど、その地元の抵

抗を破らなければならない。これについてはま

た明日お話し致します。 

 

藤岡 昨日からの議論の中で、災害時の専門職

と地域の連携ということが重要ということは揺

るぎないことだと思うんですけれども、問題は

その方法論ということの中で、非常に共有すべ

き専門的な知識とスキルっていうことが求めら

れるっていうことが、かなりいろいろと明確に

なってきてるかなというふうに思います。例え

ば被災された方々にわれわれが通常用いている

言語を通した面接は基本的には役立たないこと

が多い。つまり、悩みを聞き出すこと自体がト

ラウマティックな体験の再体験を促してしまう

ことがあるということで、われわれが通常専門

職として使っているスキルではないところがむ

しろ大事であるという知識と、具体的にじゃあ

世間話をずっと繰り返すけど、そのことが大事

なことであるとか、あるいは被災された当時の

ことを思い出してもらうようなことはどのくら

いのタイミングでやるべきなのか。最初は当然

やってはいけないこととか、それからむしろよ

く眠れているか、それからよくご飯を食べれて

いるかっていうことは、話している内容は一見、

非常に普段のことであるけれど、そのことをか

なり大事な時期にきちっと聞いていくっていう

ことが、われわれ専門家として非常に重要なこ

となんだというそういうことをもっともっとシ

ェアしていくっていうことで、地域の中におい

ての専門職が入っていくスキルにつながってく

るかなっていうことを思っています。 

山口先生がずっと力を入れてやっていらっし

ゃる祭りとか地域のカルチャーっていうものに

対するリスペクトとそして祭りが作り上げてい

く先ほどの先生がお話になったコミュニティー

を作っていく、年齢を超えて作っていく、そう

いうところから入っていくっていうふうなとこ

ろも、一知見ということよりスタンダードなも

のにしていくということが連携という意味にお

いて大事なことだとかって、そういうことを集

約するわれわれエビデンスのそういうものを蓄

積することが大事じゃないかなということを私

は感じました。本当にありがとうございました。 

 

贄川 いかがでしょうか？ 今川さんご意見

コメントいただけますか？ 
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今川 たくさんのご意見本当にありがとうご

ざいました。トレーニングと先ほど先生がおっ

しゃいました、そのときに実は災害が起きたと

きに、シーツに包むこととかマットレスパッド

を外に投げることっていうのは常日頃考えて、

「もし何か起きたときこうしよう、端っこから

やれば何人分で大丈夫かな？」とか、本当にた

だなんとなく気持ち悪いんですけど、一人妄想

をしてたんですね。常に、そんなことを考えな

がらそこに配置を何人送ればいいかなというこ

とは、普通にただ休み時間にボーっと考えてみ

たりとか、っていうことをやってたんですが、

これって本当に実は必要なんだなっていうこと

をあらためて今回感じました。先ほどお話があ

ったように、人に伝えるという社会福祉士であ

ったりソーシャルワーカーであったりのお仕事

の中に人に伝えなくちゃならない、本当に重要

なことを伝えていく役職であるということを再

認識致しましたし、私自身が災害で動揺したと

きに、人はそのとき不安になるっておっしゃい

ましたけれども、本当にそうでした。「なんで物

が来ないんだろう、なんでこうなんだろう、ど

うしよう」とか全部そのときに考えたのはマイ

ナスの考えでした。そうしたらたどり着いたの

が地震なんて来なければいいのにっていう答え

でした。そのときに来ちゃってる地震、来ちゃ

ったら日に日に、きょうより明日良くなろう、

明日より明後日良くなることを考えていかなか

ったら、自分の気持ちがまいっちゃうなってす

ごく思ったんですね。それをやらないとみんな

困るんじゃないかって思ったので、その日の夜

から笑おうってすごく思いました。外に出るま

での 5 メートルぐらいのところなんですけれど

も、普通は、明るい所から暗い所に行くときっ

て暗くって、でも通い慣れているんです。15 年

ぐらいそこ通ってるので。ぶつかることはない

んですけれども、怖くって、真っ暗い所を手を

ビクビクしながらやったんですけど、やっぱり

ちょっとぶつかりながら行ったんですね。外に。

外から帰ってくるときに若干角 5 メートルぐら

いの所なんですけど、明るかったんです。その

ときにちょっと遠くでも明かりがあるときは、

何もぶつかることなく堂々と中に入ってった自

分が災害時の 20 時なんですけれども、外から中

に入った瞬間、ちょっとでも明るい物があると

きはぶつからないで行けるし、怖くないという

ことを体感して、私は笑っていこうと思えたん

です。そのときにずっとそれまで「なんで地震

なんて来ちゃったんだ」っていうマイナスだっ

たんですけれど、マイナスは何も良くなること

はないなって感じました。だからきょうよりも

明日、お米があるねとか、ご飯があるね、きょ

うはご飯に漬物付いたねとか、本当に 1 個ずつ

何か良いことがあったときに、自分もモチベー

ションを上げながらみんなに伝えようと思った

ら、みんなも笑い始まってきたものが、実際そ

れを感じました。なので、それが正しかったか

どうか、良いことだったのかどうか、いまだに

それは分かりませんが、自分の中で最大限マイ

ナスにならない考えをトップに立って支持をす

るときにはしないといけないと、すごくそれは

感じました。先ほど廣江先生にもポロッと言っ

ちゃったんですけれども、1 週間私は家に帰ら

ず寝泊まりしていました。だんだんと私は態度

もでかいし声もでかいし、体もでかいので、ス

タッフはだんだんと私に依存をしてきまして、1

週間の間に。ちょっとでも出掛けようと思った

ときにスタッフが「行かないで」って泣きそう

な顔で私を引き留めました。1 週間本当に外に

出ない状況が続いたときに、私は心も体も限界

が来てたんですけど、スタッフに言えなかった

んです。もう限界ってことが言えなかったんで

すけれど、ソーシャルワーカーには今度言って

いいんだってすごく思えましたし、あと、3 年

たったきょう、廣江先生に言えたことがすっき

りしたんですね、ありがとうございます。なの
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で、こういうことが言える環境の人をやっぱり

自分が見つけながらとか、ソーシャルワーカー

にはそういう動きをするようにとか今度はそう

いう指示も出すこともできるので、きょうは本

当に勉強になりましたし、私の視野が広がった

時間を味わわせていただきました。本当にあり

がとうございました。 

 

贄川 ありがとうございました。最後にあらた

めて実際に現地で巡活に入られた中での経験を

共有させていただけたなと思います。やっぱり

先ほどフィグリー先生からもいただきましたけ

れども、セルフケアの部分が大事になってくる。

でもセルフケアってそれは自分一人でなんとか

しなきゃいけないのかというとそうではなくて、

つらいんだって言えることもセルフケアにつな

がってくる、そういったところでは支援者支援

にもつながるテーマでもあろうかとは思います

し、そこがクリアされずに抱え込んで 1 週間ず

っとやってしまうと、支援者自身がまいってし

まう、そういったところがあるだろうというこ

とをまさにご経験からお話しいただけたと思い

ます。すっきりしましたというところで、廣江

さんきょうはどうも午後の第 1 弾でご報告あり

がとうございました。いかがでしょうか？ こ

の議論を踏まえてあらためて何かコメントをい

ただきますと幸いです。 

 

廣江 きょうは貴重なこの場に呼んでいただ

いてありがとうございました。今川さんにそう

言っていただいただけで、私きょうここに来た

意味があったなと思います。これからのことを

いつも考えなければいけないと思っていて、私

は個人的に東日本のああいう被災があった日本

がどれだけの知見を集めて今後につながる組織

であったり、体制であったり、研修であったり

というのを充実させていかないと、亡くなった

方に顔向けできないという思いがとても強くあ

ります。ただ今、難しいなと思っているのは、

先ほどのイマガワさんの報告はすごくいいなと

思って、やっぱり地域でそういう活動ができて

いるコミュニティケアとか多職種の集まりがで

きたりとか、地域で連携できる何かがある、御

船祭とかそういう地域ならではの文化っていう

ものをすごく理解しながらやっていかなきゃな

らない部分と、一方で都会などはそういったも

のが全くなかったり、本当に隣に誰が住んでる

か分からないような地域もあったりして、そう

いう所でどういうふうに活動していくのか、特

に今度首都圏直下型地震などと言われています

ので、地方と都会の違いを今後考えていかなき

ゃいけないんじゃないかなというところを思っ

たりします。 

 コーディネーターっていうのは本当に大事だ

なって思って、今回 1 人コーディネーターが動

いてくれたから行ったんですが、なかなか日本

の文化の中でコーディネーターっていうのが根

付いてないなっていうのがあって、おかみ直轄

みたいなのはすごく入りやすかったり、黒船と

か外国人の方が来てワッと言うとみんなそうか

そうかって動いたりするんですけど、なかなか

その連携ってコーディネーターっていうポジシ

ョンが誰が取るのかも含めてまだまだこれから

日本は調整していかないといけないんだろうな

っていうふうに思いました。ぜひそのグリーン

クロスの研修も私も興味があって、明日居られ

ないのが残念なんですが、ぜひまた勉強したい

なと思っております。きょうはどうもありがと

うございました。 

 

贄川 ありがとうございました。古屋先生何か

コメントお願いします。 

 

古屋 一言コメントさせていただきます。日本

では 1995 年の阪神淡路大震災のときが、今でも

ボランティア元年なんて言われていますけれど
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も、そういった災害時のソーシャルワークって

いうのは日本人にとってあのときに始まったな

と、それまでは災害があっても組織的な取り組

みっていうのはほとんど行われてなかった。そ

の 1995 年と今回の東日本大震災の 2011 年と比

べてみると大きく変わっている部分はたくさん

ある。やはり先ほどの報告で、現地に行ったソ

ーシャルワーカーたちが自分たちは何ができる

のだろうかっていうもどかしい思いを抱えて戻

ってきて、それを出発点にオーガナイズってい

うのが一つ始まった。そこの中で一つ関わり方

も大きく違ってきたのは、外部から来た人が地

域の中でやれることっていうのは場合によって

は非常に限られているんだ、むしろ現地の人た

ちを中心として、現地のレジリエンスを大切に

するそのために何を包含しなければいけないの

かというところで橋渡しをしていく役割を、ソ

ーシャルワーカーが自分から自覚的に担うよう

になっていった。そういう変化がとても大きな

変化ですし、先ほどのお祭りの話じゃないです

けども、やはり現地のカルチャーを基本的に大

事にし、祭りっていうのはそれこそ非日常的な

時空間なんですけれども、非日常的なものを、

非日常的な体験をした現地の人たちがあえてや

る、その力をむしろサポートするところに現地

の人たちの力の発路というものがそこで初めて

生まれる。そういったある意味で自分たちが後

ろに回って、でも専門職としてやるべきことを

やらなきゃいけないんだというところの、そう

いった専門職側の意識の変化っていうのは、こ

こ 10 年ではっきり大きく変わってきたことだ

と思うんですね。ただ、先ほどから示していた

だいた、例えばフィグリー先生のグリーンクロ

スのトレーニングのプロセスにまだまだ組織的

に取り組めているかというとまだ課題がとても

多くて、そういった意味ではいろいろソーシャ

ルワーカーが体験してきたことも含めて、まだ

やっぱりそれぞれの蓄積されてきた知というの

がまだきちんと言語化して共有されていないの

かなというのはあらためて感じました。そうい

った意味では今後の取り組み方も明らかにして

いただいた、きょうのワークショップだったか

なと思います。どうもありがとうございました。 

 

贄川 きょうは廣江さんのご報告を基に皆さ

まからいろいろなご発言いただき、“災害時”と

頭文字を付けておりますが、専門職と地域の連

携という部分について、さまざまな検討すべき

課題、あるいはさまざまな経験からくるアイデ

ア等が出された会であったのではないかと思っ

ております。 

 連携は非常に重要な部分がいろいろあるとい

うことですけれども、連携のために何すればい

いのかねと、私がボソッと言いましたら、きょ

うマイクロランナーをしてくれました三好さん

が「伝統芸能じゃないですかね」と言い切った

ところがあります。お祭りであったりきょうの

午前中の話でもキーパーソンを同定して舞踊や

音楽を確認していくというようなこともありま

した。まさにいろいろな側面で連携というのを

柔軟に考えていく必要があるだろうし、それを

平時から取り組んでいくことが必要になってく

ると言えるのではないかと思います。 

 時間になりました。きょう 1 日皆さまお疲れ

さまでした。これできょうのセッションは終了

にしたいと思います。円卓にご参加いただいた

皆さま、フロアにご参加いただいた皆さま、そ

れから長時間通訳いただいた皆さま、どうもお

疲れさまでした。これで終了にしたいと思いま

す。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 

災害リスク管理ワークショップ 

Disaster Risk Management Work Shop 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26 年 2 月 18 日(火) 

清瀬キャンパス A401 教室 
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藤岡 孝志 社会事業研究所所長/教授 

 

藤岡－ それでは、時間、少しちょっと過ぎて

恐縮ですが、ワークショップということで始め

させていただければと思います。 

この環太平洋セミナーは、日曜日から始まり

まして今日が 3 日目ということでございます。 

今年度、今年から初めての試みとして、学生

の皆さんにワークショップをさせていただいて、

海外から非常に高名な先生方がいらっしゃって

いるので、社大の学生の皆さんの学びの場とい

うことでも今回、環太平洋セミナーを位置づけ

ています。 

今日は、学生の皆さんが気仙沼あるいは東松

島のほうで活動している、そのようなボランテ

ィア活動の発表もしていただいて、それに対す

るコメントも海外からのお客さまにしていただ

ければと思っているところです。 

ワークショップということでありますが、学

生さん向けのワークショップではあるんですけ

れども、十分このプログラムはほかの、ある意

味では専門家のかたがたにも向けてやっていた

だいているものを学生さんたちに体験してもら

うものです。 

そういう意味で、今日は専門家のかたがたもい 

らっしゃっているんですが、そのようなまなざ

しで今日のワークショップを受けていただけれ

ばというふうに思っているところです。 

今日、講師をお願いする先生方をご紹介した

いと思います。まずプロフェッサー・チャール

ズ・フィグリー先生です。先生は二次的トラウ

マティック・ストレスや共感疲労の権威でいら 

 
   チャールズ・フィグリー 氏(左) 

   エマニュエル・ルナ 氏(右) 

 

っしゃって、われわれの領域ではレジェンドの

ような、伝説のような方でいらっしゃいます。 

ではちょっと拍手をお願いします。 

それから、ルナ先生は、フィリピンからいら

っしゃっていただいております。長年、被災地

における支援をされていて、その支援の災害ソ

ーシャルワークのプログラムもお作りになって、

フィリピン大学でその講座も教えていらっしゃ

る方でいらっしゃいます。 

プロフェッサー・ルナさん、よろしくお願い

します。それから、今日はコメンターとしてデ

チャ先生にもおいでいただいておりまして、デ

チャ先生はタマサート・ユニバーシティの教授

でいらっしゃって、タイにおける同様に災害、

被災地支援、災害支援の災害ソーシャルワーク

を研究として展開されている方でいらっしゃい

ます。本学とも非常になじみのある先生でいら

っしゃいます。今日はよろしくお願いしたいと

思います。 

Professor Decha, Thank you very much. あと、

スペシャルゲストということで、筑波大学の高

橋祥友先生においでいただいておりまして、高

橋先生は災害精神医学の権威でいらっしゃいま

して、本学としてもこの機会にまたあらためて

先生とのつながり、あるいは先生を中心とする

プロジェクトとつながりができることを心から

嬉しく思っております。よろしくお願いいたし

ます。 
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早速、講義のほうに入りたいと思います。最

初、チャールズ先生、それからルナ先生、それ

から学生の皆さんの発表ということでございま

す。午後はワークショップの醍醐味として、体

を動かしたりいろいろお話をしたりという、そ

ういうふうな時間にできればと思っているとこ

ろです。 

 

フィグリー 皆さんこんにちは。今日は私はネ

クタイなしでやってまいりましたけれども、私

どもとしてはみなさんにぜひ活発に参加をさせ

ていただきたいと思っております。 

今日はこれから、英語でいうところの High 

compassion fatigue、非常に高いレベルの共感性

疲労をどうやって回避するかということについ

てのお話をさせていただきたいと思っておりま

す。なぜ High という、高いレベルということば

を付けたかといいますと、高橋先生のほうで

Moderate、適当なレベル、適切なレベルの共感

疲労というのは実は満足度を高めることができ

るので、これはいいものだというふうにおっし

ゃっているからであります。 

ということでまず最初に共感性疲労について

重要ないくつかの概念についての定義から始め

たいと思います。 

まず最初に、Resilience という言葉の定義であ

ります。これは回復力とかあるいは抵抗力と日

本語で言ったほうがいいのかもしれないんです

けれども、特に学生としてこれからソーシャル

ワークに携わっていこうという人たちを対象に

して、頭に置いて定義をしたいと思います。 

いくつかの基本的な仮説といいますか考え方

が前提になっているんですけれども、その一つ

は効果的に人として人的なサービスを提供する

ためには共感が必要である、というのがありま

す。 

それから二つ目にはこの Compassion、共感、

を持つためには、相手に対する思いやり、それ 

 

チャールズ・フィグリー 氏 

 

から関心をもつこと、そして相手と接触をする

ということが必要です。 

ということは、三つ目の要件として挙げられ

るのが、ソーシャルワーカーは患者さんの苦痛

に自分自身も触れることになる、Expose される、

暴露されることになる、ということで、患者さ

んの苦痛を体験することになります。 

しかしそれは悪いことばかりではありません。

なぜかというと、そういう状態にさらされるこ

とによって、なんとかしてあげようというやる

気が出ます。それからまた、サービスを提供す

ることによって喜ばれると満足感を得ることが

できるからです。 

患者さんの苦しみを目の当たりにするわけで

すけれども、それでもソーシャルワーカーは回

復力を維持することができます。 

その条件の一つとして、自分は何をしなけれ

ばならないのかという自分の使命を明確に認識

をして、何ができて何ができないかということ

をよく知ることです。 

二つ目の条件は、共感を持ちつつも一定の距

離を置くことができるということです。この「一

定の距離を置く」ということは、クライエント、

患者さんに対する共感を持ちつつ自分自身に対

する共感も持ち続けるということです。それか

らまた、ソーシャルワーカーが自分の抵抗力、

回復力を維持することができる条件としては、

支援を受けられる環境があるということです。

したがってこの Resilience、回復力があれば共感
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性疲労への解毒剤になります。非常に高いレベ

ルの共感性疲労ですね。 

ここでちょっと短いビデオをお見せしたいん

ですけれども、英語なものですからうまくいく

かどうか、どうなるかちょっと分からないんで

すが。 

 

<動画>  

<音楽> 

通訳 Should I give just a brief explanation as to 

what had happened?  

 

フィグリー Yes, thank you.  

 

通訳 すみません、今のフィルム、17 分とちょ

っと長めでしたので、すべての通訳はできませ

んけれども、この共感疲労というのは、例えば

ベトナム兵の帰還兵を治療していたような専門

家の間でも体験されるような、あるいは 9.11 の

テロの攻撃が起こったあとにいろいろな、消防

夫であったり心理学者であったりジャーナリス

トであったり、あるいはナースであったり警察

官であったり、あらゆる人が経験をしてきたこ

となんですけれども、実際に共感疲労という形

で認識されるようになったのは 1995 年ごろだ

ということだそうです。 

 その後 10 年ぐらいの間にこういうものが存

在するんだということが認識されるようになり

まして、いろいろなリサーチが行われてきた。

その中で分かってきたことは、やはり共感性疲

労というのは防止をすることもできるし治療も

することもできるということが分かってきたと

いうことが、今、大切なこととして述べられて

いたと思います。それをするにあたってはまず、

トラウマの経験を持っている人たちを支援する

ために活動している人たちが、自分がそのよう

な状況に陥ったときに、まずこれは共感性の疲

労であるということを認識することが必要であ

る、ということです。実際に仕事をしている人

たちというのは、同僚に対してこんな大変なこ

とがあった、と言って相談をすることはあるけ

れども、その同僚たちももちろんアドバイスを

することはできるんだけれども、もう少し正式

な形での対応をしてあげることができるように、

例えば聞き方においてトレーニングされるとか、

あるいは何か、こういうときにはこういう人の、

専門家の助けを求めたほうがいいよ、というよ

うな判断ができるとか、そういうことを可能に

するような、フォーマルなトレーニングがある

と非常にいいということであります。 

 それからもう一つ、実際にトラウマ治療、あ

るいは支援に携わっている人にとって大切なの

は、自分自身が共感性疲労に陥っているという

ことを認識すると同時に、抵抗力を付けるため

に実際に仕事をしている間にはストレスをコン

トロールするような手法を身に付ける。その中

にはユーモアを持つというようなことも一つに

入るようですけれども、それと同時に、仕事以

外のときには十分に休養を取るとか、自分が楽

しめることをするとか、共感をしている相手と

自分を離して、そして自分自身をケアすること

が重要だというようなことが述べられていまし

た。そのほかは実際に経験をしたかたがたが「こ

ういうときはこんな思いをした」というような

ことを述べておられました。それが多分、重要

な点であったと思います。 

 

フィグリー－ 時間がありませんので言葉の

定義からさせていただきます。そのあとで理論、

それからモデルについてお話をしたいと思って

いる んで す けれ ども 、ま ず最 初 はこ の

Compassion stress、共感性のストレスというも

のです。これは自分が仕事をする間に感じるス

トレス、共感を持つことによって感じるストレ

スです。 

こういったストレスを持つということは、共
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感を持つことによって発生するものです。 

しかし、被災者などに支援をするときに、同

時に私たちが活動することによって患者さんが

非常に良くなったり、そして喜びを表現したり

するわけですから、私たちの仕事が評価されま

す。従ってそれと同時に感じるのは共感性の満

足感です。 

共感性のストレスあるいは共感性の疲労とい

うのは、いわゆるバーンアウト、燃え尽き症候

群と言われるものとは異なります。バーンアウ

トというのは長期にわたって非常に疲労困憊を

感じる、そしてまた仕事に対する関心を失って

しまうという状況です。 

共感性の疲れあるいは疲労感というのは、そ

れと比べますと、クライエントあるいは患者の

苦しみに触れることと直接関連をする短期的な

疲労感の経験です。それからまた、トラウマに

対するストレス反応です。 

従って一番大切な概念は何かと言うと、ソー

シャルワーカーの回復力あるいは抵抗力です。 

ソーシャルワーカーというのは仕事に関係す

るストレスに自然に対応する、あるいは人の助

けを借りながら対応するという傾向を持ってい

ます。 

ですからソーシャルワーカーというのはそう

いう抵抗力、回復力を持っている、そして悪い

結果を回避し、仕事からの満足感を得るという

ことにつながっていきます。 

実際に被災をした患者さんなどとトラウマの

経験をした人たちと仕事をするうえで、この

Compassion fatigue という、共感性の疲労に陥ら

ないようにするためのロードマップをここで示

したいと思います。 

多分このモデルは 20 年前ぐらいに作られた

ものです。 

いろんなところでこれ、実際にリサーチとし

て活用されてきたもので、おそらく 25 ぐらいの

プロジェクトがこれを使って行われたと思いま

す。左が三つの箱から始まります。 

先ほどお話しした三つですね。まず最初にク

ライエントに対する共感をする能力を持ってい

なければならない。Empathic ability です。それ

から Concern というのは、相手に対する関心。

関心を持たなければならない。それと同時に、

相手の苦痛に Expose される、暴露されるという

ことです。 

こういう三つの条件がそろいますと、ソーシ

ャルワーカーにしろあるいはほかの精神医療の

活動をしている専門家にしろ、共感を持って相

手に対応することができるという反応のしかた

を自分自身、身に付けることができるようにな

ります。 

従って患者に対する理解が深まりますので、

それをもって、その患者さんに対して最も適切

なことを伝えることができる、話してあげるこ

とができるようになります。 

同時に、私たちは心を開いて患者さんに対応

していくわけですので、相手の痛みというもの

が自分の痛みになっていきます。それがたまっ

ていくと、自分たちの痛みとして残ってしまう。

残余共感性ストレスというものが生まれてきま

す。 

共感性の反応というのは、今言ったような形

で残余共感性のストレスを生み出すわけですけ

れども、二つの方法を持ってこれを低減するこ

とができます。 

その最初の第一は、患者さんからある程度の

距離を置く、あるいは患者さんの苦しみを超え

たところに自分自身を置くという Detachment

というものです。患者さんに対しては、どうい

う対応をすべきかということに焦点を当てて、

そして支援をしながらプロとしての態度といい

ますか立場というのを堅持します。 

自分のストレスを仕事をしている間に管理を

しながら、同時に仕事が終わったあとは、もう

仕事は仕事だということで忘れてしまう。先ほ
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どのお医者さんの 1 人の方がビデオの中で言っ

ていましたけれども、つまり自分自身のバッテ

リーもリチャージしなければいけないわけです。

仕事は仕事、自分の生活に戻ったときには自分

のエネルギーをリチャージするということをし

ます。 

もう一つ、共感性の疲労を避ける方法として、

仕事に対する満足感を持つということです。 

しかし、この共感性の疲労というのは、直接

やはり関係があるのは残余性の共感性ストレス

です。 

しかしほかにも二つ、この共感性の疲労とい

うものを増幅してしまうという要因があります。 

一つは長期間に渡る、長時間に渡る、患者さ

んの苦しみへの暴露、つまり苦しみに触れ続け

るということですね、長時間、あるいは長期間、

休みも取らずに患者さんのためにと思って働き

続ける。 

もう一つは自分自分のトラウマです。自分自

分の人生、生活の中でトラウマの伴うような経

験をしていた場合には、仕事をしながら、患者

さんに接しながら、それが記憶として戻ってく

るということがあります。こういうことがあり

ますと、いわゆる残余性の共感性ストレスとい

うものが増幅されることになります。 

それから最後、もう一つありますけれども、

それは毎日毎日の生活の中で感じるストレスで

す。これが積み重なっていきますと、共感性の

疲労感というのが高まります。 

今のところをもう一度申し上げますと、この

災害トラウマに対する支援を提供するという仕

事は、まず私たち自身がクライエントのトラウ

マに Expose されるということ。 

その中で患者さんに対する思いやり、共感を

持たなければならないということ。 

同時に、患者さんを助けるために、彼らに対

する関心を持ち続けなければいけない。 

ですから本当に効果的に患者さんに対するサ

ービスを提供しようということになりますと、

サービスを提供する中で患者さんに対する対応

と同時に、自分自身のケアというのが重要にな

ります。 

患者さんに対応しながら共感を持って対応する。 

そして、自分たちの仕事の中から満足を得る、

正しい仕事をしているんだというような、そう

いう喜びを感じるということが大切です。 

ちょっと時間がなくなってきてしまっており

ますので、次のモデルに移りたいと思います。 

昨日おとといの会議の中でちょっとお話をし

たモデルなんですけれども。 

トラウマを受けた人たちに対してサービスを

提供する、支援を提供する中で、支援者そのも

のが、本人が健康を維持することができるか、

あるいはけがと言いますか、負傷してしまうか

どうかという分かれ目があります。 

一つにはまず、支援をしている人たちあるい

はソーシャルワークをしようというような人た

ちは、もともと生まれながらにして持っている

ものがあります。それが自分自身を守ってくれ

ることがあります。 

実はいろんな要因があるんですけれども、詳

しくお話しする時間はありません。 

同時に、教育を受けたりトレーニングを受け

たりシミュレーションに参加をしたりというこ

とをすることによって、さらに自分自身を守る

要因が追加されます。 

その中にはもちろん、患者さんとの間に距離

を置くということが含まれます。患者さんに対

する思いと自分に対する思い、ケアというもの

をバランスを取るということです。 

もう一つ関係してくるのは、自分の個人的な

生活の中で、あるいは仕事の中で感じるストレ

スがどれぐらいあるかということですね。 

こういう三つの種類の要因というものが、支

援を提供する支援者が一体どのような支援を他

人に対してすることができるかどうかというこ
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とを示すことができます。 

支援者として生物学的に、心理学的に、ある

いは対人的、社会的、行動のうえで、あるいは

精神的にどのようなケアを提供することができ

るかどうかということにつながっていきます。 

 

同時に、支援をする本人が実はその仕事をす

る間にどのような支援を必要とするのかという

ことを示すことになります。 

同時にこれは、支援をする支援者が仕事から

どのぐらいの満足を得ることができるかという

ことを示唆します。 

それとは逆に、支援者が仕事をする中でどの

ぐらい負傷をするか、つまりトラウマを経験し

たり、あるいは疲労感を経験したりするかとい

うことを示すことになります。 

それから、Grief ですね、どれぐらい心が傷つ

くかということで、この今の三つのことという

のは、なんらかの形で対応されなければなりま

せん。 

支援者その本人が健康を維持していけるよう

に、どのような支援をしていかなければいけな

いのかということをしめします。 

ということで、時間がなくなってしまいまし

たから、最後に申し上げたいのは、いかに支援

をする人間にとって、自分をケアすることが重

要か、それから同僚に対するケアが重要かとい

うことです。厳しい状況の中で仕事をするわけ

ですので、最初に挙げた三つの自分自身を守る

要因というのを確保する必要があります。 

ということで、今朝のレクチャーはこれで終

了ということにさせていただきまして、午後に

いかにして、どのようにして自分自身をケアし

ていくかということ、特にこれからケアワーカ

ーとして活動しようという、勉強をしていらっ

しゃるかたがたにとってどのようなプランニン

グが必要かというお話をさせていただきます。 

Arigato gozaimasu. 

藤岡－ ありがとうございました。一つぐらい

ちょっとご質問を受ければと思うんですが。 

いかがでしょうかね。学生の皆さま。 

せっかくご本人もいらっしゃっているので、

なんかすごい、これは絶対聞けないぞ、という

ようなことを聞いてもらうとうれしいなと思い

ます。 

じゃあ、ここはちょっと。ああ、稲葉さん、

すばらしい。はい、どうぞ。 

 

稲葉－ Thank you very much. 私たちの大学で

は、カリキュラムが詰まっていることが多くて、

疲れます。 

Very hard student. 自分の休まる期間が短い。

そういう場合はどうすればいいでしょうか。 

 

フィグリー－ そのようなご質問にお答えす

るために私は今日、ここに伺っているのです。 

 

藤岡－ ナイスなご質問、ありがとうございま

した。 

今、お話の中にあったセルフケアのもの、英

語のものとそれからわれわれが日本語に訳した

ものを手元にあるので、午後、セッションでま

た話題になると思いますけど、お休みのときと

か、見ておいていただければと思います。 

それではルナ先生、よろしくお願いいたしま

す。 

 

ルナ－ 私はここに立たせてお話をさせてい

ただきます。立ってお話をさせていただきます。 

フィグリー先生の講演、私の話とも非常に緊

密に結びついています。日本に来る前、現在私

は四つの調査、リサーチに関わっているので、

非常に苦難にあえぐコミュニティーを訪問しま

した。例えば、先般の台風 30 号の甚大な被害を

受けた州の家族やコミュニティーを調査で訪問

いたしました。さらには、この台風 30 号、台風 
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エマニュエル・ルナ 氏 

 

ハイエンの 3 週間前に起きた大地震によって被

害を受けた、そしてその被害から復興をしよう

としているコミュニティーを訪問しました。 

さらには、もう一つの私の調査ですけれども、

山脈、山岳地帯のコミュニティーで、ほとんど

医療保健サービスがない、あまりにも人里から

遠くはなれていて、そこに往復するのが非常に

お金がかかるということで保健サービスのない、

医療サービスのないコミュニティーの調査にも

行きました。そこで看護師やそして医療従事者、

保健サービスの提供者と話をしたのですけども、

彼らはその労働に対して非常に極めて少ない報

酬しか得ていません。 

そして、日本に来る前、直前までに関わって

いた四つ目の調査、リサーチですけども。この

四つ目の調査というのは、セーブ・ザ・チルド

レンという団体の下で行っている調査ですけど

も、洪水の被害を受けて浸水している小学校に

関しての調査です。そのように調査をたくさん

実施していましたので、自宅で睡眠が取れる時

間というのは1日のうち約10パーセントぐらい

でした。というわけで、私もいろいろここで皆

さんに打ち明けているのです。 

ですから先ほどのフィグリー先生のお話を聞

きながら、まさに自分に当てはめて聞いていま

した。 

私に対して支援の手を差し伸べてくださいま

して、フィグリー先生、ありがとうございます。

しかしながら、ここで申し上げたいのは、私は

本当に仕事が好きなのです。そして、まだまだ

論文も書きたいと思っています。まだモチベー

ションも高く、いろいろなことをこれからやっ

ていきたいと思っています。 

しかしながら、自分の気持ちというのをしっ

かり認識しなければいけないと思っています。

ですからこのようなやる気があるからこそ皆さ

まの前でこうしてお話をしているわけです。 

先ほどこちらの学生さんが、ここの大学での

カリキュラムが非常に詰まっていて、これがス

トレスになっているという問題提起をなさいま

した。 

ですからまさに、その点がこれから私が皆さ

まにお話しをしようと考えていた点です。私の

話のテーマというのは参加型の教育です。 

本題に入る前に、一つエクササイズ、演習を

したいと思いますが、答えを口に出してまだ発

表しないでください。 

頭の中で考えてください。そして私が当てま

すので、当てられたら答えを言ってください。

答えは通訳されます。ここの質問ですけども、

四角がいくつ見えますか、です。これは、一見

縦のほうが長く見えて長方形に見えるのですけ

ども、これすべてが、一つ一つのマスが四角で

す。誰か答え、見つかりましたでしょうか。 

どなたでも結構です。いかがでしょうか。 

 

How many squares do you see?
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30。 

ほかの方は。 

いくつありますか。 

16 ですか。 

ほかの答えは。 

皆さま方、何かしら頭にあると思います。 

16 ですか。 

22。 

30。 

いかがでしょうか。 

30。 

25。はい。 

いかがでしょうか。100。 

100 ですか。 

最後に。 

31。 

もっと聞いてみましょう。 

25. 

30。 

先生いかがでしょうか。 

16。 

37。 

30。 

フィグリー先生いかがでしょうか。 

30 ですか。 

正しい答えは、正解は 30 ですのでほとんどの方

が正しかったと思います。多くの場面で、それ

ぞれ答えが違うということがあります。そして

ここで質問です。そしてここからは参加型でや

っていきましょう。 

別に先生方が年というわけではないのですけ

れど、若い人を中心にやっていきましょう。今

のこの演習をやっていろんな答えが出ましたね。

これがこれからの本題とどう関連していると思

いますか。なぜ同じものを見て、いろんな答え

が出たのでしょうか。ストレスになっていない

といいんですけれども、難しいですか。別に成

績が付くわけではないですし、試験があるわけ

でもありません。 

怖がらないでください。 

 

日本語で発言して結構です。 

 

Ａ 見るポイントが、焦点の当てるところが違

うからじゃないかと思います。 

 

ルナ そうですね。ほかには。 

ちなみにこの 16 という答え、30 という答え、

どのように出たのでしょうか。 

16。 

小さい四角が 16。 

これはいくつでしょうか。 

これを 2。三つ。 

これは九つと勘定するわけです。 

そしてもっと大きい四角ですけども。 

これはいくつでしょうか。 

角を数えればいいわけです。 

三つ目と四つ目です。 

これが 4 ですね、失礼しました。 

これが一番大きな一つ。 

これを絵にするとこうなります。 

これが九つだとしましょう。 

これが四つ。いいですね。 

で、ここの部分がこれです。 

この形はなんでしょうか。 

ケーキ型とか言わないでください。 

ケーキではないです。これはなんの形でしょう

か。 

ピラミッド。 
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そうです。ピラミッド型です。 

そしてピラミッドを見ると何を思い浮かべます

か？ 

このピラミッドがあるとしますと。 

何が見えますか。大きいのはどこで、小さいの

はどこでしょうか。 

小さい四角はどこにありますか。 

一番下ですね。で、大きい四角は。 

一番上です。 

この四角は何を象徴していると思いますか。何

の例えでしょうか。 

この四角は何を象徴していますか。何のシンボ

ルでしょうか。 

オカネ 

 

Ｂ マネー。 

 

ルナ 小さいお金を積むと大きくなるという

ことですね。 

それも一つの可能性です。 

他にありませんか 

 

Ｃ 会社。 

 

ルナ 上下関係があってヒエラルキーがある

からですね。 

私の今日のテーマに戻しましょう。この、今

日のテーマというのは、コミュニティーに対す

る教育です。 

今、うなずいていらっしゃいましたね。なん

でうなずいていたのでしょうか。 

 

Ｄ 一番上にいる人が組織の中でトップにな

っていて、そこからいろんな情報が降りていく

っていうイメージがあったので、そういうコミ

ュニティーにおいても、トップの人に教育をす

ることによって下にもどんどんどんどん教育が

伝わっていくんじゃないかなと思ってうなずき

ました。 

 

ルナ それがまさに、私が考えていたことです。 

これがコミュニティー全体です。 

そしてこのコミュニティーはさまざまな人に

よって構成されています。下のほうには底辺の

貧しい人びと。そして真ん中の層の人たち、そ

れほど貧しくもないですけどもそれほどお金持

ちでもない。そして非常に豊かな富裕層があり

ます。この中で、このリッチな富裕層の出身の

方はいらっしゃいますか。ここで手を上げます

と、台風被害者への寄付金をお願いに参ります。

どなたかお金持ちいらっしゃいませんか。 

フィリピンの国におきましては、コミュニテ

ィーはこのような形で構成されています。多く

の人々がこの底辺の層にいます。そしてこの一

番下の階層の人たちというのは教育もあまり受

けていません。教育を受けていないがために、

このコミュニティーの多くの活動に参加ができ

ないという状況にあります。ここで問われるの

は、この人たちをどのようにエンパワーメント、

どのように力と能力を付けていくかです。 

学校に通って学習をするという習慣が付いて

いない人びとにどのようにものを教えればよい

のでしょうか。 

この上の社会の、階層の上のほうにいる人た

ちがこの底辺の人に指導をするということを続

ければ、これは問題になってきます。問題が起

きてきます。なぜかと言いますとやはりこの社

会の階級の上のほうにいる人たちが下の階層の

人たちに教えるというと、この手法にやはり異

なるものがあるからです。この社会の底辺の人

たちの学習のしかたにはやはり制約と限界があ

ります。 

このような社会の底辺の人の学習能力に限界

と制約があるために、われわれはこの参加型の

教育というものを採択するのです。そして、今

このクイズと言いますか演習をしました、ここ
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から学んだものはなんでしょうか。そして、一

つの学びは、コミュニティーというものの非常

に表面的な分析からさまざまな結論を導いてし

まうことがある。 

大体の場合、われわれは目に見えるものしか

見えない。この四角を見て、われわれが見えて

いたのはこれです。しかしながら、より深い分

析を行うと、この四角とこのピラミッドが関連

しているということが分かるのです。まずはさ

まざまな構成要素というものが見えてきます。

さまざまな規模そして性質や力の要素が見えて

きます。そしてそのあとに、各要素がお互いど

う関連づいているかというものが見えてきます。 

というわけで、コミュニティーというものを

見るときには、物理的な側面、その外見だけで

はなく。目に見えないものにしっかり注目して

ください。そしてこれができるようになるには、

より深い分析が必要で、そして当事者に直接話

をするということが必要となります。従って、

正しい答えを出すためには、より深い分析が必

要です。 

困っているコミュニティー、さまざまなニー

ズが発生しているコミュニティーを目の当たり

にした際には、われわれはソーシャルワーカー

としてそのコミュニティーを深く分析しなけれ

ばなりません。そしてこれを災害管理または防

災のコンテキストに置きますと、この演習は、

そのコミュニティーに対するハザード、そして

そのコミュニティーの脆弱性を分析するための

参加型の手法というものに活用できます。次の

スライドをお願いいたします。 

このパウロ・フレイレという人の名前を聞い

たことありますか。ブラジル人の教育学者で、

「被抑圧者の教育学」という非常に有名になっ

た本を 1970 年代に書いた人です。この本の中で

彼は、教育というものを二つの類型に分類して

います。一つはリベラティブ・エデュケーショ

ン、解放型教育、そしてもう一つはバンキング・

エデュケーション、銀行型教育というものです。 

このコミュニティー、地域の人々に対して教育

を施す際には、指導者とコミュニティーの間に

は一種、抑圧的な側面がその関係にあるかもし

れません。 

例えば、君、何をやっている？ 立ちなさい。 

答えが違っていたので、教室の隅に立っていな

さい。みんな私の言うことを聞きなさい。 

みんな紙と筆記用具を出しなさい。これから試

験をする。 

今のはロールプレイです。ありがとうございま

した。これが抑圧的な教育です。今、皆さま方

は被抑圧者でした。学生ないしはコミュニティ

ーの人びとが被抑圧者になり得るわけです。今、

叱られて、立って隅に行けと言われたときにど

のような気持ちでしたか。 

 

Ｃ 驚いたのと、恐怖感を感じました。 

 

ルナ まさにそれを目的としたわけです。一人

ひとりにこの恐怖心というのを植え付けようと

いうのが抑圧的な教育です。やはり教授という

ものは学生に恐怖感を与えることができるので

す。われわれには権力があります。ですからわ

れわれはこのピラミッドの。ピラミッドのてっ

ぺんにいる権力です。先生であって博士号も持

っています。そして学生というものは教授の思

うままになるのです。コミュニティーでも同じ

状況です。 

皆さま方、教授でもなく博士号取得者でなく

ても。 

そのコミュニティーに行って指導をするとい

う意図を持っていたとしても、皆さま方が抑圧

者になってしまう可能性があるわけです。 

従いまして、コミュニティー・リーダーに対

してトレーニングを行う際には、やはり違う教

育のアプローチが必要です。そして、まずいく

つか特徴を挙げていきます。まず、学習者の立
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ち位置ですけれども、この銀行型教育の前提と

いうのは、学習者は何も知らないと、こういう

前提に立っています。しかしながら解放型教育

においては、前提としては学習者はたくさんの

ことを知っている、しかしそれを発表する機会

がないだけだ、発言していないだけだ。そして、

この知識を発言していない、発言させていない

という理由というのはたくさんあるわけです。

まずは、「聞く」という条件付けがされているか

らです。発言をしないようにというふうに身に

しみて、体が条件付けされているという可能性

があります。私の授業ではみなさん、大いに発

言してください。 

コミュニティーの人びとにおいて、何よりも

まず最初に発言をするということがエンパワー

メント、能力と力を付ける道への第一歩です。 

 

コミュニティーの中では、コミュニティーの

リーダーや住民が、自分の考えていることを発

言できるようになると、これでまず自信が付き

ます。  

しかしながら、発言をしないからといって何

も分かっていない、何も知識がないというわけ

ではありません。彼らも大いに貢献できるので

すけれども、可能性はたくさんありますが、ま

だそのきっかけができていないだけです。 

そして次の特徴。知識の源ですけど、銀行型

教育においては、「君たちは何も知らないので私

が知識を全部提供する」と、このような姿勢で

す。 

 

こっちに来てください。 

ここにひざまずいてください。 

膝をついてください。 

口を開けてください。 

私が水源であります。水の源でありますので、

口に水をポンプでくみ入れています。ですから

私がこのポンプで知識を水のように彼の口に注

ぎ込んでいく。つまりこれは、すべて指導者か

ら知識が与えられるという。 

そのようなアプローチにおいて、コミュニテ

ィーの住民の役割というのは、口を開けてそこ

に座って、私が提供する知識をすべて吸収する

と、それだけです。それ、いいと思いますか？

いやですよね。しかしながら解放型教育におい

ては、全くその逆です。教師が皆さま方から知

識を導き出します。つまり教師は学習者に、そ

の人が持っている知識を皆と共有するように促

します。次のスライドをお願いします。 

教師の役割というものを見てみましょう。銀

行型教育においては、私がすべてのものの提供

者であります。しかしながら解放型教育におい

ては、私は促す役割を果たします。ですから皆

さまに発言をすることを勧めます。 

例えば外にある雪について何か言ってみてく

ださい。 

 

Ａ 溶け始めている。 

 

ルナ 雪、好きですか。 

 

Ａ あまり。 

 

ルナ フィリピン人は雪が大好きです。憧れが

ありますから。雪で遊びましたか？ 

あなたはどうでしょうか。 

この間バレンタインデーでしたね。 

チョコレートたくさんもらえましたか？ 

いいえ。？ 

要するに今は若干軽いネタで私のテーマに沿っ

てこれを示してみたばかりですが。 

要するに、私がここで申し上げたいのは、コミ

ュニティーにおいては、ファシリテーターまた

は教師、指導者がコミュニティーリーダーまた

はコミュニティーの住民からさまざまなアイデ

アを引き出すことが重要であると、これがポイ
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ントです。 

そして、学習者の役割ですけれども、銀行型教

師においては学習者の役割というのは、たくさ

んの知識を聞いて吸収するだけです。そしてど

んどんどんどん知識でおなかが膨れていって、

挙げ句の果てにはおなかが破裂してしまいます。 

つまり教育疲労が発生するわけです。このよう

な疲労が発生してしまいますと、将来的には勉

強に関心が持てなくなってしまいます。成績も

落第点になってしまいます。そして専攻やカリ

キュラムを変えてみたり。もはや教育を受ける

ということが楽しい仕事ではなくなってしまい

ます。これはあくまでも仮定の話です。仮の話

です。解放型教育においては皆さま方が持って

いる知識をほかの人と共有するのです。 

次ですけども、教師または指導者と学習者の

関係はどのようなものか。私は権威だ。私の言

うことに疑問を投げかけるな。ただ聞いていれ

ばよい。 

しかしながら、コミュニティーにおいては教

師というのは共同学習者であるべきです。 

 

パートナーであります。君、元気ですか。 

お元気ですか。 

一番いい笑顔を私のほうに向けてください。 

ありがとうございます。 

すばらしいにっこりの笑顔。 

このようにしてコミュニティーの、地域の人々

の教育、トレーニングをするのです。まずこの

ようにフレンドリーな雰囲気の中で心を通わせ

るのです。指導する側もコミュニティーそして

学習者から学ぶのです。そして、教師との関係

ですけれども、私のことを皆さま、恐れていな

いですよね。そうでないことを願っています。 

私のことを怖いと思っていますか。 

そういう人はいますか。 

やっぱり私怖いですか。 

私のことを怖いと思うなら、罰金として 1 万円

ください。冗談ですよ。 

やはりコミュニティーの中では、指導者と学

習者の間で心の絆、結びつきが生まれなければ

なりません。学習の手法ですけれども、銀行方

教育ではこれはトップダウンです。解放型教育

においては参加型。と同時に、経験則的に学習

する。認識だけではなく、行動が伴います。喚

起型の教育であります。つまり学習者からいろ

んな物を引き出すのです。そして問題提起型で

す。というのは指導者が質問して答えを導き出

します。それを繰り返すことによって次のダイ

アロジカル、対話型になります。 

次は学習の環境、雰囲気ですけれども。銀行

型教育においては、学習環境も形式張っていて

固定化されていて、そしてある一種の高圧的な

雰囲気があります。解放型教育においては雰囲

気は非常にオープンで、形式にこだわらず、フ

レキシブル、柔軟な雰囲気の中で教育が行われ

ます。成果ですけれども、銀行型教育において

は知識は暗記されます。そして学習したことを

単に吐き出す。模倣が行われる。 

解放型教育においては知識は処理され、消化

されます。刺激または経験が学習を伴います。

そしてそれを頭、そして心で処理していきます。

それを自分の中で合成をし、その中から自分で

学びを導き出します。そして、これをすること

によって一種、自己実現が行われるので、

Empower された、力が付いたということが実感

できます。 

基本原則。いわゆるまとめになりますが。 

指導者と指導を受けるコミュニティーの人び

ととの間で人間関係が構築され、そして一体化

が見られなければならない。そしてトレーニン

グプログラムに参加する参加者ですけれども、

これは地元のコミュニティーリーダーたちが動

員しなければならない。そしてトレーニングに

おいては、地元の人たちの知識や叡智を活用す

る。そして参加者または学習者の暮らしている
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環境、そしてニーズにトレーニングを合わせて

いく。 

例えばフィリピンの農業従事者、農民ですけ

れども、彼らは非常に朝早く起きて早朝から、

朝 9 時から 10 時までの間は非常に忙しい。これ

が忙しい時間帯ですので、なんらかのトレーニ

ングや研修をこの時間帯に行うことはできませ

ん。というわけで、トレーニングを行うなら午

後、実施します。しかし、漁師、漁民の人たち

はまた時間割が違います。午後ないしは夕方か

ら海に出ます。そして早朝、戻ってくるわけで

す。というわけで、トレーニングや研修を行う

ならば、やはり昼間、1 日の真ん中辺が一番都

合が良いのです。そして、仕事を持っている人

たちの研修をするのであれば、やはり夕方の 6

時か 7 時、就業後が一番ふさわしいと思います。

というわけで、これから訓練をしようとするコ

ミュニティーの人びとの生活環境や生活パター

ンをまず観察し、われわれの学習手法やトレー

ニングの時間帯などを調節します。そして、そ

れをすることによってより参加型になり、住民、

コミュニティーの人たちの生活に支障をきたす

こともなくなります。そして食事の面でもこれ

は適切でなければなりません。非常に具体的な

側面です。例えばイスラム教徒が参加するので

あれば、食事として豚肉は出してはいけません。

要するにトレーニングを実施する際にはさまざ

まなことに配慮しなければならないということ

です。 

これがわれわれが災害管理トレーニングにお

いて活用している参加型のメソッドの例ですけ

れども、左側がテーマまたは題材、そして右側

の欄が手法です。学習テーマが災害の状況であ

る場合、われわれは学習者に災害についての記

憶を想起してもらいます。または、災害につい

ての新聞記事を活用し、それを検討してもらい

ます。それを読んでもらって、感想を言っても

らいます。そして自分たちの体験をほかと共有

してもらいます。場合によってはトレーニング

中、参加者が泣きだしてしまうということもあ

ります。なぜ泣きだしてしまったかといいます

と、やはり発言の機会が与えられ、誰かが聞い

てくれているということが実感できたからだと

思います。 

そして、DRR、災害リスク軽減または防災の

概念を学習する際には、メタカードというもの

を使います。メタカードというのはご存じです

か。小さな紙で、自分の考えをそれに書いて、

それを貼り付けます。そのほか、ゲームも活用

します。先ほど行ったようなゲーム、また今日

の午後やるようなゲームを活用します。 

ハザード評価につきましては参加型のマッピ

ングをします。そして参加者に自分たちのコミ

ュニティーの調査を行うように、それをやらせ

ます。 

そして早期警報システムなどについては、実

際避難訓練などをドリルをやってもらいます。

この研修というのは必ずしも室内だけではなく、

実際外で活動しながらやるものもあります。そ

して緊急事態の計画策定。これはなんか起こっ

たとき、有事の際にはどうすればよいかと、こ

のような計画策定につきましてはワークショッ

プを行います。 

そして応急対応、緊急事態への対応は、ワーク

ショップも行いますし、ドリルも行います。 

昨年、コミュニティー・エデュケーション、

コミュニティーに対する教育のプレゼンテーシ

ョンを行いまして、その記録はこのパンフレッ

トに、小冊子にまとめられています。スライド

も入っています。 

外のテーブルの上に置いてあります。 

これはゲームをやっている場面です。 

この 2 人が私の大学の大学院生です。 

Bagyu は台風という意味です。 

ここでは母親たちがゲームをしています。 

自分たちのコミュニティーのハザードの優先付
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けをしています。これは形式にこだわらないコ

ミュニティーのハザードアセスメント。 

この人はコミュニティーのリーダーの 1 人です。 

これは JIS からの航空写真で、コミュニティー

における危険な箇所、ハザードというものの説

明をしています。 

ここに見えるのが川です。 

川の水位が 30 メートルぐらいになりました。 

しかし誰も死にませんでした。死者は出ません

でした。積極的な行動に出たからです。 

洪水に対してどのような対応をすればよいか、

きちんと把握しているからです。 

最後のスライドになります。 

これはワークショップです。 

最後。 

今日の午後のセッションでは、参加型手法の

演習やデモンストレーションに特化したセッシ

ョンを行います。ですから皆さま午後も参加し

て、楽しんでください。 

Arigato gozaimasu. 

 

藤岡－ Thank you very much, Luna. 時間が押

してはいるんですが、午前中、学生の皆さんの

ご発表もいただければと思っているんですが、

始まってから 2 時間近くたっているので、ちょ

っと小休止で 5 分ほど休みを取らせていただい

て、そのあと学生の皆さん、発表いただいて、

12 時半ぐらいからお昼休み。午後はちょっとず

れますけれども、そういう形でできればと思い

ます。 

Thank you very much. 12 時にまたここに皆さん

戻って来てください。よろしくお願いします。

ではちょっと 5 分間だけショートブレークです。 

Take a five minute break, come back by 12. 

 

藤岡－ 再開したいと思います。We would like 

to start again, so. じゃあ三好さん、ちょっとパ

ワポのほう、操作。すいません。はい。それで

は再開したいと思います。 

学生の稲葉さんを中心として活動していると

ころをご発表いただければと思います。どうぞ

よろしくお願いします。 

 

稲葉－ こんにちは。日本社会事業大学社会福

祉学部社会福祉援助学科 3 年の稲葉菜那と申し

ます。よろしくお願いします。今回お配りした

写真がいくつも書いてある資料があると思いま

す。これは、私たちが毎回行っている活動の報

告資料になります。 

 

 

稲葉 菜那さん(学生) 

 

 今回、大体の流れということで、参照資料で

すので、これについてのご説明はいたしません。

主にこのスライドを使ってご説明いたしますの

でご了承ください。災害支援ボランティアセン

ター、学生有志団体 Cocoa と書いてあります。 

今回、私以外に 5 名、学生が来ています。ち

ょっとご起立願えますか。 

 

 

参加学生 

 

後ほど少し感想をいただきたいと思います。

ありがとうございました。 
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では始めます。今、私は大学 3 年です。この

スライドを読み上げます。東日本大震災直後、

当時 4 年生、3 年生だった学生たち、社大生た

ちは、ソーシャル・ネットワーク・サービスを

通じて S-CAN を立ち上げました。それと同時

に、学生個人での活動も見られるようになりま

した。これは学生だけで立ち上げているもので

あって、まだ学内では動きがありませんでした。 

その後学内で、現地にどのような目的を持っ

て学内から学生ボランティアを派遣するかを検

討され、災害支援ボランティアセンターが設立

されました。スライドにもありますように、対

象地を宮城県気仙沼市に絞っています。 

では流れの説明をします。気仙沼市社会福祉

協議会というところに大学からボランティアバ

スで行きまして、現地でボランティア活動を行

いました。この気仙沼社会福祉協議会災害ボラ

ンティアセンターというのは、震災直後、影響

を受けた商店街やお店、いろんな場所でこの災

害ボランティアセンターに「助けてくれ」とい

う依頼があり、その依頼を集まったボランティ

アにふって、それぞれ活動をするという流れに

なっています。 

そこでまず、第 1 回目のボランティアバスの

活動として、ホテル磯村にて建物内の片付け、

泥運び、食器洗いを行いました。このように派

遣されて、7 月 9 日、8 月 29 日から 30、9 月 23

日と、月に一度ボランティアバスが運行されま

した。 

実際に写真があるので見ていきたいと思いま

す。少しスライドを飛ばします。 

これがボランティアバスに行くまでの流れで

す。一番最初に、右側の水色の文字が書いてあ

る写真ですが、オリエンテーションをして、参

加者、学生たちの思いを共有しています。バス

は夜出発して、車中泊で現地に着きます。 

こちらが災害ボランティアセンターの様子で

す。ここに着きまして、ボランティアの割り振

りを受け、ボランティアコーディネーターより

活動の説明を受けている写真です。 

当時は全員マスクに帽子、上下長い上着に長

ズボンで、長靴という格好なので、誰が何をす

るか分からないというので、ゼッケンを付けて、

この人は何をする人かというのをアピールして

います。 

当時はこんな感じでボランティアに行きまし

た。これがホテル磯村でのがれき撤去の様子で

す。 

波の影響が強くて、物が全部壁を突き破って、

中にがれきが入っています。それをまず外に出

して、そこを洗っている様子です。ホテルなの

で、たくさんの洗えば使える食器が出てきまし

た。それもきれいに洗う作業をしています。ボ

ランティアセンターには、このホテル磯村の所

有者の方が依頼をしてこのようにボランティア

が来ているんですけど、活動のときには依頼主

の方も一緒に来て、指示を受けながらボランテ

ィアをしました。 

これは第 2 回目、7 月 9 日の写真です。これ

は公園に堆積した泥の撤去を行っています。こ

の泥には重油とか有害物質が多く、このままで

は遊べないということで撤去している写真です。 

ここで参加者の方がいらしているのでお話を

聞きたいと思います。どのような感じでしたか。 

 

学生Ａ はい。この日は、公園自体にはがれき

はなかったんですが、海水の臭いとかが土に染

み込んでいる状況で、それが太陽に熱されてモ

ヤモヤした感じで、ちょっと辺りには臭いが漂

っていたイメージが強く残っています。 

 

稲葉－ 時間の都合上、これからは早足になり

ます。これは漁師さんの網を、そこら中に散ら

ばってしまったので、金具外しをしています。

先日、現地よりお越しいただいた方にもお話し

いただいたときに、この漁師の網について金額
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など、実際に挙げられていたんですけど、どれ

ぐらいの資本かな、1 枚で１億円とか、そのよ

うなお話がありました。 

第 5 回ですね。もうこの時点ではボランティ

アセンターで団体受け入れというものがなくな

り、個人で登録をして個人で派遣されるという

作業に移行されていました。 

この写真なんですけれども、これもボランテ

ィア活動の一環でして、流された写真、記録、

アルバムを 1 枚 1 枚、泥を落として、洗浄液に

浸けて泥を落として、スキャナーで読み取って

アルバムとして再生するという活動です。この

ような活動です。次からは私たちの活動の発表

になります。 

2011 年 12 月になりますと、9 月 23 日が大学

でボランティアバスを出すというのが最後にな

ってしまって、ここに参加した学生たちがもう

1 回やりたい、また行きたいということで、大

学に企画書を提出して、“遊びボランティア”と

いうことでボランティアバスを出発させました。 

この写真は第 1 回目で、12 月のクリスマス会と

題して、大島児童館、気仙沼市大島、島ですね、

に行ってクリスマス会をしています。クリスマ

スカードとお菓子をプレゼントとして用意した

んですけど、クリスマスカードは前に座ってい

る藤岡ゼミの皆さんが描いてくださいました。

当時、私たちは 1 年生だったんですけど、全学

年、1 年生全員にお願いをしてクリスマスカー

ド作成をしました。 

これは同じ日にもう 1 カ所行っており、これ

は仮設住宅に行きました。このときは、写真ち

ょっと見づらいんですけれども、幼児さんも多

く参加して、私たちは一応、一番最初に小学生

を対象として遊びの場を提供するということで

行っております。 

これは次、春休みに行きました。遊びの会の

様子です。この写真は、ちょうど先ほど、この

集会所がたまたま私たちが行く前の日だったか

な、火事が起きてしまって、急きょ外でやって

います。これは火事があった集会所の写真です。 

この「グリーンタウンやもと」という応急仮

設住宅なんですけれども、火事が起きたのはこ

れ、三つ。1、2、3。3 グループに分かれている、

1 の「グリーンタウンやもと１」で火事が起こ

り、そこの子どもたちは怖がって出てこないと

いう状況があり、2 と 3 にいる子どもたちも呼

んで、みんなで遊ぼう、なるべくそれに触れな

いように思い切り遊ぼうということで遊びを展

開しました。 

この日も大島児童館、もう一度大島児童館に

行っています。当時、大島児童館、大島全体で

はインフルエンザが大変流行っており、第 6 弾

まで来て、大体小学校はほとんど学級閉鎖、学

校閉鎖があり、その中でも来てくれた子どもた

ちと一緒に映画鑑賞会をしています。このよう

に、冬休みと春休みにボランティアバスを出し

て、遊びの会を展開しています。 

次に、2012 年 4 月より、学内にいてもできる

ボランティア、現地のあったことを忘れてほし

くない、もっと広めようということで、気仙沼

にあるものを販売する、気仙沼にある物でカフ

ェを開こうということで、気仙沼カフェ活動を

展開しました。 

お手元の資料の 1 ページ目に概要が載ってお

ります。日本語での概要なんですけれども、後

ほどご参照ください。カフェは大体毎回 70 人近

く来て、学園祭でも 200 人来てくださり、売り

上げはすべて気仙沼社協に送っております。 

続きまして第 8 回ボランティアバス。これは

夏休みに行きました。ちょうど今座っている 2

年生が主導でやっていますのでちょっとお話を

伺いたいと思います。 

 

思ったことを聞きたいと思います。 

行ってみて、子どもの様子はどうでしたか。 
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学生Ｂ 夏休みということで、子どもたちはす

ごく、いつもよりたくさん集まってくれて、児

童館に行ったんですけど、児童館では子どもた

ちの関係性がもうできているので、すごく、大

学生も合わせてみんなで楽しく遊ぶことができ

ました。 

 

 

 

 

 

稲葉－ お隣の方。大変だったことを教えてく

ださい。本音で。 

 

学生Ｃ そうですね、やっぱり子どもたちがす

ごく多いので、大学生の人数の 2 倍 3 倍という

人数の子どもがいるので、やっぱり楽しいんで

すけど、すごく子どもたちの元気にこっちが負

けてしまうというか、追いつけなくなってしま

ってすごい、疲れるんですけど、楽しいです。 

 

稲葉－ また仮設に夏、行った写真です。 

 

このときの様子を教えてください。 

 

学生Ｃ このときは、子どもたちが夏休みだっ

たんですけども、開始後すぐにやっぱり子ども

たちがなかなか集まらず、仮設住宅の中をスピ

ーカーをお借りして、子どもたちに呼びかけて、

という状況から始まったんですけども、子ども

たちがだんだんと集まって来てくれて、一緒に

元気に楽しく遊ぶことができたんですけど、そ

の中でも印象的だったのが、やっぱり仮設住宅

ということで、遊べる場所が限られているとい

うことで、例えば外でボール遊びをしてはいけ

ない、などの決まりがあるということで、私た

ちがこうやって行って、思い切り子どもたちと

遊ぶことが、とても意味のあることなのかなと

いうふうに感じました。 

 

稲葉－ 東名地区のことも少しお話しいただ

けますか。 

 

学生Ｂ 東名地区では、地域全体の子どもたち

を集めて企画をやったんですけど、左下の写真

を見ていただくと分かると思うんですが、人数

がすごく多かったです。 

 

稲葉－ この地区は東松島市新東名、東名地区

といいます。ここは大変被害が多くて、電車や

居住区が一気になくなり、更地が今でも続いて

いるところで、以前、がれき撤去にもボランテ

ィアバスで行っているところです。今、話して

もらった学生(Ｂ)は、現地の方からいろいろ、

当時どうだったよ、どのように津波が来たんだ

よ、ということを詳しく聞いてくれた子で、ち

ょっと話を振りました。 

すみません、時間が押しているので。12 月に

もこのあと、行っております。12 月 25 日です

ね。また 3 月にも行く予定をしております。子

どもへの遊びのほかに、東松島のほうから依頼

がありまして、高齢者支援施設、グループホー

ムへ活動をしに行かせてもらいました。 

最後に。私たちは一番最初に先ほど、災害支

援のがれき撤去などのボランティアに行って、

地域の子どもたちが遊ぶ場所がないということ
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を知って、この遊びの会を始めました。実はそ

の立案者がいます。オオガネさん。学部 3 年、

オオガネマミさんといいます。お話を伺いたい

と思います。 

どうしてこの会を立ち上げようと思われたん

ですか。 

 

オオガネ この会を立ち上げるきっかけとい

うのは特になかったんですが、私がボランティ

アをしているのは、私自身が、自分が生まれ育

った町が大好きなんですね。だからきっと、災

害を受けた地域に住んでいる人たちも、自分の

大好きだった土地が流されてしまったら、とい

うことを考えたときにやっぱり自分たちだけで

復興というのはきっと難しいものがあると思っ

て、そこに誰かの力が入れば何かしらの効果が

あるんじゃないかなと思って、私はボランティ

アをさせていただいています。 

その中で、子どもたちを焦点にして大学でイ

ベントを企画させていただいたのは、自分が小

さかったときは地元の土地をいっぱい使って遊

んだんですよ。山とか川とか田んぼとか、そう

いう自然に囲まれたところで育ったので、そう

いう土地をいっぱい使って遊んだんですが、そ

この被災地の子どもたちにはそれができない、

遊び場が今は不足しているということを聞いた

ときに、何かもっともっと子どもたちが元気に

なるようなことをしてあげたい、という気持ち

で、この子どもたち向けのイベントを最初に企

画させていただきました。 

 

稲葉 なぜ“遊びに行くという企画”なのかと

いうことですけれども、私たちが行って何がで

きるんであろうか、遊びに行くだけで本当にい

いのだろうか、現地の子どもたちに何が残せる

んだろうか。まだこれを続けていていいのだろ

うか、ということをたくさん、学生は抱えなが

ら活動しています。日々変わりゆく復興状況の

中、また、復興しないという状況の中で、どん

どん目的や意識を変えながら、また自分たちの、

先ほど先生からも出ました、リカバーをしなが

ら行かなければなりません。これはとても、思

っているよりも気付かないものであるというこ

とを最近認識しております。 

 今、3 年生は実習とかいろいろカリキュラム

で忙しいということでなかなか参加できないん

ですけれども、2 年生たちは今、次の道を探し

ながら一生懸命頑張っております。今回はこの

発表の場を与えていただき、誠にありがとうご

ざいました。 

 

藤岡 どうも稲葉さん、ありがとうございまし

た。ではちょっといていただいて。 

予定では 3 人の方からコメントをもらう予定

だったんですけど、ちょっと時間も押している

ので、お二人、チャールズ、ルナ先生からは午

後のセミナーの中で感想も交えてワークショッ

プをいただければと思います。そして、短く、

せっかく今こうやってお聞きして、その思いを

含めて、デチャ先生のほうから短くコメントを

いただければと思います。 

 

デチャ－ 私がコメントをするのにふさわし

い人間かどうかは分からないんですけれども、3

時間近くここに座らせていただいて、レクチャ

ーを伺い、また、学生さんたちの発表もお聞き

して、大変いろいろと感じるところがございま

した。ソーシャルワークを教える者としても非

常にためになりました。元気をいただいた気が

いたしますけれども、今朝伺った三つのレクチ

ャーとプレゼンテーションというのは本当にお

互いに素晴らしい関係を持っていたというふう

に思います。思いやりといいますか、共感を持

たなければ、皆さんのようにボランティア活動

をすることはできなかったと思います。 

 フィグリー先生のご講義、特に共感について 
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デチャ・サングカワン 氏 

 

の講義というのは大変素晴らしかったと思いま

す。ソーシャルワークのプロとして、まさに共

感を持つということは必要なことで、これなく

しては仕事ができないと思います。ただ、良い

仕事をするためには適度の共感が必要であって、

それがありすぎると今度は自分自身を傷つけた

りすることになりますので、どの程度が良いレ

ベルなのかという辺り、難しいとは思いますけ

れども、おかげさまで「非常に行き過ぎた共感」

というものがどういうものかということについ

ても理解を深めることができたと思います。 

 ルナ先生のレクチャーは、レクチャーではな

くエンターテインメントだったと思います。 

ルナ先生はポール・フレイレさんですか、非

常に素晴らしいコミュニティーワークの概念に

ついてご説明をしてくださったと思いますけれ

ども、ボランティアであったとしても現場に行

って、こういう人たちを支援するという活動を

する場合には、やはり注意深さといいますか、

必要だということも教えていただきました。 

学生さんがグループを作られて、そして活動

を続けていらっしゃるということは本当に素晴

らしいことだと思います。現場においでになる

ということは、その現場が社会的な学びの場に

なっているというふうに思いますので、今日、

例えば先生方に教わったいろいろな概念があり

ますけれども、そういう概念をしっかりと現場

で応用していただく、適応していだだくという

ことができるのではないかと思います。共感と

いうような概念とか、それからコミュニティー

を開発するにあたってどういうことを知らなけ

ればいけないのか、というような原則を含めて、

そういうところから今後とも 2 年生、1 年生と

継続して活動を続けていただきたいと思います。 

 

藤岡 ありがとうございました。稲葉さんもど

うもありがとうございました。 

じっくりと研修を受けさせていただいて、ち

ょっと時間が押して申し訳ありませんが、じっ

くりとというほうをちょっと優先させていただ

いたところです。1 時間、昼食の時間を取って

おりますので、2 時再開ということで、ちょっ

と昼ごはんが遅くなって恐縮ですが、2 時再開

にさせていただきます。じゃあ、午前中のほう

はこれで終わります。どうも。 

 

 

藤岡 それでは午後のワークショップを始め

たいと思います。 

 お二人から予定通り 1 時間で、申し訳ないで

すがディスカッションとかいろんなことを含め

て 1 時間をリミットにしていただければと思い

ます。 

そして、午後は体験型ということでいろいろ

やってもらうつもりなんですが、午後は学生だ

けではなくて、周りを取り囲んでいる方々も入

っていただいて、一緒にワークショップを受け

ることができればというふうに思っているとこ

ろです。じゃあ、最初はチャールズさんですね。

はい、では。 

 

フィグリー それでは、学生さんだけではなく

てこちらにおいでになる皆さま方とご一緒にと

いうことで、このセッションにおきましては災

害支援における主にはソーシャルワークの学生

の効率性を改善する、そのために高度共感性疲

労回避のスキルとテクニークを改善するという

ことで、モデルを示していきたいと思います。 
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チャールズ・フィグリー 氏 

 

データとかあるいは理論とかということは別に

いたしまして、やはり、いかに自分自身が元気

でいられるか、あるいはまた、楽しく仕事がで

きるかという辺りのところに注目してお話を進

めていきたいと思います。 

 一番大事なのは、自分自身で何が大事かとい

うことを認識するということです。心あるいは

体の健康を維持しながら、エクササイズをする

とか、あるいはきちんと栄養を摂るとか、個人

的な生活あるいは仕事の面でも満足のいく生活

ができるようにしようということで、その中に

は精神性みたいなものも入ってくるわけですけ

れども、このモデルを見ていきたいと思います。 

まず最初に申し上げたいのが、自分自身を傷

つけるな、ということであります。他者に対し

て支援をするわけですけれども、その中で他者

を助けつつ、自分が傷付いてはなりません。 

グリーンクロスの外傷学会というのがありま

すけれども、これはグリーンクロスとだけでも

呼ば れて い るわ け な ん で す け れ ど も 、

GreenCross.org に行きますと、ウェブサイトで

も、サイトをご覧いただけます。 

私が一番最近に書いた本ですけれども、First 

Do No Harm ということで、「まず、傷つけるこ

とをするな」ということです。これは医師に対

して書いたものなんですけれども、医師であっ

てもそれからソーシャルワーカーであってもや

はり、ストレスが大きい、それから回復力が重

要になるんですけれども、ついこういったこと

の重要さを忘れがちであります。 

グリーンクロスは 1995 年に設立されました。

その直前にオクラホマ・シティーでテロ攻撃が

あったからです。 

そのとき、私自身だけではなくてほかの専門

家も感じたことなんですけれども、ストレスを

受けた人たちに支援をする、その仕事をする人

にとっては、そのときの対応の仕方についての

スタンダードが必要だということに気が付きま

した。 

それで、国際的にトラウマに対応していた、

特に治療をしていたような専門家に集まってい

ただきまして、リストを作っていきました。そ

してこのリストの中に集めましたのは、外傷を

受けた人たちに支援をするに当たって正しいや

り方と間違ったやり方であります。このリスト

が出来上がったのは 1997 年です。そのあと 4

年後に国際ストレス研究学会というところで、

自らのリストを作りました。ただ、21 世紀に入

りまして、特に 2001 年の 9.11 ニューヨーク・

ワシントンで発生したテロ攻撃のあとからは、

さらにもっとやることがあるということを認識

いたしました。 

1995 年には、オクラホマ・シティーのテロに

よる爆弾攻撃というのがあったわけですけれど

も、そのほかにも日本では神戸では地震が発生

しておりますし、それからまた、サリンガスの

攻撃が発生しているのも同じ年です。それで、

そういったようなことの中で私と同僚、特にグ

リーンクロスの同僚の間では、実際に外傷を受

けた人たちに対する支援を提供するうえでのス

タンダードが必要であるというだけではなく、

自分自身の自己ケアという点でもスタンダード

が必要だという認識をするに至りました。 

実際に活動するために使われるスタンダー

ド・オブ・プラクティスというのは、実務家に

とって重要であるだけではなく研究者にとって

も重要であるというふうに考えるようになりま
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したし、それからまた、自己ケアのスタンダー

ドも両者にとって重要であるという認識をいた

しました。 

お手元に届いていると思いますけれども、こ

こから数枚のスライドに書いてありますのはセ

ルフケア、自己ケアに関する基準です。そのほ

かにもおそらく皆さまのお手元には、英語と日

本語で追加的な情報が提供されていると思いま

す。 

ですからこのリストに含まれておりますスタ

ンダード、基準というのは、お読みいただけれ

ば分かると思いますから私のほうから詳しくお

話しをするということはありません。ただ、最

後にご質問を受けるときに、何か読んでいただ

いたうえで質問があればお受けしたいと思いま

す。 

それで、ハンドアウトにも書いてあるかと思

いますけれども、あとでグループワークをした

いと思います。3 人で一つのグループを作って

いただいて活動いたします。いろいろやります

けれども、その中でストレスの管理というスキ

ルについて焦点を当てます。 

ではここで、ご自身のストレスを管理するた

めの戦略について見ていきます。ここにリスト

に挙げているんですけれども、いくつかはカバ

ーしますけれどもいくつかはスキップいたしま

す。まず最初にやるのが呼吸エクササイズです

ね。メディテーション。このリストの中のいく

つかはカバーいたしませんので、ちょっといく

つかだけ、お話だけさせていただきます。 

全世界いろいろな所、どこでもそうだと思い

ますけれども、精神性というかスピリチュアリ

ティとか祈りとか宗教というのはどんな地域で

もとても重要な役割を果たしています。従って、

支援活動をするに当たりましてもその支援活動

の対象となっている人たちにとって、宗教とか

祈りとかそれから黙想とか、そういうことがど

のぐらい重要かということを認識する必要があ

ります。もちろん、トレーニングは必要がない、

祈りをきちんとやっている人であればですね。

そういうことになるかもしれません。つまり、

お祈りあるいは黙想のトレーニングということ

になるんですけれども。 

そうは言っても、いくつか大事なことがある

と思います。後ほど、一定のガイドを提供して

イメージ化するという、そういうことと、斬新

的なリラクセーションの仕方についてお話しし

ます。 

ストレス管理の方法には、ほかにもでもいろ

んなやり方があるわけなんですね、戦略とか方

法を見ると。 

例えば詩を書くとかというのも一つです。 

ある程度の距離を置くといいますか、センシ

ティブな感情を脇に置くというやり方の中に、

トラウマの記憶に対応するというやり方があり

ます。 

この Desensitization というのは一つのプロセ

スで、このプロセスにおきましては支援を受け

る人は安全であってそれからリラックスをする

ことができるような状況ではあるんですけど、

その一方で自分が経験したトラウマをもう一度、

その記憶を呼び覚まされることになります。 

ここにあります Poetry therapy、詩を用いたセ

ラピーというのはこの 1 例です。この手のセラ

ピーにおいては、トラウマを受けた人、または

トラウマを受けた労働者、その職業の人に、一

方では過去を喚起させるということをさせ、そ

のもう一方で非常に美しい詩を作らせる。それ

を二つ同時にすることです。そして Journal of 

Poetry Therapy という雑誌があります。私の友

人が編集者をしていますが、大きな災害や事件

が起こるたびに特集号というものを組みます。 

そしてこの雑誌の寄稿ですけれども、この編

集者の友人は、詩を書くのが楽しみな人、趣味

でまたは楽しみのために詩を書いている人のみ

ならず、セラピストとして詩を書く人からの寄
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稿も求めています。そして、起きた災害やひど

い事件、惨事などのリアリティーを詩において

描写しながらも、そこに何とかして美しさを見

いだす、そのような詩を書かせています。そし

て一つの実践上のガイドラインやスタンダード

としてこれはもう確立されているのですけれど

も、トラウマを受けた人に詩を書かせる、この

ことが非常にセラピー上効果的であるという結

果が確認されています。そしてここで分かって

きたのは、トラウマ被害者がトラウマそのもの

のみではなく、詩を書くということに集中する

ことによって癒やされ、そして自分の経験をほ

かの人に語るすべを得ると、このことが分かっ

ています。 

そしてミュージック・セラピー、音楽療法に

ついても同じようなことが言えます。多くの人

たちが、リラックスをするため、またはトラウ

マを引き起こした事件を忘れるために音楽に頼

ります。 

しかしながら、別のやり方としましては、ト

ラウマを受けた人に、そのトラウマを引き起こ

した事件ないしはそれ以降の経験を表すような

音楽はありますかと聞く、これをやっておりま

す。ダンス、またはダンス・セラピーも同じよ

うに行います。トラウマの被害者をグループな

いしは個人として、自分の経験を表すようなダ

ンスを創作してくれと。 

これはミスプリです。ペットというのは一番

下にあるべきです。この項目はユーモアです。

ペットというのは一番下の段にあるべきです。 

先ほどのビデオにもありましたが、そのビデ

オのナレーションをしているオクバーグ先生。

彼はこの分野に私と同じぐらいの年数、働いて

いますが、彼が言っていたのは、一次的ないし

は二次的トラウマの最初の症状、最初に現れる

症状というのはユーモアのセンスが失われてし

まう、と言っていました。危機ないしは悲しみ、

死、そしてトラウマなどと関係する仕事をする

人びとすべての精神のバックボーン、背骨には、

ユーモアというものがあるべきです。というわ

けで、先ほどの desensitization、脱感作のプロセ

スというのは、トラウマやトラウマの記憶を呼

び起こす部分もありますが、リラックスをしな

がらトラウマを思い返す、その作業であります。

それをすることによって、トラウマを直接的な

いしは間接的に受けた人は、そのトラウマを起

こした事件を思い返す際に、泣くだけではなく、

それについての冗談も言えるようになったと、

そういうことに気付くわけです。 

次はペットですけれども、ペットを飼ってい

らっしゃる方、何人いらっしゃいますか。多く

の人々にとっては、ペットは子どものようなも

のです。 

そしてペットは、子どもと同様、喜びをもた

らし、つらいことを忘れさせてくれます。例え

ばすぐ顔の近くに寄って来て、顔をベロっとな

めたりしてくれます。猫もそうですよね。そし

て自分のペットではなかったとしても、動物と

いうものはそもそもリラックス効果がありまし

て、面白いものですし、非常に興味がわく対象

であります。そして PTSD に苦しむ人たちの間

では、ペット、コンパニオン・アニマルと言っ

ていますが、それの需要が飛躍的に増えていま

す。そして、盲導犬のように、PTSD の患者が

飼うコンパニオン・アニマルというペットは、

患者のさまざまなものに対する反応を予見し、

予期し、そしてそれに必要な慰めを与えると、

そのようなことを覚えています。 

このリストは、いわゆる抜粋でありまして、

ほかにもいくつも項目を加えることができます。 

ツール・ボックス、道具箱という概念を使いま

して、われわれはストレス管理をするためにさ

まざまなツールがあるのだということを確認し

ます。 

先ほど Empathic discernment、見極めをしたう

えでの共感ということについてお話しをしまし
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たが、これはまさに自分をケアするということ

に結びついています。 

先ほどのビデオにもありましたけども、飛行

機に乗っていて、まあこんなことはおそらくほ

とんどないことでありますが、急に気圧が下が

った場合には酸素マスクをまず自分に付ける。

自分で酸素マスクを付けてから子どものマスク

を付ける。まず、自分の安全を確保してからほ

かの人の手助けをするのです。トラウマの被害

者を支援するのであれば、そして彼らのストレ

スを削減することに貢献するのであれば、まず

自分のストレスを管理し、それを削減しなけれ

ばなりません。 

次にはブレスワーク、呼吸に焦点を当てたい

と思います。そして先ほど、ユーモアのセンス

がなくなって笑わなくなったというのがストレ

スの兆候であるというお話しをしましたが、息

を止めてしまっているというのもストレスの兆

候の一つです。非常に恐ろしい環境、そして非

常に緊張度の高い局面で仕事をしている場合に

は、呼吸を止めがちであります。これは非常に

大きな問題です。 

というわけで、この際にどう対処して介入す

るかといいますと、その人の横隔膜の動き方を

観察するのです。そして胸が普通に呼吸ととも

に動いているか、そして普通にリズムのある呼

吸をしているか、それとも息が浅くなっている

か、そのようなものを把握します。 

これは、呼吸を整えてメディテーションをす

るというエクササイズのやり方なんですけれど

も、こちらに書いてありますのは、「副交感神経

系の中で呼吸というのは唯一自分でコントロー

ルができるものである、ということを知ってい

ましたか」と書かれています。つまり自分で呼

吸というものはコントロールすることができる

わけですね。コントロールをしながらリラック

スすることができます。 

ここに図があるんですけれども、その周りに

書いてあることがちょっとよく分からないかも

しれないんですけれども、通訳の助けを借りて

ご説明したいと思います。これは Four corner 

breath strategy といわれるものでありまして、

四つの角というか、面ですね。そこを一つずつ

移動することによってエクササイズをします。

一番最初に息を止めて四つ数えます。息をグー

ッと吸っていただいて、それを止めて四つ数え

ます。そして今度は息を吐き出します。そして

四つ、1、2、3、4 と数えます。 

このプロセスを繰り返してください。 

 

皆さんにやっていただきたいんですけれども、

じゃあ通訳が 1、2、3、4 と言いますので息を吸

っていただいて、4 拍目で吐いていただいて、

というので繰り返してください。 

1、2、3、4 1、2、3、4 1、2、3、4 1、2、3、4 

それで、グループワークをしていただきますけ

れども、そのときにそれぞれ皆さんが自分のス

トレスを低減するために一体どんな戦略を使っ

ているかということをリストアップしていただ

きたいと思います。その一つのやり方はこんな

ものかもしれません。私、これだけの年になり

ましたので、今までの人生を振り返ってみます

と、多分年を取れば取るほどストレスに対応す

る戦略というのは増えてくるのかなと思います。 

ということで、学生さんにぜひ期待したいこと

なんですけれども、ご自分のストレスをコント

ロールするすべを、ご自分のものとして増やし

ていただきたいというふうに思っています。 

もう一つの戦略として使われるのが、

Safe-place visualization、安全な場所としてのイ

メージ化というのがあります。皆さんにはぜひ、

小さなグループでこれを練習していただきたい

と思います。 

一緒にエクササイズをするこの手順はとても

シンプルなんですけれども、相手の方に、例え

ば実際に存在する場所でもいいし想像上の場所
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でもいいんだけれども、そこの場所のことを考

えるととても安全、自分が安心するところがあ

るかどうか、ということを聞いてください。 

例えば、人によっては山の中とか森の中に行

くととても心が落ち着いて安全な感じがすると

いう人があるかもしれません。あるいはビーチ

であったり、あるいはおじいちゃまおばあちゃ

まのおうちであったりということがあるかもし

れません。あるいは、時には自分のベッドの中

が一番安心だという人もいるかもしれません。 

それで、ここが安心してホッとできるところ、

安全を感じることができるところだ、というこ

とが分かりましたらば、目を閉じていただいて、

そしてそこにいることを想像していただいて、

次のことをしてほしいと思います。それでお願

いしたいのは、目を閉じていただいた相手の人

に、五感の全部を、全てを使って本当にそこに

自分がいるんだ、というイメージを持ってくだ

さい、と言います。 

私が一番心配をしておりますのは、お昼を召

し上がっていただいたばかりですので皆さんに

このエクササイズをやってくださいと言うと、

どなたか居眠りをしてしまうんじゃないかなと

いうふうに思うことです。もう既にちょっと居

眠りという方もいらっしゃるように思います。

ということで、目を覚ましておいていただくた

めに、あと一つ二つのことをいたします。それ

とともに、と言いますか、それと同時にもう一

つやっていただきたいことがあります。それは、

ご自分でやっていただくということもあります

し、それからまた、支援をしているクライエン

トの方にそうしていただくということもあるん

ですけれども、自分が今まで経てきた経験ある

いは理解してきたいろいろなことの評価ですね。

それがどのような意味を持っていたのかという

ことを理解してもらいます。 

これは Meaning making と、意味の創作と言っ

たらいいのでしょうか、それを古典的な平穏の

祈り、Serenity prayer という名前を付けました。

これは特定の宗教が関係しているとかあるいは

宗教が全然関係していなくてもいいわけなんで

すけれども、いろいろなことを文脈の中で捉え

るということをするためのエクササイズです。

ということで、通訳にこのお祈りを読めとおっ

しゃっていますので読んでみますが、通常は神

様を相手にしていると、「神様、平穏を与えたま

え。自分が変えることができない物を受け入れ、

変えることができることは変える勇気を与えた

まえ。そしてその違いを知る知恵を与えたまえ。」

私たち一人ひとり、みんながそうだと思います

けれども、「違いを知る知恵」を体得したいと思

って努力をしていると思います。 

次の数ページは、それぞれ自己ケアの計画を

立てるための戦略を示したものです。あるいは

その段階を追ってどうしたらいいかということ

を示したものです。できればこれはあとで翻訳

をしていただいて使っていただければと思いま

す。 

私はもちろん、これで皆さまとお別れをして

日本を去るわけなんですけれども、私が日本を

去ったあとにも皆さんがこれを自己ケアのプラ

ンを作るためのツールとして使っていただけれ

ばと思います。ただ、自己ケアのプランという

のは大抵が、自分自身を理解するというところ

から始まると思います。自分のセルフケア・プ

ランに一体何を含めるべきかということを理解

するための、今の自己自身の現状の理解を進め

るということです。 

学生さんは非常に課題がたくさんあって忙し

いというふうにおっしゃっておられましたけれ

ども、先生方のほうからぜひ、学生さんにこう

いうことをやってみろというふうにお勧めいた

だければと存じます。ということで、心理的な

セルフケアというのがまずあります。 

例えば心理的なセルフケアということに関し

ては、ここにリストアップしたようないろいろ
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な項目がありますから、これを読んでいただい

て、それぞれの項目について自己採点をしてく

ださい。どのぐらい自分はこの点ではうまくや

っているかどうか、という採点です。それから

身体的なセルフケアに関しては、同じように項

目をリストアップしてありますけれども、その

中には、ちゃんと食事をしているかどうか、そ

れからエクササイズもしているかどうか、病気

があったらちゃんと治療を受けているかどうか

という、そういうような項目も含まれています。 

それから次に挙げましたのが、感情的な面で

のセルフケアです。愛されているか、自分を愛

しているか、それからケアを受けているか、自

分をケアしているか、楽しんでいるかどうか、

というようなことが含まれています。 

それからスピリチュアル・ケアというのは感

情的な面でのセルフケアと似たようなところも

あるんですけれども、この面では例えば歌を歌

うとかですね、あるいは自分自身について内省

をする、よく考えてみるとか、あるいは社会、

地域社会や自分の国とつながっていると思えて

いるかどうか、そういうような項目が入ってい

ます。対人関係の側面におけるケアですね。ど

のぐらい自分はサポートを受けているか、ある

いはサポートを提供することができているか。 

最後に全体的なバランスというふうに書かれ

た項目がありますけれども、ここでは全体的に

見て自分がどのような状況にあるかということ

を理解し、それをまとめるという項目です。 

というわけで、自己の評価、アセスメントをし

たあとには、セルフケア・プランに記入をして

ください。 

まず最初に、現在のあなたの慣習、実践方法

は何かと、そして問題があるのであれば、改め

た、改善されたやり方はなんなのか。そしてこ

れを、精神、身体、情緒そしてスピリチュアル

という分野に分けて、これを書くのです。 

名前、そしてこれを記入した日付を記載する欄

もあります。そしてこの計画策定における障害、

障壁を書く項目もあります。例えば、私は働き

過ぎだ、そして十分な休息や休暇を取らないと

いう傾向がある。そしてそのような問題または

バリア、障壁に対する行動計画は何か、どうや

ったらこれを乗り越えられるか。 

最後のステップというのは、セルフケア・プ

ランというものを策定したあとには、職場また

は家にいる 2 人のセルフケア・バディ、このバ

ディというのは同僚、あなたのことをよく知っ

ていて理解していてそしてあなたが信用できる

同僚にこれを見せてください。ですから職場で

の同僚 2 人にそれを見せて、そして家庭でも少

なくとも 1 人のバディに見せてください。つま

り、あなたの職場とは全く関係ない人にこのプ

ランを見せてください。難しいところはここで

す。 

まず、3 人ずつのグループを作ってください。 

椅子を持って、3 人ずつの小さいグループ、輪

になって座ってください。グループを編成して

いただいてから、また次の指示をいたします。 

そしてご覧のように、このエクササイズ、演習

または課題は三つあります。10 分しかないので

三つやるというのは不可能です。 

というわけで、この時間、ある時間を使って、

今まで人生の中で経験したトラウマ、または非

常にストレス度の高かった時期というものを特

定するということに焦点を当てましょう。 

一生懸命考えれば、少なくとも人生のストレ

スフルだった、ストレスが高かった経験、これ

はトラウマまで行かなくとも、ストレスがかか

った経験というのは皆さん思い出せると思いま

す。 

ですから 3 人のグループの中で、まずストレ

スの経験がどういうものであったかというのを

特定し、話し合い、どのようなストレス解消法

を使ってそれに対処したかというのを話してく

ださい。 
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5 分か 6 分使って、今申し上げたことをやって

みてください。 

 

<グループディスカッション>  

 

フィグリー あと 1 分です。 

申し訳ないんですけども。 

お話し中断させて申し訳ありませんがお時間で

す。 

まず私が気付いたのは、皆さんもお気付きにな

ったと思いますが、ストレスの話をしているの

にずいぶん笑い声が聞こえるな、ということで

す。 

そして実際、ユーモアというのはストレスの話

をしている当事者から来ていた。聞き手ではな

くストレスを経験した本人が面白おかしくしゃ

べっているということにも気づいてと思います。 

そして、時間が残念ながらなくなってしまいま

した。そして主催者の先生方の 1 時間で切り上

げてくれというご意向を尊重したいと思います。

しかしながら、このセッションでは皆さまをグ

ループとしてまとめ、そしてストレスマネジメ

ントに関連してさまざまなスキルを身に付けて

いただけることができたのであれば、そしてセ

ルフケア・プランの策定に向けてのお手伝いが

できたのであれば私も光栄と思います。 

 そしてまた、別の機会に同じグループまたは

別のグループメンバーとともに、今日提供しま

した素材を元に活動ができることを願っており

ます。そうしますと私は安心して飛行機に乗っ

て、皆さま方のお役に少しでも立てたという、

その自信を持ってアメリカに帰ることができま

す。 

 

藤岡－ Thank you very much. ここで休憩を入

れたいと思いますので、10 分休憩して 3 時 10

分から、今度はルナ先生にお願いしたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いします。 

藤岡－ ワークショップのほうを始めたいと

思います。ルナ先生お願いします。 

 

ルナ－ それでは皆さん、始めたいと思います

けど、今回は皆さん、前のほうに来ていただけ

ますか。サークルを作ってください。何も持た

ずに。 

おいでください。そして楽しい思いをしてい

ただきたいと思います。参加をしないと楽しい

思いができませんよ。 

丸くなってくださいますか。 

フィグリー先生がおっしゃったことを実施でき

ると思います。ちょっと違うやり方にはなるん

ですけれども、これはコミュニティー・エデュ

ケーションの一環です。 

エンターテインメントと教育というのはやっ

ぱり違いますよね。エンターテインメントとい

うのは。どうぞ丸を作って。サークルを作って

ください。エンターテインメントは楽しんでい

ただけばいいんですけども、教育ですから教育

の場合には何か学んでいただいて、それを実行

していただかなければなりません。 

はい、どうぞ。完全な丸を作ってください。

こちらに来る人。右側に回ります。 

もうちょっと、大きすぎるので小さい丸になっ

てください。 

強度、Intensity というふうなお話をしました

けれども、ハザード・インテンシティー。2011

年の地震の震度はいくらでしたか。7.8ですか？ 

7.8 とか 8 ぐらいだったんでしょうか。台風の

測定は 1-2-3-4-5 とします。 

地震の場合には 1 から 10 ですか。 

地震が、これはマグニチュードの話でしょうか。

8 とか 9 とかと言ったら大変なことになってし

まいますね。 

いいですか。前の人の肩に手を当ててください。 

ちょっと小さくしていただいたほうが手が届く

かも分かりません。 
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こういうふうに。ああ、今度は肩をたたいてあ

げてください。 

この場合のインテンシティーはどうでしょうか。

2 ぐらいにしてください。強度 2 ぐらいに。 

3 にしてください。 

4。強度 4。6 です。 

数字が大きくなるほど体全体に影響が出るかも

しれません。 

下のほうもたたいてあげてください。7 にして

ください。強度 7. 

もっと強くたたかないといけないんじゃないで

しょうか。 

9 です。10 です。 

 

ルナ どんな感じですか。 

 

Ａ いいですね。 

 

ルナ どうですか？ 

 

Ｂ－ いい気持ちです。 

 

ルナ これはエクササイズですね。 

これはレクチャーのときに、前段としてやりま

す。 

でもトピックは地震ですよね。話題は地震です。 

ということで、地震とは何かというような議論

が始まると思います。 

地震の例えば震度で測定するのかなんで測定す

るのか、測定の仕方。 

 

 

エマニュエル・ルナ 氏 

どんな地震を経験しましたか。 

そのときどうでしたか。 

地震が起きてうれしかったですか。 

いやいや、そんなことはないですね。 

肩たたきのほうがいいですね。地震はいやです。 

地震から今度は台風です。 

3 人グループになってください。3 人なのか。 

三つのグループに分かれてください。 

すいません。三つのグループに分かれてくださ

い。 

ああ、3 人一組ですね。3 人一組です。 

大丈夫ですよ。3 人ずつになってください。 

もう 1 人必要なんですけど。 

すみません、来ていただけますか、そちらの方。 

すみません、先生。 

あそこに、黒板に書いてくださいますか、先生。 

3 人一組です。家、台風、家族。 

どうぞ 3 人ずつになってください。 

お二人、手を上げてください。 

お二人だけ。ああ。家になってください。 

皆さん同じように、お二人が家になってくださ

い。 

3 人目はいますか。 

もう 1 人、ちょっと来てください。 

家というのは、ハウスですね。 

ここの中に来てくださいますか。 

家、ハウスです。 

お二人で家を作っていただいています。 

家族はファミリー。 

中に入っている人ですね。 

台風。みんなが台風です。 

例えば。 

家、台風、家族。 

と言って、「家族」と言ったらすべての家族が家

の外に出ていただきます。 

ちょっとやってみますね。 

1 人が鬼になるということですね。家、台風、

家族。2 回言ってください。そして鬼は変えた
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いものを言ってもらいます。 

ああ、家が今度は移るんですね。 

じゃあこちらに戻ってください。 

分かりましたか、やり方は。もう 1 回やってく

れますか。 

 

Ｅ 台風。 

 

ルナ 最初に 2 回繰り返して言ってください。

それから。 

 

Ｅ－ 家、台風、家族。家、台風、家族。台風。 

 

ルナ 台風のときには全員が動かなくちゃい

けない。 

ルナ じゃあ 3 回やりたいと思います。 

 

Ｆ－ 家、台風、家族。家、台風、家族。家。 

 

ルナ Okay, go, go, go.  

 

Ｇ 家、台風、家族。家、台風、家族。家。 

 (話し声、笑い声) 

 

ルナ Okay, Okay. That’s the last. 

 

Ｈ－ 家、台風、家族。家、台風、家族。家族。 

 

ルナ Kazoku. Okay. Again. Again. Another one.  

 

Ｈ－ 家、台風、家族。家、台風、家族。台風。 

 

(話し声、笑い声) 

 

ルナ ありがとうございました。皆さんありが

とうございます。拍手をしましょう。 

どうぞ、お席にお戻りください。 

どうぞ、お席にお戻りください。 

これは子どものゲームとして使っていただいて

もいいんですけれども。 

大人でやった場合には、このあといろいろと反

省をしてみるというか、考えます。 

今度はコインを出してください。500 円でも

百円玉でもなんでもいいんです。1 枚、コイン

を出してください。 

コインというのは、物を買うのに使うだけでは

ありません。 

ゲームに使うことができますね。 

コインの裏か表かという。 

どちらか。じゃあ私は裏にしましょうか。 

ご自分で皆さん、決めましたか？ 裏か表かと

いうのを。 

コインを 10 回放り上げていただきます。 

何回、自分が思い描いた裏か表が出てきたか。

出てくれば成功、ということにします。 

例えば表を選んだ人。 

10 回投げてみて。 

何回表が出たかというのを数えてください。 

どっちでもいいです。 

どっちに決めてもいいんですが、一つだけ選ん

でください。 

ちょっとどっちが表か分からないかもしれませ

んけど、じゃあ数字のほう。私のは 500 円です

けど、裏は植物が描いてあります。 

床に落としていただいても結構です。 

10 回やってください。いいですか？ どうぞ。 

 

<エクササイズ実践> 

 

ルナ できましたか。何回当たりましたか。 

 

Ｅ Six. 

 

ルナ 6 回。 

 5 回。 

 5 回ですか。 
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4 回。 

 4 回。 

 8 回。 

 6 回、4 回。 

 8 回。 

 6 回。4 回。 

2 回。 

6 回。 

 

ルナ 私は 3 回です。 

今まで最高は 8 回です。 

4 回が多いですね、私の場合。 

なんでこんなことをやってくださいとお願いし

たかと言いますと。 

なぜかと言いますと、災害と開発というのはコ

インの表裏一体である、コインの裏表、表裏一

体であるというからです。 

つまり、片側が開発であるならばその反対側、

裏は災害です。 

コインを投げ上げて、そしてそれが落ちて来る。

これは何を意味していますか。 

当たること、または成功したということをみん

な期待して待っているわけですよね。 

成功かどうかというのは何に依拠しているので

しょうか。 

当たったかどうかというのは何によって決まる

のでしょうか。 

 

ルナ Yes? Yeah. 

 

Ｉ－ その人の価値観で、その人がいいと思う

か悪いと思うかというので成功するのかだめな

のかという、価値観じゃないかなと思います。 

. 

ルナ－ 何回当たりましたか。 3 回。 

つまり成功、当たったのは 3 回だけですよね。 

コインを投げて、自分が思い浮かべていた側に

着地するかどうか、これ 3 回当たるか 8 回当た

るか、2 回当たるか、これは何によって決まる

のでしょうか。 

質問があいまいでしょうか。 

 

当たるか当たらないかというのは何にかかって

いるのでしょうか。 

 

ルナ You do it by? Again? 

 

Ｊ Coincidence. 

 

ルナ 偶然ですよね。もう一つありますよね。 

社会学では。蓋然性、可能性、確立。 

確立では 50-50 ですけれども、実際 3 回しか当

たらなかった。というのは、開発の可能性は 30

パーセント、残りの 70 パーセントは災害という

ことになります。 

災害と開発というのは表裏一体です。 

もし、運命、将来起こることを運や偶然性や蓋

然性、確立に任せてしまうのであれば、災害が

起こる可能性というのが高くなります。 

開発が行われていても、運や偶然に身を委ねて

いると、災害が起こる可能性が高まります。 

誰か例を挙げられる人はいますか。 

今私が言ったことの例を挙げてみてください。 

皆さん、経験ありますでしょうか。運に任せて

しまったがために悲惨な結果が出てしまったと

いうようなことは。 

運に任せた、そしたら失敗に終わってしまった。 

 

ルナ Yes. 

 

Ｋ 宝くじ。 

 

ルナ お金を失ったわけですね。 

当然われわれは、開発を求めているわけであ

って、災害や悲惨な惨事は求めていません。 

もし開発を進めたいのであれば、これは運任せ
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や偶然に任せてはいけません。 

そして何をするべきか。自分たちの手にそれ

を掌握するのです。自分たちの手にそれを握れ

ば、コントロール、それを支配する力がわれわ

れに与えられるわけです。 

つまり開発が成功するかどうかを決定付ける

のは運ではなくなるわけです。 

われわれの手によって、開発という道を選択で

きるのです。そのようなアプローチをしていけ

ば、災害よりも開発が達成できる可能性が高く

なります。 

またコインのどっち側か、一つ頭に思い浮か

べてください。もう 1 回コインを取り出して、

表と裏かを決めてください。 

今度は投げ上げずに、自分の手の中にそれを握

って置いてください。で、10 回ともそれが成功

するか、当たるかどうか。 

1-2-3 で です。 

 

<エクササイズ実践> 

 

何回当たりましたか？10 回。10 回。 

10 回じゃなかった人いますか。 

自分の手を使って開発が達成されることを担

保すればこうなるのです。運に任せてはなりま

せん。 

今、一つの手法というものを皆さんにデモンス

トレーションさせていただきました。 

今、このゲームをすることによって、開発と

災害の間の関係というものを検討しました。 

コインを使ったエクササイズ、ゲームですが。 

コインとゲームを使うことによって、災害と開

発の相関関係というもののアカデミックな、学

術的な議論を避けることができるのです。 

どこにでもあるコインというシンプルなもの

を使ってこれができたわけです。 

これは世界中どこでも活用できる方法です。 

ほかにもこのようなエクササイズをしましょう

か。 

もっとやりましょう。 

フィリピンではよくゲームを使います。つま

り実際の本題の内容の話し合いのきっかけを作

るために、その手段としてゲームを使っていま

す。 

ここに点を 10 個書きます。ここでの指示です

けれども。この 10 個の点を並べ替えて。どのよ

うに並べ替えるかといいますと。5 本の線が描

けるように。 

つまり四つの点から構成される線を 5 本描き

なさい。 

 

隣の人に見られてカンニングされないように

気を付けてください。人に見られないようにや

ってください。でき上がったら私のところに持

ってきてください。正しいかどうか教えてあげ

ます。 

ドットに ABC を振っていきます。 

皆さん分かりますか。指示が理解されたでしょ

うか。 

四つの点から成る線を 5 本描いてください。 

 

Ｋ 直線ですか?  

 

ルナ まっすぐ、直線です。カーブなしです。 

実際これは難しいんです。 

なかなか正解者はいないんですよ。 

しかしこれにはちゃんとした答えがあります。 

勝った人には 10 億円差し上げます。 

この先生にその賞金は出してもらいましょう。 

あと 2 分です。 

皆さんあまりにも静かすぎます。 

もう 2 分たったような気がします。 

あまりストレスを皆さんにかけてはいけません

ね。 

ストレス解消のために皆さん立ち上がって一緒

に歌を歌いましょう。 
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もっとこれに時間かけたいですか。 

皆さん忍耐ありますね。 

正解者がいます、ここに。 

でも。 

正しいんですよ。 

正解しているんですけど、正解していることに

気付いてないんですね。 

正解なんですけどご本人気付いてないようです。

ほかの人に見せちゃだめですよ。 

今のところそこの方だけですね。 

皆さん、立ちましょう。 

この歌ご存じですか。 

歌えますか。 

日本語で歌えますか。 

われわれは英語で歌いますので日本語でどうぞ。 

せーの。 

星です。それが解答です。 

 

では 10 億円を先生からいただきましょうか。 

では皆さん、ありがとうございました。お座り

ください。 

一本だけではないということですね。何本かの

ラインを使いました。エクササイズを今、やっ

ていただきました。 

減災ということを考えた場合に、どういうよう

なセッションにおいてこのゲームを使うことが

できるでしょうか。 

このゲームを使ってどんなテーマであっても

いいんですけれども、減災という、災害管理と

いうことを取り扱うときに、そのテーマを取り

扱うためのゲームとして使っていただくことが

できるのではないかと思っています。 

何か提案はありますか。こういうことで使え

るんじゃないか。 

カギとして申し上げると、このゲームが伝え

ようとしているメッセージはなんでしょうか。 

問題提起をすることによって相手からいろいろ

なものを引き出すというか。 

もちろん、答えはすぐに私のほうから言えば

分かってしまうんですけど。でも私はできれば

それはしたくない。自ら知識を創りだして答え

を出していくということが重要だからです。そ

ういうプロセスが重要です。 

二つの質問があるわけです。このゲームの伝

えようとしているメッセージはなんでしょうか。

それからまた、このゲームは減災ということを

取り扱う、災害管理ということを取り扱ったセ

ッションでどのようなトピックを取り扱うとき

に使えるでしょうか。 

メッセージはなんですか。 

 

Ｃ 相互連絡、つながり合い。 

 

ルナ－ そうですね。 

正しい答えの一つですよ。ほかにありませんか。 

どなたか。 

接続することによって星を作り出すことができ

る。 

答えがなかなか出ないでしょうか。 

まあ、この星が描けたのは今のところお一人だ

ったんですけど。 

どうやって星に行き着いたんですか。 

 

Ｌ 星に行き着いたのは。たまたまなんですけ

れど。 

 

ルナ どうして星が描けたんですか。 

何か考えるプロセスを通じて星を思いついたん

じゃないんですか。なんか、なんとなく星が描

けちゃったんですか 

 

Ｌ 恥ずかしながら、そうではなくてたまたま

星を描いたら「あれ?」みたいな。 

 

ルナ この問いは難しかったですか。 
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Ｌ 難しかったんですけど。 

 

ルナ 難しいなと思ったときにどういう考え

方をしたんですか。 

 

Ｌ この星を、取りあえず線が共通してどこか

とくっつくというイメージが、線同士がどこか

共通してないといけないなっていうところがイ

メージがあって、そこを想像したときに、なん

か適当に描いてて、星を最初に描いたっていう

感じなんですけど。 

 

ルナ じゃあ、描いて描いて描いてというか、

いろんな形を描いたらそうなったということで

すか、それとも突然星が。 

 

Ｌ 本当、偶然っちゃ偶然なんですけど、最初

に。描いて描いてしてて、たまたま星を描いて

みようと思って、線が共通しているって、線が

どこかの点でみんなの線が共通しているってい

うところを想像したときに、たまたま、という。 

 

ルナ－ 今のお答えなんですけれども、とにか

く描き続けていたらそれが出てきたということ

ですよね。私たちの人生というか生活の中でも、

問題が発生したときにもう答えはないよ、って

いうふうに思えるときがあると思います。 

もうどうしてもこの問題には答えは見つからな

い、と思えることがあると思うんですね。 

つまりこのゲームはそれなんです。 

単純に数学的な計算をしますと、一本一本に

4個の点があるラインを 5本描こうと思ったら、

5x4=20 で 20 個の点が必要ですよね。 

でも 10 個に点は限られていて、付け加えること

はできませんでした。そうすると、この点を並

べ替えなければいけないということになります。 

一生懸命に何回も繰り返して並べ替えることに

よって。問題が解決されました。 

そういうことがあるんじゃないでしょうか。 

 

ガールフレンドはいらっしゃいますか？ 

 

Ｌ はい、います。 

 

ルナ ガールフレンドを持つことができるよ

うになるためには、おそらくその女性に対して

何回も何回もアプローチしたんじゃないんでし

ょうか。 

 

Ｌ はい。 

 

ルナ－ つまり問題があるときはその答えを

見つけるために、そのときまで一生懸命何回も

繰り返すということですね。いろんなことを試

してみる。ついには答えが出る。 

ということになりますと、あらためて、災害

管理あるいは減災ということを考えたときにど

ういう問題、災害との関連でどういう問題に対

処するときにこの概念あるいはゲームを使うこ

とができるでしょうか。どなたか。? 

災害対処。防災。緊急対策。 

災害からの復興。こんなものになるでしょうか。

どうですか。 

どうしてもすぐには答えが出てこないという問

題を抱えるというのはいつのことでしょうか。 

一生懸命やっているんだけど途中であきらめち

ゃったとき。 

災害ということをそういう文脈で考えると、ど

ういうときに問題の解決方法を見つけるのがこ

れほど難しいということがあり得るでしょうか。 

災害が起こる前ですか、後ですか。 

前でしょうか、後でしょうか。 

 

Ｍ After. 

 

ルナ 後ですね、そうですね。 
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災害の後にはいろんな問題がいっぺんに起こっ

てくると思います。一生懸命に対応しようとし

てもなかなか解決できない。しかし、そこで努

力をやめてしまったら結局問題は解決されずに

残るだけですね。 

災害が発生しますと、問題の規模といいます

かスケールというのは本当に大きくて、とても

ではないけれども解決ができないというふうな

レベルに達すると思います。 

しかしながら継続して一生懸命にこの点と点

をつなげようという努力を続けていく、そうす

ることによって最終的にはなんらかの解決策が

見いだされるということではないかと思いま

す。. 

というわけで、このようなゲームは災害を低

減する、減災というようなことを考えるときの

ディスカッションのきっかけとして使っていた

だけるのではないかと思います。 

このプロセスのアクロニム、頭文字がありま

す。 

ADIDAS という。運動靴の ADIDAS と同じです

が。例えば何かのテーマを話し合うために 2 時

間あるとします。または 1 時間ですね。その時

間をこの ADIDAS に沿って、A-D-I-D-A-S に沿

って時間の配分をします。 

A はアクティビティ、活動です。 

例えばゲームやエクササイズ。 

D はディスカッション。 

対話ですね、やりとり。 

I はインプット。 

ファシリテーターとしてそのテーマについてな

んらかのインプット、情報提供などをする。 

これは手短にです。 

そしてまたディスカッションを行う。 

ディスカッションは、その前にやったもののア

ウトプットについて。そしてまた二つ目の A は

アナリシス、分析。分析の際にはこれをどうや

って応用できますか、どうやってこれを適応で

きるか、という質問を投げかけます。これによ

ってどんな恩恵を受けることができるか。 

最後の S はシンセシス、合成。1 時間あると

しますと、これは 60 分ですね。まあ、簡単にす

るためには 10 分ずつあてがう。これで 60 分に

なります。これをすることによって、講義を聞

くだけで終わらない 1 時間のセッションという

ものを構築することができます。 

コミュニティーの参加者とともにできる、短

時間のアクティビティがいくつもここで並ぶと

いうことです。そしてこのようにセッションを

設計することによって、そのコミュニティーの

人たちにとってよりふさわしい、その人たちに

適した、そしてその人たちにとってより効果的

なものにすることができます。 

最後の 1 分でやっていただきたいのはこれで

す。この A の部分、アクティビティ、活動。こ

こで使える日本のゲームや遊び、詩や歌、そし

て概念などを考えてみてください。そしてその

アクティビティ、活動を行っている研修のトピ

ック、テーマにうまく結びつけてください。 

私は ADIDAS の宣伝をしてあげているので、

それでお金をもらっています。というのはもち

ろん冗談です。ADIDAS の回し者ではありませ

ん。 

本日は以上です。ご静聴ありがとうございまし

た。 

 

藤岡－ ルナ先生、どうもありがとうございま

した。  

ご配慮をいただいて、時間を有効に使うこと

ができて、ありがとうございます。 

少し、今日午後やっていただいたお二人に質

問できる時間も、少しだけですが残っていると

いいますか、予定では 16 時終了なんですけど、

もう少しちょっと、申し訳ないですけれどもお

付き合いいただければと思っているところです。 

お一人、2 人ぐらいまでかと思うんですが、
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チャールズ先生にまずお一人ぐらいかと思うん

ですが、なんかこれはぜひ聞きたい、というの

はございますでしょうか。 

これは学生の皆さん、それからフロアのほか

のかたがたもこれはぜひ、というのがあれば。 

感想も含めてじゃあ、祥友先生(高橋)のほう

からチャールズ先生に何かご質問があればお願

いします。 

 

高橋 私がまず質問させていただきます。レジ

リエンス、先ほどから回復力と訳されています

が、このレジリエンスについての定義を明確に

していただきたいと思います。人によっては、

レジリエンスというのは力を維持する内在的な

能力というふうに言われていますが、レジリエ

ンスとリカバリーというものはどう違うのでし

ょうか。 

 

フィグリー これは重複する部分が多いと思

います。レジリエンスというのはリカバーする

能力であります。従いまして、リカバリーする、

回復するプロセスであると言えます。 

 

高橋 例えば誰かがトラウマを経験したとし

ます。これがリカバリーだと思いますが。人に

よってはこのレジリエンスというのは、外傷を

非常に低いレベルで維持できる人と、そう言う

人もいます。これがリカバリーでこの線がレジ

リエンスという説もあります。何が違うのでし

ょうか。 

 

フィグリー 分かりません。 

 

TAKAHASHI－ Neither do I. 

 

FIGLEY－ Maybe it’s the time of day. 

 

TAKAHASHI－ Thank you anyway. 

ルナ－ 私もコメントしてよろしいでしょう

か。 

 

TAKAHASHI－ Yes, please. 

 

ルナ 精神医学やインナーヒーリングの世界

でリカバリーとレジリエンスという用語が使わ

れています。しかしながらコミュニティーの災

害リスク軽減や防災においては、この文脈にお

いては。 

レジリエンスというのは、その人のストレスに

耐える力というふうに捉えられています。そし

てリカバリーというのは、災害リスク軽減のプ

ロセスの一部と考えられています。 

というわけで、いわゆるコミュニティー防災

においてはプロセスというのは、被害抑止、災

害軽減、そして防災計画、災害リスク軽減、そ

して復興・復旧です。応急対応、そして復旧・

復興ですので、リカバリーというのはこのプロ

セスの一部であります。レジリエンスはその中

心にあります。 

つまり、レジリエンスというものは災害予防、

被害抑止、被害削減の段階、応急対応、そして

復旧・復興、そして災害に対する事前準備すべ

ての段階において必要なものと捉えられていま

す。 

これはコミュニティー防災の視点から答えさ

せていただきまして、これは精神医学の定義で

はありません。 

 

高橋 レジリエンスというものを促すのは可

能だと思いますか。 

 

ルナ もちろん可能です。 

これはダウンロードできるインターネットのリ

ソースがありますので皆さんにお教えしたいと

思います。John Twig という人が書いたものです。 

レジリエントな、回復力のあるコミュニティー
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の特徴、という題名の資料があります。 

これは個人ではなくてコミュニティー全体のレ

ジリエンスの話です。 

 

藤岡 ありがとうございます。レジリエンスの

ことはまだまだ論議がこれから続いていくこと

かなと思いますので、場合によったらまたこれ

は再度取り上げなくちゃいけないかなとは思っ

ているところです。 

チャールズ先生はかなり前からレジリエンス

のことはされているところで、このセミナーの

中でも、個人的なレジリエンスだけじゃなくて

コミュニティーの持っているレジリエンスとい

う、そういう少し概念構成自体もこれからさら

に検討しなければいけないかなということをあ

らためてこのセミナーでディスカッションでき

たところです。先生、ありがとうございました。 

Thank you. ルナ先生に、いかがでしょうか。

かなりパフォーマンス、アクティビティのこと

を実際にトレーニングしていただいたというふ

うに思っております。ありがとうございました。 

あらためて午前から午後、ワークショップし

ていただいたお二人の先生に心から感謝申し上

げたいと思います。Thank you very much. 

ということで、この 3 日間のセミナー、これ

で終わりということでございます。クロージン

グセッションということでありますが、あまり

長い時間をかけないで、数分ぐらいで少しまと

めをさせていただいて、来年につなげていけれ

ばということを思っているところであります。 

今日だけご参加の方もいらっしゃるかと思う

んですけれども、この 3 日間を振り返って、ま

ず初日ではルナ先生とそれからフィグリー先生

に基調講演をいただいて、そこでもかなりコミ

ュニティーベースということで、コミュニティ

ーをどう構築していくのかというところが、災

害ソーシャルワークにおいての非常に要点であ

る。そういう中にあってそもそもコミュニティ

ーというものをどう捉えていくのか、そしてコ

ミュニティーに介入していく、入っていくとい

うふうなことそのものをどう考えるべきかとい

うようなところの、非常に基本的な提言があっ

たかと思います。 

これからちょっと、もうちょっと短く言いま

す。フィグリー先生からは、レジリエンスとい

う今日まさに高橋先生、話題にしていただいた

このレジリエンスということが、1-2-3-4-5 と、

五つの段階があって、レジリエンスというもの

が非常に弱い状況というのがあった場合には、

サポートをする人として入ることそのものを検

討すべきではないか、つまりそういう支援者の

レジリエンスというものをかなり基本的なとこ

ろから考え直さなければいけないんじゃないか

という提言があったと思います。 

そして午後は、筑波大学の朝田先生との共同

研究の成果を発表する、そういう場でもあった

わけなんですが、ここで議論されたことを簡単

にまとめますと、コミュニティーベースの災害

リスク管理ということそのものがまだまだ具体

的な方法あるいは概念整理というところが十分

できていない。それから、支援を求めている人

が、本当は求めるニーズが高くなっているとき

ほどヘルプを言いづらくなっているというふう

な、それをしっかりキャッチしなければいけな

い。そういうふうな具体的なコミュニティーに

入っていくときの課題が議論されたと思います。 

初日、そういうふうな成果が得られた中で、2

日目にフェンティニ先生、それからアングレイ

ニ先生、そしてデチャ先生にお話しいただいて、

ここで出たことで非常に重要なことは、文化と

いう捉え方が、私としては二つの意味があった

のではないか。それはコミュニティーが抱えて

いる文化に対するリスペクトという側面と、も

う一つは災害ということを考えた場合に、災害

に関する文化というものを新たに構築していく

という、そういうふうな意味での文化という、
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大きく文化というふうに使ってはいるんですけ

れども、われわれ災害ソーシャルワークを考え

るときには、文化ということの捉え直しも必要

ではないかという貴重な提言があったと思って

おります。 

そして午前中、山口先生のほうからこれまで

のさまざまな先生の活動に関することを踏まえ

た貴重な提言があったと思います。特に、東京

を中心とする都市の脆弱性、つまり災害に対す

る弱さというふうなところの現実認識をきちん

とすべきではないか、そういうことを踏まえた

うえでのコミュニティーの活用あるいはコミュ

ニティーの知恵をどう生かすか、というふうな

ことで、アジアあるいはアメリカ等の知見とい

うところがもっと生かされていくのではないか

と、そういうふうな重要性があるというふうな

ところで、少しでも減災のための社会開発とい

う、そういう視点が大事ではないかという貴重

なご発表がありました。 

そしてそのあと、午後は廣江先生から PSW の

立場から、かなり初期から関わった経験、それ

から関西の神戸での震災のところから関わって

いろんな経験を元にかなり研修をなさっている

ぐらいに、かなりプロフェッショナルとしての

大事なことが構築されているということで、そ

れをご紹介いただいたわけです。 

そのような研修のプログラムを活用するとい

うことだけではなくて、そのファシリテートの

中心にいる人たちが実はサポートを受けていく

ことがとても大事だということで、出席された

今川さんのほうから、本当はつらかったんだけ

ども、すごく皆から頼られて、ずっと言えなか

ったんだ、今やっと、2011 年から年月がたって、

今やっと廣江さんのほうに、本当はあのときつ

らかったんだよ、ということを言えたというこ

とが非常に感銘深くお聞きしたところでありま

す。そして、そのことに対して廣江さんは、そ

のことを今川さんから聞くことが鳥取から来た

かいがあったということもまた、おっしゃった

ということで、やっぱりサポートということの

意味ということをすごく深く考える会議であっ

たというふうに思っております。 

そして今日を迎えたわけでございまして、今

日、朝から皆さんとお時間を過ごして参りまし

て、特にまとめる必要もないかなという、その

ぐらい貴重な体験をわれわれは得ることができ

ました。 

こうやって 3 日間を総括させていただくのは、

今日いらっしゃっているかたがただけではなく

て、やはり社大がこのセミナーを通して今日ま

とめさせていただいたことも含めて、日本そし

て世界に発信していくということがわれわれの

ミッションであるということを思っているとこ

ろです。そしてこのことをやっぱり学生の代表

の皆さんにも聞いてもらったことはすごくわれ

われとしても誇りに思うところであります。お

忙しいところというか、もう春休みの大変なと

きだったかと思うんですけれども、参加してく

れた学生の皆さんに本当、心から感謝申し上げ

たいと思います。ありがとうございます。 

そしてあらためて、海外からいらっしゃった

先生方に心から感謝申し上げます。 

そして、この 3 日間非常に裏方として頑張っ

ていただいた多くのスタッフが研究所のほうで

頑張ってくれました。代表して飯島さんに、心

から感謝申し上げたいと思います。ありがとう

ございました。 

それから、今来ていらっしゃって、それから

もうおひとかた、アジア福祉創造センターの秋

元先生、ちょっとお時間の都合で今、退席され

ましたけれども、このクロージングセッション

にもおいでいただきまして、学長、初日からず

っとご出席いただきまして本当、心から感謝申

し上げたいと思います。ありがとうございまし

た。 

そしてお客さま、高橋祥友先生はじめスタッ
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フの皆さんもおいでいただきまして本当にあり

がとうございました。これを機会にまた新たな

関係構築ができればと思っております。感謝を

申し上げます。 

そして、この 3 日間の成功を支えていただき

ました通訳の皆さんに最後に心から感謝を申し

上げて拍手を送りたいと思います。本当にあり

がとうございました。 

延びても 4 時半までという約束を通訳の皆さ

んにもしておりますので、ぎりぎりのところで

会を終えることができたところでございます。

参加いただいたすべてのかたがたにこころから

感謝を申し上げます。どうもお疲れさまでした。 
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Prof. Takashi FUJIOKA 

 

FUJIOKA  Good morning, ladies and 
gentlemen. Thank you for coming. We are a bit 
later than schedule time, but we would like to 
start the workshop.  
This seminar actually started on Sunday, so 
this is the third day, the Asia and Pacific Rim 
Seminar.  

This is the first time for us to have this 
workshop for the students. We are very honored 
to have distinguished guests from overseas, 
and we wanted to make this seminar as also a 
venue or opportunity for students, our students 
to learn. 

Today, we are going to have resentations 
by students, too. Our students did some 
volunteer work in Kesennuma City and 
Higashimatsuyama after the 3.11 disaster. So, 
we would like to ask the professors from 
abroad to make comments on them too. 
The workshop is meant for students, however, 
the contents of the program is very high in 
quality. It is meant for specialists, actually, the 
professionals, but it is also shared by students 
as well.  

So we do have professionals participating 
in this workshop. I hope you keep that in mind. 
Thank you.  
Now, let me introduce professors, the lecturers 
today. First of all, Professor Charles Figley. Of 
course, he is an expert, the expert in the 
secondary traumatic stress and also 
compassionate fatigue. He is like a legend 

among us all.  
Thank you for coming.  
 

 
Charles FIGLEY・Emmanuel LUNA 

 
Second lecturer is Professor Emmanuel 

Luna from the Philippines. He has been involved 
in the work providing support to the disaster 
victims and survivors on the ground for many 
years, and in fact, he has put together disaster 
social work programs and he is giving lectures 
at the University of the Philippines.  
And we have, as a commentator, Professor 
Decha from Thailand. He is a professor of 
Thammasat University in Thailand. He has 
been involved for many years in the disaster 
support social work. He’s been researching this 
issue for many years, and of course, we have 
known him for many, many years. Thank you 
for coming. Professor Decha, Thank you very 
much.  

As a special guest, we also have Professor 
Yoshitomo Takahashi of Tsukuba University. 
He is one of the most distinguished scholars in 
the disaster psychiatry, and we are very happy 
to be able to have collaboration with his project 
between our college.  

Now, we would like to start the workshop. 
First, we will have a lecture by Dr. Figley, and 
also that would be followed by Professor Luna’s 
lecture. And we also have a presentation by our 
students. In the afternoon, the workshop, we 
will have a more activities, the participatory 
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types of activities, and of course discussion. 
Thank you.  
Charles, please.  
 
FIGLEY It’s a pleasure to be here. I’m not 
wearing a tie today, you all notice, because our 
job really is to present this material for your 
students. 

So the purpose of my lecture this morning 
is to promote resilience to high compassion 
fatigue. Now I say “high compassion fatigue” 
because my colleague Takahashi has discovered 
that moderate compassion fatigue actually is 
pretty good, and it’s highly related to satisfaction. 
So, what we’re trying to avoid is high compassion 
fatigue.  
So, I will do this by first defining some of the 
critical concepts associated with compassion 
fatigue. 

With special emphasis on resilience, and 
again focusing on students, student social 
workers, to promote their resilience and their 
thriving in their career. 
What we are doing is making some basic 
assumptions, and one of the basic assumptions 
is that effective human services requires 
compassion. And compassion requires empathy, 
interest, interest in the client, and then contact 
with the client. And it also then, therefore, 
requires exposure to the patients to stress that 
can be distressing for the caregiver, for the 
social worker. But it’s not all bad, because 
exposure to the client can be inspiring, and the 
services provided can provide a sense of price 
and satisfaction.But despite exposure to the 
suffering, social workers can remain resilient.  
If the focus is on their mission, and knowing 
what they can and cannot do. 

They can also remain resilient if they have 
empathic discernment, if empathic discernment 

can be perfected.  
 

 
Prof．Charles FIGLEY 

 
Empathic discernment is really balancing 

empathy toward the patient, the client, but 
also being empathic to yourself.  
And the social worker can remain resilient if 
they work in a supportive work environment. 
So, resilience then, in terms of these basic 
assumptions, is the antidote to high compassion 
fatigue. With resilience, we can avoid high 
compassion fatigue.  
－ What I would like to do now, with some 
assistance from my colleagues, is to show a 
video, and we are not exactly sure how this will 
work because it’s in English. 
 
<Video>  
 
A－ Compassion fatigue is a relatively new 
term. It’s the negative effects. It’s the 
deleterious effects that those of us who work 
with people who have been seriously 
traumatized. Those of us who work with these 
people feel ourselves. It could be a sudden 
nightmare or a flashback, something that 
resembles post-traumatic stress disorder. Or it 
could be insidious, gradually becoming hard 
and cynical and losing our sense of humor. It 
could be a sense of demoralization because 
some of the things that we tackle are so 
enormous, and they’re not gonna change.  
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Figley  Compassion fatigue really emerged 
around 1995, and in the 10 years plus, since 
compassion fatigue has become born in effect, 
tremendous things have happened. And in 
particular, after 9.11, in which an entire city 
was captivated and traumatized by this 
experience; people began to recognize the sorts 
of things that they have read about before. 
First of all, the first responders were becoming 
overcome by the difficulties of working with 
survivors. 
 
A－ I just celebrate the fact that we are so 
different and we’re all over the world. We are 
firefighters who perhaps haven’t had a 
psychology course. We’re psychologists who 
may have never had the opportunity to 
physically rescuing somebody and save a life. 
We’re journalists who cover battles and crime 
and victims and disasters all over the world, 
and who think we have thick skins but suffer. 
Police are trauma workers. Nurses in hospitals 
are trauma workers. Morgue attendants are 
trauma workers. And even those people behind 
the scenes, the administrators, the secretaries, 
the receptionists who are willing to work in 
some of the most demanding, difficult job, and 
they are subject to the abusive people who are 
angry and frustrated. All of us are trauma 
workers.  
   One of the first symptoms to look for is the 
loss of a sense of humor. But when you begin to 
lose that sense of humor, when you begin to 
wall yourself off, when you begin to find that 
you have feelings that you don’t like, angry 
feelings, resentful feelings, demoralized 
feelings, that could well be the beginning.  
 
B－ What I experienced myself was that I 
changed my attitudes. When I was out with 

friends I became more serious, and I was the 
joker. I was always the one who made the fun 
in the group of friends. And I found myself 
sitting, talking with friends, and found it 
meaningless. They talked about details that I 
didn’t think was important. So, I started 
noticing these changes in myself, but I really 
didn’t feel that I was very tired until I stopped 
working at the pediatric hospital, and I went 
onto the university and I felt so tired.  
   I remember I was sitting a couple of weeks 
after I had started at university and saying, “I 
hope nobody calls from the hospital. I can’t 
stand another family, another child’s death,” 
and I think for almost half a year, I dreaded 
that situation that I would get a call asked to 
assist another family. So it was really hard for 
a while. 
 
C－ It’s not uncommon for the therapist to 
feel overwhelmed. I’ve had that experience. 
I’ve had it many times in my career as a 
therapist and as a professional working in the 
field of traumatic stress. Early on, I had it 
quite a bit when I was working in the mid-70s 
with the returning Vietnam veterans, and 
literally had interviewed thousands of men in 
the course of a short period of time, and there 
were times when I took that home with me 
every day, that I would hear their stories, I 
would have problem sleeping. There were 
times where I thought I was going crazy. I 
began to have dreams of their Vietnam combat 
experiences, which were not mine. And I had 
other kinds of reactions where I had intense 
anger feelings about their mistreatment, and I 
began to feel myself very much identified with 
them, and I felt burned out, and at one point in 
time, I developed an ulcer at the end of this 
work. And I knew it was related to it. I didn’t 
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have any misgivings about that. But what I did 
feel at that time was totally isolated.  
 
Figley －  Much of the research really is 
finding that compassion fatigue exists in all 
the profession. So, other words, there was a 
study that found it in firefighters. There is a 
study that found it in child protection workers. 
There is one that found it among chaplains in 
the military. So, it clearly is that much of the 
research is showing how pervasive it is.  
   Another area that it’s shown is the role of 
compassion and especially empathy, because 
people that have a very low empathy have a 
difficulty in being empathic don’t get compassion 
fatigue. But for people though that are 
especially empathic, they are extraordinarily 
effective in helping people but much more 
vulnerable to their own being obsessed with 
the suffering of other people.  
   It really can be that compassion fatigue can 
be prevented and it can be treated, and the 
most effective way, first of all, is to really figure 
out that it is compassion fatigue rather than 
depression or rather than mental illness.  
 
D－ To be a good trauma worker, you have to 
be able to be focused on your role and not get 
overwhelmed by your feelings. In fact, within 
the culture of trauma work, showing your 
feelings is often seen as a sign of weakness, so 
we act tough and we deny that our work is 
having any effect on us. However, in reality, we 
are at time deeply touched because we are 
human, and these are very tragic situations 
and events that we must deal with.  
 
Figley－ Our ability to be able to self-soothe, 
or ability to spring back or ability to find the 
resilience that we need, now, there are two 

elements to that. One is to be able to control 
and adjust and reduce our stress while we are 
delivering the services. But the other is to be 
able to take a break when we are not delivering 
the services.  
 
E－ Often times, trauma workers themselves 
have difficulties recognizing that they are 
having some symptoms of compassion fatigue. 
But their family members see it. They see that 
irritability. They see their trouble sleeping. 
And they notice that their family member 
seems preoccupied. They seem detached. They 
may seem disengaged from family life. So they 
know their loved one who works in the trauma 
field is burned with something. Oftentimes the 
trauma worker does not want to share some of 
the gory details of what they have to deal with, 
day in and day out at work with their family. 
So, there is almost a wanting to protect or not 
contaminate their family with that. So 
consequently, they isolate themselves. They 
withdraw. They’re not able to talk to their 
family, and their life gets more and more out of 
balance.  
 
F－ You’ve got to be very mindful of the fact 
that you’re a professional. You’re being paid. So 
you got to be professional about how you go 
about your work. You gotta separate your work 
from your home. You have to have real clear 
boundaries, very clear boundaries about what 
you’re doing and the people you are dealing 
with. You gotta be prophylactic. You gotta 
practice what you preach. You gotta exercise 
and take care of your physical health. You 
gotta get good sleep at night. You gotta have 
good sex. You gotta do all the stuff, eat well, do 
something that turns on your creative juices, 
and you gotta make time for that in your life. 
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You gotta be real clear about that, and you 
gotta be clear that when you get worn down, 
and you know when your gas tank, the light 
comes on and the arrow is on E, you gotta tell 
people to get out of your face because you need 
to go recharge the batteries.  
 
Figley－ I think about the terrible tragedies 
that have happened recently, the tsunami, the 
hurricane Katrina and Rita; the challenge with 
regard to compassion fatigue really is to 
somehow take a break, because when you are 
thrown into these sorts of disasters and 
providing assistance, frequently you don’t have 
a break. But the real key is to shift from 
focusing on the other person to focusing on 
yourself, and to allow yourself to do that. Many 
people that come into the helping profession 
tend to be other-oriented. They tend to be very 
good at listening to other people, helping other 
people, but they have the tendency of ignoring 
themselves and ignoring their own needs.  
   So, the real key to coping with compassion 
fatigue is to say to yourself, “Look, I need to 
take a break from focusing on other people, 
focusing on myself, and when I do that, and 
when I begin to take care of myself and seek 
help in taking care of myself, I can be far more 
effective in helping other people.” I say this all 
the time. I say, “Put the mask on yourself first.” 
That represents really is what they say on 
airlines when, just before you take off, ‘put the 
mask on yourself first and then help others.’ 
And that really represents a whole cascade of 
issues because if we don’t take care of 
ourselves, if we don’t focus on ourselves first 
and make sure that we are okay, we’re not 
really going to be very effective in helping 
other people. 
 

G－ I did something I probably shouldn’t have 
done. I went to see some of the massacres near 
a city called Nyamata and really felt, badly 
shook by that. But the good thing was that 
there was a colleague that I really could talk to 
and also a leader of UNICEF was a good friend. 
We used a lot of time talking about this. I 
really needed that as well as writing a lot 
about it.  
 
A－ How do you help the person who refuses 
to get help? This is not easy, and a lot of us 
think we can put something down on the page, 
but I’ve sat around afterwards with peers of 
mine, men in their 50s, 60s and 70s, and ask 
how many times have you really counseled a 
friend? I think it’s rare.  
 
E－ Employers need a comprehensive plan to 
address compassion fatigue in their workers. 
For example, trauma workers naturally seek 
out their peers and colleagues for support, 
partly because they work in very unique 
environments with unique situations. What is 
really helpful is if those peers are offered some 
kind of formalized training, and if there is a 
formalized peer support program in place that 
will assist people in preventing and treating 
compassion fatigue.  
   Now, what are formalized peer support 
program consist of? It’s peer professionals that 
is other trauma workers that have been 
trained and given some special skills so that 
they understand how to listen, how to support, 
how to refer, and what kind of resource to 
make available to their colleagues to assist 
them. They usually work under the training, 
the auspices in the clinical supervision of a 
mental health professional. 
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H－ When the work goes well, we’re enriched 
by the work because we help people to overcome 
very profoundly difficult human experiences, 
and they recover, they grow, and they become 
human beings in the richest sense again. 
That’s a meaningful thing. If one has an 
attitude of humility and respect for the victims, 
and maintains that humility and respect for 
what they’ve gone through, then you will get 
back from them more than you’ll ever give 
them. And that’s a real gift that they give back 
to those who help them. It’s easy to lose 
perspective. It’s important to have a sense of 
humor. It’s important to have fun in your life. 
It’s important to counterbalance the intensity 
of the work you do.  
 
A－ We have an opportunity to save lives. We 
have an opportunity to help those who have 
had close encounters with cruelty, with death, 
with loss, to find themselves, to find each other, 
to be part of this worldwide network that we 
are forming as we speak. And I, for one, am 
grateful for it. I’m grateful for everybody out 
there who is listening and learning, and who is 
going to teach and treat and spread the word.  
 
<Music> 
 
INTERPRETER－ Should I give just a brief 
explanation as to what had happened?  
 
FIGLEY－ Yes, thank you.  
 
FIGLEY－ Thank you. We don’t have a lot of 
time, so I’m going to start with the definitions, 
and then I’m going to move to the theory and 
explain the models, and that’s probably all the 
time we’ll have, and I’ll try to finish up this 
afternoon.  

The first is compassion stress. Compassion 
stress is really the stress that we feel from 
being compassionate. Compassion stress 
reactions is the consequence of experiencing 
the stress. 
But at the same time, when we work with 
people that are suffering, they more often than 
not appreciate what we do for them, so we also 
need to recognize another concept called 
compassion satisfaction. 
Compassion stress and compassion fatigue is 
not burnout. Burnout is the experience of long 
term exhaustion and diminished interest in 
one’s work. 
In contrast, compassion fatigue is the 
experience of short-term exhaustion related 
directly from traumatic stress reactions, from 
exposure to the traumatized. 
So, really, one of the most important concept 
here is social worker resilience. 
It is the tendency to cope with work-related 
stress naturally or through help from others. 
So it’s a tendency to avoid the negative 
consequences and savor the satisfaction of the 
work.  

What I would like to share now is a roadmap, 
if you will, from working with the distressed 
and the traumatized and the potential for 
developing compassion fatigue.  
This model is probably about 20 years old. 
It’s been studied and, I would say at least 25 
projects, studies, research. 
It starts with these three areas here. 
It’s what I was talking about before, in which 
you have to have the empathic ability, a concern 
from the client, and then actual exposure to 
the client. 
As a result, the worker, the social worker or 
other kinds of mental health professionals, are 
able to develop the appropriate empathic 
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response to those suffering.  
As we understand the patient, the client, the 
traumatized person, we are able to say just the 
right things to be able to help them.  
But at the same time, as we open our hearts to 
others, it can potentially be painful, and that’s 
why it relates directly to compassion stress, 
residual compassion stress, a buildup of 
compassion stress. 
But in addition to the empathic response 
contributing to compassion stress, there are 
two other factors that help decrease the 
compassion stress.  

The first is detachment, which is the 
ability to stay focused and help the client, but 
at the same time maintain a professional 
demeanor and effectiveness.  
In addition to being able to manage your stress 
when you’re providing the service, it also 
suggests your ability to let the work go, to not 
think about it when you are on your own time, 
as Dr. Bell said to recharge your batteries 
while you’re not working with the traumatized. 
Another factor that enables us to reduce the 
compassion stress is a sense of satisfaction for 
the work. 

But directly, compassion fatigue is affected 
by this buildup of residual compassion stress. 
In addition, there are two other factors that 
weigh on and increase the likelihood of 
compassion fatigue.  
First is prolonged exposure to the suffering, 
the choice one makes in working long hours 
and not taking breaks. 
Another factor is the trauma that we’ve 
experienced in our own life, and have memories 
of that traumatic experience that can add to 
our building up of compassion fatigue. 
Then the final factor that contributes to 
compassion fatigue is just the daily and 

continuous stress in our lives.  
In review, then, disaster trauma services 

requires us to provide service by being exposed 
to the client. 
Requiring us to be empathic with our clients.  
But yet at the same time, maintaining interest 
in trying to help these clients.  
So, in a context of delivering the services, then, 
we need to be concerned about self-care, of 
being able to both care for the client but also 
care for ourselves. 
Delivering the appropriate empathic response 
based on our interaction with the client. 
And then, again, maintaining our sense of 
satisfaction that we’re doing the right thing 
and that we’re deriving joy from our work. 

I think what I’ll do, because I am running 
out of time, is to skip to the next model. 
This model, I discussed a little bit during the 
conference. Oh, I need to go. 
Oh, I think it’s right here, maybe. Oh, great. 
Now, this is the way of looking at how, also, 
how one derives either caregiver health or 
caregiver injury as a result of providing 
services to the traumatized. 

The first is caregiver genetic or innate 
protective factors, things that we were born 
with, things that we go into school, to social 
work school. 
一 And as you see here, there is quite a few of 
those, and I’m not going to talk about them 
now because of time limitations. 
Then, additional protective factors in that are 
involved in training and education and 
experience and simulation.  

Including empathic discernment as I noted 
before, being able to balance empathy for the 
client and empathy for yourself.  
And the third factor that’s associated with 
caregiver reactions are the stressors in one’s 
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work life and in’s personal life.  
So, collectively, these will predict the degree to 
which the caregiver can provide appropriate 
assistance  

The indicators for how caregivers react are 
in these areas; biological, psychological, 
interpersonal, social, behavioral, spiritual, how 
we react to providing care. 
And this, then, will predict the degree to which 
the caregiver needs assistance, the caregiver 
needs self-care, the caregiver needs help and 
support from others. 

This, then, predicts the degree to which 
the worker can experience satisfaction from 
the work. 
Or, in contrast, the worker can receive some 
degree of caregiver injury in the form of 
trauma, fatigue or grief. 
These are the things that need to be corrected. 
And suggest that work needs to be done to care 
for the caregiver, and enable them to feel 
caregiver health. 

So, in conclusion, what I’d like to do, 
because we’re running out of time and I’ll be 
able to extend this this afternoon, is to really 
appreciate the role of self-care, the role of 
colleague-care, that when we go into disasters 
and work with the traumatized away from our 
own home, that we’ll have a built-in support 
system.  

I’m going to end my lecture now, and this 
afternoon, I’m going to be focusing then on 
self-care and developing self-care in social 
work students.  
 
Arigato gozaimasu. 
 
FUJIOKA－ I would like to take the time to 
take perhaps one question. 
Does anyone have any questions? 

To our students?  

This is a very rare opportunity where we have 
professor Charles Figley himself with us, so if 
you have any burning questions that you 
would like to ask? 
 
We have one question. 
 
INABA－Thank you very much.  
At our university. 
We often have very packed curriculum which 
makes us very tired.  
So we have very little time to take breaks to 
rest ourselves. What should we do in a 
situation like this?  
 
Please answer.  
 
FIGLEY－ I believe that’s why I’m here. 
 
FUJIOAKA－ Thank you very much for the 
very good question. 
Today, we have provided you with literature, 
the Standards of Self Care Guidelines and the 
Japanese translation. And this is an issue 
which will be addressed in the afternoon 
session, so during the break in between, please 
read through this. 
 
We would now like to go on to Professor Luna’s 
lecture. 

LUNA－ I would like to speak here.  
The session of Dr. Figley is very relevant to me 
now. 
Because before coming to Japan, I was 
personally involved in four researchers in I had 
to go to depressed communities. 
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I was involved in the provinces where you have 
this families and communities devastated by 
typhoon.  
And I was also involved in the disaster 
recovery of communities that were affected by 
earthquake which happened three weeks 
before the typhoon.  

I have also a research in the mountains 
where the people receive very little health 
services because it’s too far and the cost of 
travel is very expensive. 

And so, I had to listen to nurses and 
medical and health workers who receive very 
little allowance for the work. 
And the fourth research I was involved before 
coming here--I’m sorry. 
Is that I was looking, this is a Save the 
Children project. I was looking at the impact of 
flooding in schools for elementary students, 
pupils. 
And so, because of that, maybe I spent only 10 
percent of my time sleeping at home. 
So, I’m making confession now. 
That’s why I was listening, I was actually 
applying it to myself. 

So, arigato gozaimasu, for helping me out. 
But the good thing is, I love my work.  
And I still want to write. 
I still have the high motivations to move on. 
But I have to recognize my feelings.  
That’s why I’m still here. 
Our lead here asked about one of your stresses 

is about the very extensive difficult education 
curriculum that you have. 

That is exactly what I shall be talking to 
you about this session. 
This is about participatory education.  
Okay, but before we go to that, let’s start with 
an exercise. Don’t tell your answer.  
I want you to think about it, and then I’m 
going to call you, and then you tell me your 
answer. 
And then, when they say the number, please 
tell me. 

Let you assume when I did this, this seems 
to be longer than this one, but please assume 
that each one is a square, is a perfect square. 
 

How many squares do you see?

 
 

 
 
Okay. Who has an answer now? 
Anybody? 
Yes. Sanju. 
Thirty.  
30. Anymore?  
Any other volunteer? Yes? How many?  
 
Sixteen?  
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a Ah, sixteen? Okay. Any more answer?  
Any more answer? What is your? Everybody 
must have an answer. 
What’s your answer? Sixteen? 
About you? Twenty-two? 
Thirty? 
How about you? 
Thirty. 
Twenty-five. 
How about you? 
One hundred. 
Okay. Last? 
Thirty-one. 
Actually, what’s the correct? Let’s ask some 
other people. You have an answer to this? 
Twenty-five? 
Thirty?  
Thirty? Ah. Sir. 
Sixteen? 
Thirty-seven? 
Okay, anybody with an answer? Thirty? 
You, sir, Dr. Figley, how about an answer to 
this? 
Oh, thirty? Okay. 
The correct answer is 30, so majority of you got 
it, okay? 
Okay. In many instances, people come up with 
different answers. 
Okay, now, question is, you have to interact 
with me now. 
And I’d like to focus. I hope you wouldn’t mind. 
I’d like to focus with the younger ones. I’m not 
saying that you’re old. 

Okay. What reflection, what are you 
thinking about? How do you relate this now to 
our topic? What is the lesson that you get from 
this? Why is it that many said different 
numbers and some said 30? 
Okay? Anybody? 
I hope this doesn’t make it difficult. 

I would not be giving you grades nor exam. 
So you need not be afraid of me. 
You can speak in Japanese, by the way. 
A－ I believe it is because different people 
focus on different points. 
 
LUNA －  Yeah, different points. Okay. 
Anymore?  
Anybody? That’s right. By the say, how did you 
get the 16? How did you get the 30? 
No, no, no, something to write down. Anyway, 
this is one, okay, sixteen. Okay? Sixteen. 
You have a pen there? You have? Okay. So, 
small one, sixteen. 
This one, how many? 
You just count the middle. One, two, one for 
this one. Second for this one. 
One, two, three, four, five, six, seven, eight, 
nine. 
Okay, so this is nine. And then, for the third 
one, the big one. 
How many? 
There are four. You just count the corner. One. 
And then, this one for this one. The third, and 
then the fourth. 
Okay? So that’s it. So, this is one. And then the 
biggest one is actually, sorry, this is four. 
This is one. 
I’m going to make a picture of this. This will 
look like this. 
Okay? Something like that. Right? This one 
will become something like that. Assume that 
this is nine.  
This one will become like this. Right?  
And then this one will become like this. 
Now, what shape do I get here? 
What’s that? Don’t tell me it’s a cake. 
It’s not a cake. What shape is that?  
Not cake. What? Pyramid. 
You’re right, it’s a pyramid. 
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And what is it that comes into your mind when 
you see a pyramid? 
Yes, yeah because it’s pyramid, so. Yeah, speak 
Japanese. Okay. It’s okay, it’s okay. When you 
see a pyramid like that, what have you? What 
do you observe in the pyramid? 
Where are the small ones and where are the 
bigger ones? 
Okay, yes. Where are the small ones? Where 
are the small squares? 
Yeah, bottom. And where is the bigger one? 
At the top, okay.  
So, when you have this, what do you think are 
the symbols of this square? 
Yes? What do you think do the squares 
symbolize? 
Yea? What? Okane? 
 
B－ Money. 
 
LUNA－ Money. Oh, because small money 
then small yen, and become bigger yen. 
Yeah, it’s possible.  
That’s right. okay, more answers. Yes. You have 
an answer? 
 
C－ A company. 
 
LUNA － company, yeah, because this is 
hierarchy, more company, more company. 
Let’s go back to my topic. 
Take note of what our topic is all about. It’s 
about commit education for the community.  
I saw you nodding. Why were you nodding like 
that? 
 
D－ I nodded because the perception I got is 
that the person at the very top of the 
organization disseminates the information 
downwards to the people at the bottom, so I 

thought that in the community, likewise, by 
educating the people at the top, the information 
and the education will trickle down to the 
people at the bottom.  
 
LUNA－Okay. That’s exactly what I’m thinking 
about. 
This is the whole community.  
And the community has different kinds of 
people. 
We have the small ones, the poor ones. 
You have the middle people who have more or 
less not so poor but not so rich. 
And those who are very, very rich. 
Anybody among you who are from this? 
If you are, raise your hand. I’m going to 
approach you for donation for the victims of 
typhoon. 
Anybody? 
Okay, anyway, in the Philippines, our 
communities are structured like this.  
And because they’re down here, they also have 
lesser education. 
And they cannot participate in many of the 
activities. 
So, how do you empower these people?  
If you are dealing with people who are not used 
to going to school, how do you teach them? 
The people up here will just continue teaching 
this people, then it can become problematic. 
Because the processes, the methods of people 
from above teaching down below could be 
different. Because there are limitations in the 
way they learn. And so, because of this, we 
adopt this participatory training.  
Okay? Okay, so let’s go back. Next. So, what 
lessons can you get from the exercise? 
One is, one can make conclusion out of very 
superficial analysis of community. We usually 
see only the visible. This one is what was 
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visible. But if you analyze deeper, then you 
would see this relationships. You would see 
that, first of all, you see the elements. 
The elements which are of different degrees or 
different magnitudes. And later on, how each 
element relate to each other. 

So, therefore, when we look at community, 
let’s not just look at the physical aspect. 
But also those things that cannot be seen. 
And you will notice if you analyze deeper, and 
if you talk to the persons more directly.  
That’s why there is a need for deeper analysis 
to come up with the right response. 
When the communities are in need, then we as 
social workers have to analyze the community 
more deeply. And in the context of disaster 
management, this exercise can be a 
participatory method in making community 
hazards and vulnerability analysis. 
Let’s go to the next slide. 

I’d like to share to you Paulo Friere. Have 
you heard him? 
No? He is a Brazilian educator who wrote this 
popular book “Pedagogy of the Oppressed” in 
the 1970s. It’s about the two types of education 
that is called liberative education and the 
banking type of education. When you are doing 
community education, there could be 
relationship that can be oppressive. 
You, what are you doing there? I want you 
stand up. 
Yeah, stand up. Stay in the corner. You gave 
me a wrong answer. Stay there. Go there. 
I told you. Everybody listen to me.  
Okay? It’s one of you. Bring out your paper, I’m 
going to give you long exam right now. 
That’s just roleplaying. Thank you very much. 
That is what we mean by education can be 
oppressive. 
And who are being oppressed?  

The students or the community people are 
being trained? 
What did you feel when I asked you to stand up, 
and when I got angry with you? Can you tell 
me? What did you feel? 
 
C－ I was first surprised, then I had a sense 
of terror, fear.  
 
LUNA－Okay, yeah, that’s my purpose, to 
create fear in each one of you. 
Because you know, professors can be terror. 
You know, we have a lot of power. 
That’s why we are at the top. 
We’re PhD, sensei, professor. We’re very, very 
powerful. And the students are at the mercy of 
the professors. Same thing, when you go to the 
community.  
Even if you are not professors and PhD. 
You can be oppressors in the community even if 
your intention is to teach them. 
That’s why it’s very important for us to adopt a 
different mode of education when we are 
training community leaders. 

Okay. Let me describe to you. The first one, 
the so-called the view of the learner, in a 
banking traditional education, it assumes that 
the learners know nothing. In the liberative 
education in the more participatory one, I will 
assume that you know a lot, but you are not 
just saying it. And there are many reasons why 
you are not saying it. 
One is that you have been conditioned to listen. 
It is possible that you were conditioned not to 
speak up. In my session, you have to speak up. 
And among the community people, speaking 
up is the first expression of empowerment. 
In the community, when the leaders or the 
people start to voice the ideas, then they are 
able to feel confident. 
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But it just means that because they do not 
speak, that does not mean they don’t know 
anything. They have a lot to give, but it’s just 
not being opened. 

Next slide. Source of knowledge. In the 
banking, because I assume that you know 
nothing, I’m going to give you everything.  
Okay, come here.  
Please kneel down. 
Kneel down here. 
Open your mouth. Ah. 
Ah. Okay. I’m the source of water. I’m pumping 
water into your mouth. 
So I’m drawing out the water, knowledge, into 
his mouth. 
So that is what we call knowledge coming 
everything from me. The role of the community 
people is just to open their mouth and absorb 
all the thing that I say. 
You like it? You like it?  
No?  
Okay. Now, in liberative education, it’s opposite. 
The teacher will be drawing knowledge from 
you. What he does is to ask you to share the 
knowledge that you have. 
Okay. Let’s go to the next.  
What is the role of the teacher?  
In the banking, I’m the provider. I give 
everything.  
However, in liberative, I facilitate. 
So I will cause you to speak up. 
What can you say about the snow outside?  
 
A－ It’s starting to melt.  
 
LUNA－You like it?  
 
A－ I don’t like snow very much.  
 
LUNA － We love snow very much. In the 

Philippines, we love snow because we don’t 
have it. Why don’t you like it?  
You play with snow? 
Okay. How about you?  
It was Valentine’s the other day. 
Did you receive many chocolate? No.？ 
The point is this. I’m just using some light 
ideas.  

The point is, in community, the teacher, 
the facilitator, must be able to draw out ideas 
from the community leaders.  
Next slide. What is the role of the learner in 
the process? In banking education, you just 
absorb. You just take everything until your 
stomach becomes very big, and then it will 
blow out. 
You’re going to have education fatigue. 
And so, later on, you will not become interested 
in your studies. You will get failing grades. 
You will shift courses. 
And education will not become an enjoyable 
task. I’m just hypothesizing.  
Anyway, in liberative education, you share 
your knowledge. 
Next slide. What is the relationship between 
the teacher and the learner?  
I’m the authority here. Do not ask question. 
You just listen.  
Okay? Sensei. In a community, the teacher is a 
co-learner. He is a partner. How are you? 
How are you?  
Okay? Can you give me your best smile? 
That’s it. Very good. 
Can you see her wonderful face? 
That’s how we deal with the community people 
with between them We start with friendship, 
establish support.  
The teacher also learn from the community 
and from the students. 
Speaking of relationship, I hope you’re not 
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afraid of me. 
Okay? Anybody afraid of me?  
Okay, anybody?  
You are afraid of me?  
Okay, anybody is afraid of me will have to give 
me ten thousand yen.  
Yes. No, no, I’m just kidding. I’m just kidding.  
Anyway, the point is this. In the community, 
there must be bonding, bonding between the 
participants and the teacher.  
Next slide. The method of learning. It’s top 
down, I should say, from the top, going down.  
In the liberative, it’s participative.  
It’s experiential, meaning you experience it. 
It’s not just cognitive, but there are behaviors. 
There are actions.  
Evocative. Evocative means you are able to 
draw out from the person.  
The problem posing is that the teacher will ask 
questions and then you answer, and then it 
becomes a dialogue. Dialogical meaning. There 
is a conversation between me and you. 
Okay, let’s go to the next. What is the learning 
atmosphere?  
In the banking education, it’s formal. It’s fixed, 
and at the same time domineering.  
In the liberative, it’s open, it’s informal and it 
is flexible. 
Next. What is the outcome? In banking 
education, the knowledge is memorized. 
Parroting. Parroting is like a parrot. What is 
said, I’ll give it back to you. 
And imitation. 
Whereas in the liberative process, the liberative 
education, the knowledge is process. 
There is a stimulus or an experience.  
Then you process that in your mind as well as 
in your heart. 
And then you synthesize and cut out learnings 
from there. 

And because there are some realization, then 
you will feel empowered.  
Okay. So, there are principles. Number one, 
just summarizing this, the principles.  
Number one. There should be integration and 
there should be a part between the trainer and 
the community people to be trained.  
Then the local leaders must mobilize the people 
who will be participating in the program, in 
the training program. 
Then we use the local knowledge of the 
community for learning. 
So, we also base the training on the contexts as 
well as need of participants or of the learners. 
For example, in the Philippines, the farmers, 
they are busy from morning to around nine 
o’clock or ten o’clock in the morning, so you 
cannot conduct training in that time.  
So we train them in the afternoon. But for the 
fishermen, it’s different.  
They go to the sea in the afternoon or evening.  
And then come back in the morning.  
So I’ll give them training, it should be maybe 
middle of the day. And if you are training 
workers, you train them around six o’clock to 
ten o’clock in the evening.  
So, we look at the context, the conditions, of 
the community people we’re going to train, and 
then adopt our methodology, our time within 
that context. 
In other words, it should be participative, and 
we have less disturbance on the people. 
And it is also logistically appropriate. 
If we have Muslim people, don’t serve pork. 
The point is there are many sensibilities that 
we have to be conscious about in conducting 
trainings. 
Okay. So, this is some of examples of 
participatory methods that we use. On the left 
side are the subject matter, and the right sides 
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are the methodology.  
When the topic is about disastrous situation, 
we ask the people to recall their experiences of 
disaster. Or we bring out newspaper accounts 
and let them read and let them express what 
they notice about the newspaper accounts. 
And we let them speak, share about their 
experiences. There are times when doing 
training, some participants cry. 
Why? Because they were given the opportunity 
to speak up and we listen. 
For some disaster risk reduction concept, we 
use metacards. Do you know what metacards 
are? These are small papers. You write your 
ideas there. And then paste them.  
Then we have games like what we did a while 
ago, and in this afternoon.  
And then, for hazardous assessment, we do 
participatory mapping, and we ask the people 
to get out and make a survey of the community.  
And for early warning, we do demonstration. 
We do drill. You know, some trainings end up 
always be inside the room. It can’t be done 
outside. And actually do what is to be done.  
When they do community contingency 
planning, what should they be doing in case 
disaster come, then we do workshop. 
For emergency response, we also do drill, we do 
demonstration. 

Last year, I gave a session on community 
education, and it is documented here, the 
slides are here. Available outside. 
These are example of games. 
These two are my graduate students.  
Bagyu means typhoon. 
And mothers are playing games. 
They are prioritizing the hazard in their 
community. Next picture. Unstructured 
community assessment of gains. Next.  
Quality assessment. This is the community 

leader.  
There is a photograph from JIS. It is trying 

to explain the hazard in their community. This 
is a river. 
The river reach about 30 meters. 
But no people died. Because the people were 
active. And they know how to respond to 
flooding.  
Last slide. 
This one, they are doing workshop. 
Then last one. 
 
This afternoon session will be devoted to some 
exercises and demonstration of participatory 
method. 
So you come back and have fun. 
 
Arigato gozaimasu. 
 
FUJIOKA－ Thank you very much, Luna 
sensei. We are behind the schedule, however, 
we would like to have A presentation by the 
students. However, we’ve been sitting here for 
two hours. Let’s take a break for five minutes. 
We’ll return, and then have the presentation 
by the students. We will have lunch from 12:30 
instead of 12. And then, we’ll be back later on 
for the afternoon session.  
 
FUJIOKA－ Now we would like to start.  
We have Miss Inaba to make the presentation 
on behalf of her group of students.  
 
INABA－ Good morning, ladies and gentlemen. 
My name is Nana Inaba. I’m from Japan 
College of Social Work and I’m the third year 
student in the Social Welfare section.  
I have given you some materials with lots of 
pictures. 
This is a report on our activities. 
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Nana INABA（Student） 

 
These pieces of papers are for your reference. 
I’m not going to talk about it.  
But I’d like to use the PowerPoints I prepared 
to make my presentation.  
Our organization or the group is called Cocoa. 
It’s a student volunteer group for the disaster 
support volunteer.  
Besides myself, I have five colleagues. Will you 
rise?  
 

 
(Students) 

 
Later on, I’ll ask them to make comments as 
well. 
As I said, I’m a third year student. 
 
   We began what we called S-CAN through 
the social network service. The students in 
those days were third and fourth year of this 
college. 
We began to see individual students work in 
trying to help the affected people in the 
disaster area. 

Students began to take certain actions at 
that time, but within this college itself, there 

was no conspicuous activities of any kind yet.  
And then, shortly afterwards, in the college, 
more organized movement started to take 
place, and people started to think what we can 
do as volunteers to help the affected people, 
and then that led to the formation of disaster 
support volunteer center.  

We decided to focus our work on one 
particular city in the affected area, which was 
Kesennuma City in Miyagi Prefecture.  
We worked in collaboration and cooperation 
with the local social welfare council in 
Kesennuma City. We chartered a bus and 
gathered students as volunteers to work in the 
affected area. 

Disaster volunteer center was organized in 
Kesennuma City by the local social welfare 
council and what they were doing was to 
receive the requests from the shop owners and 
people in the locality in affected area and try to 
match up the volunteers who would be willing 
to help the affected people. 
First round of volunteer activities took place at 
a hotel called Hotel Isomura. What we did at 
that time was to clean inside the hotel, clear up 
the mud accumulated in the building, and also 
did dishes. 

And for this purpose or for the volunteer 
activities for students to participate, three 
buses were chartered, once every month, July 
9th, 29th and 30th of August and also 23rd of 
September.  
I would like to show you the pictures I have 
brought. These four pictures tell you how 
volunteer s were proceeded from the top left. 
The picture shows you the briefing or the 
orientation for the students before we took the 
bus. We also shared what we were feeling, 
what we wanted to do for the affected people.  
Bus left home at night, and we had overnight 
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sleep in the bus. 
These pictures, the ones that’s taken on 

the ground, at the top left, the local volunteer 
center, we were given assignments as 
volunteers at this center, and we received 
briefings from the volunteer coordinator.  

We were given face masks to wear. We 
were required to wear caps or hats, and also 
long sleeve shirts and long pants. We were also 
wearing rubber boots. So we couldn’t tell who 
was supposed to what. So what we did was, 
used the bibs indicating who is supposed to do 
what kind of jobs on the ground.  
This is the hotel we worked at first, Hotel 
Isomura. We removed the debris.  
The waves were so high and very strong, 
powerful, so all kinds of things broke the walls 
of the building and came inside. So we had to 
remove the debris first and then inside had to 
be cleaned. It was a hotel, so there were lots of 
dishes and plates and so on. We found many of 
them can be used if washed, so we washed 
them.  

The volunteer center on the ground 
received the request from the owner of the 
hotel for help. That’s why we went there. We 
were assigned to work at the hotel. At that 
time, the owner of the hotel also came, or could 
have been the manager, and he gave us certain 
instructions to do what’s needed to be done.  

These are the pictures from our work from 
the second round of volunteer work that took 
place July 9th. We worked in a park at that 
time. The park was full of mud and sludge. 
They included rather hazardous substances 
such as heavy oil and so and so we had to clean 
them up so that children will be able to use the 
park to play.  

I would like to have some of our colleagues 
to speak about their feelings.  

What did you find? How did you feel?  
 
A－ On this day, there was not much debris 
brought by the sea water in the park. But we 
could smell the sea water in the mud there. It 
was a warm day. The Sun was shining. So we 
kind of felt this smell of the ocean.  
 
INABA－ The time is limited, so let me quickly 
go on. 

In this picture, you see the volunteers 
collecting the fishermen’s fishnets which were 
scattered everywhere, and trying to untangle 
the fishnets. The other day, when a speaker 
came to talk to us about the recovery efforts, 
we were told that these fishnets actually are 
very expensive. We were told that one large 
fishnet costs about 100 million yen. And this is 
a photograph from our fifth mission on 
September 23rd. By this time, the volunteer 
center was not receiving any registrations as 
groups, so we went there to register as 
individuals, and we were dispatched from the 
volunteer centers on the individual basis.  
These photographs are of another volunteer 
activity which is to collect photographs and 
photograph albums which were washed away 
by the tsunami, and we would take photographs 
one by one and wash the mud off them using 
washing agents, and then we would scan each 
photograph and compile albums. 
From here onwards, I will now be presenting 
our activities.  

The September 23rd mission was the last 
time that the university sent a bus as an 
organization so that was the last organized 
mission sent by the university. However, there 
were members, student volunteers who still 
wanted to continue with the activities. 
Therefore in December, 2011, we submitted a 
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proposal to the university which was approved, 
and we launched what we call the Asobi 
Volunteer or the ‘play volunteer’ and a bus was 
dispatched for this purpose as well.  

As the first phase of this activity, since it 
was Christmas season, we held a Christmas 
event on Oshima Island in Kesennuma City. 

At this Christmas event, we gave out 
Christmas cards and Christmas gifts, and 
probably some of you who are here today from 
Professor Fujioka’s seminar participated in 
making these cards. At this time, we were first 
year students, so we asked all first year 
students of the school to write Christmas 
cards.  
On this day, we went to one other site, which is 
temporary housing or transitional housing.  
Although it is not very clear in this photograph, 
there were many small children who joined the 
event there. Originally we had organized the 
program which was pitched at elementary 
school students but smaller children came as 
well.  

The next mission was during spring 
vacation. We had intended to use the 
community center which we used on our earlier 
visit, but just before our arrival, a fire broke 
out at the community center, and this 
photograph shows the community center where 
the fire broke out.  

The fire broke out in part of one segment 
of a cluster of temporary houses, and there 
were three clusters of temporary houses; one, 
two and three. And the fire broke out in cluster 
number one. And the children who lived in 
cluster number one were too frightened to 
come out. So we invited the children from 
housing cluster two and three, and tried to get 
them to all play together. And we deliberately 
did not speak about the fire so that they would 

feel a little bit of relaxation and they could play 
to their hearts content. During this mission, 
we also visited the Oshima Island Child Center 
again in Kesennuma City. During this time 
there was an epidemic of influenza so many 
schools had shut down or classes had been 
canceled, so the children who were not affected 
came out to play with us. 
Therefore, as I have just described, during the 
winter break and spring break, we dispatched 
volunteer buses to conduct our program of play, 
or our playgroup programs.  

Starting from April, 2012, we opened what 
started an activity called the Kesennuma Café. 
This was aimed at enabling people to engage, 
participate in volunteer work without going to 
the disaster afflicted area so that they can do 
their volunteer work while at this university. 
And they also served the purpose of helping 
the disaster to be remembered, and the 
situation in the afflicted area to be known by 
more people at our university. So this café was 
run and we sold products from Kesennuma and 
we served café menu using products from 
Kesennuma.  
Among the literature that we have provided to 
you, we have provided an outline of this café 
activity. Unfortunately it is in Japanese. 
Each time we open the café, about 70 people 
came as customers, and when we opened a café 
booth at our school festival, about 200 visitors 
came. All the proceeds from the sales have 
gone as donations to the disaster affected area. 

The eighth volunteer bus was sent during 
the summer vacation. This mission was led by 
the second year students who are here with us 
today, so I think we would like them to speak 
about their experience.  
We would like to hear your feelings and your 
reactions to your experience.  
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How were the children in Kesennuma in the 
disaster affected area?  
 

 
  

 
  
B－ Because it was summer vacation, more 
children came to join us than usual. At the 
child center where we were operating, there 
was already rapport in relationships built 
between the children who frequent this 
children’s center, so together with the college 
students that is us, we were able to have a very 
good time.  
 
INABA－ Can you talk about some of your 
challenges? The person next to her. 
You can be honest. 
 
C－ There were so many children. There 
were probably twice or three times as many 
children than the college students, so it was a 
lot of fun but sometimes their energy was 
overwhelming. We couldn’t keep up with them. 
So it was tiring, but once again, very fun. 
 
INABA－ These are photographs of our visit 
to temporary housing during the summer. 
And please tell us about your experience 

during this visit.  
 
C－ Although it was summer vacation when 
we went, at first we could not gather enough 
children, so we went around the temporary 
housing complex with loud speakers calling on 
the children to come out and play. That’s how 
we started. And eventually, children gathered, 
and we were all able to play together and enjoy 
ourselves.  
   However, because of the environment which 
is the temporary housing clusters, there were 
various rules. There was very limited space to 
play in, and various rules, for example, children 
were not allowed to play ball games outside. So, 
I believe that it was very meaningful for us to 
go there and help the children get as much 
play as they could under such circumstances.  
 
INABA－ Will you speak about your activities 
in Tona region? 
 
B－ In Tona section of the city, we tried to 
gather all the children in the area. On the 
bottom left hand side pictures, you can see in 
that picture. There were so many children.  
 
INABA－ This section is called East Tona or 
Higashi Tona in Shin-Tona of 
Higashimatsushima City. This part of the city 
actually was damaged very much. Most of the 
housings there were demolished or washed 
away by tsunami. We organized a mission, a 
bus volunteer mission once before this program 
and went there to help clear the debris. The 
students who went there, our colleague 
students who went there were able to ask or 
hear stories from the local people what kind of 
experience they had at the time of tsunami and 
so on. That’s the reason why I asked her to 
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speak up about her experience. 
Again, on the 25th of December, we had 

another trip there and visited children there. 
We are planning to make another trip in March. 
In Higashimatsuyama City, we received a 
request to help or do something for the elderly 
persons who are taken care of at the group 
home for the elderly. So, not only for children 
but also for elderly persons who could use our 
help, we did. 
I should wrap up my presentation pretty soon. 
As I said in the beginning, we began our 
volunteer activities in the location that we 
chose that included clearing the debris. And 
also, we started program from children for 
play.  
And who was the coordinator or planner? 
Mami Ohgane, she is the third year student. 
Will you? 
What was the reason, or what caused you to 
start this program to this group? 
 
OHGANE－ I’m not really sure how I decided 
to start this activity. But one thing is that I 
really love my hometown. So when I thought 
about the feeling of the people who got affected 
by the disaster, I thought that it might have 
been very difficult experience. If somebody 
outside could help, maybe that would be a 
great help for the local people. That’s the 
reason why I am engaged in volunteer works to 
help.  
The reason why I decided to organize the 
children’s events, especially play events, is that 
when I was very small, of course I was living in 
my hometown, I played. It was a rural area, so 
I played with soils and land in my hometown, 
mountains and rivers and rice paddies and so 
on. It was great fun. But when I thought about 
the children in the affected areas, they could 

no longer play in their hometown. I understood 
that there was not many places to play for 
them. That’s the reason why I thought about 
children’s event. I thought maybe I would be 
able to cheer them up a little bit.  
 
INABA－ Many of us involved in this program 
are feeling that, is it really okay for us to just 
go and play with the children? Can we do 
something more? And of course, we see the 
reality that the recovery work is being 
conducted and yet, it’s very slow. So, we always 
wonder what we should do, or can we do even 
more.  
   The third year students including myself 
are now busy with school works, so we won’t be 
able to participate in the activities as much as 
we have been doing, but I hope that the second 
year students and younger generation of 
students will be able to keep up with your work. 
I now realize that we have to care ourselves as 
well. Oftentimes we do no notice how fatigue, 
what kind of fatigue we are feeling and so on, 
but we should keep that in mind. I hope the 
second year students on, they will keep their 
work.  
   I’d like to say thank you for giving me this 
opportunity or giving us this opportunity to 
make this presentation. Thank you.  
 
FUJIOKA－ Thank you.  
We were going to ask the three professors from 
abroad to make comments at this moment. 
However, the time is pressed so much that we 
would like ask Dr. Figley and Dr. Luna to make 
comments later on in the afternoon. 
But Dr. Decha, would you please make a short 
comment?  
 
DECHA－ Yes. I’m not sure that I am  
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Prof．Decha SUNGKAWAN 

 
appropriate person to make a comment but 
sitting in here in this class for almost three 
hours, I very much enjoyed lectures and also 
the reports from the student. It lift up spirit as 
a social work educators, definitely. 
Three piece of this presentation is related to 
each other beautifully. Without the compassions, 
I don’t think that the students can organize 
themselves, go up to volunteer themselves to 
the affected areas in Tohoku. 
The lecture from Professor Figley is, I’ve been 
talking about the compassion which is very 
essential for the social work profession. Good 
thing in there, without compassion, we cannot 
do the practice. But if too much of it, I mean, if 
it’s too high, too high dose of compassion will 
hurt yourself. I think that is a very good 
warning but he keeps a very good 
comprehensive understanding of the concept of 
the high compassion fatigue. Maybe we learn 
more in the afternoon.  

The lecture of Professor Luna, I don’t treat 
it as a lecture. I will treat it as entertaining.  
Professor Luna beautifully applied Paul 
Frere’s educational philosophy to the theory 
practice for the community work. It’s very 
beautiful. And then, I think that this is very 
essential when you go to the communities. The 
students, I mean, volunteer, whatever you are 
going to do, or offer your service in the 
community, there have to be very cautions on 
the concept of the community, that were 

offered by Professor Luna.  
I think that for the student organization, 

that would be very good. You have a very best 
social laboratory for learning in the affected 
areas, and then applying all the concept that 
you study from this morning, from the 
compassions and also the principle of the 
community development. I would believe that 
your activities would be sustained from one 
class to the next, to the junior students. I hope 
it would be sustained. Thank you very much.  
 
FUJIOKA－ Thank you. Thank you, Miss 
Inaba, too. Thank you.  
Thank you very much. We wanted to make 
sure that good learning took place here, so, 
although we were behind the schedule by one 
hour, but we would like to be back here at two 
for the afternoon session. One hour lunch time. 
Thank you.  
 
FUJIOKA － Okay. Afternoon workshop. We 
would like to start afternoon workshop again. 
We would like to start the afternoon session. 
We’d like to ask each person to limit yourself to 
one hour, including your lecture plus Q&A. 
Please, Charles, please start afternoon 
workshop. 
 
FIGLEY－ We’re going to have, everyone’s 
gonna be participating. You urge me to include 
everyone. So, I hope you will all join me a little 
bit later. But let me cover some material here. 
First of all, the purpose, as you see, you have 
the handout, is to improve social work students 
but also everyone else who is attending here. 
Improving skills and techniques and preventing 
high compassion fatigue. That’s the main thing. 
I’ve already talked about this. If you’re not 
okay yourself, it’s gonna be hard to be effective 
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with other people. So, we’re gonna focus on 
this. 
   So, this model, I think, is a nice way of 
introducing this session. We’re not gonna be 
talking about data, and even any theories. 
We’re gonna be talking about what it means to 
focus on wellness, focus on health, and insight 
and joy. As you can see here, mindfulness, 
mindful awareness is really what we are talking 
about. So, mind-body connection, movement 
and exercise, nutrition, personal-professional 
development, physical environment, all those 
spirituality, all these things are important and 
that should be taken into account.  
   Of course, everyone is different. Oh, sorry. 
Sorry about that.  
Thank you. I’ll try to keep it briefer next time. 
The first thing that I wanted to focus on was 
First Do No Self Harm. First Do No Harm with 
regard to working with other people, but we 
need to also be concerned about harming 
ourselves.  

The Green Cross Academy of Traumatology, 
or just Green Cross, you can go to their website. 
It’s GreenCross.org.  
My latest book is called “First Do No Self Harm” 
and it focuses on physicians, and on physician 
stress and resilience, because physicians as 
well as all the social workers and other people 
sometimes forget about their own care. 
The Green Cross emerged in 1995 as a result of 

the Oklahoma City, USA, bombing.  
In that horrific and terrible terrorist attack, it 
became very obvious to me and to others that 
we needed to establish standards and protocol 
for working with traumatized people.  
So I organized a group of international experts 
who have studied and especially treated the 
traumatized to help me come up with a list. 
 
And the list focused on the correct and 
incorrect ways of working with the traumatized. 
The list emerged in 1997. It was four years 
later that the international society for 
traumatic stress studies established their own 
list. But it was very obvious to us in the early 
2000, especially after the terrorist attack in 
New York and Washington in 9.11 that we 
needed to do more. Because in 1995, not only 
was there the Oklahoma City bombing but 
there was the Kobe earthquake and also the 
gassing in Tokyo, which was shocking.  
So, what became very obvious to me and to my 
colleagues, especially those associated with the 
Green Cross, was the need not only for 
standards of practice in working with the 
traumatized but also standards of self-care. 
Just as the standards of practice apply not only 
to practitioners but also researchers, the same 
also applies to, in terms of the standards of 
self-care, that it’s both the practitioners and 
the researchers.  
Now, the next several slides that you have in 
front of you are associated with self-care. But 
you have a handout that lists all of these, both 
in English and Japanese. 
So, I’m not going to focus our attention on that 
list because you can read it yourself, and I 
think it should be self-explanatory. However, 
there is going to be time at the end for 
questions, and if you have any questions over 
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those standards, please speak up and we’ll 
address that then. As you can tell from the 
handout, hopefully, that we are going to have 
some group activities in which I’m going to be 
asking you to work in groups of three, to do 
some things.  

Among the things we’re gonna be focusing 
on are skills and being able to manage our 
stress. What I would like to do now is to talk 
about some of these strategies for managing 
your stress.  
Some of these things we are going to be 
covering in a few minutes, but some things we 
won’t. We’re going to be covering breath work 
and breathing, meditation. 
But we are not going to be focusing on some of 
the others, so those are the ones I’m going to 
talk about in the next few minutes. 
All over the world, spirituality, religion and 
prayer are extraordinarily important to the 
people. 

So it’s extraordinarily important as we 
work with people to determine how important 
prayer and meditation and affirmation is to 
them. And if that’s the case, they probably 
don’t need any training. Training in prayer and 
meditation is what I meant. Be that as it may, 
what I want to focus then on, as a few other 
things in addition. We’re going to be talking 
about a little bit later guided visualization and 
progressive relaxation. That there are so many 
strategies and methods of stress management, 
including poetry therapy.  

Basic principle in desensitization, and that 
is to be able to remove the emotionality from 
trauma memories. 
Desensitization is a process where, on the one 
hand the client feels safe and relaxed, but on 
the other hand the client is reminded of the 
traumatic memories. 

Poetry therapy is an example of this, in that 
you are encouraging the traumatized or the 
traumatized worker to, on the one hand 
analyze and focus on the past, but on the other 
hand create a beautiful poem at the same time. 

The Journal of Poetry Therapy is edited by 
a friend of mine, and he has created special 
issues of the journal each time there was a 
major disaster that takes place.  
He commissions those who enjoy and are good 
at developing poems, but also our therapists, 
he urges them to write poetry that reflect the 
reality of the disaster but the beauty that can 
come from understanding ourselves in the 
process. 
There is a standard of practice that has been 
studied and established evidence of its 
effectiveness in using with traumatized people 
the strategy of urging them to write a poem 
about their experiences.  
They found that by clients, by traumatized 
people, focusing on the poem rather than on 
just the trauma, that it gave them great 
comfort and enable them to explain their 
experience to other people. The same is true for 
music therapy. Many people turn to music as a 
way of relaxation and taking their mind away 
from the traumatic events. But working also 
with traumatized people asking them, “Is there 
any music that you are aware of that represents 
the experiences that you’ve had and the 
traumatic event since that time?” 
The same is true for dance, and dance therapy, 
in that you encourage clients either in a group 
or individually to create a dance that represents 
their experiences.  
The next category is rather incorrect. There 
should be pets down here. 
And that’s an example of using humor as you 
are working in this area. 
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As the video that we saw earlier indicated, 
Frank Ochberg who was the narrator and 
who’s worked in this field almost as long as I 
have says that the first symptom of being 
traumatized primarily or secondarily is the 
loss  
Every profession that works with crisis, 
sadness, death, fear, trauma, has humor as the 
backbone of their strategy for coping.  
Again, if we think of desensitization in which 
on one hand, you focus on the trauma or the 
least the memory of the trauma, and at the 
same time you are relaxed, it enables you to 
experience remembering the trauma, but not 
the bad part, not the negative stress response. 
So the person who was traumatized, again, 
either directly or indirectly, recognizes that 
they can make a joke about the traumatic 
event that they’ve experienced and laugh 
rather than cry. When we focus, then, on pets, 
how many of you, if I could ask a question, has 
a pet? 

Pets, for many people, are like children. 
And they bring you joy and happiness and 
enable you to forget about your problems. 
They get right in your face and lick it. 
Even cats. 
But also, if the animal is not your pet, animals 
in and of themselves are very relaxing and 
interesting and fascinating.  
Probably one of the largest emersions of pets 
and animals has emerged in response to 
companion animals and pets serving those who 
have post-traumatic stress disorder. 
Like an animal who is serving as a guide dog, 
these animals help traumatized people in 
anticipating their reactions and giving them 
special comfort at that time. 
This is just one list. There are many others, 
many other additions to this list. 

We use the concept of a toolbox as having many, 
many tools to be able to manage our stress. 
I’ve talked about eh concept of empathic 
discernment, and empathic discernment is 
attending to yourself as well as the client. 
Just as we talked about in the film, when we 
are on a plane, we are given instructions that, 
in the unlikely event of a loss of cabin pressure, 
masks will come down and to make sure that 
you put it on yourself first rather than putting 
it on a child first; put it on yourself first so you 
are able to attend to the needs of others around 
you. 

So if we are working with the traumatized 
and enabling them to be able to reduce their 
stress, we need to make sure our stress is 
reduced beforehand. Breath work like other, 
and now I would like to focus on breath work. 

The fundamental, just as humor appears to 
be an important sign of stress, so does holding 
your breath. So there was an effort to, when 
you are working in highly intense and 
frightening situations, there is a tendency to 
hold your breath. 
So, that’s a major problem. 
So, a fundamental intervention, then, when 
you are working with people is to notice how 
their diaphragm moves, notice, be able to tell 
how their chest is moving, to get a sense of 
whether they are either not breathing 
regularly or it’s very shallow breathing. 

This is a strategy for breathing meditation, 
and it indicates here, “Did you know that 
breath is the only part of the parasympathetic 
nervous system that is within your direct and 
immediate control?” So you have control. 
So you can be in control of your breath, and in 
the process, you can be more relaxed. 
Now, the challenge here is that many of you 
cannot understand what this is, and I guess I’ll 
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ask the interpreter to do what I’m going to do. 
This is called the four corners strategy for 
breath work, and it begins this way. You hold 
your breath and count to four. 
So the strategy is to bring in your breath, hold 
your breath, count to four. 
Exhale, let the breath out and count to four. 
And repeat the process. 
So, if I could ask you to do this, then if the 
interpreter could simply repeat that, of holding 
your breath for a few seconds, and then letting 
it out for four seconds, and holding it back. 
Everyone please try this.  
1、2、3、4。1、2、3、4。1、2、3、4。1、2、
3、4。 
In the groups, what we are going to be doing is 
first inventorying what strategies you use to 
reduce your anxiety, your stress, and one of 
them may be this one. 
I’ve noticed in my lifetime with regard to stress 
management that the older you are, the more 
strategies you have in controlling your stress. 
So, what I’m hoping for is those of you who are 
students to please develop additional 
strategies for controlling your stress. 
Another very popular strategy is “safe-place 
visualization.” 
My hope is that you will practice this strategy 
in small groups. 
The procedure is very, very simple. You ask the 
person, “Can you identify a place, either real or 
imaginative, that if you imagine yourself going 
there, you will feel safe?” 

Sometimes the person might identify the 
place as a place in the mountains or the woods.  
Or it could be at the beach or at your 
grandparents’ home. Or sometimes, a safe 
place is in your own bed in your bedroom. 
The main strategy, then, once you identify the 
safe place, is to encourage the clients, either 

colleague or yourself, to shut their eyes, 
imagining you are there, and do the following. 
The procedure is to get them to imagine using 
all of their senses to fully be present in this 
safe place. My concern right now of 
demonstrating this safe place visualization is 
that we’ll put you to sleep this close after 
lunch. 
As a matter of fact, I noticed that some of you 
are already dozing off. 
So, I want to cover a couple more things, then, 
to keep you awake. We’ve talked so far about 
stress management. It’s also important to focus 
your attention on your meaning, the meaning, 
the making, your understanding and 
appreciation for either what you’ve gone 
through or to encourage the client to focus on 
what they’ve gone through. 
This, here, is called the serenity prayer. I call it 
the classic serenity prayer because it isn’t 
religion or it isn’t any requirement of any 
religion, but it places things in proper context.  
I will ask the interpreter to please read what 
the prayer says. 
And we are all striving to have this wisdom to 
be able to know the difference. 

Now, in the next few pages is the strategy, 
the steps, for establishing your own self-care 
plan. My hope is that this can be translated so 
you can use this. 
Because as I leave Japan, my hope is that you 
will have this as a tool to be able to develop 
your self-care plan. 
But most of the self-care plan is really taking 
stock, taking an assessment, of how you are 
doing now. 
In order to be able to figure out what should be 
part of your self-care plan. 
Even though you students feel that you have 
no time as students, and they work you very 
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hard, I hope that your professors will 
encourage you to do this. So, there are 
psychological self-care. 
You go through each of these and rate how well 
you are doing. So it’s “Rate the following areas 
according to how well you think you are doing” 
for psychological care. Your physical care 
including how well you eat, exercise, medical 
care, those sorts of things.  
Emotional care in terms of how love and caring 
and fun and bringing you joy. 
Very similar concept is spiritual care in which 
it includes not just prayer and meditation but 
singing and reflection and being connected to 
the world and to your community, to your 
country. Relationship care, for example, the 
amount of social support that you receive and 
give. Relationship care、 
So this last element, the overall balance, is 
really the sum of your assessment. 
The second step, then, after the assessment is 
to complete the self-care plan. 
It asked, first and foremost, what your current 
practices are, and if you believe they are 
inadequate, identify what you plan to work on. 
In each of these major areas of mind, body and 
emotions and spirit. 
This is where you fill in your name and the 
date that you develop the plan. Then the last 
element is an indication of the degree to which 
you believe that there are barriers, for example, 
I tend to work too hard and I tend to not take 
enough breaks and vacations. So the action 
plan is how will overcome these predicted 
barriers.  
The final step, then, is once you have your plan, 
is to show it to two self-care buddies at work. 
Buddies meaning colleagues who know you, 
understand you and that you trust them.  
But also, you need at least one buddy at home, 

whether that is a family member or a good 
friend that is not connected to your work. 
Now, here is the tricky part. 
I would like you to organize yourself in groups 
of three. What I would like you to do is take 
your chairs and form A small circle of three 
people. Once you are in the group, I’ll tell you 
what to do. 
Now, as you see, we have more than one 
exercise. There are actually three exercises. 
Because we only have ten minutes, we can’t get 
through all of the exercises. 
Perhaps one thing that we could focus on is for 
you to identify the traumatic experiences or 
highly stressful experiences that you’ve 
experienced in your life. If you think hard 
enough, I’m sure you’ll be able to remember at 
least one stressful, it doesn’t have to be 
traumatic but some stressful time in your life. 
What I would like you to do is identify, share 
with the group, what your stress was, and 
what stress methods you used to reduce your 
stress. 
Use the next five to six minutes in focusing on 
that now please.  
 
<Group Discussion>  
 
FIGLEY－ Okay, One more minute. 
All right. I’m sorry to interrupt you. 
I’m very sorry.  
What I noticed, and perhaps all of you noticed, 
is the amount of laughter and smiling when 
you talked about these stressful experiences. 
And notice the humor came from the person 
who was talking about their stress, not from 
those that were listening.  
So, we are out of time, and I respect my host in 
wanting to end in an hour, but what I hoped to 
do in this one hour presentation was to bring 
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you together as a group and to focus primarily 
on stress management and skill building in 
terms of the self-care plan. My hope is that 
you’ll have more opportunity to talk in this 
same group or another group about these 
materials, so that as I fly back to the United 
States, I will feel confident that I have helped 
in some way. 
 
FUJIOKA－ At this point, we would like to 
take a ten minute break. We will resume at ten 
past three with Professor Luna. Thank you 
very much.  
FUJIOKA－ We would like to start again, 
special workshop from Luna, please.  
 

 
Prof．Emmanuel LUNA 

 
LUNA－ Good afternoon. This time, I would 
like to ask everybody to please come in front. 
Don’t bring anything.  
And please make a circle. 
This afternoon, we’d like to have a lot of fun. 
Yeah, you’re going to miss it if you’re not going 
to join it, you’re going to miss it. 
Please make a round circle. 
Some of the things Dr. Figley said can be done 
now, but in a different way. 
But the context of this is that this is part of 
community education. 
Now, the difference between entertainment 
and education is that. In entertainment, you 
just enjoy it and get entertained. But in 
education, you learn something about it. There 

is knowledge that’s coming out and you process 
it.  
Everybody should be a perfect circle. This 
should be a perfect circle. Here, here, somebody 
here. 
Right turn. Right turn. 
Okay, right turn. Can you come closer? It’s too 
big. 
Okay, can you carry? Okay. Usually, hazard is 
measured by intensity.  
What is intensity of the earthquake in 2011?  
7.8？ 
Typhoon is measured, 1-2-3-4-5. 
Earthquake is 1 to 10. 
If there is an earthquake of about 8, 9, oh my 
goodness, it’s going to be very, very strong.  
Now, you go back to the same position. Turn 
right. Okay. Put your hands on the shoulder at 
the next person. 
Make it smaller so that you can reach. 
Okay. This time, do it this way, like this. 
Okay, I’ll tell you the intensity. Intensity 2. 
Just intensity 2. 
Intensity 3. 
Okay. More down. Intensity 4. 
Intensity 6. 
When the number is getting big, then there, it 
could be affecting the whole body. 
You can put it down. Okay. Intensity 7. 
Okay, it should be harder now.  
Okay. Intensity 9. 
Wow, wow, wow. Okay, okay. Intensity 10. 
 
LUNA－ Okay. What do you feel? 
 
A－ Feel good. 
 
LUNA－ You like it?  
 
B－ I like it. 
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LUNA－ This is just an exercise. 
But we do this as a preliminary activity in a 
lecture. But if you notice, the topic is about 
earthquake. And so, from this exercise you can 
start discussing what is an earthquake. 
The different measurements of earthquake as 
measured by intensity. 
Then you can ask them what earthquake did 
you experience before? 
How did you feel about it?  
Did you feel good about earthquake? 
Ah.  
This one is good, not earthquake. 
Now. from earthquake, we’ll go to typhoon.  
Group yourselves into three. 
Okay, three.  
Group yourself into three.  
Three, three. Three persons.  
Okay, three persons? Three. Okay, that’s okay.  
Okay, we need another person. 
Can you join us?  
Ah, sumimasen. Sir, can you write this one?  
This one, can you write in there? 
Okay. Three of you. 
Okay, so, Ie, Taifu, Kazoku.  
Okay. Now, please group again to yourself. 
Three. 
Now, the two of you, please raise your hand. 
No, no, just two. 
Everybody does it. Okay? Everybody. 
Where is the third person here?  
We need you here.  
Okay. Ie, house. 
Ie. Come here, inside.  
Okay. Ie, house. 
Two are house. 
Kazoku, family. 
Family, family, family. 
Typhoon. Everybody. 
Okay. Typhoon. Now, if you say, for example,  

You say, kazoku. Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, 
kazoku. Kazoku. 
When say kazoku, all families get out of the 
house. You have to get to somebody’s ie. 
Somebody will be left here. Okay? 
I’ll do it for you. 
Watch me jump, you join one, you have to join. 
Okay. Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, kazoku. 
Kazoku. Yeah. It’s going to be, now you can be 
the it now. Okay. So you’re going to say, “Ie, 
taifu, kazoku,” okay? So, you just repeat two 
times. You repeat the one that should be 
changed. Okay. That is example. Okay? Go 
ahead. 
Ie, taifu, kazoku, ie taifu, kazoku, ie. 
Go, go, go, go. Okay, you again. Okay. Now, you 
go there. So you’re back here.  
Now, can you see the mechanics? Okay. Again, 
ie. Again for you for example.  
 
E－ typhoon 
 
LUNA－ No, no, no. You do it first three times. 
 
E－ Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, kazoku. taifu 
 
LUNA－ Everybody. Okay. You’re this time. 
Okay. Now, let’s play it around three rounds. 
Start. Ready? Go. 
 
LUNA－ Yeah. Go. 
 
F－ Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, kazoku. Ie 
 
LUNA－ Okay, go, go, go.  
 
G－ Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, kazoku. Ie. 
 
LUNA－ Okay, Okay. That’s the last. 
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H －  Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, kazoku. 
Kazoku. 
 
LUNA－ Kazoku. Okay. Again. Again. Another 
one.  
 
H－ Ie, taifu, kazoku. Ie, taifu, kazoku. Taifu. 
 
LUNA－ Okay. Okay. Thank you very much, 
everybody. 
 
We can go back to our seats. 
Actually, you can use this as a game for 
children. 
But when you do this game with adults, you 
also do some reflections.  
Now, I’d like to ask you to get a coin. Any coin, 
500 yen, 100 yen. Just one. 
Do you know how to play this one? Coins are 
used not only for buying. It can also be used as 
game. You can choose between, look at this, a 
head or a tail. 
So you choose. What do you want, a head or a 
tail? Okay, you have chosen head or tail. 
Everybody? Now try by throwing your coin ten 
times. Try how many times you will become 
successful. For example, if you chose head. 
You throw it ten times. And then count the 
number of heads, the head shows up. 
Okay. The head or tail. What is up to you, but 
you just choose just one.  
Sometimes it has no head. It’s number or 
plants. You can throw it on the floor.  
Ten times. Ready? Go. 
 
<Exercise> 
 
Done? How many times were you successful? 
 
E－ Six. 

LUNA－ Oh yeah, six 
 Five. 
 Five. 
 Four. 
 Four. 
 Eight. 
 Six. Four. 
 Six. Four. Eight. 
 Two. 
 Six.  
 
LUNA－ Two. Mine is three. 
The highest is eight but only one. 
Many four.  
Why did I ask you to throw your money?  
Because we say that disasters and development 
are two faces of the same coin. 
Meaning if this is development, the other side 
of the coin is disaster. When you throw your 
coin up in the air and it gets down, what does it 
mean? You are waiting for success, right? 
What is the basis of the success? 
Anybody? When you throw it, how will you 
know that you are successful? 
 
LUNA－ Yes? Yeah. 
 
Ｉ－ I believe it depends on the values of the 
person who throws it, whether the person 
thinks it is good or bad, or determine whether 
it was a success or not. 
 
LUNA－ Yeah, but when you throw it, what 
number did you get? How many times? You got 
three. Three success only. 
Which means that you throw your coin, and 
then what will determine whether you get 
three or seven, eight or two? 
Okay? Is the question vague? 
To which do you depend? The success?  
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LUNA－ You do it by? Again? 
 
J－ Coincidence. 
 
LUNA－ Coincidence. Yeah. Coincidence. 
What more? Another? You’re sure? Coincidence 
or? In sociology you call it. Possibility, 
probability.  
Coincidence, probability. Probability is 50-50, 
but in the actual throwing, you got only three. 
That means that your chance of being 
developed is only three. And seven, 70 percent 
of the chance is disaster. 
Okay. So, disaster and development are two 
faces of the same coin.  
If you are going to let chance, coincidence or 
probability dictates what will happen, then the 
probability of greater disaster might happen. 
Even if there are development efforts, but if 
you let chance take place, then disaster can 
happen. 
Who would like to give an example? An 
example? Any example? 
Do you have any example in which you let 
chance dictate what happened, and the result 
was a disaster? 
You let chance dictate is, and then the result 
was a disaster. 
 
LUNA－ Yes. 
 
K－ I bought a lottery ticket. 
 
LUNA－ Okay. Then you lost it. Okay. 
Well, definitely we all want development. We 
don’t want disaster. So, therefore, if we would 
like to have development, we should not let 
chance dictate it. And what should we do? Let’s 
place it into our hands. 
Placing it into our hands means that we will be 

the one in control. It’s not chance that will 
determine development. It is our hand that 
will say, “I would like to have development.” 
If we do that, the greater the chance that there 
will be development rather than disaster. 
Now, choose again what you want. Plants or 
number, head or tail. You choose again. 
Bring out your coin again.  
Let’s do it. This time, don’t throw it, but put it 
into your hand and ensure that you will 
become successful ten times. Ready?  
1-2-3. Okay. 
 
< Exercise > 
 
Okay. How many times you were successful? 
Ten. How about you? Ten? 
Ten? Anybody who got less ten? 
Ten? Ten? Everybody got ten? See? Now, this is 
the outcome if you use your hands to ensure 
that the development will take place. Don’t get 
chance a chance. I just demonstrated to you 
now a methodology. 
In which we discuss the relationship between 
development and disaster. 
By starting with a coin, an exercise. Then, we 
refrain from very, very academic and very, very 
hard discussion about the relationship between 
disaster and development. So, we made use of 
just a simple object that is available. 
And this can be done anywhere. Okay. You like 
some more exercises? Let’s have some more. 
In the Philippines, we have another game. By 
the say, as I’d said, we use game in order for us 
to add some means to discuss the actual 
content. 
I have here ten dots. The instruction is 
rearrange. Rearrange the ten dots. 
In such a way. That there are five lines. 
Four dots each. 
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Don’t let your neighbor copy from you. Do it 
secretly. 
When you have done it, show it to me. I’ll come 
to you and I’ll tell you whether it’s correct or 
wrong. This is Dot A, B, C. D. E, F, G, H, I, J. 
Okay? Instruction is clear? 
Yeah, you can write. You can do the exercise. 
Five lines, with four dots each. 
 
K－ It has to be a straight line?  
 
LUNA－ Yeah. No curves. 
All straight lines. Actually this is a very 
difficult exercise. And seldom do I find 
somebody able to get this. But there is a real 
answer to this. 
The winner will get one billion yen. 
Care of our brother here. You will be the one to 
give the prize. 
Okay. Anybody? Two minutes more. 
You’re too silent. Okay. I think two minutes is 
up. Okay. In order for you not to be so stressed. 
Let’s all stand up, and let’s sing. 
They say they still will like to answer this.  
Actually, I like your endurance. Somebody got 
it right. But he doesn’t know that he is right. 
You got it right? You don’t know? You got it 
right. Don’t open it. You got it right. But you 
don’t know that you are right. 
Imagine it. He got it right, but he doesn’t know 
it. But I saw it. 
No, no, no. So far it’s only him. 
Okay. Let’s all stand up. Let’s all stand up. 
In Japan, you know this song? Twinkle, 
twinkle little star. You know this one? 
You sing that? In Japanese? 
Okay, you sing that in Nihongo. We’ll sing it in 
English. 
Ready? Ready? Ready? 
Go. Twinkle, twinkle, little star, how I wonder 

what you are. Up above the world so high, Like 
a diamond in the sky. Twinkle, twinkle little 
star. How I wonder what you are.  
 So what’s that? Diamond? No, it’s not 
diamond. What’s that? It’s star. Yeah. Okay, it’s 
a star. 
It’s star. This is A, B, C, D, E, F, G, H, I, J. All 
right? Okay. So, you have a prize. You get this, 
get you one billion yen from him.  
Okay, you can sit now.  
So it’s not in just one line, because in Geometry, 
when you have the same line, all the lines 
therein, within two points are on just one line. 
So it has to be separate line. Okay, I gave you 
an exercise. 
The question is this one. How, in what topic, in 
what session, about disaster risk reduction can 
you make use of this game?  
Any topic in disaster risk management in 
which you can make use of this as a starting 
point in discussing it. 
Do you have any suggestion? Maybe as a cue. 
What is the message of this game?  
If you notice, I know you seeing the problem 
both in evocative method. I can easily tell you 
in a second the answer. But I don’t like to do it. 
Because it is important that we process the 
answer. We generate the knowledge by 
ourselves. 
My first question would be, what do you think 
is the message of this game? And second 
question; in which kind of session or topic in 
disaster risk reduction can we make use of this 
game?  
First, what is the message of the game? Yes. 
 
C－ Mutual linkage, connection. 
 
LUNA－ Mutual linkage, connection. Okay, 
that’s right. Some more? You’re right. It’s okay. 
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Another? Anyone? 
When you connect, you are able to establish a 
star. Okay. Anyone? 
Did you find it difficult to come up with the 
answer? So far, only one got it. 
 How did you find it? 
 
L－ No, it just happened.  
 
LUNA－ What did the star? 
 
L－ I didn’t really think too hard. I was just 
writing. 
 
LUNA－ Did you find the problem difficult? 
 
L－ Yes, it was. 
 
LUNA－ So what did you do when you find it 
difficult?  
L－ I was first thinking that the lines should 
cross over with each other to a certain extent 
or maybe certain parts of line should be shared 
by other lines. And I was just drawing, and a 
star came up.  
 
LUNA－ So you just kept on drawing?  
 
L－ It was a coincidence. 
 
L－ I was drawing and drawing, and just 
kept thinking that certain dots are shared by a 
number of lines. And that’s how I came up with 
a star. 
 
LUNA－ I like that picked that up, just keep 
on doing and doing until you got it. 
 
Now, there are times in our lives there seems 
to be no answer to our problems. 

It seems to be difficult. There is no answer to 
our problem. And this is exactly what 
happened here.  
By simple mathematics, how can you come up 
with five lines with four dots each? You need 20 
dots.  
But here, you did not add any dot. 
You just need some rearrangement. 
And by making arrangement continually, 
persistently. Your problem was solved. 
Does it happen? 
Right? You have a girlfriend?  
 
L－ Yes. 
 
LUNA－ Oh, yes. So, maybe when you have a 
girlfriend, you persistently courted a girl? 
So, you know, when we have problems, all we 
need to do is to persistently keep on going, and 
then you’re going to get it. 
Given that, in which topic in disaster can we 
make use of this concept or of this game? 
Anybody? Maybe disaster preparedness? 
Disaster prevention? Emergency response? 
Disaster recovery? What do you think? 
Any choice? When does it happen that you 
have so magnitude problem that you have 
encounter huge problem? It happens when?  
Yes? What? When? You stop trying? Yes. When 
you stop trying? In the context of disaster, 
when does it happen? Before or after? Before or 
after a disaster?  
 
M－ After. 
 
LUNA－ After. Right 
After a disaster, you have so many problems. 
And if you will stop and just stare at it and do 
nothing, the problem will not be solved. 
So, when there is a disaster, the magnitude of 
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problem seems to be unbearable, cannot be 
solved. But if you keep on doing it, if you 
continue doing it, if you start with linkages 
because in the process of doing it, you establish 
linkages, your problem will be solved. 
Okay, again, this is an example of how a game 
can be used as a springboard for discussing a 
topic in disaster risk reduction. 
There is an acronym that describes this 
process. ADIDAS. ADIDAS means shoes. 
If you have, for example, a two-hour session on 
any topic, it could be two hours or one hour. 
You divide your time into this, into ADIDAS. 
A means Activity. Example would be game and 
exercise. And then D is Discussion. 
Like the exchanges, the dialogue. I is Input.  
As a facilitator, you give some input about the 
topic. Very briefly. You do it very briefly. 
And then you have discussion again. 
The discussion would include the output of this 
one and this one integrated here. And then, A 
is Analysis. 
So, analysis, maybe you would ask them, how 
can you apply this? How can you use this?  
In what way can this benefit you? And finally, 
the S is the Synthesis. Assuming you have one 
hour, that means 60 minutes. 
So maybe you can give here about, say, maybe 
you’d like to make it simple. You just divide it 
by 10 minutes each. 
That’s 60. By doing this, you are able to come 
up with a one hour session that is not fully 
lecture. 
You have many short activities with the 
community participants. 
By doing this, you make your session, your 
training, more appropriate and more effective 
for the community people to understand the 
session. 
My last one minute is this one. I would like you 

to think of Japanese games, Japanese poetry, 
Japanese activities, Japanese concepts which 
you can use for your activity. 
And from that activity, you’ll related that to 
the topic of your session in a training.  
By the way, I’m a promoter of ADIDAS and 
they pay me for this. 
No, just kidding. I have no relation with 
ADIDAS. I think that’s all for today. Thank you 
very much.  
 
FUJIOKA－ Thank you very much, Professor 
Luna.  
Thank you for being very mindful of the time. 
We are using our time very efficiently and 
effectively. 
This session was scheduled to end at 4 p.m. but 
we ask you to remain with us a little longer to 
address some questions to the two lecturers 
who spoke this afternoon. 
I believe that we only have enough time for 
questions from one or two people, but first of 
all, is there anyone who has a question he or 
she wants to ask to Professor Figley?  
We solicit questions from either the students or 
anyone else who is participating. 
From Professor Yoshitomo, please add your 
comment as well, as your question.  
 
TAKAHASHI－ I have a question. Basic 
question for Figley. Could you help us 
understand your definition of resilience? 
Somebody claims that resilience is innate 
ability to maintain strength. What’s the 
difference between resilience and recovery?  
 
FIGLEY－ I think there is a lot of overlap. 
Resilience is the ability to recover. 
So it’s the process of recovering. 
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TAKAHASHI－ So, when somebody experience 
a trauma, and the injury. I think this is 
recovery. But somebody says that resilience is 
that the person who shows almost, very small 
injury, and then maintain that course. So this 
is recovery and this is resilience. 
What is the difference between them? 
 
FIGLEY－ I don’ t know. 
 
TAKAHASHI－ Neither do I. 
 
FIGLEY－ Maybe it’s the time of day. 
 
TAKAHASHI－ Thank you anyway. 
 
LUNA－ Can I give some comment on that?  
 
TAKAHASHI－ Yes, please. 
 
LUNA －  Recovery resilience use in the 
psychiatry or inner healing. 
But in the community and disaster risk 
reduction in community. 
Resilience is characteristic that enable a 
person to withstand stress. 
And recovery is part of the disaster risk 
reduction management process. 
In community based disaster risk management, 
the process is disaster prevention, mitigation, 
preparedness, response, recovery. So it’s part of 
the process. Resilience is at the middle. 
Which means that there should be resilience in 
the process of disaster prevention, mitigation, 
resilience in disaster preparedness, resilience 
in emergency, resilience in recovery. 
The context of that is not psychiatry. The 
context is community-based disaster risk 
management. 
 

TAKAHASHI－ Do you think it’s possible to 
facilitate resilience? 
 
LUNA－ That’s right.  
At the community level, yes. I would like to 
write a source. This is downloadable. It is by 
John Twigg. 
Characteristics of a Resilient Community. 
Not population but of the whole community. 
 
FUJIOKA－ Thank you very much. I believe 
that resilience is an issue which will require 
continued discussion, and we may be required 
to take this up again as a topic. 
Professor Figley has been dealing with the 
topic of resilience for many years, and in this 
seminar also, we were made to realize that 
resilience needs to be discussed in the context 
of not only the individual but the community. 
So we need to revisit the conceptual structure, 
and we thank Professor Figley for making us 
aware of that.  
We are very grateful to Professor Luna for 
having given us very practical training 
including activities and games. Does anyone 
have any questions for Professor Luna?  
We iterate our gratitude to the two professors 
who instructed us in the session this afternoon.  
This basically concludes our three day seminar. 
I would like to present a brief wrap up without 
taking up too much more of your time so that 
we can connect this to next year.  
I think some of you have come here for the first 
time, however, only today’s session, but we 
have had three day seminar this time. On the 
first day we had the keynote speeches by Dr. 
Luna and Dr. Figley, and we of course discussed 
the community-based risk management, 
disaster risk management. In that context, we 
discussed how to create the community which 
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would be resilient to disasters, and in that 
context how we should conduct social work. 
The concept of community itself was also 
discussed and also how to make intervention 
into community at the time of disaster was 
discussed.  
Dr. Figley talked about the question of 
resilience as it has been brought up by 
Takahashi-sensei earlier. Dr. Figley told us 
that there are five levels of resilience that we 
can think of, and when the level of resilience is 
low, for instance on the part of somebody who 
tries to support the victims of disaster, there 
will be problems. In terms of resilience or 
improvement of resilience, we have to think 
about how to support the supporter. 
In the afternoon of the first day, we had actually 
a session to have presentations on the results 
of the joint research that we had with Professor 
Asada and his team from Tsukuba University. 
There, we discussed community-based risk 
management, of course, but we realized the 
concepts that need to be clarified in this area 
has not been clarified good enough yet. So we 
need to work on that.  
   And especially it was pointed out as a fact 
that people who needs assistance from outside, 
the more they need the assistance, the more 
difficult it seems to become for a person to ask 
for help from outside. And so, specifically 
speaking, what kind and in what way we need 
to make intervention in such a case need to be 
studied furthermore.  
That’s what we learned on the first day. In the 
second day, we also had presentations by 
Professor Fantini, Professor Decha and also 
Angline. We discussed about culture on this 
day. We looked at culture in two aspects. One 
was the fact that we need to give great respect 
to the culture of people who we are trying to 

deal with. The second meaning of the culture is 
that we need to cultivate the culture in 
disaster response. This second type of culture 
needs to be developed further on, we realized. 
In that sense, we had a very great deal of 
learning out of the second day session too.  
In the morning of that day, we had presentation 
by Professor Yamaguchi based on his experience 
in disaster responses. And he had made a very 
important valuable recommendation as well, 
especially about places like Tokyo, huge 
metropolis, the city has a rather great weakness 
when it comes to responding to disasters and 
the aftermath. This needs to be recognized 
more properly. 
   And also, he talked about the importance of 
community wisdom, or wisdom which can be 
found in the community that can be used for 
community building into the future, especially 
the findings we can use in this area would be 
coming from the experience in Asia and the 
United States. In promoting reduction in 
disaster and also in developing society which 
would be resilient to disasters. These kinds of 
concepts can be utilized more fully.  
Following that, Mr. Hiroe shared with us his 
experience and activities he and his colleagues 
engaged in as professional, psychiatric social 
worker. He told us that he and his group got 
involved in responding to the disaster after 
3.11 earthquake and tsunami, starting from 
early stages after the disaster. And also he had 
experience in working in this area at the time 
of Kobe, Kansai great earthquake in 1995. In 
fact, he and his group has developed a training 
program of psychiatric social workers to work 
as professional in the post-disaster context.  
Not only providing programs or training 
programs for the psychiatric social workers but 
Hiroe-san emphasized the importance of the 
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provision of support to the people who are 
really in the center of facilitating the support 
or providing support to the victims. At that 
time, I found out that Imagawa-san, another 
participant in the seminar, told Hiroe-san that 
Imagawa-san was facing with a great deal of 
difficulty in responding to the needs of the local 
people, affected people, at the same time he 
himself was feeling a great deal of stress but he 
couldn’t share that stress with anybody else. 
Three years later, since 3.11, he now was able 
to talk about it to Mr. Hiroe and Mr. Hiroe said 
he was happy to hear that, and it was 
worthwhile for him to come from Tottori, all 
the way to Kiyose. Again, this tells us the 
importance of providing support to the support 
providers to the affected people.  
And of course today, you’ve had been with us 
since this morning, so I don’t think I need to 
wrap up today’s session here. I think we’ve all 
had very valuable experience today. 
I summarized what had taken place over the 
last three days. The reason why I did so was to 
recognize again the importance of our mission, 
this college’s mission, in conducting this 
seminar and putting tighter the results of the 
seminar later on, and let the information or the 
findings, valuable finds we had this time, have 
it known by the society at large in Japan as 
well as elsewhere in the world. It is our 
mission. I’m very happy and very proud to 
have the representatives of the students with 
us at this seminar. It is the spring vacation, 
and I’m sure you are very busy but I’m very 
happy that you all came to join us. 
And of course, last but not least, my greatest 
appreciation goes to the professors who came 
all the way from abroad. Thank you.  
Mr. Iijima and all the other staff members who 
had worked so hard behind the scenes for the 

last three days.  
Of course, Professor Akimoto has, I guess, left 
but he was with us. He’s been with us for the 
last three days, and for closing session. Of 
course the president has been with us for the 
last three days. We would like to express our 
greatest appreciation to them too. 
I also would like to take this opportunity to 
thank Professor Yoshitomo Takahashi and 
other members of his team for coming to join 
us. I hope this will help us deepen our relations 
and collaborations into the future.  
And thank you for the interpreters. Thank you, 
from the interpreters, too. 
Again, I would like to thank all of you for your 
participation. Thank you very much.  
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